














殺×愛7




─きるらぶ SEVEN─








風見　周





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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２月８日（土）

二月の奇蹟　──そして、最後の《恋》が始まった。




２月26日（金）

世界で最初の恋物語

　──good-bye my love──




３月６日（土）

世界で最後の恋物語

　──like a cherry blossom──




３月10日（水）

Loves, so that want to kill.

　──殺したいほど、愛してる







　あとがき







　　　エピローグ──あるいは全すべての終わり







　オメガになった瞬しゆん間かんから今まで、死に場所について、ずっと考えていた。

　理想の《死》とは、どういうもんなのか？

　最さい期ごの瞬間は、どんなふうでありたいか？

　結局、答えは出なかったけれど……

　ようやく、正せい解かいに辿たどり着くことができたように思う。

　見上げれば、白い天使たちが舞まう青空。

　太陽がぼんやりと霞かすんで、満月みたいに淡あわく輝かがやいている。

　校庭に植えられた満開の桜さくらからは、花びらが降ふり注いでくる。

　鮮あざやかな桜の雨に打たれながら、愛する少女と見つめ合っているんだ。

　その光景は、すごく幻げん想そう的で……

　奇くしくも、サクヤとの出で逢あいをリフレインしたかのような状じよう況きようで……

　うん。間ま違ちがいない。これが、正解だ。

　僕ぼくは、今、ここで、死ぬんだ。

　凜りんとした恋こい人びとの声が響ひびく。

「約束だから、おまえを殺そうと思う」

　サラサラ、サラサラ──

　淡あわ雪ゆきみたいに舞い散る花びら。

「お願いするよ。きみのために。僕のために」

　降り注ぐ薄うす紅べに色の花か弁べんをひとひら、手の上に受け止めて、

「この世界を、救ってくれ」

　サクヤは小さく頷うなずくと、大たい剣けんを構かまえた。

　陽光を跳はね返し刃やいばがきらめく。

「椎し堂どう密ひそか。おまえが、好きだ」

　彼女の想おもいを受け止めるみたいに、僕は腕うでを横に広げた。

「サクヤ。きみが、好きだよ」

　永えい遠えんとも思える、一瞬の空白の後で、

　ザッ────！

　サクヤが動いた。










　ふわり、と。










　桜の花びらが、吹ふき散る──










　サクヤ。

　きみに出逢えて、よかった。

















１月22日（金）

　滅亡前夜のアパテイア

　　──living dead──















《希望》は、なにを生うみ出すと思う？
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　サクヤと初めて出で逢あった時、桜さくらの花びらが舞まっていた。薄うす紅べに色した桜の雨に打たれながら、僕ぼくたちは恋こいをする契けい約やくをしたんだ。

　そして、今。

　恋の《契約》を捨すて、別々の道を歩み出した僕たちは、再ふたたび邂かい逅こうした。

　住じゆう宅たく街がい。壊こわれた家屋。冬の庭。

　天使に襲おそわれていた親子は、支ささえ合うようにして懸けん命めいに逃にげ去ったみたいだ。

　世界に残されたのが僕たち二人だけになったように、僕はサクヤと向かい合う。

　サラサラ、サラサラ──

　微かすかな音を立てて、冷たい雪が降り注いでくる。

　古ぼけたテレビの画像みたいに、白い粉雪ドツトがノイズとなってサクヤの姿すがたを霞かすませている。

　分ぶ厚あつい雲を透とう過かして差し込こむ淡あわい朝日に照らされた対天使兵器ルシフエリオンの顔は、雪の結けつ晶しようを想おもわせるほどに凜りんと冷たい。

　だけど、ふいに──

　サクヤの無む表ひよう情じようが揺ゆらいだ。

　微かに眉まゆを顰ひそめ、頰ほおを強こわばらせただけ。しかし、そんなわずかな変化だけで彼女が戸と惑まどっていることが僕にはわかった。

「ねえ、ヒソカ……」

　躊躇ためらうように幾いく度ども唇くちびるを震ふるわせて、

「どうして、おまえがここにいる？　来らい夏かさんと一いつ緒しよに街を出たって聞いた。なのに、どうして……。あっ……、ひょっとしてっ……」

　またしてもサクヤの表情が変化した。少しだけ瞳ひとみを見開いて僕を見つめてくる。

　その変化に名前を付けるとしたら──

　きっと、《希望》だ。

「戻もどってきて、くれたの……？」

　躊躇いながらも、僕の方に少しだけ近づいてくる。僕たちの間に引かれた雪のベール。その冷たい隔へだたりを破やぶろうと、サクヤはそっと震ふるえる手を伸のばそうとした。

「天使の元に駆かけつけて来たってことは、また私と一緒に街を……」

　しかし──伸ばし掛かけていた手を降ろした。言葉も飲み込んでしまう。そうではないと自ら気付いたのだろう。

　僕が天使に襲われた親子を見捨てようとしていたのを見ていたのかもしれない。

　ぎゅっと手を握にぎりしめ、小さく唇を嚙かむ。

「ヒソカ……」

　華きや奢しやな肩かたに粉雪が降りかかる。怯おびえるようにサクヤは肩を震わせて、

「来夏さんに、なにかあったの？」

　僕はなにも答えずに、

　ただ黙だまって、踵きびすを返した。

　かつて恋をしていた少女に背せを向け、雪降る街に歩を進める。

「ヒソカ……っ！」

　どこか悲ひ痛つうに聞こえる呼よびかけを背に受けても、立ち止まらなかった。

　後ろめたさを感じることも、胸むねの痛いたみを感じることもない。

　僕は確かに、サクヤに恋をしていたのに。

　恋しさはおろか、懐なつかしさすら覚えることも……わずかな動どう揺ようすらも感じなかった。

　僕のココロは、ひたすらに凪ないでいたんだ。

　冷たい風が吹ふき抜ぬけ、僕の髪かみとコートの裾すそを揺らした。分厚い雲に覆おおわれた空を見上げ、舞い散る雪の向こう側を見やる。

　どこかで嗤わらって見ているのであろう、僕をオメガなんてバケモノにしやがった存そん在ざい──《神》に向けて、呟つぶやく。

「さっさと世界を滅ほろぼせよ……」
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　それからも、僕は終わりゆく世界を目に焼き付けていく作業を続けた。

　隣となり町まち。風かざ原はら市し。デパートの屋上。

「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　フェンスを乗り越こえた先、屋上の縁ふちで片かた膝ひざを抱かかえて座すわり、歌を口ずさむ。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

〝あの人〟が好きだった歌が冷たい風に乗り、眼がん下かに広がるビル街に微かに漂ただよう。

　一二階建てのデパートの屋上にいるから、かなり遠くまで見み渡わたすことができた。

　風原の街は神かみ代しろ市よりも栄えているから、桜さくらヶが丘おか高校に通っていた生徒たちが、よく遊びに来ていた街だ。

　春先に来た頃ころは復ふつ興こうが進んでいたのに、今や見る影かげもない。大だい地じ震しんにでも遭あったかのように巨きよ大だいなビルが基き礎そ部分だけを残して消しよう滅めつしていたり、駅前の一等地に不ふ可か解かいな空き地が広がっていたり。

　広い道路の隅すみには大破した自動車が放置され、ラッカーで《みんな死ぬ》なんてラクガキされている。神代市以上の荒こう廃はいっぷりだ。やがては横よこ浜はまのように廃はい墟きよとなり、無法地帯と化してしまうのかもね。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　冷たい北風が吹き抜けた。

　僕の着ている黒いコートが音を立ててはためく。背はい後ごにある壊こわれ果てた遊ゆう戯ぎコーナーで、風に吹かれて空き缶かんが転がった。かつては子どもたちを楽しませていたであろうウサギの形をした乗り物に空き缶がぶつかり、空むなしい音を立てた。

　乱みだれた髪をおさえながら、眼下を眺ながめ続けていたら──ぶるっと身震いしてしまった。寒かったからじゃない。天使が出現する前ぜん兆ちようを感かんじたんだ。

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　天使が来るとわかっていたから、僕はこの場所へ来た。

　まるで、死神みたいに。

「♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる」

　ほどなく黄昏たそがれ色に染そまった空に裂さけ目が生じ、天使が出現した。

　樹じゆ氷ひようみたいな白い六枚まい羽はねを持つ天使が、空中に漂う。よく見かけるホラー染じみた容よう貌ぼうのバケモノではなく、美しい女じよ性せいの姿をしてる。凶きよう悪あくな力を持つヤツほど容よう姿しは人間に近づく。きっと上位の天使だ。

　オオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……

　壊れたビル群ぐんが作り出す谷間に、天使の悲しみに満ちた慟どう哭こくが響ひびき渡った。

　天使の出現に気付いたんだろう。パニック映えい画がのワンシーンみたいに、建物から多くの人が飛び出してくる。廃墟同然の街に見えたけれど、まだ多くの人間が生きているんだ。

　米こめ粒つぶほどの大きさに見える人々が、抉えぐれたアスファルトに足を取られながら逃にげまどう。逃げ遅おくれたヤツを突つき飛ばし、倒たおれた女性を踏ふみつけて、必死に生き延のびようとしてる。

　そんな光景に、なぜか吐はき気を感じた。

「…………逃げる意味なんて、ないのに」

《みんな死ぬ》。そう書かれたクルマのラクガキの方が、ずっと共感できる気がする。

　慈じ悲ひに満ちた表情で逃げまどう人たちを見下ろしていた天使は、樹氷みたいな華きや奢しやな翼つばさを緩ゆるやかにはためかせた。

　オオオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……!!

　空気を震ふるわせるように、咆ほう哮こうする。

　天使の慟哭は、すぐには止やまなかった。

　殷いん々いんと響き渡り、空気を震わせ続ける。

　鼓こ膜まくが痺しびれ、痛いたみを感じはじめた頃ころ、ふいに音が搔かき消えた。

　天使の目の前にあった建物が、砂すなの城しろが崩くずれるみたいに、崩ほう壊かいしはじめたんだ。瞬またたく間に風化していくように、コンクリートの壁かべやガラス窓まどが粒りゆう子しとなって漂う。原理はわからないけれど、強い振しん動どう波はみたいなものがぶつかっているのかもしれない。

「あのビルは……」

　天使が破壊している建物に、覚えがあった。あのビルの八階には、《スウィーツ・キングダム》というフードテーマパークが入っていたんだ。サクヤとデートした場所だ。《プリンフェスタ》なんてイベントをやっていて、プリンが大好きなサクヤは喜んでた。

　想おもい出の場所が、砂粒みたいになって崩れ去っていく。

　逃げ遅れた人たちがビルから飛び出してきた。悲鳴をあげるまもなく、次々と振動波に巻まき込まれてしまう。建けん造ぞう物と同様に人間も一いつ瞬しゆんで血色の霧きりとなって消しよう滅めつした。

　あるいは。

　昔のように銃じゆうをぶっ放して天使に抗あらがえば、何人かは助けられたかもしれない。

　かつてそうしていたように、僕の身体からだを天使に与あたえて、帰ってもらうことだってできたかもしれない。

　だけど、なんの手出しもせず、僕はただ、眺ながめ続けた。

　二つの建造物と多くの人々を塵ちりに変えた天使は、再ふたたび六枚の翼を大きく震わせる。

　天からスポットライトのような光が降り注ぐ。粒子となった《想い出》と《命》が、螺ら旋せんを描えがく渦うずとなって空へ舞い上がっていき──やがて、消えた。

　初めから、そこにはなにもなかったみたいに、跡あとにはなにも残されていない。

　ほどなく、雪が降ふってきた。

　冷たくない雪──なにかが回かい収しゆうされると代わりみたいに舞い降りてくる《紙吹雪ふぶき》だ。

　サラサラ、サラサラ──

　降り注ぐ、冷たくない雪。

　結けつ晶しようを一片ひとひら、手のひらに受け止めて、

　ゆっくりと、僕は瞳ひとみを閉とじた──
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　睡すい眠みんも食事もせず、ただ天使の現あらわれる予よ兆ちように導みちびかれるように、壊こわれていく世界を瞳に焼き付ける。空くう腹ふくも限げん界かいを超こえるとオメガの力によって癒いやされた。身体の汚よごれも不要なものと見なされるのか、一いつ緒しよに消えてしまう。僕はそれ以外のことは一いつ切さいせずに、ひたすらに天使の行動を眺め続けることができた。

　そんな日々を送っていくうちに、日付の感覚はなくなっていった。

　だから、それが、いつ頃のことかわからないけれど──凍こごえるくらいに寒い朝のことだ。霜しも柱ばしらを踏ふみながら家の敷しき地ちに自転車を入れていたら、後ろから声を掛かけられた。

「ヒソカ……」

　凜りんとしたサクヤの声。しかし、どことなく躊躇ためらいみたいなものが混まじっている。

　振ふり返った僕は、目眩めまいにも似にた強いデジャヴュを感じた。

　サクヤは学校の制せい服ふくを着ていたんだ。手には通学カバンを提さげている。数か月前までは当たり前の服ふく装そうだったのに、学校が閉へい鎖さされてしまった今では、ひどく奇異に思えた。

「……なにか用？」

　壊れかけた門もん扉ぴ越しに返事をした。

　対天使兵器ルシフエリオンはすぐには口を開かなかった。絆ばん創そう膏こうが貼はられた頰ほおを微かすかに引きつらせ、包帯の巻かれた手でカバンをギュッと握にぎりしめて、自分のつま先を見つめ続けてる。

「用事がないなら、僕は、」

「あ、あのっ！」

　黙だまり込んでいたサクヤは、意を決するみたいに息を吐はいた。白い吐と息いきが、空に解ほどける。

「……一緒に、学校へ行こう」

「学校……？　なに言ってるんだよ。学校は閉鎖したはずだろ」

「それは、そうだけど……」反論されるのを恐おそれるみたいにサクヤは一気にまくし立てた。

「みんなで自習をしようってことになった。クラスメイトたちが学校に集まってる。ほら、今年は《だいがくじゅけん》っていうのが全すべて中止になったでしょう？　でも、来年には再開されるかもしれないから、今のうちから勉強しておこうってことになったんだ。どうせ勉強するなら、みんな一緒の方が楽しいでしょう？　クラスメイトたちが教室に集まってる。高たか天まが原はら師し匠しようも担たん任にんの斑鳩いかるが先生も来てくれてる。だから──」

　僕を見つめて、サクヤは繰くり返した。

「だから、おまえも一緒に、学校へ行こう」

　僕はなにも言えなかった。

　呆あきれてものが言えなかったんだ。

　みんなで集まって受験勉強をしてる？　なにをバカなことしてんだよ。

　高校と同じく大学だって、ほとんど全てが休校してる。再開される可か能のう性せいは皆かい無むだろう。っていうか、生きていくだけで精せい一いつ杯ぱいなんだ。自習なんかしてるヒマがあったら、食料でも集めてた方がまだマシだろう。いや、集しゆう団だん自決でもするのが正解かな。

「集まって勉強してると、街がこんな風になってしまう前に戻もどったみたいだねって、みんな笑ってる。すごく楽しい。クラスメイトたちは、おまえに逢あいたがっている。だ、だから、ヒソカも、」

「無む駄だだよ」

「……え？」

「自習なんてしたって、無駄だ。来年になれば、大学が再開されるかもしれない、だって？　そんなことあり得ないって、きみはよくわかっているはずだろ」

「…………」

　この僕が死なない限かぎり《世界滅亡カーテンコール》は終わらない。世界は平和にならない。

　オメガである僕が、滅ほろびを受け入れてしまったのだから。

　ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンとして僕を殺しに来たサクヤが、そのことを一番よく理解していると思うんだけどね。

　ま、生き残った元クラスメイトたちが残された最さい期ごの日々をどんな風に過すごそうと、それは勝手だ。僕に口出しをする権けん利りはない。関かん与よしたいとも思わない。

　冷たい無表情を強こわばらせて僕を見つめていたサクヤに、キッパリと告げた。

「僕は行かないよ。無駄なことはしたくない」

　食い下がられたら面めん倒どうだなと思ったけれど、彼女は思いのほか素す直なおに頷うなずいた。

「そう……。それなら、別にいい。無理に誘さそうつもりはない」

　サクヤはゆっくりと踵きびすを返す。対天使兵器ルシフエリオンらしくない、のろくさとした動作だ。

「…………一応、私とおまえはクラスメイト。だから、誘いに来た。それだけだ」

　サクヤは学校へと歩いていく。

　──と、背中越しに彼女は何かを呟つぶやいた。

　あまりにも小さな声だったから、よく聞こえなかったけれど、僕にはサクヤはこんな風に言ったように聞こえた。




「無駄じゃない」って──




　その日以来、サクヤは毎朝、僕を迎えに来るようになった。

　声を掛けて来ることはない。制服を着た彼女は、いつもながらの無む表ひよう情じようで僕の部屋の窓まどをただじっと見上げるんだ。

　しばらくの間、そうしていたかと思うと──小さく吐息を漏もらし、肩かたを落として歩き出す。そのまま学校へ向かうみたいだ。

「…………」

　カーテンの陰かげから、遠ざかっていく華きや奢しやな背中を眺ながめる。

　怪け我ががヒドイのだろうか。痛いたむ足を庇かばうように、サクヤは片足を引きずっていた。

　それなのに律りち儀ぎに学校に通おうとしてる。

　しかも、毎朝、僕を迎えに来るなんて。

　本当に、本当に、本当に──……

「……無駄だね」
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　避ひ難なん所じよにもなっている近所の小学校。運動場にはテントや仮か設せつ住じゆう宅たくが並ならんでいる。家を失った人たちが身を寄よせているんだ。

　偶ぐう然ぜん通りがかった僕の耳に、元気な声が届とどいてくる。聞き覚えがあったから、つい立ち止まってしまった。グラウンドの片かた隅すみから校庭を眺める。

「うおーい、そっち引っ張ってくれー！」

　学校の制服を腰こしに巻まき、Ｔシャツの袖そでをまくり上げている猿さ渡わたりが、生き残ってたクラスメイトたちとテントを張はっていた。

　真っ白な息を吐き出しつつ猿渡が怒ど鳴なる。

「って、バカ！　てめー、大おお崎さき！　引っ張りすぎだっつーの！」

　サッカー部でガタイの大きかったクラスメイトが、テントについたロープを引っ張りながら怒鳴り返した。

「引っ張れって言ったのは、猿渡だろ！」

「限度ってもんがあるだろーが！　おまえの場合は、もっと女の子を扱あつかうようにソフトタッチで引っ張れ！」

　別のクラスの生徒だった女の子が笑いながらツッコむ。

「いちいちえろいたとえ方をしないでよー！」

　ぎゃーぎゃー騒さわぎながら、クラスメイトたちはテントを張っている。家を失った子どもや家族を失った老人たちが、楽しげにそのようすを眺め、応おう援えんしていた。

《世界滅亡カーテンコール》は加速度を増ましている。

　僕の育った街は、最期の瞬しゆん間かんに向かって止まらぬ行進を続けてるんだ。

　一時期は強ごう奪だつ事じ件けんが続発していた。人々は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいり、神代市には生物学的な滅めつ亡ぼうの前に社会学的な滅亡が訪おとずれたかに見えた。

　だけど今は、不思議なことに人々のココロは荒すさんではいないようだ。

　諦あきらめとはまた違ちがう──未み曾ぞ有うの大災さい害がいに遭あった人たちが抱いだくような《穏おだやかさ》と《活気》が街を包み始めていたんだ。

　人類が地球上で繁はん栄えいすることができたのは、高い知性と同時に《順じゆん応のう性せい》を有していたからだ──昔、どこかでそんな言葉を読んだことがある。それを裏うら付づけるように、神代市の人々は激はげしさを増した世界滅亡カーテンコールとも共きよう存ぞんをはじめたのかもしれない。

　インフレが一気に進んで貨か幣へい経けい済ざいは崩ほう壊かい。お金を出してもものが買えなくなり、暫ざん定てい政せい府ふからの配給を待つしかない状態。いや、それすらも破は綻たんしそうだっていうのに、生き残った人たちが自じ警けいをしているせいもあってか治安は回かい復ふくしつつあった。

　高天原家が私し財ざいを投げうち、権けん力りよくをフル活用してかき集めた生活物ぶつ資しを、みんなで分け合い、助け合って──最期の時を生きている。

「ほらー、あと少しだぞー！　頑がん張ばれー！」

　猿渡がみんなを励はげました。彼は青年団のような組そ織しきのリーダーになってるらしい。元々お寺の息子むすこで、檀だん家かの人たちからも知られていたから、猿渡はリーダーに適てき任にんだったということのようだ。相変わらずノリは軽かったけれど彼なりに頑張っているらしい。

　ほどなくテントができあがった。見るからにボロボロで、ビニールシートでツギハギされている。洗っても落ちなかったのだろうか、血けつ痕こんみたいな汚よごれもついていた。

　そんなみすぼらしいテントを見上げ、

『うぇーい！』

　クラスメイトたちが満足げな歓かん声せいをあげた。笑え顔がおでハイタッチを交かわす。見物していた人たちからも拍はく手しゆが送られた。

「みんな、おつかれー！　今日の分のごはん、無事にゲットできたよ！」

　エプロンを着け、駅えき弁べんの売り子みたいに大きな箱を提さげた雪ゆき村むら──いや、猿渡珊さん瑚ごが声を張り上げた。ごはんという言葉を聞いて、一ひと際きわ大きな歓声があがる。

「おなかペコペコだよー！」「昨日の夜からなんも食べてねーし！」なんてわめきながら箱の中を覗のぞき込こむ。

「コラ、焦あせっちゃダメだって！　ちゃんと人数分あるし！」と、お年とし寄よりたちに笑顔を向けて、「あ、昇しよう降こう口ぐちの方でも配ってるんで、そっちに並ならんでもＯＫでーす！」

　嬉うれしそうなクラスメイトとは対照的に、猿渡だけは血相を変えて珊瑚の元に駆かけ寄った。

「バカ、おまえは重いもの持っちゃダメだろ！　赤ちゃんがいんのに！」

　彼女のおなかは、目立つようになっている。しかし、珊瑚は手を振って、

「あはは！　サワっち、おおげさだよ。これぐらいへーきだってば」

「オレがへーきじゃねえんだよ！　そういうことはオレに任まかせとけ！」

　猿渡は食事の入った箱を珊瑚から強ごう引いんに奪うばい取り、自分で抱かかえる。

「あ、ありがと」と照れくさそうにそっぽを向いた珊瑚に、猿渡は親指を立てて見せた。

「おう、お礼はちゅー一回でいいぜ！」

「って、コラ！　なに言ってんの！　恥はずかしいこと言うな！」

　そんなやり取りに、周囲のクラスメイトたちは笑い出す。

「ま～たはじまったよ、猿渡夫ふ妻さいのノロケが」「仲がいいのはわかったから、イチャイチャすんなよなー！」「食事の前に早くもオナカがいっぱいです！」「俺おれも嫁よめが欲ほしー！」

　顔を真っ赤にした珊瑚が「猿渡夫妻とか言うな！」と叫さけびつつ、エプロンの下からハリセンを取り出した。冷やかしたクラスメイトたちを追い回す。

「だから、走るんじゃねーよ！　珊瑚！」

　猿渡が心配そうな声をあげて彼女の後を追う。そんなようすを眺ながめる人々の顔には、笑顔が溢あふれていた。

「…………」

　無言のまま、その場を去った。

　彼らを見ても、特に感想も感かん慨がいもない。

　きっと──僕ぼくは思う。

　猿渡たちが天使に回かい収しゆうされる時も、なにも感じないのだろう。

　恐おそらく、僕のココロは凪ないだままだ。
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　僕が街にいることをどうやって知ったのかわからないけれど、高天原センパイが家に乗り込んできたこともあった。

　夜。僕の家。僕の部屋。

「よお、シド。邪じや魔まするぞ」

　黒い和服に身を包んだ高天原Ａはじめは、二階の窓から入ってきた。手には大きなカンテラ。久ひさ々びさに僕の部屋に灯あかりがともる。

「久しぶりだな。てっきり疎そ開かいして、幸せに暮くらしてるものだと思っていたんだが……戻っていたのなら教えてくれれば良かったのに」

　机つくえに灯りを置いたセンパイは、優やさしげに問いかけてくる。

「ちゃんとメシは食ってるのか？　なんだか顔色が悪いぞ。ん？」

　そう言う高天原センパイも、顔色が優すぐれないように見えた。ちょっぴり疲つかれているようだ。高天原家の権力を駆く使しして、食料の確かく保ほや治ち安あん維い持じに奔ほん走そうしているからかもしれない。別に、どうでもいいけど。

「…………帰ってもらえませんか。あなたとなんか話していたい気分じゃないんです」

「まあ、そう言うなよ。私とおまえの仲じゃないか。少しぐらい話をさせろよ」

　勝手に僕の隣となりに腰こし掛かけた。右足に着けられた銀色の義ぎ足そくが軋きしむような音を立てる。

「くそっ、寒くなったせいか傷きず跡あとが痛いたむよ」

　和服の上から太ももをさすりながら、センパイは部屋の壁かべを眺めた。そこには疎開する前夜に来らい夏かが書いたラクガキがある。

《ゼッタイに幸せになろうね！》

「疎開するまで、おまえはここで萌ほう月づきと暮らしていたんだっけな……」

　恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しやは肩かたを落とした。

「萌月のことは……残念だったな。おまえがココにいて、ヘコんでるってことは……そういうことなんだろう？」

　僕はなにも答えない。

　しかし、その沈ちん黙もくで全すべてを理解したらしくセンパイは大きなため息をついた。

「シドには、幸せになって欲しかったんだがな。おまえはずっと不毛な恋こいを続けて、苦しんできたみたいだからさ」

　いたわるような視し線せんを僕に向けて、

「なあ、私にして欲しいことはあるか？　できることなら、なんでもしてやるぞ。食材を手に入れてうまいもの食わせてやろうか？　それとも……どうだ？　私とえろいことでもしてみるか。気分が晴れるかもしれないぞ？」

　すり寄ってきたセンパイは、ニンマリとした笑みを浮うかべた。

「どんなにヘコんでいても、メシが食えるうちは平気だ。えろいことを考えられるなら、まだ大だい丈じよう夫ぶだからな。さあ、今日は特別だ。若わかい迸ほとばしりをぶつけるがいい」

　僕の手を取って、ぐいぐいと自分の胸に押おしつける。分ぶ厚あつい着物越ごしでも、柔やわらか過ぎる感かん触しよくが手に伝わってきた。

　無言のまま僕は手を振ふり払はらう。

「なんだよ、つれないな。この私を自由にするチャンスだったのに」

「……して欲しいことをなんでもしてくれると言うなら、今すぐ帰ってもらえませんか。そして僕にもう二度と構わないでください」

「……そう言うと思ったよ」

　壁に背を付けてベッドに座すわっていた僕にならうように、センパイも壁にもたれかかった。恐らくもう二度とともることがないであろう電灯を見上げる。

「……愛する人と別れるのは悲しいよな。八苦の一つに数えられてるぐらいだ。古今東西、多くの人が同じ苦しみを味わっている。だが、誰だれもがそれを乗り越えて、生きてきたんだ。今は苦しいだろうが、きっとおまえも乗り越えられるよ。人間は、そういう風にできているからな」

　センパイは微笑ほほえみを向けてきた。いつになく優しい笑みを。

「元気を出せ、とは言わない。でも、せめて塞ふさぎ込んで自分のカラに閉とじこもるのはやめてくれよ。いなくなった人間の言葉を捏ねつ造ぞうするのは卑ひ怯きようかもしれないが、萌月だってシドがそんな風になってしまうことを望んではいなかったと思うぞ」

　……センパイ。あなたはズレていますよ。

　僕は来夏を失ってしまったこと──それ自体に苦しんでいるわけじゃない。

　僕が気付いてしまったのは、そんなことじゃないんです。

「ほら、シド！　顔を上げて、前を向け！」

　高天原センパイは僕の顎あごに指をかけて、上を向かせようとした。

「どんなに苦しくとも、太陽は昇のぼってくるんだからさ」

　センパイの手を、もう一度振り払う。

「……やめてください。前向きになったところで、どうなるって言うんです？」

「後ろ向きになったって、どうにもならないだろう？　だったら《未来前》を見ているしかないじゃないか」

「センパイが見ているのは《未来》じゃない。単なる《妄もう想そう》ですよ。世界の行く末には滅めつ亡ぼうしかありません。それが《運命》なんです」

「はっ、《運命》なんて言葉は、弱者の言い訳わけに過ぎないだろ」

「……僕もそう想おもっていた時期がありましたよ。なにも知らない、子どもの頃にね」

　センパイの顔から笑みが消えていた。真しん剣けんな表情で僕を見つめてくる。

　僕は視し線せんを逸そらして、

「でも、ようやくわかったんです。変えられない《運命》は確かに存そん在ざいするんだって……抗あらがえば苦しむだけだってね……」

　ふうん──センパイは納なつ得とくしたように一つ頷うなずいた。

「相当な重じゆう症しようだな。あるいは、致ち命めい傷しようを負っているのかもしれない。《生きた屍しかばね》みたいだぞ、シド。身体からだは生きてるが、ココロが死んでしまっている」

「…………」

「少しでも立ち直りそうな兆きざしがあるなら、いつぞやのようにボコボコにぶん殴なぐって、部屋から引きずり出そうと考えていたが……今は効こう果かがなさそうだな」

　やれやれ、とセンパイは大きなため息を吐はき出す。暖だん房ぼうもつけていないから、部屋の中なのに吐と息いきが真っ白になった。

　そのとき、それに気付いた。

　高天原センパイの首くび筋すじに、小さな内出血の痕あとがあったんだ。

　……キスマーク？

　僕の視線に気付いた恋愛原理主義者は、バツが悪そうに首筋を手で隠かくした。

「……目立つか？」

「別に……」

「勘かん違ちがいするなよ？　よろしくやってきたわけじゃない。スーパーを経けい営えいしていたらしいんだが、食料をたんまり隠し持っているジジイがいてな。食料を供きよう出しゆつする見返りに……私の身体を求めてきやがった。天下の高天原家も今じゃ随ずい分ぶん落ちぶれたもんだよ」

　センパイは声をあげて笑った。

「だから、ヒヒ爺じじいに抱だかれてやったんだ」

　ムリヤリに絞しぼり出しているような、ひどく乾かわいた笑い声が薄うす暗ぐらい僕の部屋に響ひびく。

　やがて空むなしくなったように、センパイは笑うのをやめた。自分のつま先を見つめて、

「……真に愛する相手と巡めぐり逢あうまで純じゆん潔けつを守り続けるつもりだったんだがな……。ちょっと予定が狂くるったよ」

　偉えらそうに愛の説教を垂たれるクセに、センパイが未経験だってことは知っていた。そして、愛のない行こう為いを嫌きらっていることも。

「まあでも、二日分の食料が手に入ったからヨシとするさ」

　疲つかれたような顔をしていたのは、そんなことがあったから、なのか……？

「センパイ。……どうして、そこまでするんですか？　抗うことに意味なんてないでしょう？　結局、みんな、死ぬのに」

「でも、数日間は生き延のびられる。それだけでも意味はあるさ。例えば《ロミオとジュリエット》は、たった一週間で死んでもいいと思えるほどの恋こいに落ちただろ──よっと！」

　自らを鼓こ舞ぶするように、気合いを入れながらヘッドスプリングでセンパイは立ち上がった。大きすぎる胸を張りウィンクをする。

「だから、私は生きていたいんだ。みんなにも生きていて欲しいんだ。そして、おまえにもな、シド」

　窓まど枠わくに足を掛かけると、センパイはカンテラを見やった。

「それはやるよ。暗い部屋に籠こもっていたら、もっと気が滅め入いるぞ。じゃあ、また来る」

「もう来ないでください」

「また、来るよ。じゃーな」

　センパイは二階の窓から、去っていった。

　部屋に一人残された僕は──カンテラを眺める。ガラスの向こうで炎ほのおが揺ゆらめいている。

　輝かがやきから目を背そむけるように、僕は瞳ひとみを閉とじた。それだけで世界は闇やみに閉ざされる。

　僕の内側に広がる闇は、相変わらずの濃のう密みつさと穏おだやかさを保たもっていた。高天原センパイの言葉も、届とどくことはなかった。
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　滅ほろび行く街を目に焼き付けようとしていると、否いや応おうもなくサクヤに出くわしてしまうことがあった。彼女は街を守るために、天使の元へ駆かけつけてくるんだ。出逢ってしまうのは必然と言える。

　神代市。浜はま辺べ。雪の舞まい散る海。

　その夜、対天使兵器ルシフエリオンは僕よりも先に天使の元へ辿たどり着いていた。

　ちょうど天使を倒たおしたところだったようだ。彼女の周りに美しい光の粒つぶが舞っていた。天使を屠ほふると、光の粒になって消え去るんだ。

　サクヤは血ち糊のりを払はらうように大たい剣けんを振ふるう。雪せつ片ぺんと光の粒が、美しく舞い散った。

　いつもながらの無表情。凜りんとした立ち姿すがた。

　しかし、彼女のようすを一目見ただけで、僕にはサクヤが苦戦したことがわかった。

　腕うでや足に真新しい傷きずができ、血が流れている。肩かたで息をしてる。痛みを堪こらえているのか、わずかに眉まゆが顰ひそめられている──ひょっとしたら連戦の疲ひ労ろうと負傷によって、以前のようには戦えなくなっているのかもしれない。

「…………ぁっ」

　サクヤは僕に気が付いた。

　一いつ瞬しゆんだけ驚おどろきに瞳が見開かれる。しかし、すぐに無表情に戻もどった。唇くちびるをギュッと引き結ぶと、こちらに歩いてくる。

　まるで僕なんて見えていないかのように、脇わきをすり抜ぬけて去っていこうとした。

　彼女も理解しているんだ。

　僕がもう滅びを甘かん受じゆすると決めたことに。

　滅亡する世界を目に焼き付けるためだけに、ここへ来ているということに。

　僕たちは、ただ無言で、すれ違ちがう。

　穏やかな波の音と、対天使兵器ルシフエリオンが砂すなを踏ふむ音だけが耳に届いた。

　しかし、ふいに──

　サクヤの歩みが途と絶だえた。どさりと重い音が聞こえる。

　振り向くと、サクヤが砂すな浜はまに膝ひざを突ついていた。痛みに耐たえきれず、うずくまってしまったようだ。脇腹のあたりに青黒いアザができている。

「……うぅ……」

　小さく呻うめいたサクヤの華きや奢しやな肩に、冷たい雪が降り積もる。

　そんな彼女のようすを見ても、僕は突っ立ったままだった。

　出逢った頃の僕なら、ようやく手に入れた《道具》が壊こわれてしまっては困こまるなんて嘯うそぶきながら彼女を助けただろう。

　でも、今は、駆け寄りたいとも、手を差し伸のべようとも思わなかった。

　ただ一言だけ、言葉が口を突いて出た。

「……サクヤ」

「…………」

「もう無む駄だなことはやめなよ」

　僕の言葉に、サクヤの肩が微かすかに震ふるえた。

「この世界は滅びるんだ。天使を追い返しても無駄だよ。傷つくだけ。苦しむだけだ。なにも守れないんだよ」

　サクヤは無言のまま歯を食いしばる。

　おなかにできたアザのあたりを手で押おさえながら、懸けん命めいに立ち上がろうとする。

　しかし、再び膝を突いてしまう。痛いたみのためか、うまく立つことすらできなかった。

　悔くやしそうに唇を嚙かんで、サクヤは呟つぶやく。

「……じゃ…ない」

「……え？」

「無駄じゃない」

　大剣を砂浜に突き立て、それを杖つえにするようにして、なおも立ち上がろうとする。

「無駄じゃない。街を守ることも。学校に行くことも。無駄なんかじゃない……。そういうのが無駄じゃないって教えてくれたのは──ヒソカでしょう？」

　苦く痛つうのためか、声はかすれがちだった。

　だけど、吹ふき付ける海風にも負けない声で、サクヤは懸命に言葉を吐はき出し続ける。ため込こんでいた気持ちをさらけ出すみたいに。

「対天使兵器ルシフエリオンだった私はなにも持ってなかった。そんな私に、おまえは大切なものをいっぱいくれた。優やさしい人たちや、楽しい想おもい出や、幸せな日にち常じようを……！」

　学校に転校してきてすぐの頃、サクヤは学校に通うことも、クラスメイトと遊ぶことも全すべて無駄だと言い切っていた。《この世界には、そんなことをする時間はない！》と憤いきどおってすらいたんだ。

　でも、僕やクラスメイトたちと過ごした数か月によって、彼女は変わった。

「いつか壊こわれてしまうだとか、役に立たないだとか、そういうのは関係ない！」

　サクヤと一いつ緒しよに過ごした日々が、一瞬だけ脳のう裏りをよぎる。

　二人でデートをしたときの彼女は、とても可か憐れんで可愛かわいかった。

　クラスメイトたちと学園祭の準じゆん備びをしているときは、すごく楽しそうだった。

　二人で協力して天使を退しりぞけた後、サクヤは充じゆう実じつしたような笑え顔がおを見せていた。

　年相そう応おうの女の子としての《日常》を、彼女は手に入れていったんだ。

　幾いく度どもよろめきながら立ち上がったサクヤは、僕ぼくを睨にらむように見つめた。

「この街には《大切》がいっぱい詰つまってる。だから、守りたいの！　一分でも、一秒でも長く、守ってあげたいの！」

　強い決意の宿った眼まな差ざしと言葉が、

「決して、無駄なんかじゃないっ!!」

　僕のココロを撃うち抜いた。




　だけど。

　だけど。

　だけど。




　僕は、なにも感じなかった──




　相変わらず、ココロは凪ないだままだ。

「そう。なら、いいよ、別に」

　僕はその場を去ろうとした。

「……ま、待って！」

　すがりついてくるような懸命なサクヤの声が、僕の背中に掛かかる。

　振り返ると、サクヤは叱しかられた子犬みたいに肩を震ふるわせた。

「あ、あの……」

　躊躇ためらうように幾度も唇を嚙みながら、サクヤは言葉を紡つむぐ。

「私は恋れん愛あいには疎うといけれど……来夏さんを失ったおまえと、あんまり話をしちゃイケナイって、なんとなくわかる。だから、あまり強く言うつもりはないけれど……」

「…………」

「よかったら、一緒に学校に行こう？」

　僕が黙だまっていると、サクヤは慌あわてたように付け足した。

「ヒソカはすごくツラそうな顔をしてる。みんなと一緒にいれば、ひょっとしたら元気が出るかもしれないからっ」

「ツラくなんてないよ」

　キッパリと言い切ると、サクヤは申し訳なさそうにうなだれた。小さな声で謝あやまる。

「その……すまない、余よ計けいなことを言った。私はクラスメイト以上の関かかわりを持たないつもりだ。だからおまえも……街を守るのを邪じや魔ましないで」

　踵きびすを返し、肩かた越ごしに呟いた。

「勝手にしなよ」
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「結局、ボクが言ったとおりになったというわけですね」

　一月の終わり。神代市。学校近くの公園。

　スポットライトのような光が天から降り注ぐようすをベンチに座すわって眺ながめていたら、突とつ然ぜん、声を掛けられた。

　冬枯がれた桜さくらの樹きに赤い法ほう衣いの少年が寄りかかっている。原初の人類──アダムだ。

　一いち瞥べつしただけで、僕は視し線せんを戻もどす。彼に街を壊された時は殺してやりたいと想ったけど、今はそんな気持ちすら起こらなかった。

「言ったはずですよ。『《神の計画アポカリプス》を受け入れなさい。《運命》に抗あらがえば苦しむだけです』とね」

「……覚えているよ」

　黒いコートの裾すそをかき合わせ、天から降り注ぐ光に視線を這はわせる。壊れた家や、傷つけられた人々が空へと昇のぼっていた。

「きみの言葉は正しかった。……だから、僕はもう抗わない」

　アダムは「くくっ…」と笑い声を漏もらす。

「わかってもらえて、嬉うれしいです」

　破は壊かいされたものが空へと吸すい込まれて──やがて、《紙吹雪ふぶき》が舞まい始めた。

　また一歩、街が滅びに向かって歩んだことを確かく認にんした僕は、無言のままベンチから立ち上がった。

　コートの襟えりをかき合わせ、《紙吹雪》の降る夜道を歩き出す。

「オメガ」

　後ろからアダムが声を掛けてきた。

「あなたは《運命》を受け入れてくれましたが、まだ世界滅亡カーテンコールに抗っている存そん在ざいがいるようですね。ＡＲＩＣＥの唯ゆい一いつの生き残りが天使を倒たおしているようだ」

「……それが？」

「ボクは彼女を排はい除じよすることにします。今のサクヤなら、簡かん単たんに殺すことができそうですから。構かまいませんね？」

　僕は歩みを止めた。

　やはりココロは凪いだまま。どのような波風も立つことはなかった。

　背中越ごしに、アダムに返事をする。

「勝手にしろ」

　誰だれが死のうと、僕にはもう関係ない。

　僕は、もう、死んだんだ。

　来夏と一緒に、僕のココロは死んだんだ。
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　抗うことのできない《運命》の前には、

《希望》は《絶ぜつ望ぼう》しか生み出さない。

　だから、僕は、終わりゆくセカイで、

《絶望》だけを胸むねに抱だいて、生きていく。





【卒業まで　残り47日】









　　　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ　Ⅰ──三月一〇日　椎し堂どう微かすか







　とある田舎いなか町。ベンチはおろか、ちょっとした屋根すらない無人駅。

　白いワンピースに身を包んだ椎堂微は、コンクリート製せいのホームの縁ふちに腰こし掛かけて足をブラブラさせながら電車を待っていた。

　青い空。白い雲。春のそよ風が、ふんわりとした髪かみを優やさしく撫なでていく。

　目の前に広がる景色は、春の草花で彩いろどられた一面の田んぼ。駅前だっていうのに、ビルなんてない。《むかし話》に出て来そうな古い家が遠くに一軒けん見えるきりだ。

　のどかさを助長するみたいに、猫ねこの親子が足あし下もとに横たわっているレールの上をトコトコと歩いてく。

　微は、このな[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んにもない風景が大だい嫌きらいだった。

　今まで暮くらしていた場所とあまりにも違ちがいすぎて。

　早く神かみ代しろ市しに帰りたい。お兄ちゃんに会いたい。

　そんな想おもいばかりが募つのってくる。

　最近はめっきり天使が出てこなくなった。世界は平和になったんだ。田舎に疎そ開かいする必要なんてなくなったのに！

　募る想いを堪こらえきれず、何度かリスカをしてしまった。お母さんにこっぴどく怒おこられたりもしたのだけれど──

「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を　」

　今日は、久ひさしぶりに気分が良かった。鼻歌が飛び出すくらい、ウキウキしてる。

　この曲は、お兄ちゃんがいつも唄うたってた歌だ。タイトルも知らない。続きの歌か詞しもわからないから、「♪にゅにゅにゅにゅーん」なんて、テキトーにハミングする。

　気分がいい理由は──微はスカートの長い裾すそを少しだけ持ち上げた。

　白いスカートでできたキャンバスに、桜さくらの花びらが薄うす紅べに色の水玉模も様ようを作ってく。

　ツボミが膨ふくらみかけていただけの桜が、数日前に一いつ斉せいに開花してしまったんだ。

　叔父おじさんが言うには、《狂くるい咲ざき》というらしい。

　無人駅のホームの裏うら手てに植えられた桜の樹きも満開で、春風が吹ふくたびに桜色の雨を降らせてる。

　晴れ渡わたる青空の下で見る桜は、すごく綺き麗れいで──

「♪にゅにゅにゅー、にゅにゅにゅーん」

　鬱ふさぎがちだった気持ちを明るくしてくれるには十分だった。

　お兄ちゃんと一いつ緒しよにお花見ができたら、もっと最高なんだけどな……？

「って、なんでハミングが『にゅ』なんだよ！　『ふふーん』とかが普ふ通つうだろ！」

　線路の方から元気な声が聞こえてきて、浮うき立っていた気分があっという間に搔かき消えた。代わりに、どんよりした気持ちがココロに雲を掛ける。

「いちいちきみに指図されたくないよ？　っていうか、微の鼻歌をコッソリ聴きいてるなんてキモキモだと思うけどな？」

　声の主を睨にらみ付ける。

　浅黒く日焼けした、背せの高い少年が呆あきれた顔して立っていた。ツンツン髪も、頰ほおに貼はってある絆ばん創そう膏こうもいちいち気にくわない。まだ肌はだ寒ざむいのにＴシャツとクラッシュジーンズなんて格かつ好こうしてるのもムカつく。バカだから風邪かぜ引かないのかな。

「キモいって言うな。あんだけ気持ちよく唄ってりゃ誰だって耳に入るっつーの」

　線路のホームは結構高さがある。しかし、少年は軽々と微の横に腰掛けた。

　ムカ。

「……微の隣となりに座すわっていいなんて、許きよ可かした覚えはないんだけどな？」

「いちいち許可を得る必要なんてないだろ。公共の施し設せつなんだし」

「ガキのくせに口が減へらないね？　微が座るなって言ったんだから、さっさと降りて立ち去ればいいんだよ？」

「ガキって言うな。タカヒロって名前があるんだ。それにガキっぽさで言ったら、微ちゃんの方がずっと上だぜ。どう見ても年下にしか見えないし」

　ムカムカ。

「微の方がずっとず[image: ][image: ][image: ]っとお姉さんなんだけどな？　中学一年のクセに、高校二年生の微に対する口の利きき方ってのが、なってないんじゃないかな？」

「学校なんて長い間休校なんだ。今さら学年なんて関係ないだろ。微ちゃん、高校二年じゃなくて小学二年にしか見えないしさー」

　ムカムカムカムカムカムー。

「年長者を敬うやまえって言ってるんだよっ!?」

　思わず声を張り上げてしまう。しかし、タカヒロは、怯ひるむようすも見せずヘラヘラと笑っていた。

　あーもー、本当にムカつくっ！

　微は、この叔父の家に住むイトコの少年が大大大っっっっっ嫌いだった。

　疎そ開かいした初日から、なにかにつけて絡からんで来るのである。「ちゃんと食べなきゃ大きくならないぞ」だとか「おまえは友達がいるのか？」だとか。きっと微がチビで友達が少ないタイプだとわかっててイヤミを言ってるに違いないのだ。ウザいったらない。

「桜が満開だな。でも、なんで咲いたんだろうな？　この辺ってさ、寒いから四月にならないと咲かないハズなんだよ」

　頭の後ろで手を組んで、タカヒロは何気ない調子で話しかけてくる。

　微が怒おこってるのに気付いてないのかな？　空気が読めない男の子って、サイテーだと思うんだけどな？

　無視していると、イトコの少年はホヘーと頭の悪そうなため息を吐ついた。

「微ちゃんさ、毎日毎日こんなとこに座って、よく飽あきないよな」

「……飽きる飽きないの問題じゃないよ？　電車が来るのを待ってるだけなんだからね？」

　振ふり返り、肩かた越ごしに駅の時じ刻こく表ひようを睨む。空白だらけの時刻表の上に貼はられた『運休』と書かれた紙が、雨に濡ぬれてシワシワになっていた。

「いくら待ってても、電車なんか来ねーってば。車庫が壊こわされて、車両が回かい収しゆうされちゃったらしいし。運転手やってた定さだ金かねさんチのオジサンも死んじゃったしさ」

「…………」

　タカヒロは線路を歩いていく猫ねこに向けて、しばらくチッチッチと唇くちびるを鳴らした後で、

「もうさ、電車待つのやめろよ。いーじゃん。ウチでずっと暮くらせば」

「……そういうワケにはいかないよ？　微は、どうしても、お兄ちゃんのところに帰りたいんだからね？」

「やれやれ……また《おにーちゃん》かよ」

　猫の親子が警けい戒かいしながら近づいてくる。タカヒロはジーンズのポケットから何かを取り出して、猫に向かって投げた。

　子猫を守るように親猫は毛を逆さか立だてた。投げられたものがなんであるか気付いて、喜んで飛びつく。

　イトコが投げたのは、大きなニボシだった。

　ジーンズのポケットにニボシを直ちよく接せつ入れて歩く神しん経けいが、微には信じられない。匂においが付いちゃうし。汚きたないし。

　子猫がニボシを齧かじるのを眺ながめながら、タカヒロは口を開く。

「あのさ、そんなに、お兄ちゃんに会いたいなら……オレが微ちゃんのアニキになってやってもいいぜ」

「はあ？　きみはバカじゃないのかな？　年下のクソガキに、微のお兄ちゃんの代わりが務つとまるわけないでしょう？　お兄ちゃんはねえ、すっごくカッコイイ人なんだよ!?　タカヒロなんて足あし下もとにも及およばないよ!?」

　兄を褒ほめるたびに、イトコの顔が不ふ機き嫌げんになっていった。

「クソガキとはなんだよ！　せっかく人が心配してやってんのに！　このブラコン！」

「そうだよ？　微はブラコンだよ!?　ブラコンで、なにが悪いのかな!?」

「開き直るなよ、気持ち悪いな」

「気持ち悪くなんかないんだけどなっ!?　微にとってはむしろ、褒め言葉だよ!?」

　ホームから飛び降りて、線路の上を歩き出す。

「コンプレックスになるくらい、誰かを好きになれたってコトなんだからね!?」

　砂じや利りを踏ふみしめて、枕まくら木ぎを飛び越えて、ずんずん歩く。ニボシを齧る猫の親子が、近づく微に気付いて飛び退のいた。

「お、おい！　どこに行くんだよ！」

「電車が来ないから、歩いて帰るんだよ!?」

「……東京は逆方向だぜ」

　くるり──その場で方向転てん換かんして、微はレールの上を戻もどった。

　特急列車みたいに、ホームに腰掛けてるタカヒロの前を通り過ぎていく。

　線路の上に飛び降りたイトコが、微の手を摑つかむ。振り払はらおうとしたけれど、ギュッと摑まれていたから、振り解ほどけなかった。

「ま、待てってば！」

「放してよ!?　止めても無む駄だなんだからね!?」

「ち、違ちがうんだ……！」

　タカヒロが怯おびえたような声を出す。彼の視線の先を見て、微も驚おどろいた。

　線路の遥はるか向こう──兄の家のある方角から、青空にヒビが入っていったのだ。

　凄すさまじい勢いきおいで、亀き裂れつが空を走っていく。

「なんだよ、アレ……」

　本ほん能のう的に感じた。

　お兄ちゃんの身に、なにかあったんじゃないかって……

「行かなくちゃ……お兄ちゃんのところに……!!」

　タカヒロの手を振り払い、微は線路の上を転びそうになりながら駆かけ出した。

















１月25日（月）

　死してなお、きみを愛す。















Through all eternity, your voice refrains in my heart.この胸の中で、いつまでもあなたは生き続けているわ




If I killed you in my dream tonight, can I reach the end of pains?あなたの想い出を殺せば、私は幸せになれるかしら…
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　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ……

　空を舞まう天使が、悲しげな滅ほろびの歌を唄うたう。

　歌声に呼こ応おうするように、雪が踊おどった。

　天使がなにかを《回かい収しゆう》した後に舞い散る《紙吹雪ふぶき》ではない。凍こごえそうな寒空の下、冷たい本物の雪が降っているんだ。

「きみは、」

　住じゆう宅たく街がい。昼過すぎ。雪に覆おおわれた庭。

　傘かさを差していないから、僕ぼくの着てる黒いコートの肩かたにも雪が降りかかっていた。それを払はらいもせずに倒たおれた女の子を見下ろす。

「まだ、生きていたんだね」

　真っ白な雪のキャンバスに深しん紅くの花を描えがいたように、一部だけが赤く染そまっていた。

　半ば雪に埋うずもれるようにして、綺き麗れいな少女が横たわってる。

　その顔に見覚えがあった。

　図書委員の女の子だ。学校がまだ機能を続けていた頃ころ、昼休みを過すごす僕のためにオススメの本をピックアップしてくれた。

　確か、名前は……本ほん多だ栞しおり。

　学校にもキチンとメイクをしてくる美女然とした雰ふん囲い気きを持つ少女だった。意外にも読書家で、好きなジャンルはミステリ。口くち癖ぐせは、「図書室ではお静かに」。

　彼女みたいなタイプは滅ほろび行く世界には順じゆん応のうできず、すぐに死んでしまうと思っていたのに……。今日まで生き延のびていたのか……

「……あ……っ」

　栞は僕に気付いた。寒さのためか、失血のためか、コンシーラを塗ぬりたくったように蒼そう白はくな顔を僕の方に向けようとする。

「椎し堂どう…くん……。ぅっ……」

　整えられた眉まゆを顰ひそめた。彼女の腹ふく部ぶは大きく切り裂さかれ、出血を続けてる。流れ出る血けつ液えきが仄ほのかな湯気を上げていた。

「痛い……。すごく、痛い…よぉ……」

「…………」

「アタシ……死んじゃうの……？」

　僕はなにも答えない。ただ黙だまって、死にゆく少女を見下ろす。

　降り積もる沈ちん黙もくに耐たえられなくなったように……栞の目から涙なみだがこぼれた。熱い雫しずくが目め尻じりを伝って積もった雪に溶とける。

「ホント……サイッテー……。なんで、こんな目に……遭あわなきゃいけないのよ……」

　口くち紅べにも引かれていない青あお紫むらさき色いろの唇から、白い吐と息いきが空へと立ち上った。

「子どもの頃は……オトナになったら……楽しいことがいっぱい待ってるって……思ったのに……。オトナにすらなれないなんて……そんなの……ないよ……」

　壊こわれていく世界で彼女がどんな風に生き抜ぬいてきたのか、僕は知らない。

　しかし、決して歩んできた道のりは平へい坦たんではなかったろう。多くの人がそうであるように、栞も苦しみもがいたに違ちがいない。大好きなオシャレもできず、ただ生きるためだけに。

「いっぱい苦しんで……苦しんで……オシマイなんて……そんなの……ないよ……」

　その結果が、これ──惨むごたらしい死だ。

「悲しいだけの物語なんてキライなのに……。ハッピーエンドじゃなきゃ……イヤなのに……。どうして、アタシは……」

　焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、栞は僕を見上げた。

「ねえ……椎堂くん……」

　震ふるえる手を懸けん命めいに持ち上げて、僕の方へと伸のばしてくる。

「お願…い……。たすけて……」

　だけど──その手は摑つかまない。

　ゆっくりと、首を横に振ふった。

　恐おそらく致ち命めい傷しようを負っている。間違いなく、彼女は死ぬだろう。助けても無む駄だだ。

　でも、栞を助けない理由は、助からないからじゃない。

　助かることに、意味なんてないから。

　今ここで、天使に回収されてしまう方が、あるいは、幸せだから。

《本多栞》という物語は、決してハッピーエンドにはなり得ないから。

　だから──彼女の手を摑まない。

「椎堂くん……たすけ……て……」

　懸命に手を伸ばし続けていたけれど。

　やがて、栞の手から力が抜けていった。

　静かに腕うでが降ろされて、柔やわらかな雪の中に埋もれてしまう。

「アタ…シ……どうして…生まれて……きたのかな……？　苦しみ抜いて……死ぬため…だけに……生まれて……来た……の……？」

　震える唇くちびるから零こぼれていた白い吐息が、ゆっくりと細くなって──

「そんなの、ひどいよ……」

　そして、途と切ぎれた。

　オオオオオオオォォォォォォ……!!

　栞が事切れるのを待っていたかのように、上空を漂ただよっていた天使が悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげる。

　垂たれ込こめた灰はい色いろの雲に裂け目が生じ、スポットライトみたいな光が降り注いだ。

　回収されてしまっては面めん倒どうだ。僕は少しだけ距きよ離りを取った。

　鎮魂歌レクイエムみたいな天使の慟哭と、涼すずやかな金きん属ぞく音おんが辺りに響ひびき渡わたる。

　壊れた家の残ざん骸がいが空へと昇のぼっていく。

　雪に埋もれていた栞の亡なき骸がらも、ゆっくり浮うき上がった。

「きっとね……」

　重力に逆さからって少女の身体からだが舞い上がるようすを瞳に焼き付けながら、呟つぶやく。

「……意味なんてないんだよ」

　生きている意味なんてない。

　生まれてきたことに意味なんてない。

「きみは《物語》じゃない」

　少なくとも、滅び行くセカイを生きている僕たちにとっては──

「全すべては、無駄なんだ」

　栞の身体が空へと吸い込まれて……辺りは静せい寂じやくに包まれる。

　初めから、そこにはなにもなかったかのように、全てが回収されてしまった。

　ほどなく、《紙吹雪ふぶき》が降り始める。

　冷たい雪と冷たくない雪──二つの雪が混まじり合って視界が純じゆん白ぱくに染そまった。

《白い闇やみ》の中、そっと瞳を閉じる。

　また一人、僕の知っている人が回収された。

　だけど、まったく胸が痛むことはなかった。

　椎堂密ひそかは──椎堂密のココロは、来らい夏かと一いつ緒しよに死んだのだから。
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　夕ゆう刻こくになっても、雪は降り続いていた。

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえ、舞い散る雪を眺ながめる。天使が出しゆつ現げんするまで、こんな風に睡すい眠みんも食事もせずに待機しているのが常つねだった。

　と、僕の耳にノイズが聞こえてきた。

「バカっ！　俺おれが行くって言ってるだろ！　危あぶないじゃないかっ！」

「平気だってば！　サワっちが行ったら茶化しちゃうでしょ？　あたしが行ってくるから！　ちゃんとハシゴを支ささえてて！」

　窓まどの向こう側──来夏の家があった方向から声が聞こえてくる。ほどなくガラス窓越ごしにハシゴが立てかけられるのが見えた。

「珊さん瑚ご！　落ちるんじゃないぞー！」

　猿さ渡わたりの心配そうな声をＢＧＭに、見み慣なれたポニーテールの少女が顔を出す。

「密っち、久ひさしぶりじゃん」

　元クラスメイトの雪ゆき村むら珊瑚が勝手に窓を開けて、僕の部屋に入ってきた。制せい服ふくの上にコートを羽織り、背せ中なかにはリュックという格かつ好こう。妊にん娠しんしている彼女のおなかは、少しだけ目立つようになっていた。

「っていうか、この部屋、寒っ！　暖だん房ぼうないの!?　七輪とか貸かそうか？」

　うるさいな……。窓に鍵かぎを掛かけておかなかったことを後こう悔かいしつつ、肩かたを竦すくめる。

「なにか用？」

「うっわ、なにか用なんてひどいじゃん。せっかくクラスメイトが会いに来たのにさ」

「面会を頼たのんだ覚えはない。用がないなら、帰ってくれないか」

「密っちって、ただでさえ冷たい感じがするんだから、そんなにとりつく島もない言い方しないでよ。悲しくなっちゃうじゃん」

　雪に濡ぬれたポニーテールの先せん端たんを指先でイジりながら、珊瑚は困こまったような笑え顔がおを浮うかべた。

「雑ざつ談だんがてら近きん況きようとか報ほう告こくしようかなと思ってたんだけど……そんな雰ふん囲い気きじゃないか」

「…………」

「じゃ、単刀直入に用よう件けんだけ話すよ。それだけは聞いてよ」

　無言のままでいることを肯こう定ていと受け取ったのか、「椅い子す借りるね。立ったままだと、ちょっちツラくて」と珊瑚は椅子に腰こし掛けた。

「今日、来たのはさ。密っちに頼みがあるからなんだ。サクヤっちから聞いてると思うけど、最近、みんなで集まって学校で自習してるんだよ」

「……それが？」

　珊瑚は小さく頭を下げる。

「お願いだから、密っちも参加してよ」

「…………」

「最初はウチのクラスだけだったんだけど、だんだん生徒とか先生も集まり始めててね、三年生だけじゃなくて、他の学年……ううん、他の学校のコたちまで集まってるんだよ」

　珊瑚は思い出し笑いをするように微笑ほほえむ。

「まあ、サワっちみたいなのも来てるから勉強半分、遊び半分って感じだけどさ。少しずつ受験勉強とかしてんのよ。高たか天まが原はらセンパイも『風かざ原はら大学が再さい開かいするよう交こう渉しようする』とか言ってくれてて、」

　珊瑚の言葉を遮さえぎって、僕は吐はき捨すてた。

「僕にどんな関係があるって言うんだ？　きみたちが、どんな風に最さい期ごの時を過ごそうと構かまわない。勝手にすればいい。だけど僕に押おしつけるのはやめてくれないか。ハッキリ言って、迷めい惑わくだ」

　サクヤも高天原センパイも珊瑚たちも、なんで僕に構うんだ？　僕は彼らに干かん渉しようするつもりなんてない。だから、僕のことも放ほうっておいてくれればいいのに……

「無駄なことはしたくないんだよ」

「……そう思うのもムリないよね」

　拒きよ絶ぜつを予期していたように、珊瑚は頷うなずいた。

「初めはあたしたちも勉強なんてしても無駄だって思ってたしさ。……だけど、違ちがった。無駄じゃなかったんだ。あ、もちろん、《勉強することが大切》なんて、ＮＨＫの教育番組みたいなコト言うつもりはないよ。あたし、勉強なんて嫌きらいだし」

　照れくさそうに苦く笑しようして、元クラスメイトは言葉を続ける。

「かなりクサいコト言っちゃうけどさ……あたしたち、明日も生きていられるかわからない生活してるじゃん？　だからこそ、『また明日ね』って言えるのが、すっごい大切だって気付いたんだよ。街がこんな風になる前と同じように、また明日が来るって信じて生活することがさ」

　今まで見たことないくらいに真しん剣けんな表情になって、珊瑚は僕を真まっ直すぐに見つめた。

「あのね、『みんなで学校に集まって自習しよう』って言い出したのは、サクヤっちなんだよ……」

「サクヤが……？」

「うん。口に出しては言わないけど……たぶん、密っちに来て欲ほしいから、そんなことを言い出したんだと思う。密っちに元気を出して欲しいから……昔のように、密っちにまた笑って欲しいからさ」

「余よ計けいなお世話だよ、そんなの」

　吐き捨てた僕の言葉を無む視しするように、珊瑚は近づいてきた。僕の顔をのぞき込む。

「気づいてる？　密っち、死んだような目してる。サクヤっちが心配する気持ちも、よくわかるよ……」

　そこで珊瑚は深いため息を吐ついた。寒すぎる部屋の中、吐と息いきが白く霞かすむ。

「でも、あのコ、自分のことは、ちっとも心配しないのよね……」

「…………」

「サクヤっちさ、なんでか知らないけど、日に日にボロボロになってるの。学校で倒たおれたりしてるんだよ？」

　それは……天使を撃げき退たいするために戦い続けているからだ。この間見かけた時も、サクヤは満まん身しん創そう痍いだった。

「だけど、ちっとも身体からだを休めようとしないの。彼女、毎朝、密っちを迎むかえに来てるでしょ？　『身体がツライなら代わってあげよっか？』って言っても、自分が行くって言って譲ゆずらないし……」

　背負っていたリュックを降おろし、中からノートを二冊取り出した。

「これ、サクヤっちのノートだよ」

　中には丸っこいサクヤ文字がびっしりと書き込まれていた。自習した内ない容ようを書き写してあるようだ。

「んで、こっちが密っちの分」

　珊瑚はもう一冊のノートも開いた。一冊目と似たようなことが書き込まれている。

「密っちのノートも作ってあげてんの。いつ、アンタが学校に来てもいいようにね」

「…………」

「ノートぐらいあたしたちが書くよって言っても、『自分でやるから！』って……。サクヤっちは、アンタのことがすごく心配で、元気になって欲しがってる。でも、どうしていいのかわかんないから、自分を追い込んじゃってるように見えるのよね」

「……だから、なんだっていうんだ。僕には関係ない」

「密っちには、直ちよく接せつ関係ないことかもしんない。……でもね、あたしには関係があるの」

　そっと両手を伸のばし、僕の頰ほおを包んだ。

「二人はあたしの友達だからさ」

　彼女の手は、柔やわらかく、とても温かかった。

「来夏っちは、あたしの親友だった。あのコを選んでくれて、今でもよかったと思ってる。こんなにヘコむほど愛してくれて、ありがとうって言いたいよ」

「…………」

「でも、もしよかったら、学校に顔出して欲しい。サクヤっちのために。そして、密っちのためにさ。みんな、待ってる」

　窓まどの外から、心配げな声が聞こえてきた。

「珊瑚！　どうしたんだ？　俺も行こうか？」

「もう終わったよー！　今降りてく！」

　外で待つ夫に大声で返事をした珊瑚は、僕に手を振ふって、

「じゃ、あたしは行くね。そのノートは置いてくよ。密っちの手で返しといて」

「おい、なに言ってんだよ」

　言い返す間もなく、珊瑚はハシゴを下りて去っていってしまった。

「……くそっ」

　残された二冊のノートを床ゆかに放り投げる。

　見たくはなかったけれど、ノートが視し界かいに入ってしまう。

　余よ白はく部分に、ヘタクソなラクガキが描かかれていた。大きな剣けんを持った黒くろ髪かみの少女と、銃じゆうを持った少年。

　少年は、ひどく目付きが悪かったけれど──少女に向かって微笑ほほえんでいるように見えた。

　その隣となりには、こんな風に書かれている。

『どうしたら、私は、ヒソカになれる？』

　ドクン──と、心しん臓ぞうが脈打つのを感じた。

　世界滅亡カーテンコールという運命に翻ほん弄ろうされて、サクヤは対天使兵器ルシフエリオンとなった。彼女は、普ふ通つうの女の子らしいものを何一つ持っていなかったんだ。

　だから、僕は──甘あまっちょろくもサクヤに《日にち常じよう》を送らせてやろうと思った。

　カラッポだったサクヤは《日常》を送ることで、たくさんのものを得た。一七歳さいの女の子らしい生活を送ることができたんだ。

　脳のう裏りにサクヤの声が蘇よみがえる。

『一いつ緒しよに、学校へ行こう？』

『対天使兵器ルシフエリオンだった私はなにも持ってなかった。そんな私に、おまえは大切なものをいっぱいくれた。優やさしい人たちや、楽しい想おもい出や、幸せな日常を……』

『みんなと一緒にいれば、ひょっとしたら元気が出るかもしれないから』

　懸けん命めいに一人で街を守りながら、終わってしまったはずの学校で自習をはじめたのは……

　天使との戦せん闘とうで傷きずついてボロボロなのに、足を引きずって僕の家までやってきて、部屋を見上げていたのは……

『どうしたら、私は、ヒソカになれる？』

　サクヤにしてあげたのと同じことを、僕にしようとしていたんだ。

「そんなことしても、無む駄だなのに……」

　ノートから目をそらすように、膝ひざを抱かかえたまま僕は瞳ひとみを閉とじた。

　僕のココロは来夏と一緒に死んだ。

　もうこの世には存そん在ざいしない。

　その、はずなのに。

　まるで失った手足が痛いたむ《幻げん肢し症しよう》にでもなったかのように、

　ココロが軋きしんで、痛いたかった──







　ずっとずっと、目をつぶっていた。

　痛みを堪こらえるために。わずかに波だってしまったココロを落ち着かせるために。

　どのくらい、そうしていたんだろう。

　ふいに、微かな歌声が聞こえてきた。




♪Suddenly.Sadness knocks on the door.悲しみは、いつだって突然やってくるのね




　澄すみ渡わたるような綺き麗れいな声。

　歌声に導みちびかれるように、目を開く。

　辺り一面が、目ま映ばゆい光に包まれていた。

　光明の向こうに──〝あの人〟が立っていた。

「アリス……」

　オメガに選ばれてしまった僕を絶ぜつ望ぼうの淵ふちから救い出してくれた対天使兵器ルシフエリオンの女じよ性せい。彼女の歌声が、僕を優しく癒いやしてくれたんだ。

　そして〝あの人〟の隣には──

「来夏……」

　僕の愛した少女。最期の瞬しゆん間かんまで一緒に生きようと誓ちかった女の子が、眩まぶしい光の中で笑っていた。

　これは、夢ゆめ？　いや、僕はもう二か月も眠ねむっていない。ならばこれは、幻覚？

　どっちでもいい。そんなのは関係ない。

「僕を迎えに来てくれたのか……？」

　返事の代わりみたいに、来夏が綺麗な声で歌を唄うたう。




♪I missed you, and my world is over.あなたを失ってしまい、私の世界は終わってしまった




　曲は《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる　》。

　僕が普ふ段だん唄わない、二番の歌か詞しだ。

　来夏は上手に唄えていた。あいつは音おん痴ちだったはずなのに……

「歌、うまいじゃないか……」

　そう口にしただけで胸むねが詰つまった。来夏との想い出が蘇よみがえって、ココロが締しめ付けられる。




♪Why does the sun rise, and is the star blinking?それなのに、どうして明日はやってくるのかしら




〝あの人〟と来夏が、歌声を重ね合わせる。

　僕と一緒に過ごした頃に見せてくれたような、幸せそうな笑顔を浮うかべて。




♪I love you. Take me to the world where you are.私も連れていって欲しい、あなたのいる世界へ




　僕はベッドから立ち上がった。

　光の向こう側へ、手を伸のばす。

「僕も連れて行ってよ……。きみたちのいる場所に……僕もいきたいんだ……」

　懸けん命めいに手を伸ばしたけれど、

「頼たのむよ……」

　僕の手を取ってはくれなかった。




♪I love you. Loves, so that wanted to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる




　そして、歌が終わった。唄い終えた〝あの人〟は、静かに問いかけてくる。

　──密くん

　優やさしげな眼まな差ざしで僕を見つめて、

　──きみは、生きているの？

　それは、〝あの人〟が、僕に投げかけ続けた言葉。その問いこそが、僕を絶望から救い出す翼つばさとなったんだ。

　だけど、僕は首を横に振ふる。

「僕は、もう、死んだんだ……」

　来夏が元気な声で語りかけてくる。

　──ねえ、ひーちゃん

　ひまわりみたいな、笑顔を浮かべて、

　──ひーちゃんは、私の《ヒーロー》なんだからね

　それは、来夏が僕に残した最さい期ごの言葉。

　あいつを助けてあげたことがあったから、ずっと僕をヒーローの《ひー》ちゃんと呼よび続けていたんだ。

「違ちがう……。僕はヒーローなんかじゃないよ……。世界を滅ほろぼす最悪の存そん在ざいなんだ……。来夏を守ることさえできなかった……」

　情なさけない声を出して、懇こん願がんした。

「ここにいるのは……辛つらいんだ。……本当は、滅ほろんでいくセカイなんて……見たくない……。だから、お願いだよ……」

　二人に向けて、懸命に手を伸ばす。







「僕を、救ってください──……」







　だけど──

　僕の手は摑つかまれることはなかった。

　二人は笑えみを湛たたえたまま、僕を愛いとおしげに見つめ続けてる。

　やがて、光が目ま映ばゆさを増ましはじめた。

　光明に溶とけていくように、二人の姿すがたが霞かすんでいく。

「待って！　行かないで！」

　声の限かぎりに叫さけんだけれど。

〝あの人〟と来夏は目映い光の向こう側へ、

　溶けて消えた──……







「────っ[image: !!!]」

　自らの悲鳴で気が付いた。

　そこは僕の部屋だった。いつもと同じように、ベッドの上で膝ひざを抱かかえている。

　仄ほのかに外が明るい。窓からうっすらと朝日が差し込こんでいた。夜が明けようとしてる。

「夢を見ていたのか……？」

　僕のココロは死んだはずなのに。

　もうなにも感じないはずなのに。

「どうして、あんな夢を……？」

　そのとき──きらり、と。

　部屋の中で光を感じた。




　僕は霊れい魂こんの存在なんて信じない。死とは生命活動の停止に過すぎない。生き残った人たちが、死を神しん格かく化かしてるだけだ。




　窓から差し込んだ旭きよつ光こうが、部屋の片隅に転がっていたなにかに反はん射しやしている。




　だけど、何者かの導みちびきを感じた。




　来夏がつけていたピンク色のオモチャの指輪が、朝日を受けて輝かがやいていた。

　キラキラ。きらきら。まるで僕たちが過ごした優しい日々のように煌きらめいてる。




〝あの人〟が。

　あるいは、来夏が。

　なにかを伝えようとしているように思えて。




　ベッドから降り、オモチャの指輪を拾い上げようとした。

　そんなところに置いていた覚えはないのに、指輪の下に画用紙が落ちていた。

《こんいんとどけ》だ。幼おさない頃ころ、来夏と交かわした結けつ婚こんの約束。僕の誕たん生じよう日びが来たら、本物の婚こん姻いん届とどけを書こうねと誓ちかった。だから、来夏は「この《こんいんとどけ》は家に置いていくよ」なんて言ってたんだ。

　何気なく画用紙を開いて、

　そして──気付いた。

　折りたたまれた画用紙の間に、手紙が挟はさみこまれていた。

　見覚えのある来夏の文字で、こんな風に書かれている。







『ひーちゃんへ。

　ひょっとしたら、ひーちゃんがこの手紙を読む頃、私はいないかもしれません。

　ずっと、ずっと、一いつ緒しよにいたいけど。

　世界が終わる瞬しゆん間かんまで、ひーちゃんの手をギュッとしていたいけど。

　きっと、私の方が先に死んじゃうから。

　だから、手紙を残しておきます。

　ずっと言えなかったけど、ひーちゃんには本当のこと、ちゃんと伝えておかなきゃいけないから。

　ちゃんと、謝あやまらなきゃいけないから。




　あのね、ひーちゃん。

　私、ひーちゃんがサクヤさんを好きだってこと、知ってたよ。

　私との交こう際さいを決めてくれたときも。

　疎そ開かいしようねって相談してたときも。

　私と一緒に世界の終わりを見るって誓ってくれたときも。

　ひーちゃんのココロには、サクヤさんがいたんだよね？

　サクヤさんの恋こいを間ま違ちがってるなんて、ひどいコト言っちゃったけど……本当に間違ってたのは私の方なんだ。

　ひーちゃんの気持ち知ってたのに、自分の恋を諦あきらめられなかった。

　ひーちゃんのことが好き過ぎたから、どうしても離はなれられなかった。

　だから、ひーちゃんを縛しばり付けちゃったんだ。優やさしさに甘あまえちゃったんだよ。

　ごめんね。本当にごめんなさい。




　世界がどうなるか、わかんない。

　未来がどうなるか、わかんない。

　ひょっとしたら、私はすぐに死んじゃうかもしれないよ。




　でも、

　どうか、私が死んでも、ひーちゃんらしくいてください。

　ひーちゃんは優しいから自分を責せめちゃうかもしれないけれど。

　どうか、自分のことを嫌きらいになったりしないでください。

　私にとって、ひーちゃんは、ヒーローのひーちゃん、だからね。

　いつまでもカッコイイ男の子でいてね。




　私を好きになろうとしてくれて、ありがとう。

　最期の時間を一緒にすごしてくれて、ありがとう。

　ひーちゃんが私を選んでくれたこと、泣きそうなくらいに嬉うれしかったよ。

　ひーちゃんと過ごした毎日は、幸せだったよ。とってもとっても、幸せだったよ。

　それだけで生まれてきてよかったって思えるくらいに、ね。

　ありがとう、ひーちゃん。

　じゃあね。ばいばい。





11月29日　萌ほう月づき来夏』









「来夏……」

　あいつは僕ぼくの気持ちを知りながら、ずっと笑っていたのかよ……

　僕の気持ちが来夏には向いていないって気付いていたのに、『幸せだねっ』なんてはしゃいでいたのかよ……

「ズルイよ……」

　一緒に生きていこうねって誓ったのに。

　自分は死を覚かく悟ごしていたのかよ……

　僕一人になっても、

　生きていけっていうのかよ……

「そんなの、ズルイよ、来夏……」

　来夏と一緒に死んでしまいたかったけど。

　セカイを終わりにしてしまいたかったけど。

　オメガである僕は死ねないから──

　だから、ココロを殺した。

　死んでしまったのだと思い込むことにした。

　だけど、だけど、だけど──

　胸むねが痛いたかった。

　幾いく人にんもの死を目まの当たりにしても、多くの想おもい出を失っても、ずっと凪ないだままだった僕のココロが──狂くるおしいほどに痛かった。

　胸が痛くて。痛くて。痛くて。痛くて。

「……どうすればいいんだよ……？」

　気が付けば、僕は泣いていた。

　熱い雫しずくが溢あふれ出て、頰ほおを伝っていく。涙なみだを止めることができなかった。

　僕のココロは死んじゃいなかったんだ。

「今さら、どうしろって言うんだよ……？　僕は来夏を選んだんだ……」

　この世界を滅ほろぼすって決めたんだ……

　サクヤへの想いは、殺してしまうと決めたんだ……

「それなのに……今さら、僕に、生きろだなんて……そんなの……！」

　胸が痛くて。苦しくて。

　どうしようもなくて。

　来夏の手紙をきつく抱だきしめた。

「来夏……僕はどうしたらいいんだ……」

　あいつの温ぬくもりが、感じられるような気がした。日だまりみたいな来夏の温かさが、ココロに流れ込んでくる。

　ひたすらに、来夏の手紙を抱きしめて。

　僕は涙を流し続けた──……







　どのくらい、泣き続けていただろう。

　壊こわれた街が動き始める時じ刻こくになった。

　涙を拭ぬぐって立ち上がり、サクヤが書いたというノートを手に窓まど辺べに立つ。

　雪は夜のうちに止やんだようだ。しかし、辺りは一面の銀世界となっていた。泣きはらした目には、白い世界が痛いほど眩まぶしい。

　窓辺に立ちつくして、僕はサクヤを待った。

　サクヤは毎朝、僕を迎むかえに来る。声は掛かけてこないけれど、僕の部屋を見上げ、しばらく立ちつくしてから学校へ行くんだ。

　彼女にノートを渡わたしてやろうと思った。

　そして、言ってやるんだ。

「無む駄だなことはするな。僕のことは放ほうっておいてくれ」って。

　来夏と僕は相思相愛じゃなかった。彼女は僕を傷きずつけることができなかったんだ。

　愛し合うことができなかったのは、きっとサクヤへの想いが邪じや魔まをしたからだろう……

　僕は、サクヤが好きだった。

　それは、揺ゆるぎようのない事実だ。

　だけど、全すべては昔のこと。来夏を選んだ僕にとっては忘わすれるべき過か去こなんだ。

　今はもう、サクヤのことは好きじゃない。

　好きじゃないから、言ってやるんだ。

「僕にはもう、関かかわるな」って……

　窓の下、雪の道をウチの学校の制せい服ふくを着た女の子が駆かけていく。サクヤじゃない。顔に見覚えがないから、一年生か二年生なのだろう。閉へい鎖さしてしまった学校で自習をするために学校へ向かってるんだ。

「あーもー、遅ち刻こくしちゃう！」

　焦あせったような口調だったのに、少女の顔はなぜか活いき活きとして見えた。

　死んでしまった僕を癒いやすために、サクヤは学校で自習をはじめた。

　少しでも長く街が保たもたれるように懸けん命めいの戦いを続けながら、僕に《日常》を送らせようとしてるんだ。

　かつて、僕がサクヤにそうしたように……

　だけど、僕は、癒されるわけにはいかない。来夏の死を忘れて、一人で《生きる》なんてこと、僕にはできない。

「サクヤ……きみの気持ちは嬉うれしいけれど……」

　僕は来夏と一いつ緒しよに死ぬよ。

　オメガであるという運命を受け入れて、滅びを、この瞳ひとみに焼き付け続けるよ。

　それを伝えるために、サクヤを待った。

　しかし、いくら待ってもサクヤは現あらわれなかった。彼女は律りち儀ぎで時間には正せい確かくだ。遅刻することなんてほとんどない。

　それなのに今日に限って来ないなんて……

「……どうしたんだ……？」

　彼女は連戦によってボロボロになっていた。ケガがひどくて身動きがとれなくなってるのだろうか……？

　訝いぶかしく思った、そのとき。

「…………ぐっ」

　激はげしい吐はき気に襲おそわれた、直後に感じる、圧あつ倒とう的な悪お寒かん。この世がこの世で無くなるような感覚。

　これは《違い和わ感》。天使が現れる予よ兆ちようだ。

「こんなに強い《違和感》なんて……」

　大量の天使が出現しようとしてるのか？　それとも上位の天使が……

　ふと、脳のう裏りに冷たい声が蘇よみがえった。

『サクヤを排はい除じよすることにします。今の彼女なら、簡かん単たんに殺すことができそうですから』

　アダムは、そんなことを言っていたんだ。

　ひょっとして、この《違和感》はアダムのヤツが、サクヤを……

　気が付けば、駆かけだしていた。雪の中では自転車は使えない。除じよ雪せつされてもいないから、バイクも無理だ。

　積もった雪に足を取られながら、《違和感》の漂ただよってくる方向へ懸命に走る。

　どうして駆けつけようとしているのか、自分でもわからなかった。

　でも、これだけは言える。

　サクヤが心配なわけじゃない。

　彼女が死のうと、僕には関係がない。

　きっと……。そうだ、きっと、サクヤなんて好きじゃないと証しよう明めいするために。彼女の死を、この瞳に焼き付けるために。

　きっと、僕は、走っているんだ。
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　僕が駆けつけたときには、全すべてが終わってしまった後のように見えた。

　廃はい工こう場じようの冷たいコンクリートの床ゆかに、戦せん闘とう服ふく姿すがたのサクヤが倒たおれ伏ふしていた。彼女の周囲には血ち溜だまりが広がっている。

　戦闘服になると彼女の両りよう腕うでには金色の鎖くさりが出現する。その鎖もサクヤの身体からだの上に力無く垂たれ下がり、まるで彼女を縛いましめているようにも見えた。

　工場の広い空間を埋うめ尽つくすように、無数の天使が舞まっていた。

　凶きよう悪あくな天使たちは、慈じ愛あいに満ちた瞳で、床に這はいつくばる対天使兵器ルシフエリオンを見下ろしている。

「う……ぅぁ……」

　サクヤが微かすかに呻うめいた。

　その呻きが合図であったように、天使が翼つばさをはためかせる。錆さび付いた鉄てつ塊かいが高速度で発はつ射しやされ、サクヤの背中にめり込んだ。

「…………っ」

　悲鳴すらあげることもできず、サクヤの身体が跳はね上げられ、床に叩たたきつけられる。

「……がぁ…はっ」

　肺はいをやられたのか、サクヤは口から大量の鮮せん血けつを吐いた。

「サクヤ……！」

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ……

　僕の声は、天使たちの唄うたう悲しげな鎮ちん魂こん歌かに搔かき消される。

　対天使兵器ルシフエリオンにトドメを刺さそうというのだろう。多くの天使たちが、翼をはためかせる。

　このままでは、サクヤは、死ぬ……

　僕は……

　僕は、彼女の死を、この瞳に……

　焼き付ける、のか……？

「……まだ……だ……」

　僕の耳に、微かな声が届とどいた。

「……私は……まだ……死んでない……」

　床に這いつくばっていたサクヤが、かすれたような声で呟つぶやく。

「まだ……戦える……」

　足も満足に動かず、意い識しきも朦もう朧ろうとしているのに……大たい剣けんを杖つえにするようにして立ち上がろうとする。

「私は……この街を……守るんだ」

　全身血ち塗まみれで、身体には錆び付いた刃やいばが突つき刺ささっている。満まん身しん創そう痍い。生きているのが不思議なくらいなのに。

「この街には……大切なものが……たくさんあるんだ……」

　それでも──サクヤは立ち上がった。

「優やさしい人たちや……楽しい想おもい出や……幸せな日にち常じようが……詰つまっているんだ……」

　サクヤは天使の群むれを睨にらむ。

「私は……！」

　彼女の瞳には、

「この街で……みんなと……ヒソカと……」

　強い決意の光が宿っていた。




「生きて……いたいんだ……[image: !!!]」




　サクヤの全てを押おし潰つぶそうとするように、天使たちは錆び付いた鋼こう鉄てつの雨を降ふらせた。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: !!!!]」

　サクヤは絶ぜつ叫きようした。

　大剣を振ふるい、両手を縛めていた金色の鎖を断たち切る。

　直後、鋼鉄の雨がサクヤに降り注いだ。

　全てが、終わった。

　そう、思った。

　しかし、その刹せつ那な──対天使兵器ルシフエリオンが立っていた場所から黒い光が迸ほとばしった。

　廃工場全体を漆しつ黒こくの闇やみが覆おおい尽くす。一いつ瞬しゆんにして、視し界かいが奪うばわれた。

　時間にして、数秒だっただろうか。

　世界に光が戻もどった時、そこにはサクヤではない別のなにかが立っていた。

　赤い瞳ひとみ。長い銀ぎん髪ぱつ。禍まが々まがしい黒い装そう甲こう。そして、背せ中なかから伸びる、黒い翼つばさ。

　その姿は──




《悪あく魔ま》のように見えた。
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I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと




I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる





【卒業まで　残り44日】









　　　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ　Ⅱ──三月一〇日　印いん南なみさつき







「ああ、ホンマに綺き麗れいやなあ……」

　横よこ浜はま。壊こわれかけたホテル。最上階にあるプレジデンタル・スウィート。

　出で窓まどのようになっている窓辺に片かた膝ひざを抱かかえて座すわって、印南さつきは景色を眺ながめていた。本来なら高こう層そう階かいの窓は開かないが、ガラスなんてとっくに無くなっているから、開けっ放し状じよう態たいだ。風景がよく見える。

　晴れ渡わたる青空の下もと、空くう爆ばくを受けたかのように廃はい墟きよとなった横浜の街が広がっている。どのビルも例外なく破は壊かいされ、黒くろ焦こげ。そして、壁かべの焦げ跡あとをさらに汚よごすみたいに、ラッカーで《黒》のヤツらの縄なわ張ばりを示しめすラクガキがされていた。ゴミ溜ためみたいな、あまりにも汚きたない風景だ。

　しかし──さつきは目ま映ばゆい景色に目を細める。

　街のあちこちで咲さいている桜さくらの花だけは、すごく綺麗だと思った。

「お兄やんも、桜が好きやったっけ……」

　呟つぶやきながら、血に濡ぬれたスーツの胸むねポケットを探さぐる。キツく巻まかれたサラシの感かん触しよくがあるばかりで、目当てのものは見つからない。

「……あれ？　落としてもうたかな」

　キョロキョロとスウィートルームを見渡す。豪ごう華かな部屋は壁と言わず床ゆかと言わず、弾だん痕こんと刀かたな傷きずと血ち溜だまりで埋うめ尽つくされていた。新しん撰せん組ぐみにカチこまれた池田屋も、こんな感じだったんかなあなんて益やく体たいもないコトを考えつつ、目当てのものを探す。

「……ないなあ。まあ、アレでええか」

　傍かたわらにあった樫かし材ざいの机つくえの上に、葉は巻まき入れがあった。身体からだを動かすのも億おつ劫くうだったので、折れて半分ほどになってしまった血ち塗まみれの仕し込こみ杖づえの刃やいばで葉巻を突つき刺さし、手元に引き寄よせる。義ぎ手しゆの指先に葉巻を挟はさみ、両りよう端たんを嚙かみ千切って火を付けた。

　青空を眺めながら一口吸すって──

「まっずぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……！」

　窓から火の点ついた葉巻を吐はき捨すてた。

　黒の首しゆ領りようが吸ってた一品だから、上物に違ちがいないはずだ。しかし、とても吸えたシロモノではなかった。葉巻って、こんなにマズイものだったのか。

「ホンマ、シマらんなあ……」

　今日という日を祝うように、桜も満開になってくれたっていうのに……

「印南さん」

　後ろから野太い声が掛かけられる。側近の山やま科しなの声だ。赤い防ぼう弾だんチョッキをつけた、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、禿とく頭とうの男。《黒》との抗こう争そうがはじまった当初から、さつきと共に戦ってくれた。普ふ段だんは無口だが、なかなか頼たよりになるヤツだ。

　振ふり返らずに尋たずねる。

「終わったんか？」

「はい、命令通り黒くろ崎さきの死し骸がいを表に晒さらしてきました。《黒》の残ざん党とうが投とう降こうしてきています。散発的な抵てい抗こうも予想されますが、勝利は揺ゆるぎないものとなりました」

「ん。くれぐれも降こう伏ふくしたヤツらは殺さんようにな。ご苦労さん」

「おめでとうございます。これで横浜の街は、あなたのモノですよ。印南さん」

「こない小汚い街、いらんけどな」

「だったら……」

　ガチャッ──ずいぶんと聞き慣れてしまった金きん属ぞく音おんが、耳元で響ひびいた。

「俺おれがもらってもいいですかね」

　野太い声で命令してくる。

「刀を捨てろ」

　ショットガンの銃じゆう口こうが突きつけられているのを気配で感じた。

　振り返らぬまま、さつきは仕込み杖を床に落とす。カーペットの上に愛刀が転がって、間ま抜ぬけな音が響いた。

「どないするつもりや……なぁんて聞くんはヤボやな。最初ハナっから、裏うら切ぎるつもりやったん？」

「当たり前だ。じゃなきゃ、アンタみたいな女に従したがったりしねえよ」

「なるほどなあ。山科の作戦はアレか。十二支しを決める時のネズ公の戦せん術じゆつやな。……ほな、私は牛かい」

　くだらない一人ボケツッコミをしつつ、ゆっくりと振り返る。

　ショットガンを油ゆ断だん無く構かまえて、側近だった男が嗤わらっている。

　いくつもの修しゆ羅ら場ばを一いつ緒しよにくぐりぬけた山科の身体からだには、いくつもの傷きずがあった。

　最後の抗争でも負ふ傷しようしたのだろう。山科の左腕うでには銃じゆう創そうがあり、止血のために巻き付けた薄うす汚よごれた赤いバンダナが黒く染そまっている。

「アンタが死ねば、俺が《赤》のトップだ。悪く思うなよ」

　側近だった男は散さん弾だん銃じゆうを突きつけて、

「最後に言い残すことは、あるか？」

「んー、そやなあ、素す肌はだの上に防弾チョッキを羽は織おるんは格好悪いで。ワイルドアピール通り越こして、蛮ばん人じんにしか見えへん。やめた方がええな」

　怒おこったのだろうか。禿とく頭とうに血管が浮ういた。

　構かまわずに続ける。

「それから、もう一つ。アドバイスや。殺やると決めたら会話なんしたらアカン。言いたいコトがあるんやったら、」




　──タンッ！




　乾かわいた銃声が横浜の街に響いた。

　ゆらりと身体が傾かしいで──

　額ひたいを撃うち抜かれた側近が床に倒たおれ伏ふす。

「死体に話しかけたるぐらいが、ちょうどええんよ」

　窓の外をもう一度眺め、背中越しに声を掛ける。

「……今までおおきにな、山科」

　開けっぴろげの窓から、爽さわやかな春風が吹ふき込んだ。義手に仕込まれていた拳けん銃じゆうから立ち上る硝しよう煙えんが、緩ゆるやかに棚たな引びく。

　そのようすに、なぜか、復ふく讐しゆうを誓ちかった瞬しゆん間かんを──兄の葬そう式しきのことを想おもい出した。

　線せん香こうのイメージと重なったんだろうか？

「やれやれ……。ようやく、兄やんの仇かたきを討うてたんやけどなあ……。なんや気ぃ抜けてもうたなあ……」

　片かた膝ひざを抱かかえたまま、青空に向けてため息を漏もらす。

　念願が叶かなったというのに、まったく気分は晴れなかった。

　年越しの瞬間を迎むかえるみたいな、特別なようで呆あつ気けない、あの感じに似にてる。

　ふいに、鼻歌が口を突いて出た。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　戦友だった《凶きよう獣じゆう》が──椎し堂どう密ひそかがよく唄うたっていた歌のワンフレーズだ。中学生の頃ころは歌なんて唄うようなキャラじゃなかったのに、学校生活に戻もどった途と端たんにスカしたヤツになりやがった。

「そういや、今日はひぃやんの卒業式やったっけ……」

　咲さき誇ほこる桜さくらを眺ながめながら、さつきは結んでいる赤い髪かみを解といた。頭を軽く振る。撫なでつけられていた髪が春風になびいて、実に心地ここちがいい。

　復讐を終えるまで女を捨てると決めていたけれど、それも今日で終わりだ。

「ひぃやんとこでも、冷やかしに行ってみようかな」

　そう呟つぶやいた時──

　突とつ如じよ、青空にヒビが入った。

　強化ガラスに銃弾を撃ち込んだみたいに、蜘蛛くもの巣状の割われ目が広がる。

「……なんや、これ？」

















１月26日（火）

　きみのために、僕は死のう。

　　──dead end of the world──















　戦せん闘とう服ふくの両手を縛いましめていた鎖くさりを断たち切った瞬間に、サクヤの姿すがたは変へん貌ぼうしてしまった。

　禍まが々まがしい赤い光を放つ両りよう眼がん。鋭するどく伸のびた爪つめ。肋ろつ骨こつのように腹ふく部ぶを覆おおう装そう甲こう。漆しつ黒こくの羽根が抜ぬけ落ちては再さい生せいしていく翼つばさ。破やぶけたスカート。壊こわれた錠じよう前まえ。千切れた鎖。顔の一部と一体化している巨きよ大だいな角はナイフのように鋭く尖とがり、眼球のようなギミックが不気味に光っている。

　そして、なにより、その表ひよう情じよう……

　サクヤは血に飢うえた野や獣じゆうのような、破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりみたいな顔をしていたんだ。




　悪あく魔ま──それ以外にサクヤの姿をたとえる言葉を、思い浮うかべることができなかった。
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　悪魔のような姿となったサクヤは奇き妙みように折れ曲がった大たい剣けんをだらしなくぶら下げて、工場の天てん井じようを覆い尽つくさんばかりの天使の群むれに視し線せんを向けた。

　廃はい工こう場じようのコンクリートの床ゆかに這はいつくばり、今にも息絶たえてしまいそうだったのに、サクヤの傷きずは全すべて癒いえている。

「いったい、どういうことだ……？」

　工場の入り口辺りからようすを窺うかがっている僕ぼくは、思わず口走ってしまった。

　サクヤは《変身》したのか？　両手首を繫つないでた鎖を斬きると、《パワーアップ》できるのか？　そんな都合のいいことができるなんて、聞いたことがないぞ？　いや、そもそも、あれは、《パワーアップ》なのか……？

　あまりに唐とう突とつな展てん開かいについていけない。

　ただ、よく知っていたサクヤの姿が変へん容ようしてしまったことがショックで、微かすかな目眩めまいを感じた。知らずよろめいて、赤あか錆さびの浮いた工場の柱に手をついてしまう。

　獣けものじみた赤い瞳ひとみで天使を眺ながめていたサクヤは、唐突に吼ほえた。

　アアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　真っ白な吐と息いきと共に、工場の壁かべがビリビリ震ふるえるぐらいの咆ほう哮こうがあがる。もはや人間に出せる声のレベルを超こえていた。鼓こ膜まくが痛いたみを覚え、激はげしい耳鳴りを感じる。

　刹せつ那な──サクヤは飛んだ。

　跳ちよう躍やくしたんじゃない。重力に逆さからって、宙ちゆうを駆かけたんだ。彼女が飛行した軌き跡せきを示しめすみたいに、黒い羽根が舞まい散る。

　広大な空間を持つ廃工場を埋うめ尽つくすほど──数十体はいるであろう天使が、姿を変えた対天使兵器ルシフエリオンを取り囲んだ。

　空中で天使と対たい峙じしたサクヤは、ぐるりと首を巡めぐらせた。品定めでもするみたいに、天使を睨ねめ付ける。

　そして、獲え物ものを見つけて喜ぶ殺人鬼シリアルキラーみたいに、唇くちびるの端はしを曲げるようにして嗤わらった。

　空中で、無む造ぞう作さに大剣を振ふるう。

　ぞくり──と。

　僕の背せ筋すじに寒気が走った。

　なにが起こったのかわからない。

　十体以上の天使が、一瞬にして消し飛んでいた。天使の背はい後ごにあった壁や天井までもが吹ふき飛ばされ、巨大な穴あなが空いている。

　これは《パワーアップ》なんてお手軽なもんじゃない。あまりにも、強すぎる。

　サクヤが壊れる──直感的にそう思った。

　強化されてるとはいえ、彼女の身体からだは普ふ通つうの人間と同じなんだ。

　桜さくらの木の下に捨すてられていて、幼おさない頃ころは泣いてばかりいた。ＡＲＩＣＥに入って、ようやく生きる目的を見つけられた。対天使兵器ルシフエリオンとなり無表情になってしまったけれど、僕を殺すために学校に入って、日常生活を送るようになってからは、いろんな表情をするようになった。笑って、怒おこって、泣いて──

　サクヤは、そんな、普通の女の子なんだ。

　アアアアアアアァァァァァァ──……!!

　咆哮をあげてサクヤは飛行した。天使の群れに突つっ込んで、大剣を大おお雑ざつ把ぱに振り回す。

　周囲にある全すべてのものが、たった一度の攻こう撃げきで吹き飛んだ。天使は光り輝かがやく粒つぶとなって弾はじけて消える。屋根にも巨大な穴が空いて、雪が吹き込んできた。

　ダメだ……。こんな破は滅めつ的な《力》を出し続けていたら、サクヤの身体は保もたない。両手を縛めていた金色の鎖は、安全装置リミツターだったんだ。このままじゃ、きっと壊れてしまう。

「サクヤ──ッ[image: !!!]」

　思わず叫さけんでいた。

　しかし、僕の声は轟ごう音おんに搔かき消される。

　オオオオオオオォォォォォォ……[image: !!!]

　天使たちは悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげた。錆び付いた金属片を飛ばす。無数の刃やいばがサクヤに襲おそいかかる。

　だが、サクヤの肌はだが毛筋ほども傷つけられることはなかった。彼女の周囲の空間が歪ゆがみ、全ての金属片が空中で止まったんだ。錆び付いた鎖や鉄パイプ、鉄てつ骨こつや釘くぎや安全ピンが、握にぎりつぶされたみたいに歪み、コンクリートの床ゆかに落下した。

　黒い羽根を舞い散らせつつ、サクヤは宙を舞う。狂きよう戦せん士しと化したように、嗤いながら天使を一体ずつ屠ほふっていく。

　目の前で繰くり広げられる光景は、発狂した宗しゆう教きよう芸げい術じゆつ家かの遺い作さくと言われても頷うなずいてしまうほどに、不気味で禍々しくて、それでいて、とても美しかった。この世のものとは思えない。とにかく鳥肌が止まらない。

　最後の天使に、サクヤは大剣を突き刺さした。

　内側から崩ほう壊かいするみたいに、天使は光の粒を撒まき散らして消える。

　一方的な虐ぎやく殺さつを終えたサクヤは、それでも止まらなかった。血に飢えたような赤い瞳は、爛らん々らんと輝き続けている。

　鼓膜が破れそうなほどの咆哮をあげたサクヤは刃を振るった。工場の壁を斬り裂さき、錆び付いた工作機械を薙なぎ倒たおす。

　もはや破壊衝動を満たすためだけに、大剣を振り回してるように見えた。

「サクヤ！　やめろッ！」

　僕の声が聞こえてないのか？　理り性せいが残ってないのかよ……？

　このままじゃ、本当にサクヤは……！

　いても立ってもいられなくて、破は壊かいの嵐あらしが吹き荒あれている廃はい工こう場じようへと飛び込こんだ。鉄骨やガラス片が滝たきのように降ふり注ぎ、今にも倒とう壊かいしそうな工場の真ん中で叫ぶ。

「もうやめるんだッ！　サクヤッ！」

　対天使兵器ルシフエリオンの動きが止まった。

　黒い翼つばさをはためかせ、凄すさまじいスピードで降りてくる。着地した瞬しゆん間かん、コンクリートの床に放ほう射しや状じようにヒビが入る。一瞬遅おくれて、粉雪と黒い羽根が舞い散った。

　五メートルほどの距きよ離りを置いて、僕たちは向かい合う。

　本当に、これはサクヤなのか……？

　威い嚇かくされているわけでもないのに、猛もう烈れつな威い圧あつ感を覚えて、生なま唾つばを飲んでしまう。

　燃もえさかる巨きよ大だいな炎ほのおを前にしたような、根元的な恐きよう怖ふが込み上げてくる。足が竦すくむ。身体が震ふるえる。鼓こ動どうが速まる。喉のどが渇かわく。

　でも僕は、懸けん命めいに彼女を見据えて、

「なあ、サクヤ。僕の声が聞こえる？」

　一歩を、踏ふみ出した。

　悪あく魔まのような姿すがたとなった対天使兵器ルシフエリオンは、ようすを窺うかがうみたいに僕を眺める。白い吐息の立ち上る唇くちびるからは、微かすかに牙きばのようなものが覗のぞいていた。

　もう一歩、サクヤに近づく。

「戦せん闘とうは終わったんだ。天使はいない。もう戦わなくてもいいんだよ」

　角つのに埋うめ込まれた眼球みたいなギミックが、カメレオンの瞳のように動いて僕を捉とらえた。肋ろつ骨こつを思わせる装そう甲こうが、警けい戒かいするようにガチガチと音を立てる。黒い羽根が舞い散り続ける翼が、緩ゆるやかに動く。

　さらに、サクヤに歩み寄って、

「ほら、最近はずっと、足を引きずってたろ？　ただでさえ、身体はボロボロなんだからさ。そんな無茶な力を使い続けていたら、きみは壊れちゃうよ。サクヤが壊れるところなんて、僕は──……」

　そこで、歩みを止めた。言いかけていた言葉を、飲み込む。

　なにを口走ってるんだよ、僕は……？

　サクヤを助けるために、ここへ来たわけじゃないだろう……？

　彼女の死をこの瞳に焼き付けるために、僕はここへ来た。サクヤのことは、もう好きじゃない。それを証しよう明めいするために、ここへ来たんじゃないか。

　サクヤが壊れてしまうことは、むしろ好都合のはずなんだ。

　いや、それだけじゃない。僕は気付いたはずじゃないか……

　誰だれかを助けることなんて……

　思考は、そこで途と切ぎれた。

　アアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　サクヤが咆ほう哮こうしたんだ。凄すさまじい音おん圧あつが直撃して肌が痛いたかった。宙を舞う雪や羽根が、ビリビリと震える。空気が強く振しん動どうしたせいか、視界が揺ゆらいで見えた。

　赤い瞳ひとみで、サクヤは僕を睨ねめ付けて、

　大たい剣けんを構えて突っ込んでくる。

　凄まじい速度で、眼がん前ぜんに刃やいばが迫せまった。

　しかし──痛みは、襲おそってこなかった。

　大剣は僕の前まえ髪がみを掠かすめて、止まっていた。見えない刃とつばぜり合いをしているみたいに、切っ先が微かに震えている。

「ア……ぅア…………」

　牙の光る唇から、うめき声がもれた。

「ヒ………ソカ…………」

　僕を見つめる赤い瞳から、深しん紅くの雫しずくがこぼれ落ちる。

　血……？　いや、違ちがう。

　これは、涙なみだだ。悪魔と化したサクヤの涙。

　さっきまでの無む慈じ悲ひな表情は消え去っていた。顔は苦く悶もんに歪ゆがんでる。血色の涙を流し続ける赤い瞳で、悲しげに僕を見つめて、

「ア……ぁア……。ヒソ……カぁ……」

　切っ先を震わせながら、サクヤはゆっくりと刃を降ろした。

　剣が手から滑すべり落ち、激はげしい金きん属ぞく音が響ひびく。

「サクヤ、僕はここにいるよ……」

　僕の呼びかけにすがりつくみたいに、

　サクヤは苦しそうに呻うめいた。







「タ…ス…………ケ……テ……」







　その言葉に弾はじかれるように、

　僕は、サクヤを抱だきしめた。

「できることはなんでもする。どうしたらいい？　教えてくれ」

　返事はなかった。サクヤは苦悶に満ちたうめき声をあげているだけ……

　と、赤い涙を流し続ける瞳に変化が起こった。意い識しきが遠のいてるみたいに、虚うつろになっていったんだ。

　なぜだかわからない。でも、サクヤがどこか遠くへ行ってしまうような気がして、

「サクヤ、行かないでくれよ……！」

　ひたすらに華きや奢しやな身体からだを抱きしめる。

　直後、サクヤの瞳が禍まが々まがしい光に輝かがやいた。

　アアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　僕に抱きしめられたまま、耳を劈つんざくほどの咆哮をあげる。そして、首筋に嚙かみ付いてきた。鋭するどい牙が突つき立てられる。

「ぐ…っ！　ああっ！」

　引きつるような痛みが襲おそった。

　それでも、サクヤを放はなさない。

　抱きしめる腕うでに、ぎゅっと力をこめる。

　悪魔じみた姿となった対天使兵器ルシフエリオンの身体が、びくっと震えた。ますます強い力で僕の肩かたに嚙み付いてくる。肉が裂さけるような気持ち悪い音が微かに耳に届とどいた。

　激げき痛つうを堪こらえて、語りかける。

「ありがとう、サクヤ……。きみは、天使を全すべて倒たおした……。あれだけの天使が暴あばれてたら、残ってる街の人たちもみんな死んでたと思う。きみはまた街を救ったんだよ……」

　肩の肉を嚙み千切らんばかりに、サクヤは牙きばを突き立てる。嚙まれた傷きず跡あとから血けつ液えきが噴ふき出し、僕のコートが赤く染そまった。

　だけど、サクヤを抱きしめる腕の力を緩めない。彼女の銀ぎん髪ぱつに頰ほおを埋うめて、

「サクヤのおかげで、みんなが生きていける……。きみは、この街で、みんなと生きていけるんだ……。だから……だからさ……」

「ウ……ぐア…ァ……」

　突き立てられた牙がゆっくりと引き抜ぬかれた。血に染まった唇が震えてる。赤い瞳からは深紅の雫が流れ続けている。

　血色の涙を指先で優やさしく拭ぬぐって、

　禍々しく輝く瞳の向こう側にいる、本当のサクヤに語りかけた。

「戻もどっておいで、サクヤ」

　アアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　悪あく魔まの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　同時に、サクヤの身体から大量の黒い羽根が吹ふき出る。

　一瞬にして、視界は黒く染め上げられた。

　柔やわらかな漆しつ黒こくの洪こう水ずいの中で、僕はひたすらに対天使兵器ルシフエリオンを抱きしめる。

　絶ぜつ対たいに、サクヤを見失わないように。

　決して、放したりしないように。

　ただ、それだけを願って、サクヤを抱きしめ続けたんだ──
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　雪の温かさを感じて、目を覚ました。

　天てん井じようも壁かべもなくなり、もはや原形をとどめていない廃はい工こう場じようの床ゆか。倒れている僕のコートに、うっすらと雪が積もりはじめてる。積もった雪は不思議なことに、冷たさよりも温かさを感じさせた。

　サクヤは……僕の腕の中にいた。抱きしめられたまま、雪に埋もれてる。

　雪を払はらってあげるために、身体を起こそうとしたら、

「う……ぐっ……！」

　肩の傷きずに痛みが走った。僕は不死身だ。どんなに傷ついても、すぐに癒いえてくれる。まだ痛みを感じるってことは……気を失ってからさほど時間が経たってないってことだろう。

　歯を食いしばって痛みを堪えながら、サクヤを抱き起こした。

「よかった……」

　悪魔みたいな姿じゃなかった。僕のよく知る、可か憐れんな女の子が瞳を閉とじている。

　身につけた学校の制せい服ふくは破やぶれていた。白い肌はだを寒空に晒さらしてる。その胸むねは微かすかに上下していて、唇くちびるからは白い吐と息いきが漏もれていた。

「生きてるみたいだね……」

　思わず安あん堵どの息を漏らしてしまったけれど、指先にぬるっとした感かん触しよくを感じて我われに返った。サクヤの身体からだに回していた手のひらが、真っ赤に染まってる。

　……血だ。

　サクヤはケガをしてる。天使との戦せん闘とうで負ふ傷しようした全身の傷は綺き麗れいに癒えていた。だけど、サクヤの背せ中なかには、新たな深い傷ができてる。

　彼女には元もと々もと、左右の肩けん胛こう骨こつの辺りに翼つばさを引き千切ったかのような傷跡がある。その古傷を再ふたたび抉えぐったみたいに裂れつ傷しようが走っていたんだ。

「すぐに手当てをしてあげるからね」

　血ち塗まみれのコートを脱ぬいで、サクヤを包んであげた。彼女を横抱きにして工場を出る。

　廃工場は港こう湾わん地区に建っていて、遠くの方に海が見えた。資材置き場となっている広い敷しき地ちを雪に足を取られそうになりつつ、足早に進んでいく。

「ん……ぅ……」

　ほどなく僕の腕の中、サクヤが呻いた。

　眉まゆ根ねを寄せた後で、うっすらと瞼まぶたを開く。

　よかった。気付いたみたいだ。

「サクヤ、寒くない？　とりあえず、近くの空き家に連れてくよ。そこで止血をする。もう少し辛しん抱ぼうしてくれ」

　声を掛かけたけど、返事はなかった。

　ひどく虚うつろな瞳ひとみでぼーっとしている。

「どうして……？　どうして……私は生きているの……？　《対天使機構Ｄ─コントラクト》に魂たましいを喰くわれて……戻ってはこれないと思ったのに……」

　言葉の意味はサッパリわからない。だけど、さっきの行動が危き険けんなものだったということはなんとなくわかった。

　横抱きにされたまま、サクヤは視線の定まらない瞳で僕を見上げる。

「はれ……？　ヒソカがいる……」

　間の抜ぬけた声をあげ、自分の状じよう況きようを確たしかめるみたいに首を巡めぐらせた。

「ヒソカに……ぎゅってされてる……。ああ、そうか……。これは……夢ゆめなんだな……。私は……死んだんだ……。死の間ま際ぎわに……夢を……」

　震ふるえる手を伸のばして、僕の頰に触ふれた。愛いとおしそうに撫なでる。

「……夢でも…いい……。夢でもいいから、ヒソカに……触れたかった……。おまえに…ぎゅってして……欲ほしかったんだ……」

　サクヤの瞳がみるみる潤うるんでいった。目に一いつ杯ぱいの涙を溜ためて、僕を見つめる。

「夢だから……いいよね……」

　首に手を回して、しがみついてきた。

　僕の体温を感じようとするみたいに抱きついてくる。

「ずっと、さみしかったんだ……。うう…うれしいよぅ……。ヒソカ…。ヒソカぁ……」

　やがて、堪こらえきれなくなったみたいに。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ。ぽろぽろ。

　涙なみだの雫しずくが頰ほおを伝いはじめた。

「うぅ……あぁ……っ。ヒソカぁぁ……っ」

　小さな子どもみたいに顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくる。

　もしも、夢で逢あえたら。

　サクヤは、こんなこと言いたかったのか。

　僕に抱きつきたかったのか……

　それが、サクヤの本当の気持ち……？

「…ぅくっ」

　サクヤの顔が痛みに歪ゆがんだ。痛つう覚かくが彼女を覚かく醒せいさせたんだろう。状況を理解した対天使兵器ルシフエリオンは、僕を突つき飛ばした。

「は、放してっ！」

　とんぼを切って、僕から距きよ離りをとる。涙に濡ぬれた頰を制服の袖そででゴシゴシこすりながら睨にらみ付けてきた。

「ゆ……夢じゃなかったの……？」

　少しだけ迷まよった後で、頷うなずいた。

「きみは大ケガしてる。早く手当てをした方がいい。出血がひどいんだ」

　確かめるように、肩越ごしに背中に触れて、

「……この傷は、翼を失った証あかしだ……。私は、間ま違ちがいなく《暴走クラツシユ》していた。《暴走クラツシユ》した対天使兵器ルシフエリオンは、そのほとんどが発はつ狂きようしてしまうはずなのに……」

　なにかを思い出すように視線を彷徨さまよわせたサクヤは、小さく声をあげた。

「……そうだ。声が聞こえた。ヒソカが私を呼よんでくれたような気がしたんだ。おまえが、私を、救ってくれたの？」

「違うよ。僕には、誰かを救うことなんて……できない」

「そんなことない！　私を助けてくれたじゃないか！　今だって、手当てをしようとしてくれたんでしょう？」

「…………。助けるつもりは……なかった。少しくらい命が長らえても、そんなのは一時しのぎだ。そのうち、きみは死ぬんだから」

　そうだ。悟さとったはずじゃないか。

　抗あらがうことに意味はないって。

　オメガという運命に抗って、僕は来らい夏かと生きようと思った。オメガではなく、椎し堂どう密ひそかとして、最後の瞬しゆん間かんを迎むかえたかった。世界中の全てを犠ぎ牲せいにしてもいいから、来夏だけは幸せにしてやろうって誓ちかった。

　だけど──ダメだった。

　僕は、来夏一人すら守ってやることもできなかったんだ。

　だからこそ、僕は運命を受け入れた。

　オメガである運命を認みとめてしまうことこそが、苦しまずに済む方法だって気付いたから。だから、オメガとして、壊こわれていく世界を瞳に焼き付けようと思ったんだ。

　それなのに……

　どうして、サクヤを助けたんだろう？

　どうして、手当てをしてやらなくちゃいけないって考えたんだろう？

　ここで死んでしまった方が、サクヤは楽になれるのに……

　それこそが、運命なのに……

　サクヤは、首を大きく横に振ふった。

「死んだ方がいいなんて、絶ぜつ対たいにそんなことない！　私は死なずに済すんだから……また明日も学校に行ける！　《くらすめいと》と会える！　お、おまえとも、こうして話せるじゃないか！」

　なおも言い募つのろうとしたサクヤは、驚おどろいたように大きく瞳ひとみを見開いた。

「ヒソカ、ケガしてる」

　僕のシャツは真っ赤に染そまっていた。

　傷きずを一いち瞥べつもせずに、肩かたを竦すくめる。

「大したことない。知っての通り不死身だからね。すぐに治るよ」

　傷のことは気付いてたけど、まったく気にも留めてなかった。こんなのいつものことだ。

　だけど、再びサクヤは首を横に振った。

「……ウソだ。ちっとも癒えてない」

　肩口の傷を見下ろす。身体からだが傷つけば、すぐさま治ち癒ゆがはじまるはずなのに、癒いやしの力を持つ光の粒つぶが噴ふき出るようすはなかった。

「どうして、傷が癒えないんだ？」

　傷口からはなおも、血が流れ続けてる。腕うでを伝った血液が、ポタリと指先から滴したたった。

「ひょっとして、それは──」

　サクヤは希望と絶望がない交ぜになったような声で、呟つぶやいた。

「──私がつけた傷なの？」

　雪交じりの海風が吹ふいて、サクヤに嚙かみ付かれた裂れつ傷しようが疼うずいた。

　僕は、《オメガ》だ。

　世界の終わりを見るまでは死ぬことが許ゆるされない《最後の人類》。

　不死身の僕が死ねば《世界滅亡カーテンコール》は終わる。

　そして、僕を殺すことができるのは、

　この僕と相思相愛となった相手だけ。

　つまり、サクヤがつけたこの傷は──

「ヒソカが傷ついてるってことは……」

　癒えることのない、この傷は──

「おまえを傷つけられたということは……」







　僕たちが相思相愛であることの、証あかしだ。







　激しい痛みを感じて、僕は血に染まったシャツを握にぎりしめた。

　傷が痛むんじゃない。ココロが痛かった。

　どうして、恋こいは。

　どうして、恋心は。

　こんなにも、残ざん酷こくなのだろう。

　サクヤへの想おもいは殺したはずなのに。

　来夏だけを愛すると誓っていたのに。

　恋人の死に殉じゆんじて、僕のココロは死んでしまったはずなのに。

　それでも、恋心は消えてくれなかったんだ。

　懸けん命めいに忘わすれようとしていたから、僕は気付けなかったけれど。

　ただ一人、来夏だけが気付いてしまったけれど。

　サクヤへの想いは、ずっとずっと、僕のココロの奥おく底そこでくすぶり続けていたんだ……

「ああ、そうか。そうだったのか……」

　世界を滅ほろぼすって決めたはずなのに、

　それでも、サクヤの死を看かん過かできなかった。

　そこには、なんの矛む盾じゆんもない。

　壊こわれてしまいそうなサクヤを助けてしまった理由は……すごく単たん純じゆんだったんだね。




　僕はまだ、サクヤが好きなんだ。




「ヒソカ。教えて……」

　降ふりしきる雪に打たれながら、血ち塗まみれのサクヤは、唇くちびるを震ふるわせながら尋たずねてくる。

「私たちは、相思相愛なの……？」

「…………」

「い…言っちゃいけないことなのかもしれないけれど……わ、私は……」

　幾いく度ども幾度も躊躇ためらった後で、サクヤは小声で言葉を紡つむいだ。

「ヒソカが、好きだ」

　彼女の真しん摯しな視線を受け止めていることが辛つらくて、瞳を閉とじた。

「ヒソカの気持ちを教えて欲ほしい」

「僕は……」瞼まぶたの裏側に、来夏の笑え顔がおが浮うかんでくる。「僕は、来夏と交際していた……。アイツのことを大切に想ってた……」

　幼おさななじみと過すごした、短いけれど幸せだった日々が脳のう裏りをよぎる。

「僕は……来夏が好きなんだ」

「だ、だけど……！」

　サクヤの声がすぐ近くで聞こえた。瞼を開く。彼女は僕の目の前に立って、血の流れ続ける僕の傷を見つめていた。

「では、どうして傷が癒えないの？」

「それは……」

　単純な答えを、口にすることができない。

　血が出るくらいに、唇を嚙かみしめる。

　来夏は、手紙の中で『ひーちゃんがサクヤさんを好きだってこと、知ってたよ』って書いていた。

　そのうえで、こんな風に続けてた。




　どうか、私が死んでも、ひーちゃんらしくいてください。

　ひーちゃんは優やさしいから自分を責せめちゃうかもしれないけれど。

　どうか、自分のことを嫌きらいになったりしないでください。

　私にとって、ひーちゃんは、ヒーローのひーちゃん、だからね。

　いつまでもカッコイイ男の子でいてね。




　恋人の遺ゆい言ごんは僕に対する《生きて欲しい》という願いであると同時に、あるいは《許ゆるしの言葉》であったのかもしれない。

　来夏が死んでしまったことを悲しみ続けるよりも、僕自身の気持ちに従したがって生きることを、アイツは望んでいたんだろう。

　だけど……ごめんね、来夏。

　僕には、そんなことできない。

　来夏のことを忘れて、サクヤのために《生きる》なんて、僕にはできないよ。

「お願いだから、答えて、ヒソカ……！　おまえが来夏さんを好きでいるのなら、私は、この気持ちを諦あきらめようと思ってた……。傷ついたヒソカを少しでも元気づけて……《くらすめいと》として一いつ緒しよにいられたなら、それでいいって思ってたんだ……」

　どんなに冷たくあしらっても、サクヤは僕に『一緒に学校に行こう』って誘さそい続けてくれた。たった一人で街を守り続け身体からだがボロボロになってしまっても、サクヤは足を引きずって僕を迎むかえに来てくれた。

　本当の気持ちを隠かくして、僕を癒いやすために必死になってくれたんだ。

「でも、もしも……」

　サクヤの瞳ひとみに、再ふたたび涙なみだの雫しずくが浮かんでいく。

「ヒソカが私を好きでいてくれたのなら……私は……私は…………」

　そのままサクヤは口を閉とざし、唇を嚙みしめる。懸けん命めいに泣くのを堪こらえてる彼女の顔は、すごく辛つらそうだった。

　僕は……どうするべきなんだろう？

　サクヤを傷つけたいわけじゃないんだ。

　だけど、僕の胸むねに宿るサクヤへの想いに素す直なおになるわけにはいかない……

　僕は、いったいどうすれば……

　どうしていいのかわからずに、僕は卑ひ怯きようにも黙だまりこんでしまった。沈ちん黙もくと一緒に、降りしきる雪が僕たちの上に積もっていく。

　どのくらい、そうしていただろう。

　僕たちの間に、海風が吹き抜ぬけた。

　白い結けつ晶しようがふわりと舞まう。

　冷たい風に押おし流されるみたいに、

　ぽつり、とサクヤの瞳から涙がこぼれた。

　温かな雫が雪の上に落ちる。

　涙の跡あとを見つめているうちに、ようやく僕は一つの回答を導みちびき出した。

「僕を、殺してくれないか？　今、ここで」

　サクヤと相思相愛になってることを認みとめると同時に、彼女と共に《生きる》ことをも否ひ定ていした、二律背反アンビバレンツな提案。

　僕に出せる、精せい一いつ杯ぱいの答えだった。

「そうすれば世界は平和になる。きみは、クラスのみんなと一緒に、幸せに暮くらせるよ」

　涙を流しながら、サクヤは首を横に振ふる。

「嫌いやだ……。私にはヒソカを殺せない……！」

「それじゃあ、僕は……」

　どうしたらいいんだ……？

　それ以外の答えは、僕には出せないよ……

　壊れ果てた世界の片かた隅すみで、血ち塗まみれの僕たちは為なす術すべを失って立ちつくした。

　そのとき──ふいにサクヤの身体が揺ゆらいだ。倒たおれそうになってしまう。

　慌あわてて駆かけ寄よって抱だき留とめた。

　背せ中なかの傷きずからは出血が続いてる。いくら身体が強化されているとはいえ、限げん界かいだったんだろう。顔面は蒼そう白はくで、唇くちびるは青くなってる。

「ごめん。先に手当てをするべきだった……」

　慌てて抱きかかえ、雪の中を歩き出す。

　朦もう朧ろうとした意い識しきを必死に繫つなぎ止めながら、サクヤは僕のシャツの袖そでを小さく握にぎった。

「……謝あやまるの、忘わすれてた……。無意識のこととはいえ……ヒソカに、ケガをさせてしまった。すまない」

「謝ることないよ」

　むしろ、謝るべきは僕の方だ。サクヤが大ケガを負ったのは、僕のせいなんだから……

　うわごとのように、サクヤは呟つぶやく。

「殺してくれなんて、言うな……。私は……ヒソカと生きていたいんだ……」

　彼女の言葉が胸むねに突つき刺ささる。

　悪あく魔まじみた姿に《変身》するときに、サクヤはこんな風に叫さけんでた。

『ヒソカと生きていたいんだ』って。

　そしてサクヤは、こんな僕のために命を懸かけてくれたんだ。

　彼女の想おもいに報むくいたいという気持ちがないと言ったら、ウソになってしまうだろう。サクヤの涙を止めてあげたいと思う。

　だけど僕は、サクヤのために《生きて》あげることができない。

　死んでしまった来夏を裏うら切ぎりたくないっていう理由も、もちろんある。

　だけど、それ以上に、僕は気付いてしまったんだ。

　オメガである僕は、誰かのために《生きて》あげることができない。〝あの人〟のため、そして来夏のために、生きようと願ったこともあったけれど、

　その結果は──死だった。

　愛する人を必ず失ってしまうんだ。

　オメガである僕は、愛する人のために《生きる》なんてことはできない。

　結局のところ、僕が好きな女の子のためにしてあげられることなんて何一つ──

「……いや、違ちがう」

　僕にもできることが、たった一つだけある。オメガである僕にしかできないことが、ただ一つだけあるじゃないか。

「私はどんなに傷ついても構かまわないから……。死ぬなんて言わないで……」

　腕うでの中で悲しげに呟き続けてるサクヤを、真まっ直すぐに見つめた。

　幾いく度どもすれ違い、伝えることができなくなっていた想いを告げる。

「……サクヤ。僕は、きみが好きだ」

「本当に……？」

　来夏を裏切っているかのような罪ざい悪あく感を覚えつつも、頷うなずく。

「傷が癒いえないのは、きみと相思相愛になっているからだよ……」

　いつもの作り笑いじゃない。できるだけ真しん剣けんにサクヤに提てい案あんする。

「僕と、最後の契けい約やくをしないか？」

「最後の…契約？」

「一いつ緒しよに街を守るっていう契約を……」

「これからもヒソカと一緒に街を守れるの？」

「うん。一緒に街を守って……卒業の日まで二人で生きて……。そして、精一杯の恋れん愛あいをしたら……」







「僕を、殺してくれ」







　そう──ようやく、気付いた。

　オメガである僕が、恋こいする少女のためにできることは、たった一つしかない。

　それは、死んであげることだ。

　世界を救うためじゃなく。

　みんなを助けるためじゃなく。

　恋する少女の未来のために。

　僕は──死のう。

　最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、精一杯生き続けて。

　そして、サクヤに殺されて、死ぬんだ。

　サクヤを好きだと認めてしまうことは、来夏への裏切りのような気がするけれど……

　僕は、僕らしく生きて、僕らしく死ぬから。

　アイツも許してくれるんじゃないだろうか。

「……おまえは、やっぱりズルイヤツだ」

　サクヤは呆ぼう然ぜんと僕を見上げていたけれど、ぷいとそっぽを向いた。

「私は、おまえを殺せない……。だけど、その契約を結ばざるを得ないじゃないかっ。私は……ヒソカのことが好きなんだっ。おまえと一緒に、昔のように街を守りたいってずっと願っていたんだっ！」

「じゃあ、契約をしてくれるかい？」

「卒業の日までだとしても……私とちゃんと恋をすると誓ちかってくれるなら……契約する」

　サクヤにつけられた傷の痛いたみを感じながら、僕は頷いた。

「……誓うよ。だから、サクヤも僕をちゃんと殺してくれよな」

　対天使兵器ルシフエリオンは小さく小さく頷いて、僕の胸むねに顔を埋うずめてきた──
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　その後、サクヤを連れて近くの空き家に忍しのび込こんだ。天使に襲おそわれたのだろうか。壁かべの一部が壊こわれてる。しかも、中は空き巣にひどく荒あらされていた。

　しかし、寝しん室しつには比ひ較かく的綺き麗れいなベッドと寝しん具ぐ、タンスの奥おくに新品のシーツを見つけた。

　シーツを裂さいて包帯を作り、ベッドに座すわらせたサクヤに巻まいてあげようと思ったんだけど、「自分でできる！」とか言って、素す直なおに従したがってはくれなかった。

「できるわけないって。背中をケガしてるんだぞ。しかも、フラフラじゃないか。早く止血しないと、いくらきみでもマズイだろ？」

「で、でもっ……恥はずかしいじゃないかっ」

　あ、そうか。背中に包帯を巻くには、服を脱ぬがなくてはいけないからね。って、そんなこと気にしてる場合でもない。

「できるだけ見ないようにするから、手当てをさせてくれよ」

「み、見たら斬きる……ことはしないけど、殴なぐるから！　ぐーで殴る！」

「殴られてもいいよ。だから、頼たのむ」

　躊躇ためらいながらサクヤは破やぶれた制せい服ふくを脱いだ。深い傷口が露あらわになる。華きや奢しやな身体からだには不ふ釣つり合いな、大きな傷きず跡あとだ。

　止血のために折りたたんだシーツを当てて、サクヤ自身にも手伝ってもらいつつ、その上から包帯をきつく巻いてあげる。

　手当てをしているうちに、ふと、昔の光景が思い浮うかんだ。

「出あったばかりの頃ころさ。サクヤが自分で手当てをしてるとこ、見たことあったよな」

「確か、転校して一日目のことね。腕をケガしていたんだ。それが？」

「僕が見てるのに恥ずかしげもなく制服を脱ぎ出しちゃって、すごくびっくりしたよ」

　同時に、手当てすら満足にしてもらえないサクヤの境きよう遇ぐうを知ることとなって──僕はこの対天使兵器ルシフエリオンの少女に、普ふ通つうの日にち常じようを送らせてあげたいと思うようになったんだけどさ。

「ふん。あのときは、ちっとも恥ずかしいと思わなかった。見られるのは嫌いやだったけど」

「だったら、どうして今は恥ずかしいの？」

「それは……」なにかを言おうとしたけれど、サクヤはぷいっとそっぽを向いた。

「ど、どうでもいいでしょう？　いちいちそんなこと聞かないでっ」

　胸むな元もとを隠かくしつつ手を振ふり上げたけれど、そのままよろめいて倒れそうになってしまう。慌てて支ささえてあげながら、

「ごめん。ってか、あんまり興こう奮ふんしちゃダメだよ。出血がハンパじゃないんだから。普通の人間だったら、とっくに意識を失ってる」

「へ……ヘンなこと言うヒソカが悪いんだっ」

　包帯を巻き終えた僕は、サクヤをベッドで休ませようと思ったら、

「ヒソカの傷も治ち療りようしなくちゃダメだ」

「いいよ。きみほどひどいケガじゃないし」

「ダメったらダメ！　手当てをさせてくれないと私の気が済すまないの！」

　サクヤは半ば強ごう引いんに僕の手当てを始めた。

　背中の傷が痛むのだろう。時折、顔をしかめながらも、真剣な手つきで肩かたに包帯を巻いてくれる。

「い…痛む？　これからは気をつける。その…ヒソカを斬ったりしないように」

　手当てを終えた後も僕の傷を心配するサクヤをベッドに寝ねかしつけ、寝室に残っていた毛布をありったけ掛かけてあげた。

「しばらく、休んでいてよ。高たか天まが原はらセンパイに掛け合って、医者を呼よんでくるから」

「ま…待て！　行くなっ！」

　布ふ団とんから顔だけ出した状じよう態たいで、サクヤは慌あわてたように僕を呼び止めた。

「しばらく休んでいれば、私は動けるようになる。だから、医者はいらない。普通の身体じゃないから、診みせると面めん倒どうだ」

「でも、せめて消毒ぐらいはした方が……」

「消毒もいらないっ」

　サクヤは首を横に振って、「ひ…ヒソカが出て行ってしまったら、私はゆっくりと休息をとれない。少しでも私のことを心配してくれるなら一いつ緒しよにいて！」

「……わかった。でも、耐たえられないくらい辛つらくなったら言ってくれよな」

　仕方なく、ベッドの隅すみに腰こし掛かけた。

　対天使兵器ルシフエリオンは布団の端はしをギュッと握にぎりしめて、僕を見上げてる。

「私の傷が治ったら、今度は私がヒソカを看かん病びようしてやるから。おまえがケガをしたのは、私のせいだし」

　ベッドに横たわったまま、サクヤはうんうんと頷く。申し訳なさそうにしながらも、ちょっぴり嬉うれしそうな表情にも見えたのは僕の気のせいかな。

　と、彼女は天てん井じようを見上げたまま、布団の中で腕うでを動かした。

「こ、これも看病の一いつ環かんというか……お互たがいのケガが早くよくなるためにというか……」

　モゴモゴと口を動かしつつ、ベッドについていた僕の手にそっと手を重ねてくる。

「……その、ヒソカはちゃんと恋をすると誓ったんだから……手を、つなげっ」

　だけど、すぐには彼女の手を握ることができなかった。やっぱり微かすかな罪悪感が胸を締しめ付けていたから……

　迷まよった末に、彼女の小指に小指を絡からめる。

「これでも、いい？」

「う…うんっ。これでいいっ」

　ベッドに腰掛けたまま、肩越ごしにサクヤの顔を盗ぬすみ見る。彼女は蒼そう白はくな頰ほおを、少しだけ赤く染そめて天井を睨にらんでいた。だけど、瞳ひとみにはじんわり涙が滲にじんでる。

　今日は幾度もサクヤの涙を見ちゃったけど……この涙だけは胸の痛みを感じないな。

　そんな風にしてるうちに、ふと思った。

　僕とサクヤ。オメガと対天使兵器ルシフエリオン。傷ついて、傷つけ合って。二人ともボロボロの血塗れで、壊れた家に逃にげ込んだ。お互いに手当てをして、包帯にまみれて。冷たい部屋のベッドで、束つかの間の休息を得てる。

　そして、躊躇いながらも、僕たちは小指を繫つなぎあっている。

　なんだか、この状じよう況きようって、これまでの僕たちが歩んできた道のりと──辿たどり着いた現在を表わしているような気がするね。

　なにも言わずに、サクヤは小指を少しだけ強く絡めてくる。

　まるで、ゆびきりをするみたいに。

　僕も、繫ぎ合う小指に、そっと力を込めた。
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　こんな風にして僕たちは最後の契約をした。

　殺すために恋をして×死ぬために愛し合う

　だけど、これは世界を救うためじゃなくて。

　恋する少女を救うためだけの、恋。

　恋する少女を救うためだけに僕は死ぬんだ。





【卒業まで　残り43日】









　　　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ　Ⅲ──三月一〇日　縁えん遠どう丹に闇やみ







《立入禁きん止し》

　神かみ代しろ駅の近く。一〇階建てのマンションが建っていた跡あと地ちには、そんな警けい告こくが立てられていた。周囲を取り囲むように、土に汚よごれた黄色と黒のロープが張はられている。

　午前一〇時。多くのオトナたちが、復ふつ興こう作業に従じゆう事じし始めた時間。ロープをくぐり抜ぬける二つの小さな影かげがあった。

「ま、待ってよぅ！　たっちゃん！　はやいよぅ！」

「このみ！　おまえが遅おそすぎるんだよ！　見つかったら怒おこられちゃうだろ！」

　小学校低学年くらいの男の子が、幼おさななじみの女の子の手を引いて、マンションの敷しき地ちへと入っていく。

「だってぇ、わたし、足をケガしてるんだもんっ！　そんなに速く歩けないよぅ！」

　女の子のヒザには大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

「ったく、文もん句くばっか言うなっ！　置いてっちゃうぞっ！」

「が、がんばるから、置いてかないでっ！」

　ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしながらも、少年は少しだけ歩みを遅くした。

　少女を気き遣づかいながら、大きな瓦が礫れきの隙すき間まを縫ぬうようにして、敷地の奥おくへと入っていく。

　敷地内には一〇階建てのマンションが天使に襲おそわれ、その瓦礫が撤てつ去きよされぬまま、ほとんど残されていた。

　見上げるほどに巨きよ大だいなコンクリートの塊かたまりが、危あやういバランスを保たもって積み重なっている。少年は女の子を伴ともなって、コンクリートの下へと入っていこうとした。

　思わず、少女が怯おびえたような声をあげる。

「あぶないよ、たっちゃん……。お母さんがココには近づいちゃダメって言ってたもん。同じクラスのサキちゃんも、こーゆーばしょで遊んでて、でっかいガラスでケガしちゃってぇ……」

　ひぐっ、うぐっ。少女は泣きそうだった。目に涙なみだをいっぱいに溜ためている。

「か……帰ろうよぅ……？」

　しかし、薄うす汚れたシャツの袖そで口ぐちで女の子の涙をゴシゴシ拭ぬぐってあげた。

「へーきだって！　あぶなくなったら、オメガマンが助けてくれるよ！」

「だ、ダメだよ、たっちゃん！　そんな大きな声で言ったらっ！」

　少女は声を落として耳打ちする。

「オメガマンのことはナイショなんだよ！」

「あ、そうだった……」

　慌てて口をつぐんだ男の子は、少女の手を握る力を少しだけ強めた。照れくさそうに、背中越しに告げる。

「……オメガマンと約束したからさ。このみが危あぶなくなったら、オレがまもるよ。だから、行こうぜ！」

「………………ゼッタイだからね？」

　女の子は幼なじみの言葉に頷うなずいて、摑つかんだ手を放さないように、ギュッと握りしめた。少年の後をついて、崩くずれかけた廃はい墟きよへと侵しん入にゆうする。

　二人は背を屈かがめ、時には這はうようにしながら進んでいく。

　少年は、ダンジョンの奥地に眠ねむる財ざい宝ほうを目指して探たん検けんをする勇者の気分で。

　少女は、クジラに食べられてしまったおじいさんとピノキオの気分で。

　小さな洞どう穴けつのように入り組んだマンションの残ざん骸がいの奥へと歩いていった。

　そして──無事、幼い二人は目的の場所に到とう着ちやくした。

「わあ、すごーい！」

　女の子の歓かん声せいが、鉄てつ骨こつと瓦礫でできたスペースに木霊こだまする。

　そこには、埃ほこりまみれになったドラえもんのぬいぐるみやコミックスなどが積まれていた。

「なっ!?　すごいだろっ!?　オレが見つけたんだぜっ！」

「すごい！　すごいよ、たっちゃん！」

　女の子に褒ほめられて、少年は照れくさそうに胸を張った。

「ココを二人のヒミツ基き地ちにしようぜ！」

「うんっ！」

　そして二人は、隙間から漏もれてくる灯あかりを頼たよりにマンガを読んだりして過すごした。

　避ひ難なん所じよにもコミックスが置かれているけれど、何度も読み返してしまったから飽あきてしまっていた。だから、すごく楽しい時間を過ごすことができた。

　少女は読み終えた本の埃を丁てい寧ねいに払はらい、綺き麗れいに整せい頓とんして並ならべながら、

「きっと、コレって、このマンションに住んでた人のだよね？」

「うん。そうだと思う」

「どんな人なのかな？」

「わかんないけど……なんか、パソコンがいっぱいあったって。まだ、使えそうなのもたくさんあったから、ジエータイの人とかが持ってったって聞いたぞ」

「ふうん……」少女はドラえもんのぬいぐるみを抱だき上げて、話しかける。

「ドラちゃんは、持っていかれなくてよかったねー？」

　そのとき──カコン。微かすかな音を立てて、四次元ポケットから何かが転げ落ちた。正方形の物体が、コンクリートの床ゆかをサイコロみたいに転がる。

「なんだ、コレ？」

　宇う宙ちゆう人じんが作ったみたいな銀色の綺麗な箱。鉄ではない。別の金きん属ぞくでできてる。

　拾い上げた少年は箱の側面を見て、ギョッとした。
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　デジタルの数字が、カウントダウンしていたのだ。

「ば、バクダンだっ！」

「ええっ!?」

　小箱を放ほうり投げ、女の子を庇かばうように抱きしめた。

　その数秒後──







『Ｈａｐｐｙ　ｇｒａｄｕａｔｉｏｎ！』







　狭せまい空間に、機械で合成されたような音声が響ひびき渡わたった。

　放り投げられた箱のフタが開いている。抱き合ったまま、二人は顔を見合わせた。

「バクダンじゃ……なかったのか？」

　急に恥はずかしくなって、少年は女の子から離はなれた。フタの開いた箱を拾う。

　暗がりの中、少女は嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「あの……たっちゃん、守ろうとしてくれて、ありがとね」

「ど、どうでもいいよ、そんなこと！　それより、コレ、なんだろう？」

　少年は箱を女の子へ見せる。

　中には《ひぃセンパイへ》とだけ書かれたカードと、ケータイよりも二回りくらい小さい機械が入っていた。

「あ、わたし知ってるよ。親しん戚せきのおねえちゃんが持ってたから。《ｍｐ３れこーだー》っていうの」

「《ぷれーやー》じゃないのか？」

「《れこーだー》だよ。声をろくおんできるの」

　手て慣なれたようすで、少女は機械を操そう作さした。

　ほどなく、レコーダーに備そなえられた小さなスピーカーから音声が流れる。少し抑よく揚ように乏とぼしいけれど、可愛かわいらしい少女の声だった。







　えと……にゃみです。

　ひぃセンパイ。ご卒業おめでとうございます。

　うふふ、ついに学校をご卒業する気分は、いかがですか？

　ひぃセンパイはずーっと、《卒業するのが目標だ》って言ってらっしゃいましたから、格かく別べつな気分かと思います。

　わたしを利用してくださったのも、目標を達成するためですから……きっと、もう用よう済ずみですね。わたしが学校に通っていたのは、ひぃセンパイに会うためですから行く意味もなくなっちゃいます。だから、ひぃセンパイがご卒業なさったら、わたしも学校を中ちゆう退たいしようかなって思っているんですよ。

　学校を止やめてしまえば、高たか天まが原はら家けとの約束なんてなくなってしまいます。ひぃセンパイ以外の人の血を吸すうこともできるんです。

　だけど、わたしはもう、他の人の血は吸いたくありません。ひぃセンパイの血は、本当に美味おいしいです。胸の奥のやわかいトコがきぅっとするくらいに、美味しいんです。センパイの血がなければ、もはやわたしは生きていけません。

　そんな弱みを握られてしまったのですから、わたしはひぃセンパイのドレイになる他ほかありませんよね？　やっぱりひぃセンパイはワルワルです。イジワルで。鬼き畜ちくですっ。

　だから……その……もしよかったら、学校を卒業しても、わたしのことをいいように利用してください。

　…………わたし、心配なんです。

　卒業という夢ゆめが叶かなったら、ひぃセンパイが、どこか遠くへ行ってしまうような……二度と逢あえないような……そんな気がして……

　わたしは、なんでもします。どんなツライことでも、恥はずかしいことでも頑がん張ばります。

　だから、お願いですから、これからもわたしを利用してくださいね。そばにいて欲ほしいとは申しませんから、せめて月に一度くらいは血を吸わせてくださいね。

　あなたの忠ちゆう実じつなシモベ、縁遠丹闇より。

　あ、このｍｐ３レコーダーが卒業のプレゼントです。ちょっとした受信なら傍ぼう受じゆできる装そう置ちもつけておきました。いろいろ使えると思います。

　次のトラックに、センパイがお好きな曲を入れておきました。恥ずかしいですから、このトラックは消してお使いくださいませ。




　Ｐｉ──！







　次のトラックがはじまり、ピアノのイントロが流れはじめる。

　綺き麗れいな曲に耳を澄すましながら、話をする。

「これって……なんだ？　血を吸うとか言ってたぞ！　きゅ、吸きゆう血けつ鬼きかっ!?」

「うーん、声をふきこんだのがだれかはわからないけど……これはラブレターだよ！」

「らぶれたー？　そうかー？　なんか、さみしそうな声だったぞ？」

「そうだなあ、きっと……」

　ちょっぴり大人びた表情で、少女は頷うなずく。

「《かなしい恋》だったんだよ。うんうん」

「よくわかんないけど、まあいーや！　それ、声とか入れられるんだろ!?　遊ぼうぜ！」

「だーめっ！　ひぃセンパイって人に届とどけてあげなきゃー！」

「ええー、めんどくせえ」

「たっちゃん！　そーゆーコト言っちゃイケナイんだからねっ！」

　ケンカをはじめてしまう幼い二人。

　ジャレ合うような声が、暗がりの中に響き渡る。

　そのとき。

　わずかな光の差し込こむ向こう側──晴れ渡った青空に亀き裂れつが走ったことなど、二人には知るよしもなかった。

















２月８日（土）

　二月の奇蹟

　　──そして、最後の《恋》が始まった。















　オメガである僕ぼくが恋こいする相手のためにできることは、《死んであげること》だけ。

　だから、僕はサクヤと《契けい約やく》を結んだ。

　卒業式が予定されていた日──三月一〇日まで懸けん命めいに恋をして……。そして、僕を殺してもらう。そんな《最後の契約》を。

　僕たちは、《滅めつ亡ぼう》と《恋心》を天てん秤びんに掛かけた、猶予期間モラトリアムを過すごしはじめたんだ。




　しかし、またもや僕は、神の残ざん酷こくさを思い知らされることとなる。

　サクヤと過ごす残された最後の日々が、

　こんなにも、こんなにも──……
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「……転校初日みたいな気分だね」

　転校なんてしたことないんだけどさ……

　桜さくらヶが丘おか高校。第一校こう舎しや。一年Ａ組の教室。

　学校の制せい服ふくに身を包んだ僕は、閉とざされたドアを見上げてため息を吐ついた。

　廊ろう下かの冷たさとは対照的に、教室の中から楽しげな声が響ひびいて来る。

「なんだコレ、ゼンゼンわかんねえ！」「誰だれか英語の辞じ書しよ貸かしてー」「センター試験って来年はあるのかな？」「赤本見てると頭が痛くなってくるよ」「いっそピンクならいいのにな」「ピンク本か！　そいつぁえろいゼ！」「アホなこと言ってないで勉強しろっ！」

　うーん……。僕なんかがのこのこ入っていったら、せっかく温まってる空気が悪くなっちゃうんじゃないかな……

　このまま回れ右をして帰ってしまいたくなる。しかし、僕の隣には監視役がついてるから脱だつ走そうはできそうにない。

「早く教室に入って、ヒソカ」僕を励はげますみたいに、サクヤは握にぎり拳こぶしを作って、

「もう自習ははじまってるから」

　扉とびらの向こう側では、桜ヶ丘高校の三年生たちが自主的に集まって受験勉強をしてるんだ。

　少しでも僕を元気づけようとしたサクヤが、クラスメイトに呼びかけて始まったらしい。

　彼女の気持ちは嬉うれしい。でも、実を言えば、未いまだに参加したくはなかった。

《全すべては無む駄だだ》なんて、今は言うつもりはないけど……なんつーか、みんなに合わせる顔がないんだよな。つい先日まで、僕は世界を滅ほろぼすと決意してた。彼らが死んでも構わないって思ってたんだ。そのことが後ろめたさを感じさせてるんだろう。たぶん。

　だから、二月を一週間ほどが過ぎる今日まで、学校へ来ることを拒こばんでいたんだ。

「みんな、おまえを待ってる」

　サクヤは僕の制服の袖そでをそっと握って、不器用な笑え顔がおを浮うかべる。

「さあ、行こう。ヒソカ」

　彼女の笑みに背せ中なかを押おされ、扉を開けた。

　にぎやかだった教室はミュートボタンを押したみたいに静まりかえった。全員が一いつ斉せいにこちらに注目する。

　誰もがみな、一様に疲つかれた顔をしてた。お風ふ呂ろに頻ひん繁ぱんには入れないからか、どことなく薄うす汚よごれてる。包帯を巻まいてるヤツも多い。

　教室もひどい有様だ。窓まどガラスは割われていて、貼はり付けられた新聞の隙すき間まから寒風が吹ふき込んでる。とてもじゃないけど、勉強なんかできる雰ふん囲い気きには見えない。

「…………久ひさしぶり」

　間の抜ぬけた挨あい拶さつをした僕を出で迎むかえてくれたのは──笑顔と歓かん声せいの洪こう水ずいだった。

「待ってたぜ！」「遅おそいよー！」なんて喚わめきながら、元クラスメイトが駆かけ寄よってくる。

「さすが密ひそかセンセ。サクヤちゃん同どう伴はんでチコクとは、いきなり見せつけてくれるぜ」

　猿さ渡わたり三さん聖せいが僕の胸に軽く裏うら拳けんを入れてきた。

　苦労してるからかな。人気ナンバーワンホストといっても通りそうだった端たん整せいな顔は、しばらく会わないうちに大人びていた。

　大きくなり始めてるおなかをさすってる珊瑚奥さんを見やりつつ、言葉を返す。

「嫁よめと同じ教室で勉強してるきみには言われたくないよ」

「それがさー。せっかく他のクラスの女の子もいるのに、珊さん瑚ごのせいで声掛けらんないんだよ。参っちゃうぜ」

「コラー！　なにいってんの!?」奥おくさんのツッコミを背中で聞いて、なぜか幸せそうに日焼けした鼻の頭に皺しわを寄せた。

「いつもこの調子だよ」

　そんな僕たちのやり取りを、サクヤは幾いく度ども頷うなずきながら満足そうに眺ながめていた。

　その後は、勉強そっちのけで近きん況きよう報ほう告こく大会がはじまった。避ひ難なん生活がキッカケで他校の女の子と付き合うようになったヤツ。テント生活も楽しいと笑うクラスメイト。食べられるキノコの見分け方を極きわめたと豪ごう語ごする男子生徒などなど。口々に身の上を語り出す。

　誰もが苦労話をギャグにして笑い飛ばしていた。少なくともココにいる生徒たちは、誰一人として弱音を吐はいていない。

　滅亡という現実から目を背そむけてるっていうんじゃなくて……みんな、困難を認にん識しきしながらも《希望》を失っていないんだ。

　僕は《希望光》は《絶望闇》を色濃こくするだけの存そん在ざいだと思っていた。

　でも、彼らは見えない明日を《希望》で照らして歩んでいる。懸命に日々を生きている。

　強いなって、素す直なおに思った。

「密っちは、どうなの？　自習に来てくれたのは、サクヤっちのおかげなんだよね？」

　問いかけた珊瑚の視し線せんは、サクヤの手元に注がれていた。対天使兵器ルシフエリオンは、僕の袖をちょこんとつまみ続けてる。

「それは、その……」

　なんて答えればいいんだろう。

　来らい夏かの親友だった珊瑚に、サクヤと恋をしてるなんて言いづらいよな。『来夏からサクヤにアッサリ乗り換かえたのか』って責せめられても反はん論ろんできないし……

　言い淀よどんでしまった僕に救いの手を差し伸のべるみたいなタイミングで、

　ガラガラガラガラ──[image: !!!]

　勢いきおいよく教室の扉が開かれた。とんでもない美声が壊こわれ掛かけた校舎を揺ゆるがす。

「諸しよ君くん、愛し合っているかッッッ[image: !!!]」

　我わが校の生徒会長にして、恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しやを標ひよう榜ぼうしている高たか天まが原はらＡはじめが仁に王おう立だちしていた。

　……つーか、センパイ、なんつー格かつ好こうしてんだ？　着ている制服はジャングルでも探たん検けんしてきたみたいにボロボロ。胸むな元もとは大きく破れ、銀色の義ぎ足そくも泥どろに汚よごれてる。髪かみを千切った大たい漁りよう旗ばたで巻まいていた。海かい賊ぞく船の船長に転てん職しよくしたと言われたら納なつ得とくしそうな勢いだ。

「見ろ！　大収しゆう穫かくだぞ！」

　センパイは担かついでいた麻あさ袋ぶくろを床ゆかに降おろした。倒たおれた袋からは、白い粒つぶが零こぼれだす。

「って、これお米じゃないですかっ！」

　クラスメイトが歓声と驚きよう嘆たんの声をあげた。

「まさか……略りやく奪だつでもしてきたんですか？」

「ふっ、まあな。ちょっくら長なが崎さきまで行って、頂ちよう戴だいして来たんだよ」

　長崎という地名を聞き、全員の顔色が変わる。世界滅亡カーテンコールが起こった当初に、長崎市一帯の住民は《天使エンジエルの・毒ダスト》による奇き病びようの蔓まん延えんによって全ぜん滅めつしたんだ。

「あの街は長い間、立ち入りを禁きんじられていただろう？　だから、備び蓄ちくされた食料が手つかずで残ってるんじゃないかと踏ふんだんだよ。ははっ、結果はこの通りさ！」

　麻袋に手を突つっ込こんで、センパイはお米を摑つかみ出す。猿渡が恐おそる恐る問うた。

「大だい丈じよう夫ぶなんスか、それ」

「安全性せいは確認した。というか、私自ら食った。うまかったぞ。米やら缶かん詰づめやら、食えそうなものを満まん載さいした漁船団だんが神かみ代しろ市しに向かってる。しばらくは食い物には困こまらん！」

　大歓声をあげたクラスメイトを手で制して、

「これだけじゃないぞ。食料に多少の余よ裕ゆうができたからな。コイツをエサに技ぎ術じゆつ者しややら土木関係者を集めてもらえるよう、お祖父じい様に掛け合ってもらってる。食い物があれば、職を失ってテントで寝ねっ転がってるだけのオトナたちも労働力になってくれるだろう」

「いったいなにをするつもりなんですか？」

　珊瑚の質しつ問もんに、センパイは大きすぎる胸を反り返らせた。爆ばく乳にゆうがたゆんと揺れる。

「ライフラインを復興させるんだっ！　二月に入ってから、天使の出現率りつが激げき減げんしたからな！　待ってろ、諸君！　この街を昔のように住みやすくしてやるぞ！」

　高天原センパイの表情は、自信に満ちあふれていた。先日会ったときのような打ちひしがれたようすは微み塵じんもない。

「……ん？　おお、シドじゃないか！」

　僕がいるのに気付いたセンパイは、獲え物ものを狩かる猛もう獣じゆうの動きで飛びかかってきた。巨きよ乳にゆうに埋うめるみたいに僕を思いきり抱だきしめて、

「ようやく学校に出て来やがったのか、コイツめ！　待たせやがって！」

「お久ひさしぶりです、センパイ。早さつ速そくですが、柔やわらかいものが顔に当たってます。息ができません。しかもちょっと……汗あせくさいです」

「あははははっ！　ここんとこ風呂に入ってないからな！　セクシーフェロモンがムンムンだろう？　うりうりっ！」

　相変わらず恋愛原理主義者は聞く耳を持っていなかった。満面の笑えみを浮うかべて、

「おまえを元気づけてやりたくて、いろいろ頑がん張ばったんだが……自力で立ち直ってくれてなによりだ！　実にめでたい！」

「……僕のために？」

「おまえは言っていただろう？　『《運命》に逆さからうのは無む駄だだ』と。だから、とことん逆らってやろうと思ったのさ。滅ほろびて死ぬのが運命さだめなら、生きて、生きて、徹てつ底てい的に生き抜ぬいてやる！　《悲劇的な運命バツドエンドフラグ》なんて、この私がヘシ折ってやるよ！」

　口先だけの言葉を弄ろうして僕を説得するよりも、《運命》にだって負けない姿すがたを見せつけてやろうって考えたんだろう。妄もう言げん実行タイプのセンパイらしい行動だね。

「……ありがとうございます」

「礼には及およばんよ。私もあのときはいろいろあってガラにもなくヘコんでいたが……おかげで復ふつ活かつできたからな。お互たがいさまさ」

　僕を抱きしめたまま、センパイはサクヤの方に視線を走らせた。対天使兵器ルシフエリオンは、なにかを言いたげに唇くちびるをあゎあゎさせている。

　恋愛原理主義者は微び笑しようを浮かべつつ、僕を解かい放ほうしてくれた。

「凍こおり付いたシドのココロを溶とかしたのは、有あり栖す川がわの愛というわけか？」

　迷まよった末に、素す直なおに首しゆ肯こうした。

「はい。僕はサクヤと交際しています。残された日々を彼女と過ごそうって決めました」

　非ひ難なんされるかなと思ったけれど、誰もが祝福するみたいな笑顔を浮かべていた。珊瑚も「よかったね」なんて小さく手を叩たたいてる。

　なんで喜んでるんだろう？　来夏が死んで二月ほどしか経たってないのに、サクヤと付き合いはじめたんだ。もっと責められたっておかしくないだろ……

「あの、センパイ。僕は来夏のこと……」

　僕の口を、センパイの人差し指が塞ふさいだ。

「シド。おまえには悪いクセがある。どうして、そう自じ虐ぎやく的な言い訳をしたがるんだ？」

「…………」

　センパイはクラスメイトたちを見回して、

「ここにいるヤツらも、天国にいる萌ほう月げつもきっと同じさ。誰もおまえに傷きずついて欲ほしいなんて望んじゃいない。罪つみを背せ負おって欲しいとも願っちゃいないんだよ」

　僕の胸ぐらを摑つかんで、ココロの奥おく底そこを覗のぞき込むみたいにセンパイは顔を近づけてきた。

「私が問いたいことは、たった一つだ。お得意の《偽ぎ悪あく》はいらん。正直に答えろ」

　有う無むを言わさぬ口調で問いかけてくる。

「おまえは、有栖川のことが好きか？」

　答えづらい質しつ問もんだけど、はぐらかすわけにはいかないよな。

　僕を心配してくれた、みんなのためにも。

「僕は、サクヤが好きです」

　高天原センパイは最高にカッコイイ笑みを浮かべて、満足げに頷うなずいた。

「ならば、私は、おまえの恋を応おう援えんするよ！　たとえ神がシドの恋を認めなくとも、この私が認めてやる！　恋愛原理主義者、高天原Ａの名にかけてな！」

　もう一度、センパイは僕を抱きしめた。《ありったけの愛が詰つまってる》らしい爆乳に僕を埋めて、高らかに宣せん言げんする。

「恋こいをしろ！　愛し合え！　一心不ふ乱らんに求め合え！　愛だけが世界を救う……いや、愛だけが、シドのセカイを救うのだからなッ！」

『うぇーい！』クラスメイトたちがヤケクソ気味な歓かん声せいと万ばん雷らいの拍はく手しゆをする。猿渡が珊瑚の肩かたを抱いて、楽しげに爆笑してる。センパイは、僕をぎゅうぎゅう抱きしめてくる。

　相変わらずだよな、センパイもみんなも。

　ふいに、意味不明な感情が込み上げてきて、ちょっぴり鼻の奥がツンとした。

　なんだよこれ、僕はこんなことで泣くキャラじゃないのに……。

　涙なみだが込み上げて来たのはきっと……眩まぶしいせいだろうね。

《明順応》に手間取っているんだ。

　彼らの活いき活きとした笑みはキラキラ輝かがやいてる。センパイの言葉はあまりにも熱すぎる。

　それは《生》の目ま映ばゆさだ。

　壊れていく世界で、手を取り合って、

　懸けん命めいに、みんな、《生きて》いる。

　冷たい部屋に閉とじこもり、滅ほろびを瞳ひとみに焼きつけ続けていた僕にとって、彼らの輝きは、あまりにも、あまりにも眩しい。

　だけど──

　眩しさを感じたってことは……僕も彼らと同じ場所に立つことができたってことなのかもしれない。サクヤが用意してくれた、目映い笑顔の溢あふれる《日常》というセカイに……

　ちょっぴり日焼けした鼻の頭に皺しわを寄せて、センパイはイタズラっぽく笑った。

「んー？　なんだー、シド。泣いてるのか？　涙目じゃないか」

「……みんなの相変わらずなバカさ加か減げんに、笑いを堪こらえられないだけですよ」

「ふふっ、そういうことにしといてやるよ」

「なんですか、それ」

「愛ういヤツめ！　これでも食らえっ！」

　僕を抱きしめたまま顔を近づけて、センパイはオデコにキスをしようとした。

「だっ、ダメ────ッッッ[image: !!!]」

　サクヤが教室中に響ひびき渡わたるような声を上げた。高天原センパイを突つき飛ばし、僕の制せい服ふくの裾すそを思いっ切り引き寄せて──むぎゅっ。

　僕を抱きしめてくる。

　……っていうか、あの、サクヤさん？　そんな風に抱きしめられたら、センパイほどじゃないけど、いろいろと柔やわらかいものが当たっちゃうんだけどね？

　ドギマギしてしまう僕をよそに、対天使兵器ルシフエリオンは潤うるんだような瞳ひとみでセンパイを睨にらみ付ける。

「ど、どうしたんだ、有栖川」

「師し匠しようのすることだから口出ししないようにと思ったけど……あんまり、くっつかないで！」

「さっきから黙だまりこくってると思ったら、そんなことを気にしていたのか？」

「いくら師匠でも……だ、抱きしめたりちゅーしたりするのはダメだっ」

　顔を真っ赤にしながらも、サクヤはキッパリと言い切った。

「こ……これは私のだからっ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、センパイは堪えきれなくなったように笑い出した。クラスメイトたちは冷やかすように「ひゅーひゅー！」「サクヤっち、だいたーん！」なんて囃はやし立てる。

「あははははは！　まさか、あの朴ぼく念ねん仁じんの有栖川が、そんなことを言い出すとはな！」

「なぜ笑うっ」

「いや、恋というのは素す晴ばらしいと思ってな。その調子で頑がん張ばるんだ。決して、シドを離はなすんじゃないぞ」

　耳の先まで真っ赤に染そめて、「ヒソカがイケナイんだっ！」なんて八つ当たりするみたいに怒ど鳴なりつけてくる。しかし、クラスメイトの笑い声を聞いているうちに彼女も小さく噴ふき出した。

「どう？　みんな、おまえを待っていてくれたでしょう？」

「……そうだね。僕は、幸せ者だ」
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『ピガ……ザザザ……《二月の奇き蹟せき》が発生したのは…ザザ…我われらが大いなる神のお慈じ悲ひによるものである……ザザザ……』

　大銀ぎん河が荘そう。二〇三号室。サクヤの部屋の隣となり。

　壁かべにもたれ掛かかりながら、ＡＲＩＣＥで使われていた軍用無線のチューニングを合わせて、僕はＦＭラジオを聞いていた。現げん地ちでの情じよう報ほう調ちよう達たつに利用するのか、この無線機にはラジオを受信する機能もついていたんだ。

　さっきから流れているのは、最近になって流行はやり始めた新しん興こう宗しゆう教きようの教きよう祖そさまのありがたいお言葉らしい。いよいよ滅びが近づいてるせいだろう。宗教に走る人たちが増ふえているみたいだ。神代市には信徒が少ないようだけど。

『神を信じぬ愚おろかな……ザザー……《二月の奇蹟》の恩おん恵けいは……ピガーザザザザザ──』

　ノイズがひどくて聞くに堪たえない状態になってしまったから、スイッチを落とした。

「《二月の奇蹟》か……」

　なにがキッカケなのか。いつまで続くのか。

　何一つわからなかったけれど、全世界的に大きな変化が起こっていた。

　天使の出現率が極きよく端たんに下がったんだ。

　一二月と一月には、昼夜問わず天使が出現したのに、今月に入ってからは、夜間に数体の天使が現あらわれるだけになってる。

　誰だれが言い出したのか知らないけれど、その現象は《二月の奇蹟》なんて呼ばれていた。

《世界滅亡カーテンコール》が終わるんじゃないかなんて噂うわさまで流れ、人々は明るさを取り戻もどしたんだ。

「災さい厄やくの前まえ触ぶれじゃなければいいけどね……」

　壁にもたれたまま伸のびをして、ひび割われた窓まどを眺ながめる。春を思わせる穏おだやかな日差しが差し込んでいた。ボロアパートの裏うら手てを流れる小川のせせらぎが聞こえてくる。

　サクヤと交際をはじめてからというもの、彼女と同じアパートで暮くらすようになった。

　僕のウチはまだ無事だったけど……来夏との想おもい出が染しみついてるあの場所にいるのは、やっぱり辛つらかったからさ。空き部屋になっていた隣りん室しつに転がり込んだってわけだ。布ふ団とんと毛布と着き替がえが少し。それとドラムバッグ一つに収おさまるだけの私し物ぶつしか持ち込んでない。

　ガサゴソガサゴソ──もたれかかっていた壁が振しん動どうした。モグラ叩たたきのモグラみたいに、サクヤが壁に開いた穴あなから顔を覗のぞかせる。

　さすが築ちくウン十年のボロアパートだから壁に穴が開いてる……ってわけじゃなく、僕が住むと決めたその日に、サクヤが剣けんでぶった斬ぎって直径五〇センチほどの穴を開けてしまったんだ。普ふ段だんはベニヤ板で塞ふさいでる穴は、彼女曰いわく「連れん絡らく用だっ」だそうで。

「ヒソカ、なにしてる？」

「天気がいいからね、ボーっとしてたんだ」

「……そういう場合は、なにもしていなかったと言うべきでしょう？　怠たい惰だなヤツ」

　器用に匍ほ匐ふく前進して、修しゆう道どう服ふくっぽい服を着たサクヤがこちらへと入ってきた。すり切れた畳たたみに正せい座ざし、参考書を僕に突きつける。

「今のうちに宿題を終わらせてしまうぞ」

「うわ。すごい真ま面じ目めなコト言われた」

「学校が閉へい鎖さされたとはいえ、私たちは高校生。学業が本分だ。斑鳩いかるが先生が課題を出してくれたのだから、完かん遂すいせねばならない」

　昼間は、このアパートからサクヤと一いつ緒しよに学校へ通って、クラスメイトたちと自習をしている。

　はじめはちょっとした勉強会だったのに、規き模ぼがさらに大きくなって、他の学年の生徒たちも高校に集まって勉強をするようになっていた。みんなで騒さわぎながら自習して、冗じよう談だんを言い合って、笑って、笑って、笑いながら、ニセモノイミテーシヨンの学校生活を過ごしてるんだ。

「土曜日なんだし、ゆっくりしてようよ。明日やればいいだろ？」

「今日できることは、今日のうちにやってしまわなくてはダメ。このナマケモノめ」

「怠なまけたいワケじゃないよ。ほら、昨日の夜は遅おそくまで街を走り回ってただろ。キチンと休息を取った方がいいと思ってさ」

　夜は、サクヤと一緒に街を守っているんだ。

　天使の出現数が減っていたから、二人で力を合わせれば完かん璧ぺきに追い払はらうことができた。二月に入って二週間ほどが経たった現在、倒とう壊かい家か屋おく数はゼロだったりする。まるで僕たちの街が平和だった頃ころにタイムスリップしたかのような、穏やかな日々を過ごしているんだ。

　もちろん、全すべてが同じじゃないけれど。

「休息なら取った。私としたことが、こんな昼近くまで眠ねむってしまったんだから……」

「そのわりに、まだ顔色が悪いよ」

　忌いま々いましげに眉まゆを顰ひそめてるサクヤの顔は、なんだか青ざめているように見える。

　僕たちが《最後の契けい約やく》をした、あの日。

　サクヤは悪あく魔まのような姿となって、天使の群むれを屠ほふった。詳くわしくは話したがらないけれど、あの《変身》はものすごく身体からだに負ふ担たんを掛けていたみたいなんだ。

「か、顔色なんて関係ないっ。手足はちゃんと動く。街を守ることに支し障しようはない。いちいち心配そうな顔しないで！」

「街のことを心配してるんじゃないよ。サクヤの身体が心配なんだ」

　サクヤに近づいて、瘦やせ細ってしまったように感じる肩かたをさすってあげる。

「僕だけが無む駄だに健康で元気なのが、ツライよ。不死身なだけじゃなくて、傷を癒いやす能力でも備そなわってればいいのに……。きみの苦しみを、少しでも肩代わりしてあげられたらよかったんだけどね……」

　イタズラが見つかってしまった子犬みたいな感じで、しばらく僕を窺うかがっていたけれど……消え入りそうな声でサクヤは呟つぶやいた。

「…………き、嫌きらわれない？」

「嫌われるって、なにが？」

「私はヒソカを傷きずつけられる。つまり……その……相思相愛ってことだ。しかも、卒業まで恋こいをするって契約をしてる。これって……交際を始めたということでしょう？」

「そうだね」

「だ、だけど、身体を壊こわして街を守れなくなったりしたら私の価か値ちが落ちてしまう。足手まといになったり……あの、その……」

「なんだ、そんなこと気にしてたの？」

「そんなこととはなんだ。私は本気で心配してるのにっ」

「嫌いになったりするはずないだろ？　むしろ、嬉うれしいよ。無理してガマンされるよりも、弱いところを見せてくれる方がずっと嬉しい。できれば、僕を頼たよって欲ほしいと思う」

　照れくささと、微かすかな罪ざい悪あく感を覚えながら、続きを口にする。

「……僕たちは、付き合っているんだからさ」

　ぼわっ──そんな音が聞こえそうな勢いきおいで、サクヤの頰ほおが赤く染そまった。

「そ、そうなのか……」

　お見合いでもしてるみたいに、向かい合ったまま黙だまりこくること、たっぷりと一分ほど。

　顔を真っ赤にしたままのサクヤは、蚊かの羽音よりも小さな声で沈ちん黙もくを破やぶった。

「ほ……本当は……その……平気じゃない」

「体調がよくないの？」

「う…うん。よくない。すごく辛つらい」

　膝ひざの上で両手をギュッと握にぎって、僕の顔をチラチラ見ながら、

「だ、だから……えっと……ああもうっ、ど、どうしたらいいのか、よくわからないっ」

「どうしたらいいって……なにがしたいの？」

「ひ、ヒソっ……ヒソカに……そ、その……」

　耳の先までピンク色に染めたサクヤは唇くちびるを震ふるわせながら、言い放った。

「あ、甘あまえたいっ」

　思わぬ不意打ちを食らい、重力に逆さからって全身の血けつ液えきが僕の顔に集まってくる。

「で、でも、人に甘えたことがないから……どうしていいのか見当も付かない」

「そっか、それなら、えっと、そうだな……膝ひざ枕まくらとかしてあげよっか」

「ひざまくら？」

「倒たおれたりするといけないから、横になってた方がいいと思うし」

　言い訳がましいことを口走りつつ、サクヤの手を軽く引っ張った。横たわらせて、彼女の頭を太ももの上にのせてあげる。

「こ、これが、ひざまくらか」

　緊きん張ちようしているのか、サクヤは身体をカチコチに強こわばらせている。ま、僕も同じくらい緊張しちゃってたけどさ。

「ヒソカの足が痺しびれてしまわない？」

「平気だって。このまま少し休みなよ」

　毛布をサクヤに掛かけてあげた。彼女の頭がのってない方の足を伸のばし、背中を壁にもたれさせ、多少は楽な姿し勢せいを取る。

　サクヤの綺き麗れいな髪かみを撫なでてあげながら、

「そういえば、昔、サクヤがしてくれたことあったよな、膝枕」

「いつ私がそんなこと……」

「ほら、海の近くで気き絶ぜつしちゃったときだったかな。オバケ灯とう台だいの台だい座ざで……」

「あれは、ヒソカが倒れかかってきたから偶ぐう然ぜんにそうなっちゃったんだっ」

　少しずつ緊張がほぐれてきたんだろう。サクヤは気持ちよさそうに目を閉とじた。

「おまえの手は不思議だ……。さっきまで辛かったのに楽になってきた。ヒソカは傷を癒いやす能力があればいいって言ってたけど……」

　僕の手に、そっと触ふれて、

「この手のひらには治ち癒ゆ能のう力りよくがあると思う」

「だったらいいけどね」

「だから……その……もっと撫でてほしい」

「……ん。いいよ」

　撫でてあげているうちに──サクヤは眠ってしまった。安らかな寝ね息いきが聞こえてくる。

　窓から差し込こむ温かな日差しに包まれながら、幸せそうなサクヤの寝顔を、ずっとずっと眺ながめ続けていた。




　こんな風にして、少しずつ手て探さぐりで。

　僕とサクヤは《恋人》としての日々を紡つむぎはじめた──
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　二月二七日──僕が人生最後の誕たん生じよう日びを迎むかえ一八歳さいになった、その夜。

　神代市の東側。国道沿ぞい。峠とうげ道みち。

　僕とサクヤは並ならんでガードレールに腰こし掛け、眼がん下かに広がる街まち並なみを眺めていた。

「センパイは、まだかな……？」

　かじかむ手をさすり合わせながら問いかけたけれど、返事はなかった。隣となりに座すわっているサクヤをそっと窺ってみる。

　僕を無視するみたいに黙りこくったまま、彼女は暗くら闇やみに沈しずむ街を睨にらみ付けていた。

　内心ため息を吐つく僕。朝からずっとこんな調子なんだよな。誕生日だってのに会話らしい会話をしてないし。喋しやべったことと言えば、『誕生日プレゼントは用意しなかったから』。それだけ。なんか怒おこらせるようなことしちゃったかな？　心当たりはないんだけど……

「いったい高天原センパイは、なにをくれるつもりなんだろうな……」

　ポケットに手を突つっ込んで、白い吐と息いきと一いつ緒しよに独ひとり言っぽいセリフを空に向けて放つ。

　空は分ぶ厚あつい雲に覆おおわれていて、星一つ見えない。二月の終わりだってのに、雪が降ふり出しそうだ。

「『誕生日プレゼントをやろう！』なんて言ってたけど、一向に来る気配がないし……」

　一八時に、この場所でサクヤと一緒に待っているようにって命じられたんだ。一時間近く経たったけれど、センパイは現れるようすがなかった。おかげで、こんな辺へん鄙ぴな場所で待ちぼうけさせられてる。

「もう少し待ってみて、センパイが来なかったら帰ろうか？　寒いしさ」

　と、突とつ然ぜん、サクヤがこちらを向いた。

「……ヒソカ、寒いの？」

「ん？　まあ、少しだけね」

「そうか」ぎこちなく頷うなずいたサクヤは、傍かたわらに置いていた学校指定のカバンを探さぐった。

「ま、まったくっ。ヒソカは本当に世話の掛かるヤツだなっ」

　彼女が取り出したのは──鮮あざやかな空色のセーターだった。サクヤは鼻をならしつつ、僕にセーターを押おしつけて、

「ふん、しょうがないから、これを着ろっ」

　機械で編あみ上げたみたいな正せい確かくな編み目が並んでいたけれど……胸むな元もとに大きく《ひ》と赤い文字が編み込まれていた。襟えり元もとにタグみたいなものはついてない。

「ひょっとして、これ……手編み？」

「う、うん。私が編んだ」

「セーター編んでるなんて、気付かなかったよ。あ、僕への誕生日プレゼント……なのかな？」

「そ、それは、その……なんていうか……」

「プレゼントってわけじゃ、ないか。用意してないって言ってたもんね。うわ、恥はずかしいな。勘かん違ちがいしちゃったよ」

「……ち、違うっ」

「違うって？」

「それは……ヒソカへの誕生日プレゼント。《ひ》はヒソカの《ひ》だっ」

　僕の顔をチラチラ窺うかがいながら、サクヤは両手の人差し指の先をつつき合わせた。

「おまえを驚おどろかせたくて、コッソリと編み続けていたんだ。で、でも、いざとなったら渡わたすのが怖こわくなって……」

　どんな凶きよう悪あくな天使と対たい峙じしても顔色一つ変えない対天使兵器ルシフエリオンが、不安そうに眉まゆを顰ひそめる。

「ヒソカが喜んでくれなかったら、どうしようって……そんなことばかり気になってしまって……」

　ちょっぴり涙なみだ目めになって、サクヤは心配そうに僕を見つめた。

「一応、誕生日プレゼントだ。でも、いらなかったら捨すててくれて構かまわないからっ」

　晴れ渡わたる空みたいな水色に、《ひ》なんて赤文字が編み込まれたセーター。お世辞にもセンスがあるとは言えないシロモノだけど。

「捨てるわけないだろ。すごく嬉しいよ」

「本当に？　本当の本当にっ!?」

「うん。本当に嬉しい」

　僕に喜んでもらいたいというサクヤの気持ちが、たまらなく嬉しかった。

　サクヤはぱあっと明るい顔をして、

「そうか……おまえが嬉しいと、私も嬉しい」

　安あん堵どの息を漏もらしつつ、嚙かみしめるみたいに幾いく度ども頷いた。

　そんなようすが、すごく可愛かわいくて。頰ほおが緩ゆるんでしまうのを感じながら、

「僕ぼくのサイズ、よくわかったね？」

「ヒソカのサイズは知っているから」

「教えたっけ？」

「おまえが運転するバイクに乗ったことが何度もあるでしょう？　それに、ヒソカに抱だき上げられたこともある」

　えっと、それはつまり……僕の身体からだに後ろから抱きついたり、胸に抱かれたりしたことを想おもい出しつつ作ったってコトか……

　ぽりぽり。鼻の頭を搔かきながら尋たずねた。

「これ、着てみていいかな」

「い、今っ？　どうしてもって言うなら……」

「せっかくだからね。今、着て見せてあげたいんだ」

　緊張したようすのサクヤを横目に、僕はコートのトッグルを外す。

「水色の服なんて、着るの初めてだよ。ちゃんと似に合あうといいな」

「大だい丈じよう夫ぶ。すごく似合うはずだ。ヒソカの色は、空色だから」

「そうかな？　むしろ黒とか灰はい色いろとかじゃないかと思うけど？」

「ううん、空色だ。晴れ渡った空の色が、おまえに一番ピッタリだって思った」

　サクヤは、真しん剣けんな顔で主しゆ張ちようした。

「まるで、空が曇くもったり雷らい雨うになったりするみたいに──おまえはイジワルになるときがある。そんなことしたくないクセに、みんなをワザと傷つけようとすることもある。だけど本当のヒソカは……晴れ渡った空だ。分ぶ厚あつい雲の向こうに綺き麗れいな空が広がってるんだ」

　真まっ直すぐに見つめてくるサクヤの瞳ひとみは温かかった。僕を想う純じゆん粋すいな気持ちが視線を介かいしてココロの奥おく底そこに届とどく。

「それに、おまえは私の世界が本当はどこまでも広いんだって……自由に飛べるんだって教えてくれたから……。だから、私にとって、ヒソカは青い空なんだ」

「それで、空色にしたんだね」

「あ、私がそう感じたってだけで、勝手な思いこみかもしれないけど……」

「ううん……ありがとう……。それじゃ着てみるね」

　コートを脱ぬいだ僕は、空色のセーターに袖そでを通そうとした。

　そこで、恐おそるべき事じ態たいに気付いた。

　編んでくれたセーターは、凄すさまじく大きかったんだ。袖から手が出ないし。胴どう回まわりはダブダブ。襟えりぐりはダルダルだ。

　赤くなっていたサクヤの顔が、スイッチを切り替かえたみたいに真っ青になってしまう。

「そんなバカな！　私の記き憶おく通りに作ったのに、どうしてっ!?　ヒソカ、縮ちぢんだの!?」

　僕に飛びつくみたいに胴回りに腕うでを回したサクヤは、釈しやく然ぜんとしない風に呟つぶやいた。

「おかしい。こうして抱きつくと、ヒソカの背せ中なかはすごく大きく感じるのに……。すまない。すぐに編み直す！」

「いいよ、これはこれで暖かいし」

「そんなわけにはいかない！　せっかくの誕生日プレゼントなんだっ！　ああもう、なんでこんな失敗をしてしまったんだろう……！」

　ガッカリしているサクヤに微笑ほほえみ掛かけて、

「大丈夫だよ。プレゼントしてもらったセーターが大きすぎた場合には、伝でん統とう的な対たい処しよ法があるんだ。こんな風に、ね」

　セーターの裾すそを持ち上げて、サクヤの頭に被かぶせた。大きなセーターの中でもがいていたサクヤは、襟元からぴょこんと顔を出す。

「二人で着るには、ちょうどいい大きさだよ」

　耳の先までピンクに染そめた対天使兵器ルシフエリオンは、こくこくと何度も頷うなずく。

　垂たれ込めた分厚い空から、ついに粉こな雪ゆきが舞まい始めたけれど、

「すごく暖かいよ。ありがとう、サクヤ」

「誕生日おめでとう。ヒソカ」

　お祝いの言葉が合図であったかのように、

　雪降る夜空に小さな花火が上がった。

　煌きらめく火の粉が闇やみに溶とけた刹せつ那な──

「あっ、見て、ヒソカっ！」




　街中に灯あかりがともった。




　家々の窓まどから漏もれる光。連なる街灯の帯。星くずをばらまいたみたいに、地上に輝かがやきが散らばる。

　数か月ぶりに見た、神代市の夜景。

「これが、高天原センパイのプレゼントか」

「電気が復ふつ旧きゆうしたのね」

「綺き麗れいだな……。このまま街が、昔みたいに平和になればいいね……」

「きっと、大丈夫。絶ぜつ対たいに平和になる。私とヒソカで守ってるんだから」

「うん。そうだね」

　抱きしめ合うみたいに密みつ着ちやくしたまま、セーターの中で手を繫つなぎ合った。

　どちらからともなく見つめ合って──

　僕は、サクヤに唇くちびるを重ねる。

　照れくさそうに目を伏ふせ、彼女は呟つぶやいた。

「ヒソカの唇は……冷たいな。きっとココロが冷たい証しよう拠こに違いない」

「きみの唇は温かいね」

「ふん、だったら、ちょうどいい。わ、私の唇で、ヒソカの唇を温めてやるっ……」

　今度はサクヤの方から、小鳥がついばむような優やさしいキスをしてくれた。

　そして、綺麗な街の灯りを飽あかず眺ながめ続けながら、二人でお喋しやべりをした。

「サクヤのおかげで素す敵てきな誕生日になったよ。次は、きみのバースデーも祝わなきゃね。ってか、サクヤの誕生日って、いつなの？」

「誕生日なんてない。私は捨すて子だったから」

「だったら、決めようよ」

「別に決めなくていい。勝手に決めていいものではないでしょう？　それに今まで誕生日がなくて困こまったことがないから」

「はは、やっぱり律りち儀ぎだね。そう言わずに決めよう。決めてくれないと僕が困るんだ。祝ってあげられないからね。いつがいい？」

「いつがいい、なんて言われても……」

　カタチのいい眉まゆを八の字にしてサクヤは考え込こんだ。やがて、ポツリと呟く。

「四月……一三日」

「ふうん。ずいぶん中ちゆう途と半はん端ぱな日付だな……」

　思わず首を傾かしげそうになったけれど、すぐに気付いた。

「そっか。僕たちが初めて出で逢あった日だね」

「うん。今、ここにいる私は、あの瞬しゆん間かんに生まれたと思うから」

「わかった。サクヤの誕生日は四月一三日にしよう。盛せい大だいに、お祝いしなきゃね」

「ううん。盛大なお祝いなんていらない。ただ……一つだけお願いがある」

　セーターの中で繫ぎ合っている手に、サクヤはギュッと力を込めてきた。

「その……誕生日は……朝から夜までずっと一いつ緒しよにいて欲ほしい。それだけで満足だ」

　恋こい人びとの手を握にぎり返してあげながら、サクヤの額ひたいにキスをする。

「言われなくても、そばにいるよ」

「約束したからなっ。忘わすれたら、ぐーで殴なぐる」

「ははっ、気を付けるよ。きみに殴られたらケガしちゃうからね」

　二人で交かわす、甘あまやかな言葉。

　僕たちは笑い合っていたけれど、

　同時に微かすかなココロの痛いたみを感じていた。

　だって、そんな未来はやってこないってわかっているのだから。

　卒業の日に、僕はサクヤに殺してもらうつもりなのだから。

《恋人》の温ぬくもりと笑い声をすぐ近くに感じながら──思った。

　やっぱり、神さまってのは、残ざん酷こくだよな。

　サクヤと過ごす残された最後の日々が、

　こんなにも、こんなにも──……




「幸せそうですね、オメガ」




　背はい後ごから冷水を掛けられたみたいに、冷たい声が僕たちに突つき刺ささった。

　いつの間にそこにいたのか。唯ゆい一いつ点灯している街灯の下に、赤い法ほう衣いの少年──アダムが立っている。

「貴き様さま──!!」

　真っ先にサクヤが反はん応のうした。

　セーターを脱ぬぎ捨すて、ホルスターから剣けんの柄つかを引き抜ぬいた。刃やいばを出しゆつ現げんさせる。

「ハァァァ────ッ！」

　気合いと共に、問答無用で斬きりかかる。

　剣がアダムの胸むねを貫つらぬく──かに見えた。しかし、切っ先が触ふれた時点で止まってしまう。

「……ぅくっ」

　見えない糸にがんじがらめにされたように、サクヤの動きが止まったんだ。

《最初の人類》は指先で刃を押おしのける。

　軽く触れただけなのに、対天使兵器ルシフエリオンは後ろに吹ふっ飛ばされてしまった。

　慌あわてて、彼女を抱だき留とめる。

「ボクを斬っても無む駄だですよ。不死身なんです。そこにいるオメガと同じようにね」

　わずかに傷きずついた胸むな元もとから癒いやしの力を持つ光の粒つぶが弾はじける。

「……どういうこと!?　貴様は天使でしょう!?　天使なら殺せるはずなのに！」

「一度も自じ己こ紹しよう介かいしていませんでしたね。ボクの名前はアダム。そこにいるオメガと対ついとなる《最初の人類》ですよ」

　サクヤは驚おどろいたように瞳ひとみを見開いた。

　僕はアダムを睨にらみ付けて、

「なにをしに来た？　また意味深なセリフを吐はいて消えるつもりか？」

「ふふ……重要な情じよう報ほうを伝えに来たんですよ」

　アダムは舞まい散る雪を受け止めるみたいに、腕うでを広げた。

「この世界は、間もなく滅ほろびます」

「まさか、《大だい回かい収しゆう》が……!?」

「ええ。この世の全すべてが、天使によって《回収》されます。《二月の奇き蹟せき》などと呼ばれている現象は前まえ触ぶれに過ぎません」

「間もなくって、いつのことだよ？」

「人類滅めつ亡ぼうの日は──三月一〇日」

　思わず、息を飲んだ。

　卒業式が予定されていた三月一〇日まで、サクヤと恋をしようと考えていたけれど……

　世界は、ちょうどその日に消えて無くなってしまうのかよ……

「そんな……！」

　愕がく然ぜんとしたように、サクヤも唇を震ふるわせる。

　僕たちの反応を楽しむみたいに、アダムは酷こく薄はくな嗤わらいを浮うかべた。

「もう一つ、いいことを教えてあげましょう」

　死し刑けいを宣せん告こくするような口調で告げる。




「オメガ……。あなたが愛していた〝あの人〟は、現在も生きています」





【卒業まで　残り11日】









　　　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ　Ⅳ──三月一〇日　一いちノの瀬せ絢あや







「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　椎し堂どう密ひそかの住む神かみ代しろ市しからは遠く離はなれた港の近く。埋うめ立て地に破は壊かいされ黒くろ焦こげになったガスタンクが墓ぼ標ひようのように並ならんでおり、世紀末的な光景を晒さらしている工業地ち域いきに、少しだけ調子っぱずれな鼻歌が響ひびいた。

　チャカチャカチャカチャカ──泡立て器ビーターでメレンゲを作る場ば違ちがいな音が、鼻歌に軽かろやかな伴ばん奏そうをつけている。

「ごきげんですね、一ノ瀬一佐」

　現在、この地域に展てん開かいしている戦車部隊の隊長であり、隊員たちには《鬼おにの九く藤どう》もしくは《あのヒゲ》と呼ばれている九藤正まさ義よし陸りく曹そう長ちようが三二歳さいという年ねん齢れいにしては落ち着きすぎた渋しぶい声で上官に語りかけた。

「機き嫌げんがいいに決まってるじゃない」

《野外炊すい具ぐ２号改》の泥どろよけに腰こし掛かけて足をブラブラさせながら、大きなボウルでメレンゲを作っていた一ノ瀬絢一等陸佐は、手を止めて、辺りを見回す。

　鮮あざやかな春の青空の下、湾わん岸がん道路沿いの道路に並ぶ９０式戦車の列に桜吹雪ふぶきが降りかかっていた。道路脇わきに植えられた桜さくらが、満開になっていたのだ。

　自じ衛えい隊たいの制せい服ふくである《女性冬服》の上に白いエプロンを着けている一ノ瀬一佐は、薄うすっぺらな胸むな元もとを反り返らせてニッコリ笑う。

「こんなに桜が綺き麗れいだし。すごく天気がいいし。原発の復ふつ旧きゆう作業も順調みたいだし。なにより、私たちの出番がほとんどないし。すごく気分がいいわ」

「そうですね。平和でなによりです」

　バス歌手のような落ち着いた声で、そう答えたけれど──九藤陸曹長は自分の忍にん耐たい力を褒ほめてあげたくなった。

　本当はその場に突つっ伏ぷして、アスファルトにジャブを入れたい衝しよう動どうに駆かられていたのだ。

　つーか、かわいい！　かわゆすぎる！　なんだこれは！

　身長一四五センチ。三つ編あみにされた髪かみ。凄すさまじく童顔で、小学生くらいにしか見えない。これで二八歳って反則だろ！　しかも、一等陸佐て！　桜三つに二本線て！

「こんなに桜が綺麗なんだから、みんなで、お花見でもしたいわね。そんなことをしたら叱しかられちゃいそうだけど」

　イタズラっぽく舌したを出した一ノ瀬一佐の上にも、桜吹雪が降りかかる。鼻先にちょっぴりくっついていたメレンゲに、ピンク色の花びらが蝶ちようのように止まった。

「誰だれが叱るというんです？　一ノ瀬さんを叱しつ責せきできるのは、今や暫ざん定てい政せい府ふの議長ぐらいのものじゃないですか。あっはっは」

　渋しぶい声で笑って見せたが、九藤陸曹長は、本当はアスファルトにヘルメットでガッコンガッコン頭突きを入れたい衝動に苛さいなまれていた。

　鼻の頭にメレンゲて！　それはワザとか！　狙ねらってやってんのか!!

　一ノ瀬絢一等陸佐は、《怪かい物ぶつ災さい害がい対たい策さく本部・本部長》と《南関東地区防ぼう衛えい担たん当とう》という役やく職しよくを担になっていると同時に、九藤陸曹長たち《怪物災害等対策隊》──一いつ般ぱん市民にはジエータイと呼ばれている──隊員のアイドルだった。

　彼女は知らないが、大だい規き模ぼなファンクラブも存そん在ざいし、日本全国に会員がいる。

　部下にはナイショにしているけれど、九藤は会員番号《０００１５》。かなり初期に入会していた。

　一ノ瀬絢を守るためなら死んでもいい──そんな風に思っている隊員は多いだろう。

　かく言う九藤もその一人だ。

　しかし、九藤が彼女を守るためなら命を懸かけてもいいと考えていたのは、ファンだからという理由もさることながら、一ノ瀬絢一等陸佐こそが復ふつ興こうの鍵かぎだと信じていたからに他ほかならない。

　国によっては軍隊が武ぶ装そう蜂ほう起きし、クーデターが起こっているという。荒こう廃はいが進み、法が効こう力りよくを失えば、武力を持つものが権けん力りよくを得ようとするのは世の常つねだろう。

　しかし、日本においては、そのような事例は皆かい無むだった。

　どんなに街がボロボロになっても諦あきらめることなく、九藤たち怪物災害等対策隊は、少ない装そう備びで市民を守り続けている。

　日本で軍事クーデターが起きなかったのは、一ノ瀬一佐のおかげじゃないかと、九藤は考えていた。

　彼女が作り上げた《怪物災害等防衛ガイドライン》──通つう称しよう、《一ノ瀬ドクトリン》によって、発電所や石油コンビナート、水道施し設せつなどなど重要施設が数多く守られた。《二月の奇き蹟せき》以い降こう、ライフラインの復旧が急ピッチではじまったのも、そのためだ。

　このまま防衛を続けていれば、いつの日か復興するかもしれない──絢の作り上げた計画は隊員たちに《希望》を与あたえたのだ。

　だからこそ、隊員たちは、今もなお戦い続けているのである。

「一ノ瀬一佐に感かん謝しやこそすれ、非ひ難なんなどしません。そうやって、我々の装備でお菓か子しを作っていても誰も咎とがめないくらいですからね」

　お菓子作りのことを指し摘てきされて、絢は慌あわてたようにボウルを背せ中なかに隠かくした。泥どろよけの上に並ならんでいるボウルや計り、小麦粉や砂さ糖とうの袋ふくろを見られないように、短い腕うでを目め一いつ杯ぱい伸のばしつつ、

「これはね、違うのっ！　今日は特別なのよっ！」

「言ったでしょう？　誰も咎めたりしません。ましてや、自分は陸曹長風ふ情ぜいですからね」

「みんなが、警けい備びで忙いそがしいときに申し訳ないわ。私だけ遊んでいるみたいで……」

「むしろ、誰もが、一ノ瀬さんには休きゆう暇かを取って欲ほしいと思っています。あなたは働き過ぎですから」

　彼女は、最も効率の良い配兵計画をほとんど一人で立案している。

　不ふ眠みん不ふ休きゆうで頭を働かせているにもかかわらず、今日のように防衛拠きよ点てんの視し察さつも欠かさないのだ。少しくらいサボって欲しいと、九藤は本気で思っている。

「……ところで、なにを作ってらっしゃるんですか？」

「新作ケーキを作ってるの。お祝いにね」

「お祝い？」

「そう。卒業のお祝い……」

　一ノ瀬一佐は満開の桜さくらを見み渡わたして、切なげな吐と息いきを漏もらした。

「学校を存続させてあげることはできなかったけれど……生徒たちの手で卒業式をするそうだから。そのお祝いをね。渡せるかどうかは、わからないけれど」

「男、ですか？」

　ファンクラブの会員として、思わず尋たずねてしまった。

「そうよ。高校生の男の子。私の恩おん人じんの息子むすこさんなの……」

　素す直なおに頷うなずいた絢は、ひどく遠い目をする。

「密くんにはね、どうしても幸せになって欲しいのよ……。あの子のためにも、なんとしても神代市を復興させなきゃ……」

　彼女の瞳ひとみは、恋こいをする女性のものではなかった。もっと悲しくて、もっと切せつない。悲ひ壮そうな決意のようなものを、九藤は感じた。

　ハッと気付いたように、絢はエプロンの前で手を振ふって、

「あ、もちろん、神代市だけじゃなくて、関東全ぜん域いきを復興させていくけどね。ほら、神代市は《重点防衛地域》になったまま、指定が解かい除じよされていないでしょう？　だから、」

　言い訳じみた言葉を遮さえぎるように、九藤は笑え顔がおで敬けい礼れいをした。

「全力で守らせて頂きます。神代市も、それ以外の地域も」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、一等陸佐は敬礼を返す。

「うん。頼たのむわね。まずは、あの発電所をしっかり守ってあげて」

　絢の視し線せんが工事中の埋うめ立て地に向けられた。作業員がせわしなく働き、原子力発電所の復旧作業を続けている。原発は重点的に護ご衛えいしていたため、ほぼ無傷だ。稼か働どうをはじめれば、さらに多くの地域に電力を供きよう給きゆうできるだろう。

「九藤くんたちだけが、頼たよりだから」

　そのとき──ピガッ。傍かたわらに置かれていた無線機が吼ほえた。

『空を……空を見てください！』

　部隊名も《送れ》の声もなく、いきなり絶ぜつ叫きようが聞こえる。

　訝いぶかしみながらも上空を見上げて、九藤の思考は停止した。

「なんだ、これは……？」

　まるで、ガラスにヒビが入っていくように、青空に亀き裂れつが走っていったのだ。

　フリーズしてしまった九藤を後しり目めに、絢の反はん応のうは早かった。

　泥よけから飛び降りるや、上に乗っていたお菓子作りの道具を全すべて払はらいのける。

　メレンゲやクリームが飛び散るのも厭いとわず、無線機を泥よけの上に据すえた。

　マイクをひっ摑つかみ、鋭するどい声を発する。

「各部隊、天使襲しゆう来らいに備えよ！　防衛レベルを《Ｆ》に引き上げる！」

　防衛レベル《Ｆ》。これは《一ノ瀬ドクトリン》に従したがえば、《大回収》発生時にのみ選せん択たくされる、最高レベルの警けい戒かい態たい勢せいだ。

「これは訓練ではない！　繰くり返す、これは訓練ではない！」

　上官の声に弾はじかれるように、九藤陸曹長は駆かけ出した。

















２月26日（金）

　世界で最初の恋物語

　　──good-bye my love──















　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で




　そう言って〝あの人〟は

　美しく舞まい散る桜霞がすみの向こう側へ




　消えた──




　　　　[image: ]




〝あの人〟

　一二歳さいほどの若わかさで《世界滅亡カーテンコール》に対たい抗こうするためＡＲＩＣＥ設せつ立りつを提唱。類たぐい希まれなるカリスマ性せいで組そ織しきを築き上げ、ＡＲＩＣＥの意い志し決定機き構こう《ドジスン機関》のメンバーともなった天才少女。

　天使を破は壊かいする方法を確かく立りつし、自らも対天使兵器ルシフエリオンとして戦った《ザ・ファースト》とも呼よばれていた存そん在ざい。ＡＲＩＣＥにおけるコードネームは──《アリス》。

　そして、なにより。

〝あの人〟は、オメガに選ばれてしまい、絶ぜつ望ぼうの淵ふちにいた僕ぼくを救い出してくれた翼つばさ。

　僕が愛してやまなかった女性。

　過か去この僕にとって、〝あの人〟と交かわした約束だけが全すべてだったんだ。

　だからこそ──




「オメガ……。あなたが愛していた〝あの人〟は、現在も生きています」




　アダムの言葉は、僕の胸むねに突つき刺ささった。

　サクヤと恋こいをしている──今でも、なお。

「どうして……」

　腕うでの中にアダムに突き飛ばされたサクヤを抱かかえたまま、

「どうして、おまえが〝あの人〟のことを知っているんだ」

　夜。神かみ代しろ市しの外れ。峠とうげ道みち。

　一つだけ点灯した街灯の作り出すスポットライトみたいな光の下、赤い法ほう衣いの少年が佇たたずんでいる。整いすぎた相そう貌ぼう。法衣と同色の瞳ひとみ、真っ白な肌はだ、銀ぎん髪ぱつ。確かにそこにいるのに、３ＤＣＧみたいにリアリティがない。

「《知っている》などという生なま温ぬるい知ち識しきではありません。彼女の存在は魂たましいに刻きざみ込こまれているのです。あなたが、オメガとなった瞬しゆん間かんに、全てのルールを理り解かいしたようにね」

　包帯の巻まかれた指先でそっと唇くちびるをなぞった後で、アダムは続ける。

「〝あの人〟。地上では《エヴァンジェリン・美み空そら・ドジスン》と名乗っていた女性は──ボクと同じ使命を帯びて作り出されました」

　同じ使命？　まさか〝あの人〟は……!?

「《第二の人類》。《原初の女性》。アダムたるこのボクと同格の存在──イブです」

「〝あの人〟が、イブ……？」

「彼女はボクと同じ不死身の身体からだを持っています。あなたは死んだと思い込んだようですが、イブは死なないんですよ」

《イブ》という名前は、当然聞いたことがある。ヘブライ語で命の意味を持つ、人類最初の女性の名。命あるすべてのものの母だ。

　絞しぼり出すように、僕は呟つぶやく。

「そんなわけ……ないだろ……？」

〝あの人〟が天使だったなんて……

　アダムコイツの妻つまとなる存在だったなんて……

　今も、生きてるなんて……

　絶ぜつ句くしてしまった僕の代わりをするみたいに、サクヤが問いかけた。

「訓練所にいた頃ころ、『世界が滅めつ亡ぼうした場合、アダムとイブと呼ばれる天使が新しい歴史を作る』って教えられた。そのイブこそが、ＡＲＩＣＥを作ったとでも言いたいの？」

「ええ。あなたたち対天使兵器ルシフエリオンに天使を殺す術すべを教えたのもイブです」

「ふん、そんなのあり得ない！　どうして天使が天使を殺す!?」

「確たしかに。新人類となるはずのイブが、世界滅亡カーテンコールを阻そ止ししようとするなんて、自らの使命に背そむくことに他ほかなりません。……本来ならば」

　アダムの赤い瞳が、微かすかに揺ゆらいだ。なにかを想おもい出すように遠い目をする。

「……神が真に全知全能であるのなら、《楽園エデン》にいる蛇へびを殺してしまえばよかった。いや、そもそも蛇などという存在を作らなければよかった。そうは思いませんか？」

《旧きゆう約やく聖せい書しよ》に書かれていることを比ひ喩ゆに使っていることはわかる。聖書の中のアダムとイブは、蛇悪魔にそそのかされて知ち恵えの実を食べ、楽園エデンを追われたんだ。

　しかし、彼がなにを言わんとしているのか、すぐにはわからなかった。

「ボクの対ついとなる存在イブも、悪あく魔まの実を食べてしまったんですよ」

「悪魔の実……？」

「《悲しみ》という名の果実を……。《感受性》という蛇にそそのかされて、ね……」

　そこまで聞いて、ようやくアダムの言葉の意味が理り解かいできた。

「つまり、〝あの人〟は、イブであるには優しすぎたってことか……」

〝あの人〟は、すごく優しい女性ひとだった。

　天使に襲おそわれた人々を前に涙なみだぐんでいる彼女の姿すがたを、幾いく度ども見たことがある。

〝あの人〟がイブなのかどうかわからない。だけど、世界が滅ほろびていくようすを黙だまって眺ながめていることなんてできなかったんだろう。

「イブは《最初の女性イブ》であるにもかかわらず、滅亡を食い止めようとしました。人類に天使に対抗する手しゆ段だんを与あたえたのは、時間的な猶ゆう予よを作るためです。なにせ、世界滅亡カーテンコールを止めるには時間が掛かかりますからね」

《時間的な猶予》──それはすなわち、オメガである僕と相思相愛になるために、時間が必要だったということだ。

　アダムはなぜか自じ嘲ちよう気味に嗤わらって、

「イブが描えがいた《神の計画アポカリプス》は、うまくいっていた。見事、オメガと相思相愛となったのです。しかし──」

　僕の胸むな元もとに視線を向けてきた。

　今も残る傷きず跡あとが微かすかに疼うずいて、過か去このシーンを蘇よみがえらせる──




〝あの人〟は短たん剣けんを構かまえたまま、僕に近づいてきた。皮ひ膚ふを破やぶり、肉を裂さいて、刃やいばが僕の中に侵しん入にゆうしてくる。傷口が醜みにくく広がっていく。

　しかし、癒いやしの力を持つ光は噴ふき出さない。

　僕と〝あの人〟は相思相愛になれた。

　だから、傷が、癒えないんだ。

　──神さまは、本当に残ざん酷こくね。どうして、密ひそかくんをオメガに選んだのかしら……

「天国に行ったら、神さまに聞いてくるよ」

　必死の思いで口にした軽口に、〝あの人〟は笑ってはくれなかった。

　──もっと嫌いやなヤツなら良かったのに。オメガに相応ふさわしい最低のヤツなら……

〝あの人〟は、僕に短剣を突つき立てたまま、

　──好きになんてならなかったのにね

　一ひと筋すじの涙なみだをこぼした。

「どうして泣くんだよ？　相思相愛になって、ようやく世界が救えるのに……」

　心しん臓ぞうに突き刺ささる直前で、〝あの人〟は短剣を引き抜ぬいた。禍まが々まがしい造ぞう作さくの刃は僕の胸を抉えぐり、十じゆう字じ架か型の傷を付ける。

　──好きだからこそ、殺せないの




「イブは、オメガを殺せませんでした」

　その後のことは、誰だれよりもよく知っている。

〝あの人〟と、約束を交わしたんだ。

　卒業の日に殺してもらう、って。

　だけど、〝あの人〟は天使の群むれと戦って──行方ゆくえ不明になってしまった。

　だから、待つことにした。

　ココロのどこかで〝あの人〟は死んでしまったと覚かく悟ごしていながら……懸けん命めいに現実から目を逸そらして、待ち続けていたんだ。

「なあ、本当に〝あの人〟は生きているって言うのかよ……？」

「生きています。死ぬことは、ありません」

「……ウソだ。そんなのはウソだ！　絶対に信じるもんか！」

　アダムを警けい戒かいしなくちゃいけない。彼の意図を見抜いて裏うらを搔かくんだ。クールでいろ。

　理り性せいはそんな警けい鐘しようを鳴らしてるのに、冷静でいられない。いられるワケない！

「〝あの人〟が生きていたのなら、どうして帰ってきてくれなかったんだ!?　どうして、せめて一言、『心配しなくてもいい』って言ってくれなかったんだよッ!?　そうしたら、僕は、どんなに……！」

「信じられないというなら、見せてあげましょう。現在のイブの姿を」

「ぐ……っ!?」

　後頭部を殴おう打だされたみたいに、激はげしい衝しよう撃げきを覚えた。続けて、強きよう烈れつな目眩めまいを感じる。

　映えい画がの予告編へんみたいに、脳のう裏りに映像が次々と浮うかんできた。

　誰かと手を繫つないで微笑ほほえむ、幼おさない少女の姿をした〝あの人〟。

　殺された人々を前に、涙する少女。

《悪魔》みたいな姿となって、天使を屠ほふっていく〝あの人〟のようす。

　砂浜で誰かと向かい合って、なにかを語っている、決意と希望に満ちた表情。

　オトナになった〝あの人〟と、中学生の頃ころの僕。一いつ緒しよに街を駆かけていくシーン。

　廃はい墟きよとなった渋しぶ谷やで、誰かの胸に抱だかれて泣いている姿。

　そして──

　全すべてが真っ白に染まった部屋で、ベッドに横たわり瞳ひとみを閉とじている〝あの人〟。

「見えましたか？」

　次の瞬しゆん間かん、全すべての映像が消えた。

　恐おそらく今年最後となるであろう粉こな雪ゆきの舞まう中、アダムが冷たい表情で立っている。

「イブは現在、深い眠ねむりについています。身体からだの傷きずが癒いえても意い識しきが戻もどらないのです」

「意識……不明……」

　僕の元へ戻ってきてくれなかったのは、そんな理由があったからなのか……

　そして、アダムが言ったことは、全て本当のことなのか……

〝あの人〟は、天使イブだったのかよ……？

　再ふたたび目眩を感じて、よろめいてしまう。

　見み慣なれていたはずのものが、急に見たことのないものに感じられる《未視感ジヤメ・ヴユ》に陥おちいったかのような気分だ。

　僕のようすを見たサクヤは、辛つらそうに唇くちびるを嚙かんだ。八つ当たりするみたいにアダムを睨にらみ付けて──シャキ！

　大たい剣けんをアダムの方へ向ける。

「な……なぜ、そんなことを今さら教える？　ヒソカを苦しめて、どうしようって言うの!?　おまえは、なにを企たくらんでいる!?」

「ふふ……苦しめるつもりはありません。イブが生きていることを伝えた理由は──質しつ問もんをしたかったからです」

　サクヤを無む視しするみたいに、アダムは僕だけを真まっ直すぐに見つめた。

「椎し堂どう密。あなたの愛していた〝あの人〟は生きています」

　冷れい淡たんな表情でも、酷こく薄はくな嗤わらい顔でもない。

　真しん摯しな表情で問いかけてくる。

「さあ、あなたは、どうしますか？」

〝あの人〟が生きている……

　ずっと待ち続けていた〝あの人〟が……

　脳裏に彼女の笑顔が思い浮かぶ。

　僕を励はげまし、時に叱しかってくれた優やさしい声が脳裏に響ひびく。

　幸せだった中学生の日々は、今も鮮あざやかにココロの中で輝かがやいてる。〝あの人〟のことを思い返すと、今でも胸の奥おくが温かくなる。

　間ま違ちがいない。偽いつわりようもない。

「僕は、〝あの人〟を愛してた」

　サクヤの華きや奢しやな肩かたが怯おびえるように震ふるえた。

　僕の答え──その続きを聞くのを怖こわがっているのかもしれない。

　そっとサクヤに近づいて、震え続ける肩に優しく手を置いてあげる。

　大だい丈じよう夫ぶ。心配しないで──そう伝えたくて。

「だけど、僕は、どうもしないよ」

　ハッとしたように、サクヤが振ふり返った。

「〝あの人〟が生きていたってのは驚おどろいたけど……ココロが揺ゆらぐことはない」

　もう迷まよわない。惑まどったりしない。

　もう二度と、サクヤを傷つけたりしない。

「僕が好きなのは、サクヤ一人なんだ」

「ヒソカ……！」

　嬉うれしそうにサクヤは唇を震わせた。

　返答を聞いて、アダムは微笑ほほえんだ。

　幾いく度ども僕の前に立ち塞ふさがり、奇き妙みような妨ぼう害がいを続けてきたヤツだとは思えないくらいに、優しい笑顔を浮かべたんだ。

「その答えが聞きたかったんですよ」

「……僕たちが相思相愛になることを望んでいたとでも言いたげだね」

「ええ。それがボクの望みです」

　僕たちが相思相愛になることを望んでいた、だって？　今さら調子イイコト言うなよ。

　そんな風に言い返したかったけれど……

　考えてみれば、アダムの行動にはちぐはぐな感じを覚えていたのも事実だった。

　例えば、ヤツは《ゲーム》と称しようして、僕たちに街を守らせたことがあった。街を壊こわすのが目的なら、もっと効こう果か的な方法があるハズなのに、アダムは被ひ害がいの少なそうな場所にばかり天使を出現させていたんだ。結果、僕とサクヤは《ゲーム》に勝利することができた。

　他にもある。アダムはサクヤを排はい除じよすると言って、幾度も拉ら致ちした。しかし、彼女を殺すことはなかったんだ。サクヤの武装解かい除じよすらせず、拉致した事実を僕に伝えて来たこともあった。

　彼の行動はいつもどこかに瑕か疵し──言い換かえるなら《ヌルさ》があったんだ。

「執しつ拗ように妨害を仕し掛かけてきたのは、僕たちの距きよ離りを縮ちぢめるためだったのか……？」

《ゲーム》を挑いどんできた目的は、街を壊すことでも、サクヤを排除することでもない。二人で協力して、危機を乗り越えさせることが目的だった。

　サクヤを拉致したのは、僕に助けさせることが目的だった。

　そう考えれば、彼の行動の《ヌルさ》にも一応の説明がつく。

《ＹＥＳ》という返答の代わりに、アダムは唇の端はしを曲げて嗤わらった。

「幻げん滅めつしましたか？　サクヤへの恋こい心ごころを捨ててしまいますか？」

「きみもクドいね。そんなことはあり得ない。誰のどんな思おも惑わくがあろうと、サクヤを好きになったのは僕の意い志しだよ」

「そ、その通りだ！」余よ勢せいを駆かったように、サクヤが大きな声で言い放つ。

「私たちは相思相愛なんだからなっ！」

「ふふっ、素す晴ばらしいですね……。しっかりと愛し合って、ヒソカを殺してください。世界が滅ほろび去る前に。オメガが死を決意するよう、さまざまな策さくを弄ろうしたのです。ボクの尽じん力りよくを無む駄だにしないでください」

「おい、待てよ」

　聞き捨てならなかった。

　僕が死を選ぶよう策を弄した、だって？

《愛する少女のために僕ができることは、たった一つ──それは死ぬことだけ》

　そう気付いたのは、来らい夏かの死が原げん因いんだ。

　まさか……

　まさか、コイツが……！

「来夏を殺したのは、おまえか……？」

「……だったら？」

　次の瞬しゆん間かんにはアスファルトを蹴けっていた。アダムに飛びかかり、全身の力を拳こぶしに載のせて頰ほおを殴なぐりつける。

　妙みような力でガードされることはなかった。

　ガッ──アダムの身体からだが吹ふっ飛ぶ。

　倒たおれたアダムに馬乗りになって、

「僕がオメガだって教えたのも、おまえか!?」

　綺き麗れいな顔に拳をメチャクチャに振り下ろす。

　血飛沫しぶきと一緒に、不死身のアダムから傷を癒いやす光の粒つぶが噴ふき出した。傷が癒えるそばから、拳を振り下ろしていく。

「来夏の家族を奪うばったのもおまえかよ!?」

　許ゆるせなかった。どうしても許せなかった。

　来夏は不死身じゃない。普ふ通つうの人間だ。いつかは死ぬ運命だった。

　それは仕方がない。

　だけど！　だけど──!!

「来夏は、一生懸けん命めい生きようとしてたんだよ！　くだらない運命に振り回されても、必死に幸せ摑つかもうとしてたんだよ！　なんで来夏の命を弄もてあそびやがったんだ!?」

　さらに拳を振り下ろす。

　ゴギッという鈍にぶい音がした。僕の指が折れたのか、アダムの頰骨が折れたのかわからない。それでも殴り続ける。

　抗あらがわず拳を受け続けていたアダムは、血ち塗まみれの顔で冷ややかに僕を見上げた。

「来夏という少女を殺した理由は、ただ一つ……。あの少女には、あなたを殺せない。そのことに気付いて欲ほしかったんです……。間違っても、《二人で最後まで生きる》なんて選せん択たく肢しを採とらせるわけにはいかなかった」

「そんなことのために……！」

「萌ほう月づき来夏だけではありません」

「なに……!?」

「八月一六日。あなたの住む街が大破は壊かいに見み舞まわれたのも──ボクのせいです」

　全身の毛が逆さか立だつような気がした。

「ボクが、天使の群むれを呼び出したんですよ」

　にゃみちゃんが死んだのは、

　いいんちょが死んだのは、

「どうしてだよ……？」

　多くのクラスメイトが回かい収しゆうされたのは、

「どうして、巻まき添ぞえにした……!?」

　もっと生きられるはずだった無関係な人たちがたくさん死んだのは、

「ただ、僕オメガの住む街にいただけなのに……！　なにも悪いことなんてしてないのに！」

　血を吐はきながら、アダムは嗤わらった。

「オメガの住む楽園エデンの住人だった。死ぬ理由なんて、それだけで十分です」

　みんなが死ぬことになったのは、

　全部、僕のせいだっていうのかよ！

　僕がいなければ、

　アダムがいなければ、

　みんな、死なずに済すんだのかよ！

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!」

　もうなにも考えられなかった。

　何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も、ひたすらに拳を振り下ろす。

　鮮せん血けつと光の粒を撒まき散らす無む抵てい抗こうなアダムの顔面に、ひたすら怒いかりを叩たたき付ける。

　許せなかった。

　アダムも、僕自身も、許せなかった。

　アダムの血の色か。怒いかりの炎ほのおの色なのか。

　真っ赤に染まっていく視し界かいの中で、

　鏡を殴っているような気分に陥おちいりながら、

「うああああああああああ──……[image: !!!]」

　ひたすらに握にぎり拳を振り下ろす。

　殺してやり死んでしまいたかった。

　無む慈じ悲ひに殺しやがった人たちの数だけ、

　殺して死んで、殺して死んで、殺してやり死んでしまいたかった。

　胸の奥おくで渦うず巻まく憎ぞう悪おを吐き出したくて、血塗れの前まえ髪がみを闇やみ雲くもに摑つかむ。

　再び何発も拳の雨を降らせたところで、

「ヒソカ！」

　後ろからサクヤに抱だき止められた。

「はぁ……はぁ……」肩かたで息をしている僕の耳に、心配そうな声が響ひびく。

「もうやめて……。ヒソカの方がおかしくなってしまいそうだ……」

　僕の拳は真っ赤に染まってる。顔に飛んだ赤い雫しずくが、頰を伝ってぽとりと落ちた。

「くくくっ……もう…おしまいですか……？」

　血塗れで横たわるアダムは、かすれたような声を出す。

「せっかく……殴らせてあげてるんです……。好きなだけやればいい……」

「殺せるものなら、殺してやりたいよ」

「ボクは……あなたとサクヤを随ずい分ぶんと追いつめた……。多くの無む辜この人々を殺した……」

　アダムの潰つぶれた眼がん球きゆうが再さい生せいし、裂さけた唇くちびるがくっつき、破やぶれた皮ひ膚ふが復ふく元げんする。

「しかし……謝あやまったりしませんよ……。あなたがイブに巡めぐり逢あうためなら、どんな犠ぎ牲せいを払はらってもいいと考えていたように……ボクも、最終目的のためなら、どんなことでもすると決めたのです……」

　癒しの力を持つ光の粒に包まれたアダムの表情は、とても真しん剣けんだった。

「そのためなら、この世界なんて、どうなってもいい。人類なんて、どうなってもいい。ボクに与あたえられた使命すら、達成できなくともいいと考えているんです」

　サクヤが鋭するどい声で問う。

「答えろ！　おまえの目的は、なんだ!?」

「ボクの望みは、たった一つ」

　傷が完全に癒えたアダムの赤せき瞳どうには、







「イブを目覚めさせること。それだけです」







　静かな決意の光が宿っていた。

　作り物めいた印象はない。天使のようにも見えない。一人の人間の表情をしているように、僕には感じられた。

　ふいに、アダムは小さく苦く笑しようする。

「いつまで馬乗りになっているんです。殴なぐるつもりがないなら降おりてもらえませんか？　男に馬乗りにされて、喜ぶ趣しゆ味みはありません」

　妙な力を使って僕を突つき飛ばした。身体からだを跳はね起こされて、湿しめったアスファルトの上でたたらを踏ふんでしまう。

　反動をつけることもなく、アダムも起きあがる。手を触ふれてもいないのに、赤い法衣についた粉こな雪ゆきが舞まい散った。殴った時に破れたんだろう。法衣の襟えり元もとが少し裂さけていて、身体に巻いた包帯が見えている。

　僕はアダムを睨にらみ付けて、

「軽口は嫌きらいなんじゃなかったのかよ」

「あなたのマネをしたんですよ」

　アダムの含ふくみ笑いを搔かき消すように──チャキ──甲かん高だかい金きん属ぞく音が響いた。

「まったく理り解かいができない」

　サクヤは、アダムに大剣を突きつける。

「イブを目覚めさせたいなら、勝手にすればいい。なぜ、私たちに関かかわる！」

「……彼女がなぜ深い眠ねむりの中にいるのか、ボクにはわかりません。しかし、これだけはわかっています。イブはボクと同じ使命を全まつとうするために作られた」

　アダムとイブの使命は、新人類となること。

　天使によって全すべてが回収され、まっさらとなった地上で、人類最初の恋こいをして、人類最初の愛を育はぐくむ。

　それがアダムとイブの存在意義レーゾンデートル。

「だから、ボクは、使命が全うできる状態が訪れれば、あるいは、使命を果たせなくなってしまえば、彼女は目覚めるのではないかと考えたんですよ」

　つまり、《世界が滅ほろびたとき》か《世界滅亡カーテンコールが終わったとき》に、イブが目覚めると推すい理りしたってことか……

「そして、ボクは後者を選せん択たくし、実現のために尽じん力りよくした。それだけのことです」

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしそうになったけど、すぐに疑ぎ問もんが思い浮うかんだ。

　どうして、世界を滅ぼさないんだ？

　世界滅亡カーテンコールを止めるには、僕が誰だれかと恋をして、そのうえで相思相愛の少女に殺してもらう必要がある。

　人類を全ぜん滅めつさせてしまう方が、ずっと楽なはずだ。アダムには天使を呼よび出す力がある。天使を使って人間を片かたっ端ぱしから……いや、僕と相思相愛になりそうな女の子を殺し続けるだけで、世界は簡かん単たんに滅びてしまう。

　なぜ、アダムは面めん倒どうな方法を採った？

〝あの人〟は人類を救いたいと考えていた。彼女の意い志しを継ついで世界滅亡カーテンコールを止めるという選択肢しを選んだのか……？

　……いや、違ちがう。アダムは『世界なんてどうでもいい』と言っていたじゃないか。

　だったら、いったい……？

「どうしましたか？　饒じよう舌ぜつだけがあなたの取り柄えでしょう？」

　そのとき、気付いた。

　アダムの法衣の破けた襟元から、見覚えのあるペンダントが覗のぞいている。

　彼が《ゲーム》を仕し掛かけてきた時に落としていったから、僕が拾っておいたものだ。

　いつの間にか取り返されていたらしい。

　ロケットには、幼おさない頃ころの〝あの人イブ〟の写真が入っている。

　……ああ、そうか。そうなんだ。

　アダムが、敢あえて面倒な選択肢を選んだ理由。それは、すごく単たん純じゆんなんだ。

「アダム。きみは──」

〝あの人〟が目覚めた時に、《世界が滅びている》のと《世界滅亡カーテンコールが終わっている》のとでは、大きな違いがあるじゃないか。

　最も大きな差は、イブが眠っている間に──僕が、なにをしていたか。

　その《差さ異い》を作り出すためだけに、アダムは世界滅亡カーテンコールを止めようとしたんだ。

「──イブのことが、好きなんだね」

　アダムはすぐには答えなかった。

　やがて、ゆっくりと首を横に振ふる。

「わかりません。恋をしていたのかもしれない。恋をしていなかったのかもしれない」

《最初の人類》の口調は冷たく淡たん々たんとしたものだったけれど、どことなく悲しげに響いた。

「ボクとイブは恋をするために作られました。しかし、肝かん心じんの恋心までは、神は作ってくれなかったのです。この世に生まれ落ちた瞬間から相思相愛であったなら、使命を全うするのは簡かん単たんだったと思いますが……」

　ひどく悲しい目をして、アダムは続ける。

「……ボクたちが恋に落ちるよりも早く、イブは使命を放ほう棄きしてしまいました。人類を救うことだけを考えるようになったんです。ボクは、そんな彼女を見つめていることしかできなかった。一人でオトナになっていくイブを……オメガと恋をして、喜び、そして苦しむイブを……ただ、遠くから眺ながめていることしかできなかったんです」

　ふと、なにか気付いたように、《最初の人類》は《最後の人類》を見た。

「……確たしかなことが一つあります」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、続ける。

「オメガ。ボクは、あなたが嫌きらいです」

　どんな理由があろうとも、アダムのしたことは許ゆるせない。できることなら、今でもぶっ殺してやりたいと思う。

　でも、殴なぐりかかった瞬間に爆ばく発はつした《熱さ》みたいなものは、なぜか失うせていた。

　肩かたを竦すくめながら、アダムを睨にらみ付ける。

「気が合うね。僕ぼくもきみが大嫌いだ」

「気は合うようですが、友達にはなれないでしょう。永えい遠えんに」

「そりゃそうさ。僕たちは、似にているけれど、正反対の存そん在ざいなんだから」

「くくっ、対極にして同一な。原点にして無む限げんな。不ふ縁えんにして由縁な──[image: α]アダムと[image: ω]オメガですからね」







　その後、アダムに案内されて、深い眠ねむりの中にいる〝あの人〟に逢あいに行った。

　神代市とは遠く離はなれた場所にある、元はサナトリウムだったというレンガ造づくりの建物に、奇き妙みような力で連れて行ってくれたんだ。

　ベッドだけが置かれた清せい潔けつな部屋。純白のシーツに包まれて、愛していた人は横たわっていた。

　僕の前から姿すがたを消して以来、ずっとその場所で、長い眠りについていたんだ。

　整った顔立ち。銀色の髪かみ。白い肌はだ。細い指先──全てが、僕の前から去っていった時のままだった。

　ベッドに横たわる〝あの人〟を見た途と端たん、

　嬉うれしくて。懐なつかしくて。切なくて。悲しくて。いろいろな想おもいが胸むねに込こみ上げてきて。

　堪こらえきれず、僕は泣いてしまった。

　ぽろぽろ。ぽろぽろ。ぽろぽろ。

〝あの人〟に再ふたたび巡めぐり会えたら言おうと思っていた言葉が、一つ残らず涙なみだに変わってしまったみたいに。

　止めどなく熱い雫しずくが零こぼれてきたんだ。

　泣きやむことができたのは、

　そして、〝あの人〟にきちんと、最後の挨あい拶さつをすることができたのは、

　僕の手を、サクヤがぎゅっと握にぎってくれてたからだと思う。







「ごめんね。

　卒業の日にもう一度逢うって……、満開の桜さくらの下で殺されるって、約束したのに……

　僕は待ちきれなかったよ。




　紹しよう介かいする。彼女は、サクヤって言うんだ。

　世間知らずで、乱らん暴ぼうで、ぶっきらぼうで、無む表ひよう情じようで、口を開けば皮肉ばっかり言う対天使兵器ルシフエリオンだけど……

　僕は、彼女のことが好きなんだ。

　僕は、サクヤに恋こいをしている。




　あなたは、何度も僕に問いかけたよね。

『──きみは、《生きて》いるの？』って。




　あなたの質しつ問もんにちゃんと答えられるように、残された最後の日々を、懸けん命めいに《生きる》よ。

　サクヤと精せい一いつ杯ぱいの恋をするよ。

　そして──彼女に殺されて《死ぬ》よ。

　オメガである僕が、愛する人のためにできることは、たった一つだけだから。

　愛する人のために、世界を救うよ。




　ありがとう。

　あなたが僕に、翼つばさをくれたから、

《生きる》意味を問いかけてくれたから、

　僕は、世界を救う恋ができたんだと思う。




　ありがとう。

　あなたのことが、大好きでした。




　ありがとう。

　あなたのことを、愛していました。




　それじゃ、僕は行くよ。

　さよなら……」




　深い眠りの中にいる〝あの人〟が、返事をしてくれたみたいに。

　ふいに、愛していた人の優やさしく澄すんだ歌声がリフレインしてきた。

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

〝あの人〟が大好きだった愛の歌を、ココロの奥おく底そこで聴ききながら、

「帰ろう、サクヤ。僕たちの街へ」

　僕は恋人と固く手を繫つなぎ合って、愛していた女性に永えい遠えんの別れを告げた。







Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を




The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ




A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの




I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと




I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる







　──さようなら、密くん




　　　　[image: ]




　再ふたたび、僕とサクヤが神代市へと戻もどってきた頃ころには、深夜も近くなっていた。

　サクヤのアパートの近く。小さな公園。ブランコのそば。

「さて僕の用よう件けんは終わりました」

　アダムは一仕事終えたという感じで、公園の一ひと隅すみに積み上げられた瓦が礫れきを振ふり仰あおいだ。

「しかし……最後に少しだけ、おしゃべりに付き合っていきませんか？　オメガ、あなたと二人だけで」

　僕の手を握にぎったままだったサクヤが、キッとアダムを睨にらみ付ける。

「またなにか、ヒソカを苦しめるつもり!?　そんなのゼッタイに許さないから！」

「くくっ、すっかり保ほ護ご者しやみたいですね。傷つけるつもりなどありませんよ。なぜだかわかりませんが……今日は、少しだけ気分がいいんです。だから、彼と話がしたい」

　僕は小さく肩かたを竦すくめて、

「きみが、そんなお喋しやべり好きなキャラだとは知らなかったね。なんなら紅こう茶ちやとお茶ちや菓が子しでも用意しようか？」

「ボクが話そうと思った内ない容ようは──《神》がなにを望んでいたかについてです。それでも聞きたくないですか？」

　薄うすい唇くちびるを人差し指でなぞって、僕を試ためすように見つめてくる。

「教えてあげますよ。……といっても、ボクなりの解かい釈しやくを話すだけですが」

「全すべてを理解してるわけじゃないのか？」

「ええ。ボクは天使ですが……基き本ほん的に、あなたと同じなのです。プログラムされたように《原初の人類》としての使命だけを与あたえられた──ただ、それだけ」

　神がなにを望んでいたか。

　それはすなわち──どうして、世界滅亡カーテンコールがはじまったのか。

　なぜ、オメガである僕を殺すためには、相思相愛の相手でなくてはいけないか。

　そういった一連のクソッタレな事象に関する内容だろう。

「それを聞いたところで、事じ態たいが好転する可か能のう性せいがあるのか？」

「残念ながら、その可能性は皆かい無むです」

　だったら、聞く意味はない。無む駄だな時間は過すごさない主義だ。

　そう告げて帰りたいところだったけれど……

　ちょっとだけ迷まよった挙あげ句く、サクヤに告げた。

「少しの間、席を外してくれないか」

「アダムの話に耳を貸かすの？」

「せっかくだから、少しだけ彼の戯ざれ言ごとに付き合ってみるよ。もはや、神の思おも惑わくなんて、どうでもいいんだけど……僕ときみを出で逢あわせてくれた、この《運命》にどんな意味があるのか知りたいんだ」

「…………。わかった。なにかあったら呼よんで。すぐに駆かけつけるから」

　僕の手をギュッと握りしめた後で、サクヤは、壊こわれた滑すべり台の方へと歩いていった。

　電気が復ふつ旧きゆうしたとはいえ、点灯している街灯は少ない。彼女の姿すがたは暗くら闇やみに紛まぎれて、すぐに見えなくなる。

　きぃ──微かすかな軋きしみと共に、アダムは錆さび付いたブランコに腰こし掛かけた。

　壊れ果てた世界に視線を這はわせる。なかなか口を開こうとはしない。

　錆び付いた遊具の手すりにもたれかかったボクは、ため息混まじりに問いかけた。

「ひょっとして、もったいぶってるのか？」

「まさか。そんなつもりはありませんよ。そもそも、もったいぶるほどの内容なんてないんです」

　焼け落ちた家屋や、更さら地ちになってしまった土地。瓦礫の山などを、アダムはゆっくりと眺ながめる。

「世界滅亡カーテンコールは、地上に大きな爪つめ痕あとを残しました。世界中の大都市はほぼ壊かい滅めつ。地球の人口は六割ほどまで減げん少しようしています。そして、近代的なビル群ぐんだけでなく、一いつ般ぱんの家屋から文化遺い産さんまで、ありとあらゆる人工物が回かい収しゆうされました。人類の歴史は、着実に終しゆう焉えんへと向かっている。最さい期ごの瞬間は、すぐ近くまで迫せまっています」

　天使は少しずつ──ジグソーパズルのピースを取り外すように人工物を奪うばっていく。

　そして、最後には、天使の大軍ぐん団だんがやってきて、穴あなだらけになったパズルのピースを一気にかき集める《大回収》が行われ、人類の歴史に幕まくを引かれてしまうんだ。

「人間は神の怒いかりにでも触ふれたのか？」

　アダムがなかなか核かく心しんに入ろうとしないから、話を進めるために尋たずねてみる。

　世界滅亡カーテンコールは、発生当初から《神の怒り》が原げん因いんであると言われ続けてきた。

　人工物だけを奪っていくことから、自然破壊を続ける人類への警けい鐘しようであるとか。

　バベルの塔とうよろしく高こう層そう化かを続けるビルを見て、ついに神は人間の傲ごう慢まんさに業ごうを煮にやしたであるとか。

　互たがいに争い合い、戦争をやめようとしない人々に愛あい想そを尽つかしたであるとか。

　唱えられた仮か説せつの多くは、《人間が悪さをしたから、しっぺ返しを食らった》のだというものが、ほとんどだったんだ。

　しかし、アダムは首を横に振る。

「人間はなにも悪いことなんてしていません。人類が、決して善ぜん良りようであると言うつもりはありませんがね」

「……だったら、どんな理由があるんだ。だいたい、ひどいだろ。《大回収》なんてマネができるんだからサクっと滅ほろぼせばいいのに、散々いたぶってからトドメを刺さすなんてさ。神ってのは、性せい格かくが悪いんだな」

「ボクは、それが正解じゃないかと思っています」

「……は？　正解？」

　間ま抜ぬけな返事をしてしまった僕に、アダムは真しん剣けんな顔で頷うなずく。

「あくまでボクの考えですが──世界滅亡カーテンコールは、《神の性格が悪かった》から発生したんじゃないかと思うんです」

　なんだよ、それ……？　どんなジョークだ？

　呆あつ気けにとられる僕を無視して、アダムは人差し指ですっと唇を撫なでた。抑よく揚ように乏とぼしい冷たい声で続ける。

「人々は、つい、こんな風に考えてしまいます──。

《自分が生きていることは、運命的なことだ》

《だからこそ、人の命は尊く、冒おかすべきでないものだ》

《そんな大切なものなのだから、滅ぼされることには重大な理由がある》と……

　しかしながら、神にとって──神と言うと神しん聖せい性せいを帯びてしまうので語ご弊へいがありますね──この地上を眺めている上位存在にとって、人間なんて取るに足らないものなんです。特別ではない。価か値ちはない。尊いものでもない。神聖でもない。冒してはならない不ふ可か侵しんなものでもない。ハッキリ言って、どうでもいいものなんですよ……」

　アダムの視線はひどく冷たかったけれど、なぜだろう。壊れ果てた景色を見つめる眼まな差ざしは慈いつくしんでいるようにも思えた。

　だけど、彼はキッパリと言い切る。

「人類の世界に、意味なんてないんです」

「どうでもいいんなら、放ほうっておいてくれりゃいいんだよ……。人類だって、必死にやってんだ。それでも、放置せずに滅ぼそうとした理由はなんだ？　神にとって……地上を眺めてるクソ野や郎ろうにとって、人間僕たちってなんなんだよ？」

「ここからは、多分にボクの想そう像ぞうが混まざりますが──」

　そう前置きをして、アダムはこちらを向いた。ルビーのような赤せき瞳どうに僕が映うつる。

「神にとって、人間の世界は《娯ご楽らく》のようなものではないかと考えています」

「娯楽……？」

「《シミュレーションゲーム》みたいなものです。箱庭を作り、人類に自由に行動させて、その行く末を楽しむ……」

「《シムシティ》とか、もう少し高こう尚しようなヤツなら《ライフゲーム》とか、そんなものってことか……？」

「ボクは、そういったものにあまり詳くわしくはないので、具体的な名めい称しようはわかりませんが……。別のたとえ方をするなら……この世界は《小説》のようなものとも言えます。

　神は、地上で繰くり広げられる人々の暮くらしぶりを、読むことで楽しんでいる。

　ボクたち天使は、さしずめインクや紙に相当するものといっていいでしょう。ボクたちには、さまざまな能力が与あたえられており、その力によって人々の暮らしを陰かげながらサポートし、《物語》を円えん滑かつに進めるために存在します。

　地上を眺めている神は、ボクたちに最低限の指し示じだけを与えて、成り行きを楽しむのです。この《物語》を、ボクは《神の計画アポカリプス》と呼ぶことにしました」

　彼の言葉を聞いて、背せ筋すじがゾクリとした。

　天使が出現する前ぜん兆ちようである《違い和わ感》を覚えたんじゃない。

　アダムのセリフの内ない容ように、とんでもない《悪意》を感じたんだ。

《神》が──僕たちの世界を眺めてやがる存在が持つ、子どもが捕つかまえた昆こん虫ちゆうの足をもぐような、無む邪じや気きな悪意を。

「つまり、神が《世界滅亡カーテンコール》がはじめた原因は──……」

《原初の人類》は、僕を見つめて頷うなずく。










「その方が、《楽しい》からです」










「神は小説を読むように、人類の歴史を眺め続けてきました。しかし、飽あきてしまったのか──どのような理由かわかりませんが、終幕を見たくなったのです。だから、滅ぼすことに決めたのではないかと思います」

「そ……そんなの、メチャクチャだろ！」

「人間から見れば横おう暴ぼうそのものですが、神にとってはなんでもありません。一つの小説を読み終えて、次の本を読むだけなのですから……」

　反はん論ろんしようと思ったけれど、言葉を紡つむぐことができなかった。

　よく考えれば、僕たちも同じようなことをしてるんだ。

《歴史シミュレーション》をプレイしている時に、わざと負けるような陣じん容ようで戦争に突とつ入にゆうしてみたり。《シムシティ》に飽きてきた頃ころに、自分が作った街に災さい害がいを起こして壊こわした上で、リセットボタンを押おしてしまったり──そんなプレイをした記き憶おくがある。

　神にとって、僕たちがゲーム上のパラメータみたいな存在だとしたら、滅ぼすことになんの躊躇ためらいもないだろう。

　だけど、それでも、悔くやしさが込こみ上げてくる。

　僕たちが苦しめられ続けたのは、ガキみたいな気まぐれが原因だったなんて……！

「単に滅ぼすことだけではありません。それ以外の全すべても、神の戯たわむれによって、運命さだめられたのだろうとボクは考えています」

「それ以外の全てって……僕がオメガになったことも……？」

「この世界が、いたぶるようにゆっくりと破は壊かいされていくことも……」

「相思相愛の相手にしか、僕を殺せないことも……？」

「新人類たるイブに、壊れていく世界を見み過すごせないほど優やさしい気持ちが与えられていたことも……」

「対天使兵器ルシフエリオンの存在も……？」

「ありとあらゆる全ては──翻ほん弄ろうされる人類を《苦しめる》ために、ルールとして設せつ定ていされたのだと思います。人類が滅ぼうが神にとっては、どうでもいいのです。人々の悪あがきが楽しければ、それでいいんですよ」

　人類が《苦しむ》ほど、眺ながめている存在にとっては《楽しい》ってことなんだろう……

　僕は空を眺めた。

　空の向こう側を睨にらみ付けた。

　見てるのか？

　僕たちが苦しんでるのを……

　嘆なげき悲しみ、傷つくようすを……

　そこで見てるのかよ？

　くそっ、冗じよう談だんじゃねえよ！

　決して善ぜん良りようだなんて言うつもりはない。でも、悪いことだってしてないだろ!?

　人類僕たちだって懸けん命めいに《生きて》るんだ！

　勝手に《過か酷こくな運命》なんて決めないでくれよ[image: !!!]

「くそっ……！」

　吐はき捨すてた僕とは対照的に、アダムの口調は冷静だった。

「ただ一つ、わからないことがあります。なぜ、《椎堂密》がオメガに選ばれたのか。それは、わかりませんでした」

「人類が全ぜん滅めつするとなれば、必ず《最さい期ごの一人》が発生する。その運の悪い人間こそが僕だったということだろ」

「その可能性もあります。単なる偶ぐう然ぜんで、あなたは選ばれたのかもしれません」

　そのとき、ふと想おもい出した。

　僕が中学生になったばかりの頃、オメガに選ばれる直前のことだ。

　あの頃、僕は……神と同じことを考えていなかったか？

「……そんなくだらないことが理由になるのかどうかしらないけど、一つだけ思い当たるフシがあるよ」

　当時のことを思い返す。

「世界滅亡カーテンコールがはじまる直前の僕は、少しだけ落らく胆たんしていたんだ。この世のルールがわかったからさ」

　中学校に入り、新しい友達も増ふえた。来夏はおたふく風邪かぜで寝ね込こんでいたけれど、それなりに楽しい日々と言えただろう。

　しかし、同時に、僕は気付いてしまったんだ。

「僕の住むセカイは、本当は《つまらない》。あの頃の僕は、そんな風に感じていた」

　中学生になれば、多少は視し野やが広がって、この世の仕組みがわかってくる。

　当然僕も、いろんなことに気付かされることとなった。

　子どものときはヒーローになりたいと夢ゆめ見みてた。自分はなにか特別な存そん在ざいで、すごい力を持っていて、みんなを幸せにするんだ。そんな風に夢見ていた。

　しかし、そんな夢は叶かないやしないんだ。

　僕は、特別でもなんでもない。ごく普ふ通つうの中学生なんだ。

　幼い頃は無む限げんの選せん択たく肢しがあって、未来は果てしなく広く感じた。

　でも、それも錯さつ覚かくに過すぎない。

　僕のセカイは窮きゆう屈くつで、代わり映ばえのしない日々が続いていく。

　だから──中学生になった僕は、落胆した。

　僕の暮らしていく世界は、ひょっとしたら《つまらない》かもしれないなって……

「平へい凡ぼんな日にち常じようは《つまらない》。それって、神が思ったのと同じことだろう？」

「あるいは、そうかもしれません」

「平凡な日常が《つまらない》なんて、誰しも思うことだ。そんなくだらないことでオメガになんて選ばれたら、たまらないよ」

　イライラした気分で、僕は肩かたを竦すくめる。

「……だけど、今にして思えば、オメガに選ばれてしまっても仕方がないのかもね」

　世界滅亡カーテンコールという非ひ日常にたたき込まれ、オメガという特とく殊しゆな存在にさせられて──苦しめられ、傷ついた今だからこそ、言える。

「僕が《つまらない》と感じた平凡な《日常》……。それこそが本当はなにものにも代え難がたいものだったんだからさ……」

《日常》が放つキラキラした光は、世界が壊こわされなければわからなかった。

　オメガにならなければ、わからなかったんだ。

　アダムは肯こう定ていも否ひ定ていもせず、ただ曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

　二月の終わりの冷たい空気が、僕たちの間を吹ふき抜ぬける。その風に背せ中なかを押おされるように、アダムは立ち上がった。

「そろそろお喋しやべりは終わりにしましょう。……早く終わらせないと、ボクはまた斬きられてしまいそうですからね」

　暗がりの方へ目を向ける。

　ひしゃげたジャングルジムの陰かげに隠かくれるようにして、サクヤがこちらを睨み付けていた。

　ガルルルル……なんて唸うなりが聞こえそうなくらいに怖こわい顔をしてる。

《なにか悪さをしたらタダじゃおかない！》

　離はなれていても、そんな気き迫はくを漂ただよわせているのがわかった。

「今話したことは、全すべて仮か定ていに過すぎません。ボクの知り得た情報から想像しただけです。世界滅亡カーテンコールが起こった本当の理由は、謎なぞのまま。神の本当の意い志しは、誰にもわからないんです。どうです？　聞いてよかったですか？」

「胸むなくそ悪い内容だったけど……聞かないよりはよかったと思うよ」

　答えながら、サクヤに手を振ふる。

《待て》の命令を解かい除じよされたイヌみたいに、ものすごい勢いで対天使兵器ルシフエリオンが駆かけてくる。

「それは、なぜです？」

「僕に降りかかっている《悲ひ劇げき》に、特別な意図なんてないってわかったからさ」

　特別な意図がないとしたら。

　オメガに選ばれるという《悲劇》は、世界が平和だった頃にあちこちで起こっていた《悲劇》と同一だ。

　重い病気に罹かかるだとか。事じ故こに遭あって家族を失うだとか。学校でイジメられるだとか。受験で失敗するだとか──レベルの違ちがいこそあれ、普通の人が直面するそういう理り不ふ尽じんな《悲劇》と同じなんだ。

　その同一な点とは──対たい処しよの方法。

「ヒソカ、大だい丈じよう夫ぶ!?　なにかされなかった!?」

「ありがとう。平気だよ」

　サクヤに微笑み掛かけつつ、彼女の手を握にぎった。

　そして、理り不ふ尽じんな《悲劇》に対たい抗こうする手しゆ段だんを、僕は口にする。







「それじゃ、サクヤ、帰ろう。僕たちの《日常》に……」




　　　　[image: ]




「アダムの言葉は本当なんだな……」

　数日後。壊こわれかけた第一校こう舎しや。屋上。

　三月のはじめの冷たい風に吹かれながら、サクヤは悲しげに呟つぶやいた。

　眼がん下かに広がるグラウンドからは、楽しげな歓かん声せいが聞こえてくる。自習を終えたクラスメイトたちがサッカーをして遊んでるんだ。世界の終わりが迫せまっているとは思えないほど、のどかな光景だった。

　ひしゃげて斜ななめになっているフェンスに寄よりかかって、サクヤの言葉に頷うなずいた。

「そうだね。……今度ばかりは信じざるを得ないのかもしれない」

〝あの人〟に別れを告げた僕たちに、アダムはこんなことを伝えてきたんだ。

『最後にもう一つ、いいことを教えましょう。《大回収》まで、残り少ないですが……それまでの期間、降こう臨りんする天使がさらに減少します。津つ波なみの前ぜん兆ちようとして、海面が引いていくようなものだと考えてもらって差し支つかえありません。神代市においては、天使の出現は、ほとんどゼロとなるでしょう』

　彼の言葉を裏うら付づけるように、ここ数日は極きよく端たんに天使が出現する前兆──《違い和わ感》を覚えることがなくなった。

　サクヤは楽しげにボールを追いかけているクラスメイトを目で追いながら、

「この光景は《嵐あらしの前の静けさ》というヤツなのね……」

「ああ。三月一〇日卒業の日には、世界の全てが消えてなくなる」

　そうなってしまう前に、僕は死ななきゃいけないんだよな……

　アダムが別れ際ぎわに口にしたセリフの続きがリフレインする。《日常》に戻もどろうとする僕たちに、彼はこんな風に語ったんだ。

『もう二度と、あなたと逢あうこともないでしょう。だから今、お願いしておきます。オメガ──いや、椎堂密。世界を救ってください。世界滅亡カーテンコールを止められるのは、あなたとサクヤだけ……。相思相愛の少女が、深い愛情と世界を救う意志を持って、あなたを殺すこと。それだけが世界滅亡カーテンコールを止めるのです』

　僕の返事は『わかってる』だった。いちいち言われなくたって、重々承しよう知ちしてる。

　元より僕は、卒業の日にサクヤに殺してもらう契けい約やくをしていたんだ。

　全ては予定通りと言えるだろう。

　もし、卒業の日に《大回収》が発生するという情じよう報ほうが僕たちに変化を与あたえていたとするなら、それは──

「私は、本当に、ヒソカを殺さなくてはいけないんだな……」

　グラウンドから響ひびいてくる楽しげな声とは対照的な暗い声が、サクヤの唇くちびるから漏もれた。

「もしも殺すのを躊躇ためらってしまったら、この世界は完全に滅ほろびてしまう」

〝あの人〟の時と同じように、もはや《保ほ留りゆう》することは許ゆるされなくなってしまった。

　抜けるように高い三月の空を横切るように、珍めずらしくジエータイの戦せん闘とう機きが飛んでいく。

「私は──」

　耳に痛いたいエンジン音が遠ざかっていった頃に、ポツリと呟つぶやいた。

「ちゃんとヒソカを殺せるのかな……？」

　僕の横顔を見上げてるサクヤの眼まな差ざしには、愛いとおしさと、悲しみと、不安と──いろいろな感情が入り交まじってるように感じられた。

「《ザ・ファースト》ですら、おまえを殺せなかったのに……。私は、ヒソカをちゃんと殺せるのかな……？」

「ねえ、サクヤ」

　サクヤの頰ほおに、そっと触ふれる。

「僕は、きみが好きだ」

　ちょっぴり潤うるんでいるサクヤの瞳ひとみを、しっかりと見み据すえる。

「好きだからこそ、殺して欲ほしいんだ。世界を救うためじゃなく。みんなを助けるためでもなく。ただ、サクヤの未来のためだけに死にたいと思ってる。オメガである僕がきみにしてあげられることは、それしかないから」

「で、でも……！」

「わかってる。必ずしも、僕が死ぬことは、サクヤを幸せにしないかもしれないよ。ツラい役目を担になわせちゃうんだからね……」

《サクヤのために死ぬ》。

　言葉にすれば綺き麗れいだけど……その決意は、僕の自己満足ワガママに過すぎないのだろう。僕を殺したという記き憶おくを抱だいて、サクヤ一人で生きていって欲しいと願っているのに他ほかならないんだから。

「でも、それでも、殺して欲しい。オメガになったせいで、僕は大切なものをたくさん奪うばわれた。だから、せめてきみだけは守りたいんだ。大好きな女の子だけは守り抜ぬいたんだって、胸むねを張はって死んでいきたいんだよ」

「ヒソカ……」

「その代わりといってはなんだけど……僕は、きみと精せい一いつ杯ぱいの恋こいをしようと思う」

　心配そうな顔をしているサクヤに、優やさしく微笑ほほえみかける。

「せっかく天使の出てこない平和な日々を過すごせるんだ。残された時間を余あまさず使って、一生分の恋をするよ。一つの悔くいも残らないくらいの、とびっきりの恋をするよ」

　恋人の顎あごに手を添そえて──

「きみと僕との恋物語はハッピーエンドだったんだって、笑って死ねるようにね」

「………………うん」

　サクヤが頷いたのを見み届とどけてから、

　──そっと唇を重ねた。

「にゃっ!?」突とつ然ぜんの口付けに驚おどろいたのか、サクヤは頰ほおを朱あけに染そめて、目を丸くする。

「が、学校で、突然、ちゅっ……ちゅーをするなんてっ！　なんてヤツだっ！　本当にヒソカは、油ゆ断だんも隙すきもない！」

「イヤだった？」

「……え？　い、イヤじゃないけど……むしろ、嬉うれしいけど……。ふ、不意打ちはダメだっ。そーゆーコトをするときは許きよ可かをとれ！」

「じゃあ、もう一回していい？」

「え、あ、えっ？」

　耳の先までピンク色に染めて唇をあゎあゎさせていたサクヤは、必要以上にキョロキョロした後で、コクンと頷いた。

「きょ………………………………許可する」

　ゆっくり顔を近づけると、サクヤはギュッと目を閉とじた。だけど、口付けがしやすいように、ちょっぴり背せ伸のびをしてくれる。

　唇が離はなれると、恋人は照れまくりながらも、嬉しそうに微笑んだ。

「うん。ちゅーというのは、いいものだな」

　こんなに可愛かわいいリアクションを取られちゃうとイジワルしたくなっちゃうな。僕ってば、サドだったんだろうか……

　そんなアレなことを考えつつ、ピンク色に染まったサクヤの耳元で囁ささやく。

「それじゃ、二人きりのときは、もっと激はげしいのをしてもいいよね？」

「は、激しいの…っ!?　それは…………ふ、二人きりのときなら……って、なにを言わせるんだッ！　ヒソカのバカっ！」

　サクヤがポコポコ叩たたいてくる。本気の攻こう撃げきじゃない。《甘あま嚙がみ》みたいなパンチだ。

「痛っ、痛いって！　ごめん！　冗じよう談だんだよ！」

「許さないっ！　そ、そーゆーえっちな冗談はイケナイんだっ！　まったく、おまえはどうしようもなくえっちなヤツだ！」

　ひとしきり僕を叩いたら満足したのか、相変わらず真っ赤な顔をしたまま、

「まあ、いい。許してやる。ヒソカが《むっつり》だってことは、もうとっくに知ってるからなっ。むっつり王国の王様なんだろう？」

「なんだよ、それ」

　肩かたを竦すくめた僕を見て、サクヤは嬉しそうにクスリと笑った。

　そのとき拡かく声せい器きがハウリングする音が僕たちの耳に届とどいた。グラウンドの方から、高たか天まが原はらセンパイの美声が響ひびいてくる。

『私は、桜さくらヶが丘おか高校、元生徒会長、高天原Ａはじめである！　諸しよ君くん、愛し合っているか!?　諸君らに提てい案あんがある！　せっかく高校生として、今日まで生き延のびたのだ！　学校を卒業したいとは思わないか!?　そう、私は有ゆう志しを募つのり、卒業式を催もよおそうと思うのだ！　賛さん同どうするものは、この高天原Ａに力を貸かして欲ほしい！』

　思わず、サクヤと顔を見合わせる。

「だってさ、どうする？」

「当然、師し匠しように協力するに決まっている。サボろうとしたら承しよう知ちしないっ！」

　サクヤはツンとそっぽを向いて──

「それに学校行事は、一つでも多い方がいいでしょう？　卒業最後の瞬間まで、最高の恋こいをするんだからっ！　いっぱいい[image: ][image: ][image: ]っぱい、幸せな想おもい出を作らなきゃいけないんだからなっ！　さあ、行くぞ！　ヒソカ！」

　手を繫つないだまま、恋人と走り出す。

　僕たちの背中を押おすように、壊こわれ掛かけた屋上に埃ほこり混まじりの風が吹ふき抜けた。

　空気はひどく冷たかったけれど、

　微かすかに春の匂においがした。





【卒業まで　残り７日】









　　　Ｄｏｏｍｓ－ｄａｙ　Ⅴ──三月一〇日　高たか天まが原はらＡはじめ







　桜さくらヶが丘おか高校の元生徒会長である高天原Ａは、本来なら三年Ｅ組の生徒だ。高校に復ふく学がくする際さい、便べん宜ぎ的にＥ組に編へん入にゆうしたのである。

　しかし、卒業式の行われている体育館。前方に設しつらえられた卒業生たちの並ならぶ列に、彼女の姿すがたはなかった。

　演えん壇だんに向かって左側。教きよう師しのために並べられた席。一番端はしの校長が座すわる予定だったパイプ椅い子す。制せい服ふくに身を包んだ高天原Ａは、長い脚あしを組んで座っていた。

　彼女も、三年生たちと一いつ緒しよに学校を去る予定だ。胸むな元もとには、卒業生がつける桜の造ぞう花かを挿さしている。

　にもかかわらず、教師の席に座っているのは、卒業証しよう書しよを授じゆ与よするという役目を担になうこととなったためだ。

　書道の腕うで前まえを買われて卒業証書を作成したのは高天原だったが、授与は別の教師にやってもらうつもりだった。一生徒である自分が渡わたすよりも、世話になった教師に授与された方が、いい想おもい出になるだろうと考えてのことだ。

　しかし、校長が天使に回かい収しゆうされ、教頭が学校が閉へい鎖さされるよりも早く、さっさと疎そ開かいして逃にげてしまっていた。だから、生き残った教師陣じんに『生徒たちに卒業証書を渡すに相応ふさわしい人物は高天原Ａしかいない！』などと頼たのみ込こまれてしまったのだ。

　仕方なく承しよう諾だくしたのだが──

「びんだ、ぞづぎょうおべでどう！」

　教師を代表して斑鳩いかるが先生が涙なみだ声ごえで言葉を贈おくっているのを聞きながら、頷うなずいた。

　引き受けて正せい解かいだったかもしれないな……

　時折微かすかに痛いたむ銀色の義ぎ足そくと太ももの接せつ合ごう部ぶを撫なでつつ、体育館を見渡す。

　この位置からだと、体育館の全体を見渡すことができたのだ。

　破は壊かいされた壁かべをブルーシートで応おう急きゆう処しよ置ちしただけの体育館。六〇名ほどの門かど出でを迎むかえる生徒たちを、その倍程てい度どの数の在ざい校こう生せい＆父兄が見守っている。

　卒業生らが座るパイプ椅子も、花の飾かざられたテーブルも修しゆう繕ぜんの跡あとが目立っていた。式しき次し第だいや『第四五回　私立沙さ庭にわ学園・桜ヶ丘高等学校　卒業式』と書かれたボード、校旗、壇上の演台などは、卒業生自らあり合わせの材料で作り上げたものだ。

　桜の造花で彩いろどられており、実に華はなやか。みすぼらしさは微み塵じんもない。

　なお、造花で飾られた式を『小学校の卒業式みたいに幼よう稚ちだ』なんて笑うヤツがいたら、高天原は容よう赦しやなくブン殴なぐると決めていた。この卒業式に溢あふれる《手作りの温かさ》を感じることができないヤツなど殴る価か値ちもないだろうが。

　そして、この席がなにより良いのは──高天原はパイプ椅子に座る卒業生を眺ながめ渡す。

　ここからならば、彼らの表ひよう情じようを見ることができるのである。

　誰だれもが薄うす汚よごれた制服に身を包み、ケガをしているものも少なくない。ある者は家族を失い、またある者は恋こい人びとを失っていた。

　苦く難なんが現げん在ざい進行形で、彼らの身に降ふりかかっている。

　それでも、卒業生の表情は、輝かがやいていた。希望に満ちていた。

　笑って、泣いて、悩なやんで、苦しんで、楽しんで。

　勉強して、遊んで、恋をして。仲間と手を取り合って、ケンカをして、仲直りをして。

　多くのものを失って。多くのものを得て。

　必死に必死に必死に必死に必死に必死に必死に必死に必死に、高校生活を駆かけ抜ぬけて。

　学校が閉鎖するという逆ぎやつ境きようにもめげず、生徒たち自らの手で卒業式まで辿たどり着いた。

　そんな満足感に溢れていたのだ。

　こんなに素す晴ばらしい顔は、普ふ通つうに学校を卒業したくらいじゃできないだろう。

　世界滅亡カーテンコールなんてクソったれな困こん難なんに立ち向かったからこそ、できる表情だ。

　大学を一週間ほどで中ちゆう退たいし、高天原家のコネをフル活用して、桜ヶ丘高校へ舞まい戻もどった彼女だったが──自分の選せん択たくは間ま違ちがっていなかったと、改めて確かく信しんする。

　彼女が通うこととなった大学の学生たちは世界滅亡カーテンコールによって既すでにココロを殺されていた。退たい廃はい的で刹せつ那な的な生き方をする者ばかりだったのだ。彼らと一いつ緒しよに最後の時を無む為いに過すごすくらいなら、母校に戻って、懸けん命めいに生きようとしている後こう輩はいたちの力になろう。

　高天原はそんな風に誓ちかったのである。

　彼らと一緒に生きられてよかった──掛かけ値ねなしに、そう思う。

「心残りは一つだけだな……」

　誰にも聞こえないくらいの小さな声で呟つぶやいて、もう一度、卒業生たちを見渡した。

　その中に、椎し堂どう密ひそかの顔がなかった。恋人である有あり栖す川がわ咲さく夜やの姿すがたもない。

「まったく……私がこの学校へ戻った理由は、シドの幸せを見み届とどけるためでもあったってのに……。あのヘタレめ……」

　小さな声で罵ののしって、唇くちびるを嚙かむ。

　最も気に掛けている後輩は、卒業式がはじまる直前に面会に来た。

　そして、顔を合わせるなり深々と頭を下げてきた──







　壊こわれて使えなくなった生徒会室代わりに使用していた校長室。

　卒業証書を書くときに使った墨すみの匂においが充じゆう満まんしていたので窓まどを開けた時、シドが入ってきた。

「おう、シド。いいところに来た。ちょっと手伝ってくれ！　恋れん愛あい成じよう就じゆ委い員いん会かい、最後の大仕事だ！」

「……手伝いたいところですが、そうもいきません。僕には大事な用事があるんです」

「用がある、だって？　卒業式の後でいいだろ？」

「……卒業式には出られません。僕も、サクヤも」

　あまりにも真しん剣けんなようすに黙だまって頷いて、窓を閉しめた。

「では、どんな用よう件けんで会いに来た？」

　深々と頭を下げ、ヤツはこう言った。

「高天原センパイ、今までお世話になりました。最後にお願いがあります」

　シドの顔は、見たことないくらいに真剣だった。戦地へ赴おもむく兵士のような決意に満ちた表情で、一方的な願い事を口にする。

「卒業式の間、生徒たちを体育館から出さないでください。なにがあっても」

　理由なんて、聞いても無む駄だだろう。

　だから、ただシドを胸むねに埋うずめるように抱だきしめてやった。

「いっちょ前に漢おとこの顔しやがって……ヘタレのクセに……」

　これまでだったら、『胸が当たってる』と照れるところだ。しかし、シドは、ひどく懐なつかしい顔をして、

「センパイは、あまりにも迷めい惑わくすぎる人です。だから、ずっと大だい嫌きらいだと言い続けてきました。平へい穏おんを好む僕にはついていけない、って。でも、本当は──」

　悲しげに微笑ほほえんだ。

「センパイ。僕はあなたが好きですよ」

　もう一度、愛すべき後輩を抱きしめてやる。

「シド。私は、おまえが大嫌いだよ」

　まったく、こんなに心配してやってるのに。

　重要なコトは、なに一つ告げずに去っていこうとするなんて、本当に本当に──……




　シドの悲しげな笑みを想おもい出し、ふと脳のう裏りに歌がよぎった。

♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる

　ヤツが好きだった曲だが……最低の歌詞だと思う。

《愛しているから、生きてやる》

　私は、そんな歌詞が好きなんだ。

　生きているから、恋こいができる。生きているから、愛せるんだ。




「みんな、サイコーだよ！　ありがとうー！」

　演えん壇だんでは雪ゆき村むら──いや、猿さ渡わたり珊さん瑚ごが卒業生答辞を終えたところだった。万ばん雷らいの拍はく手しゆと歓かん声せいが体育館に木霊こだまする。

　高天原も惜おしみない拍手を送った。

「卒業証しよう書しよ、授じゆ与よ」

　さて、出番だ。

　司会をしている教きよう師しの声と共に、気合いを入れるように銀色の義ぎ足そくを軽く叩たたいて立ち上がった。

　桜さくらの造ぞう花かによって飾かざられた階かい段だんを昇のぼり、ステージに立つ。

　演台に手をついて、卒業生たちの顔を一人一人見やった──そのとき。

　声が聞こえた。

　あまりにも悲しく、おぞましい声が。







　オオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォ──……!!







　天使の声に気付き、生徒たちがざわめく。

　父兄が何事かと体育館の外を窺うかがう。

「諸しよ君くん、気にするな！　卒業式を続けるぞ！」

　咄とつ嗟さに駆かけ出し、高天原はピアノの前に座すわった。

「卒業証書授与は後回しにする！」

　ピアノの前に用意されていた譜ふ面めんを頼たよりに、初見で鍵けん盤ばんを叩く。

「さあ、唄うたうんだ！」

《仰あおげば尊とうとし》。

　卒業式の最後に合唱する予定だった曲だ。

　伴ぼん奏そうに合わせて、卒業生たちは唄い出す。




　──仰げば尊し　わが師の恩おん




　徐じよ々じよに大きくなっていく天使の声に負けないくらいに、

　生徒たちの歌声は高らかに響ひびき渡わたった。

















３月６日（土）

　世界で最後の恋物語

　　──like a cherry blossom──















　手紙を、書こうと思った。

　書き出しは、もう決まっている。




『サクヤへ──

　きみが、この手紙を読む頃ころには、世界が平和になっていることと思う。』




　　　　[image: ]




《世界が一週間後に滅ほろびるとしたら、恋こい人びとと、なにをして過すごしますか？》なんて質しつ問もんをしたら、どんな回答が多いんだろうか？

《美味おいしいものを二人でいっぱい食べる》とか《ひたすら遊ぶ》とか《えっちしまくる》だとか。そんな答えが多数派はな気がする。

　しかし、僕ぼくとサクヤは違ちがう答えを出した。

《僕たちに与あたえられた一週間の猶ゆう予よを余あまさず使って、一生分の恋をしよう》って誓ちかい合ったけれど、だからといって、特別なことはほとんどしなかったんだ。

　僕たちが決めたルールは、たった一つ。

《できる限かぎり、一いつ緒しよにいること》。それだけ。

　僕とサクヤの二人で、いつも通りの《日にち常じよう》を送ることにしたんだ。

　特とく殊しゆ過ぎた僕とサクヤにとって、なんの変へん哲てつもない《日常》こそが、一番かけがえのないものだったからさ──




　三月四日。壊こわれた校こう舎しや。一年Ａ組の教室。

　むっすううううぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

　自習室の壁かべ一面に、そんな書き文字を加えたいくらいに、サクヤはブンむくれていた。

《田》って漢字みたいに、くっつけた机。珊瑚奥さんの隣となりに座すわっている猿さ渡わたり三さん聖せいが、ひょいと手を伸のばして膨ふくれたサクヤのほっぺを指先で突つっつく。

「ほらほらー、そんなに怒おこるなよ、サクヤちゃん。密ひそかと一緒に遅ち刻こくしてくるなんて仲いいなーって褒ほめたんだぜ？」

「褒められても嬉うれしくないっ！　遅刻するなんて恥はじだっ！　処しよ罰ばつものだっ！」

　猿渡の手を振ふり払はらったサクヤは、横にいる僕を睨にらみ付けて、

「それもこれもヒソカが悪いんだからっ！」

「出席取ってるって言っても形式的なものなんだから、遅おくれたって大したことないだろ」

「ダーメーだっ！　そういうキチッとしないのは、私は嫌きらいなのっ！」

「二人はなんで遅れたのさ？　今は、同じアパートに住んでるんだよね？　サクヤっちが一緒なら寝ね坊ぼうってことはないだろうし……」

　マタニティ仕様に改かい造ぞうされたウチの学校の制せい服ふく──サクヤが仕立て直してあげたらしい──を着てる珊さん瑚ごが、ペンをクルクル回しながら尋たずねてくる。いちお、ノートを広げてるけど、一文字も書いたようすはない。

「うん。朝は私が起こしてあげるから、眠ねむり過すぎてしまうということはないはずなんだ。それなのにコイツと来たら！」

「痛いたっ！　痛いよ、足踏ふんでるって！」

「うるさいっ。反省しろ！　ふん、ヒソカは朝に弱いから、なかなか起きないんだっ。しかも、今朝は油ゆ断だんして、ヒソカの布ふ団とんに引きずり込こまれてしまった！」

　うわ。なに口走ってるんだ、サクヤ！

　野ウサギを見つけた猛もう禽きん類のように瞳ひとみを輝かがやかせて、猿渡は身を乗り出す。

「ほうほう。それは聞き捨ずてならないな。どんな感じで引きずり込まれたんだ？」

「ヒソカが『あと五分だけ寝かせて』とか言ったから、仕方なく三分だけ寝かせてやろうと思ったんだ。だから、布団の近くに座って待機していたら、いきなり腕うでを摑つかまれ、布団に引きずり込まれた。あっという間に抱だきすくめられてしまったんだ」

　猿渡はセクハラオヤジみたいなニヤニヤ笑いを浮うかべてる。珊瑚も極ごく上じようスウィーツでも食べた後みたいな、ホンワカ顔をしてた。くそっ。完全に楽しんでやがるな……

「そうかそうかー、布団の中で抱っこされちゃったかー。密センセはえろい…じゃなくて悪いヤツだなあ。それでそれで？」

「『学校に遅れるから放せ！』って言っても、寝ね惚ぼけてるらしくて、逆ぎやくにぎゅーっと抱きしめてくるんだ。叩たたき起こしてやろうと思ったんだけど、ヒソカが耳元で──」

　急に恥はずかしくなったのかな。サクヤはちょっぴり頰ほおを染そめて顔を伏ふせた。だけど、言いかけて途と中ちゆうでやめるのは悪いと思ったんだろう。消え入りそうな声で続ける。

「さ…『サクヤは温かいね。ずっとこうしてたいな』なんて囁ささやくから。叩くのは悪いような気がして……。その……あろうことか、私も一緒に二度寝してしまって……」

『ラブラブじゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！』

　猿渡夫ふ妻さいが歓かん声せいをあげた。《楽しいことはみんなで分ぶん割かつ》をモットーとしてるクラスメイトたちが、楽しげな雰ふん囲い気きを嗅かぎ取ったのか、こっちを振り向く。

　うわ。明らかにマズイ感じだね、コレは。

　このままじゃ思い切り冷やかされちゃいそうだ。先手を打ってサクヤに頭を下げた。

「悪かったよ。これからは寝惚けないようにする。さ、そんなことより自習しよう。遅刻しちゃった分を取り戻さなきゃね」

「ったく、密っちは恥ずかしがり屋だねー。そーゆーときはノロケとけばいいじゃん」

「うるさいよ。ノロケ話が苦手なのは、珊瑚も同じだろ。さて、今日は数学をやるんだっけ？　サクッと進めよう」

　軽く腕まくりをして、やる気をアピールすると、珍めずらしく猿渡とサクヤが同じリアクションをした。

「す、数学は後回しでいいんじゃないか？」

「さ、猿渡君にしてはいいことを言う。私も数学以外の教科を優ゆう先せんすべきだと考える。英語をやったらどう？」

　この二人、理り系けいはからきしダメみたいなんだよね。数学の宿題が出ると、サクヤはかなり苦戦してるっぽい。

「きみは英語の勉強する必要ないだろ。ネイティブなんだから。つーか、珊瑚。旦だん那なに保ほ健けん体育以外の教科も勉強するように言ってやってくれないか」

「いやー、あたしも数学は後回しがいいと思うなー。数字見てると頭痛くなんのよ。胎たい教きように悪い気がするわー」

　前言撤てつ回かい。数学嫌いは三人の間ま違ちがいだった。

「オレの子に何かあっては一大事だ。うん。数学は危き険けんだ。やめよう」

「その通りだ。私も赤ちゃんのことを第一に考えてあげるべきだと思う。やめよう」

「そうだよね？　それにあたし、受験で数学使わないと思うし。やめよう」

「オレなんか受験どころか、一生縁えんがないと思うぜ。たぶんオレ、ウチの寺継つぐしな。そういや珊瑚、おまえ将しよう来らいはどうするんだ？」

　嗚呼ああ、見事に話題が逸それていくなあ……

　感動すら覚えつつ、僕は参考書を閉とじた。

「将来かあ……。まずは、元気な子どもを産んで、ちゃんと育てなきゃだけど……」珊瑚は大きくなったおなかをさすりつつ、

「子どもに手が掛かからなくなったら、保母さんになるための勉強したいな」

「《ほぼさん》というのは、幼よう年ねん期きの子どもを教育する職しよく業ぎようのことよね。珊瑚さんは、子どもが好きなの？」

「ほら、サワっちのお寺で家が無くなっちゃった子どもを預あずかってるでしょ？　私もお世話を手伝ってるうちに可愛かわいいなあって」

　まだ高校生の年ねん齢れいなのに、すっかりお母さんっぽい顔になって珊瑚は微笑ほほえむ。

「そういうサクヤっちはどうなのさ？　天使も出てこなくなったし、このまま世界が平和になってくれそうじゃん。なりたい職業とかってあるの？」

「平和になったら、なりたい職業……」困こまったようにサクヤは眉まゆを八の字にして、「傭よう兵へいの職があればありがたいけど……」

「《ようへい》？」

「い、いや、なんでもない。平時のことは考えたことがないから、よくわからない」

　と、猿渡がビシッと親指を立てて、

「だったら、オススメがあるぜ。栗木坂いいんちよが目指していたのと同じ職業なんてどうだ」

「ああっ、それがいいよ！　サクヤっち！」

　二人の魂こん胆たんがわかった僕は、内心でため息を吐つく。神さま。どうかこの、人を冷やかすのが大好きな夫ふう婦ふに罰ばつをお与あたえください。《割わり箸ばしがうまく割れなくなる》とか、《笑うたびに唇くちびるの端はしが切れる》だとか、そういう地味に迷めい惑わくな罰を……。なんて、大だい嫌きらいな神に今だけ祈いのってみたりして。

「いいんちょは、なにを目指していたの？」

「およめさん、だよ！」

「およめ……さん？」

　首をひねっていたサクヤは、僕と目が合った瞬しゆん間かんに意味を理り解かいしたようだ。火が点ついたように顔を真っ赤にして、

「ひ、ヒソカと婚こん姻いん関係を結ぶのか……！　幼おさない頃ころは教会にいたから、新婦のようすを見たことがある。とても綺き麗れいだった。そ、それも悪くない目標だ。むしろ、実にいい」

　なにを想そう像ぞうしているんだろうね。サクヤはすごくいい顔になって目を細めた。

　だけど、急に寂さびしそうに肩かたを落として、

「いや、私には無理だな……」

「ムリじゃないってー！」「そうそう。密のヤツはサクヤちゃんにメロメロだからな」

　事じ情じようを知らない二人は励はげますように笑った。

　机つくえの下で僕はサクヤの手を握にぎって、

「未来のことも、二人で一いつ緒しよに考えようね」

「ちょっ、それって遠回しなプロポーズじゃん！」「ついに、密が《むっつり王》の玉ぎよく座ざを明け渡わたすときが来たのか!?」

　猿渡たちは、笑顔で騒さわぎ出したけれど。

　僕のセリフにあった《未来》という言葉の意味を理解しているサクヤは笑わなかった。

「私一人じゃ考えられない。ちゃんと二人で考えてくれなきゃ、イヤだからな……」

　サクヤが呟つぶやいたとき──ふわり、と。

　薄うす紅べに色の花びらがひとひら、春風に乗って、蝶ちようみたいにサクヤの髪かみに止まった。

「うわあ！　あれ見てみろよ！」

　クラスメイトが、歓声をあげる。

　釣つられて窓まどの外を眺ながめて、驚おどろいた。

　校庭の桜さくらが、満開になっていたんだ。

　思わず、誰だれもが窓まど際ぎわに駆かけ寄よった。

「すげえな……。こんなに早く咲さいちゃうなんて、今まで無かったんじゃないか？」

　猿渡の言葉に、珊瑚が同意する。

「桜ヶ丘高校ウチの学校って、桜が綺麗で有名だけどさ……こんなの見たことないよ」

　桜さくらヶが丘おか高校の周辺は、名前の通り桜が多い。植えられている桜の種類が多いせいか、卒業式の頃から入学式が終わる頃まで花見を楽しむことができる。

　だけど、三月の初しよ旬じゆんに、全すべての桜が満開になるなんてことは初めてだった。

　今年の冬は、つい先日まで雪が降ふるくらいに寒かったのに……

「狂くるい咲きってヤツかな……」

　滅めつ亡ぼうの瞬間が近づいてることを、桜の樹きも感じているのかもしれない。

「綺麗……」

　僕の手を握ったまま、サクヤは傾かしいだ窓ガラスに手を這はわせた。

「綺麗だけど……なんだか切ないな」

「切ない？　どうして？」

「こんなに綺麗なのに、すぐに散ってしまうのでしょう？」

「散ってしまうからこそ美しいなんて、昔の人は言ったみたいだけどね」

　毒にも薬にもならない僕の言葉に、サクヤはなぜか微かすかに眉を顰ひそめた。でも、なにも言わず、桜色に淡あわく染そまる景色を眺め続ける。

「はっはー！　桜が咲くとは、いよいよ卒業シーズンらしくなって来たじゃないか！」

　教室の扉とびらが開け放たれ、高たか天まが原はらＡはじめセンパイの高笑いが響ひびき渡った。

「諸しよ君くん！　卒業式に使用するパイプ椅い子す調達のメドがたった！　これより移い送そうに入る！　協力する者はついてこい！」

　手作りの卒業式の準じゆん備びも着々と進んでいた。
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『世界滅亡カーテンコールが終わって、平和になった世界って、どんな感じなんだろう。あっけないくらいに、《普ふ通つう》だったりするのかな？　僕には見られないのが残念だよ。

　ひょっとしたら、サクヤは、最初は戦いのない平和な日々に戸と惑まどうかもしれない。

　でも、きみなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。

　ほら、春から夏にかけて。一緒に《普通》の学校生活を送ったよね。クラスのみんなと遊んだり、学園祭の準備をしたりしてさ。あのときのきみは、すごく輝かがやいてた。

　近い将しよう来らい、大学が再さい開かいされるだろう。そしたら、猿渡や珊瑚たちと一緒にキャンパスライフを楽しんだらいいよ。きっと高校生活と同じように楽しく過すごせるはずだ。

　サクヤ。これまできみは、クソったれな運命に翻ほん弄ろうされて、苦しみ続けてきた。

　その分、平和になった世界で幸せになる権けん利りがあるって思うんだよ。』
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　三月六日。穏おだやかな土曜日の昼下がり。

「ふうん、確たしかに穴あな場ばみたいね。公園は花見客でいっぱいだったのに、ここは誰もいない。こんな場所を、よく知っていたな」

　街を見下ろせる丘の上に立つ桜の老木。柔やわらかな下草の上にレジャーシートを敷しきながら、僕ぼくはお褒ほめの言葉を頂ちよう戴だいしていた。

「花見をするには、最高だろ？　ま、僕が見つけたんじゃないけどね」

　老木の幹みきを見上げる。樹じゆ皮ひが剝はがれたところに──《ナギサ》《タケル》──ヘタクソな文字が刻きざまれていた。

　ここは二年の時にクラスメイトだった片かた桐ぎり凪なぎ紗さと相あい沢ざわ尊たけるが、幼おさない頃ころに一緒に遊んでいた秘ひ密みつ基き地ちだ。使用許きよ可かを取りたいところなんだけど、二人は死んでしまったから、ココロの中で「借りるね」と一言断ことわっておこう。

「なんだ、ヒソカが見つけたんじゃないのか。ふん、褒めて損そんした」

　いつもながらの憎にくまれ口を叩たたきつつ──ドスン。サクヤは胸むねに抱かかえたバスケットをレジャーシートに勢いきおいよく置いた。スカートの裾すそを気にしながら、彼女もその隣となりに座すわる。

　思わず苦く笑しようしちゃいそうになる。言葉だけ聞いてると怒おこってるみたいだけど、実はそうじゃないんだ。サクヤって照れてると、怒ってるようなリアクションを取るんだよね。

　彼女が恥はずかしがってる理由、それは──

「その服かわいいね。ミニスカートの私服って初めてみたよ。すごく似に合あってる」

『お花見といえど《でーと》も同然だっ！』なぁんて意気込んで、今日のために彼女なりにおめかししてくれたんだ。クラスメイトの協力を受けつつ、ね。

「ふ、ふんっ。目がえっちぃぞ。脚あしばかりジロジロ見ないでっ」

　ニーソックスをたくしあげながら、サクヤはプイッと横を向く。だけど、小鼻が嬉うれしそうにぴくぴく動いてた。

　恋こい人びとの隣に座りながら、軽口を返す。

「そりゃ、ムリだよ。僕は脚フェチじゃないけど、綺き麗れいな脚があったら見ちゃうって」

「……そんなに綺麗じゃない。よく見ると傷きず跡あととか薄うすく残ってしまっているし……」

「そう？　ゼンゼンわからないよ。ちゃんと確たしかめたいから、じっくり見せて欲ほしいな」

「そ、それじゃ部屋に戻もどったら……って、バカッ！　なにを言わせるんだっ！」

「ごめん、謝あやまるよ。って、果くだ物ものナイフを握にぎりしめるなっ！」

　じゃれ合うようなケンカの後で、僕はサクヤに笑え顔がおを向けた。

「それじゃ、お花見をはじめようか」

「うん。今日のために、たくさんごちそうを作ったんだ。心して食べるようにっ！」

　一人で料理したみたいな口ぶりだね。二人で一いつ緒しよに作ったのにさ──なんて、ココロの中で言い返しつつ、サクヤが開けたバスケットの中を覗のぞき込こむ。

　中には、《具のないおむすび》や《缶かん入りのパンを使ったサンドイッチ》。だし巻まき卵たまごと唐から揚あげが少し。侘わびしくも見えるけれど、わずかな復ふつ興こうをはじめた神かみ代しろ市しにおいては、十分な《ごちそう》が並ならんでる。

「ところで、お花見ってなにをするの？」

「綺麗な桜さくらを見る──という口実の元、お酒を吞のんだり、ご飯を食べたりして騒さわぐんだよ」

「ふむ。そうか。じゃあ、早さつ速そく！」

　バスケットの中から、一番のごちそうをサクヤは真っ先に手に取った。

「プリンを食べるなんて、ひさしぶりだ」

　大きめのタッパー一いつ杯ぱいのプリンを手に、食べる前からとろけそうな表ひよう情じようを浮うかべる。

　今日のために材料を集めて、サクヤの好きなプリンを作ってあげたんだ。

「いただきますっ」

　言うが早いか、サクヤはスプーンをプルプルしたプリンに突つき立て──はぷっ！

「んゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっ♡♡♡」

　すごく美味おいしかったんだろう。スプーンをくわえたまま足をジタバタさせる。

「やはり、プリンは最高だっ。たべもの界のプリンスだっ！……はゎッ、さてはプリンって、そこから名付けられたのねっ!?」

「違ちがうって」

　サクヤはプリンを口に運び、とろけそうな笑顔を浮かべて「んゅゅ[image: ][image: ][image: ]っ♡」と悶もだえる。

　……やっぱズルイね。サクヤが握ってくれたイビツなおむすびを食べながら、苦く笑しようしてしまった。プリンを食べてる時のサクヤの顔って、最高に可愛かわいいんだ。

　そういや、この表情が、僕に見せてくれた最初の笑顔だったっけ……

　幸せそうな微笑ほほえみを浮かべたままタッパー一杯のプリンを食べ終えたサクヤは、満足げな吐と息いきを漏もらして満開の桜を見上げた。

「はふぅ……お花見っていいものね。プリンが食べられるんだから」

「ははっ、花見じゃなくても、材料さえそろえば、また作ってあげるよ」

「本当!?　約束だぞっ！」

　大喜びしたサクヤは、「お礼の先さき払ばらいをしてやるっ」とか言いつつ、僕に「あ～ん♡」なんてお料理を食べさせてくれたり、リンゴの皮を剝むいてくれたりした。

　お弁べん当とうの出来が良かったこともあって（僕も手伝ったからね）、素す敵てきな花見だったと断だん言げんできるだろう。

　その時点で終わっていれば──

　直後、お花見は恐おそろしい展てん開かいを迎むかえたんだ。

「いけない。忘わすれるところだった。一いち応おう、お酒も用意したんだ」

　バスケットの奥おくから、サクヤはラベルの貼はられてない闇やみビールの缶を取り出した。

「い、いや、きみは吞まない方が……！」

「飲酒をするのが、お花見の作法なのでしょう？　一本しかないから二人で分配しよう」

　止める間もなく水すい筒とうのコップにビールを注ぎ、サクヤは一口吞んでしまう。

「あ、しまった。乾かん杯ぱいをしなく…ちゃ……いけない……のに…………」

　みるみるうちに目が据すわってしまった。コップに入れたビールを一気に飲み干ほして、

「うむ。きれいな桜を見ながら、おしゃけを吞むというのは、気分のよいものらな」

　缶ビールに口を付けて──ごくごくごくっ。ぷっはー──気持ちよさそうな声を漏らす。

　あーあ……サクヤって酒さけ癖ぐせ悪いんだよな。

　クラスメイトと吞んだ時も、ひどい目にあったんだ。さっさとお開きにしないと……

「ひしょか、どこへ行くつもりらっ！　ちょっとそこへ座すわれっ！」

「は、はいっ。座ってます、けど……」

「正せい座ざでっ！　ひしょかには、言っておかなきゃいけないことがあるんら！」

　すっかり目が据わり、ろれつが回ってない。

　はあ、サクヤって《絡からみ酒》なんだよね……

「コラー、早くするれらー！」

「はいはい、わかりましたよ……」

　仕方なく、サクヤの前に座り直す僕。

　ぽかぽか陽気の青い空の下。舞まい散る桜の花びらに打たれながら、お説教されてる感じで向かい合う。

「うぃー、ひっく」なぁんて、マンガみたいな酔よっぱらい方をしつつ、サクヤはズビシっと僕を指さした。

「ひしょかー！　おまえはイヤなヤツだー！」

「うわ。いきなりひどい言い草だね」

「逢ったばかりの頃ころは、ひしょかほどイヤなヤツはいないって思ってたんら……。イジワルらし、ウソツキらし、むっつりらし、なによりオメガらしっ！　ホントに信じられないくらいに最低のヤツらっ！」

　サクヤは僕のヒザの上に這はい寄よってくる。熱い吐息が頰ほおに掛かかるくらいに顔を近づけ、据わった瞳ひとみで僕を睨にらみ付けて、

「うううー。使命とはいえ、こんなワルい男と相思相愛になるなんて、ゼッタイにムリって思ってたんら……！　それらのに！　ああもうっ、そーれーらーのーにーっ！」

「ちょっ、ちょっとサクヤっ！　うわあ!?」

　僕の首っ玉にしがみつき、サクヤがのしかかってきた。レジャーシートの上に押おし倒たおされてしまう。

　サクヤはギュッと僕に抱きついて、

「それらのに……こんなに好きになっちゃうなんてウソみたいだ……」

　ネコがにおいつけするみたいに、火ほ照てった頰を僕の首くび筋すじに擦こすりつけてくる。

「ヒソカと一緒にいるだけで、一秒ごとに《好き》が増ふえてく気がする……。ずっとずーっと触ふれ合っていたい……。愛いとおしくて、愛おしくて、たまらないんら……。どうして、こんな風になっちゃったんらろう……」

　すっかり酔っぱらっちゃってるんだろう。

　普ふ段だんだったら、そんなことゼッタイにしないのに──ちゅっちゅっちゅっちゅっ♡

「あーもー！　好しゆき好しゆき好しゆき好しゆきー、大好しゆきー！　バカー！」

　僕にしがみついたまま、額ひたいと言わず頰と言わず、顔中にキスの雨を降ふらせてくる。

　と、怒おこったみたいに僕を睨み付けて、

「おいコラー！　ひしょかー！」

「な、なにかな……？」

「私がこんな風になっちゃったのは、おまえのせいにゃー……。責せき任にんとるにゃー！」

　うわ、ろれつが回らなすぎて、語ご尾びが《にゃー》になってる!?

「酔っぱらいすぎだってば。少し、酔いを醒さまそうよ」

「うゆさいうゆさいうゆさーい！　酔っぱらってなんかいないにゃー！」

「ベロベロじゃないか……」

「ひしょかー！　私は決めたぞー！」

「はあ……決めたって、なにを？」

「将しよう来らいの目標らっ」真っ赤な顔のままで、サクヤは握にぎり拳こぶしを固めて、「私は、《およめさん》になるっ。無む論ろん、ひしょかのっ！」

「いや、それは……」

「だまれっ！　なるったら、なーゆーのー！　もう決めたんらもんっ！」

　子どもみたいに叫さけんだサクヤは──ぽてんっ。電池が切れたみたいに、僕にしなだれ掛かってきた。うーっと小さく唸うなりながら、

「必然的にヒソカの将来の目標は《おむこさん》に決定ら。イヤとは言わせないろ。それとも他ほかに、将来なりたい職しよく業ぎようとかあるれら？」

「……特にないよ。オメガになった瞬しゆん間かんから、そんなこと考えられなくなっちゃってさ。小さな頃は将来の夢ゆめとかあったんだけどね」

「ふみゅ、小さな頃はなにになりたかった？」

　僕の夢、それは──小さく肩かたを竦すくめて、

「……恥はずかしいからナイショにしとくよ。言ったらきっと笑われるしさ」

「笑わない。だから、言え。さもなくば嚙かむ。あぐっ」

「嚙んでる！　もう鼻を嚙んでるよ！　きみが嚙んだら、本当に傷きずつくんだよ、僕は！」

「やめて欲ほしくば、白はく状じようしろにゃーっ！」

　ったく、この酔っぱらいめっ。つーか、誰だよ？　サクヤにお酒なんか渡わたしたのは！

「はーやーくー言ーえー！」

「あー、わかった、言うよ！　笑うなよ!?」

　幾いく度ども咳せき払ばらいをした後で、口を開いた。

「…………………………………………………………………………………正せい義ぎのヒーロー」

「……ぷっ。あははははは！」

「コラ、笑わないって言ったろ!?」

　僕の身体からだの上から転げ落ちるように、桜さくらの花びらが積もったレジャーシートに寝ね転ころがったサクヤは足をバタバタさせて、

「にゃはははははっ、だって、ヒソカが正義の味方なんて！　似に合あわないにもほどがある！　はははははっ！　ああ、おかしい！」

「笑いすぎだよ……」

　自分でも似合わないと思うけどさ。

　ひとしきり笑い続けた酔っぱらいは、「ふにゃ～」と気持ちよさそうな声を出して、横たわったまま高い空を見上げる。

「……ん？　あれは、なに？」

　指さした先には、《ナギサ》《タケル》と彫ほられた文字があった。

「記念に名前を彫っていったんだろ」

「そうか。記念か……よしっ！」ヘッドスプリングで立ち上がったサクヤは、フラフラしながら僕に向かって手を伸のばしてくる。

「私たちの名前も書いていこう!!」

　小さく頷うなずいて、恋こい人びとの手を取った。




《ヒソカ》

《サクヤ》

　街を見下ろせる丘おかの上、桜の老木に刻きざんだ二つの名前を、サクヤは満足げに見上げて、

「桜の樹きには悪いことをしたけど……いい記念になったな」

「……そうだね」

「もしも、私たちが離はなればなれになったとしても、この桜が証しよう明めいしてくれる。私とヒソカは、この街で出で逢あったということを……」

「うん。平和になってからも、ずっと、ずっと……街を見下ろせるこの場所に、僕たちが恋をした証あかしが残り続けるね」

　僕たちは寄より添そいあったまま、二つの名前を見つめ続けていた。

　ふいに、春の風が吹ふき抜ぬけて、

　桜の花びらが美しく舞まい散った。

「ヒソカ……。私は思うんだ。桜が、こんなに綺き麗れいなのは、散ってしまうからじゃない」

　僕たちの上に薄うす紅べに色の雨が降り注ぐ。

「死んで散つてしまうから美しいなんて、私は認みとめたくない」

「…………」

「この世のどこかに、永えい遠えんに咲さき続ける桜もある。その桜だって、きっと、すごく美しいって、私は思うんだ」

　僕はサクヤの手を握にぎり締しめて、

「……そうだね。きっとあるよ。ずっとずっと、美しい花を咲かせ続ける桜が……」

　粉雪のように降り続く、桜の花びらに打たれながら。

　僕たちは飽あかず桜に刻まれた名前を見上げ続けていた──

　どのくらい、そうしていただろう。

　突とつ然ぜん、背せ筋すじに強い悪お寒かんを感じた。この感覚は最近ご無ぶ沙さ汰ただね。

「サクヤ、天使が来る」

　その一言だけで、サクヤは恋人の顔から、対天使兵器ルシフエリオンの表ひよう情じようになった。

　すっかり酔よいも吹き飛んだらしい。鋭するどい眼まな差ざしで眼がん下かの街を睨にらむ。

「……すぐ近く。二体現あらわれる。行けるか？」

「もちろん！　案内して！」




　オオオオオオオォォォォォォ……

　住じゆう宅たく街がい。公園。ブランコのそば。

　降ふり積もった桜の花びらを吹き散らすかのように、天使の慟どう哭こくが響ひびき渡った。

　小さな公園だからか、花見客の姿すがたはない。

　しかし──

「ほら、逃にげるぞ！　がんばれっ！」

　幼よう稚ち園えんぐらいだろうか。小こ柄がらな少年が、女の子の手を引いて逃げようとしてる。少女は足にケガをして動けないみたいだ。

「わたしのことは、もういいよう……。たっちゃん、ひとりで逃げて……」

「なにいってんだよ！　そんなことできるわけないだろ！　くっそー！　天使どっかいけー！　ばっきゃろー！」

　泣きじゃくる女の子を庇かばうように腕うでを広げて、少年は巨きよ大だいなメスを持った天使を睨んだ。

　慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみで天使は幼おさない二人を見つめて、錆さび付いた刃やいばを振ふりかぶった。

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ……!!

　凄すさまじい速度で凶きよう刃じんが振り下ろされる。

「うわあああ!!」「きゃあああああ!!」

　幼い二人の身体が同時に両りよう断だんされそうになった刹せつ那な──激はげしい血ち飛沫しぶきが上がった。

「……大だい丈じよう夫ぶかい？」

　引きつるような痛いたみを背せ中なかに感じながら、僕は子どもたちに声を掛かける。

　間かん一いつ髪ぱつ、二人の身体に飛びついて、庇ってあげたんだ。

　僕の腕の中、涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃの顔で少年は幾いく度ども頷く。

「へーき……。だけど、お兄ちゃんが……！」

　ごぼり──マグマから泡あわが吹き上がるような水っぽい音と共に、背中からメスが引き抜かれた。さらに血けつ液えきが噴ふき出して、女の子が小さな悲鳴を上げる。

　冷たい風が吹き抜け、背はい後ごで天使が凶器を振り上げる気配がした。

「お兄ちゃん……逃げて……！」

「安心していいよ。ノロマな対天使兵器ルシフエリオンが、そろそろやってくるからね」

　僕の言葉とサクヤの裂れつ帛ぱくの気合いが響き渡わたったのが、ほぼ同時。

「ハァァァァァァァ────ッ!!」

　ドンッ──鈍にぶい音と共に、背後で目ま映ばゆい光が降り注いだ。

　立ち上がって、振り返る。

　戦せん闘とうを終えたサクヤが太もものホルスターに、大たい剣けんの柄つかをしまっているところだった。

「ノロマとは聞き捨ずてならないな。もう一体いた天使を一いつ瞬しゆんで屠ほふったのに」

「あとちょっと遅おそければ、このコたちがやられてたろ？　危あぶなかったと思うけどね」

「ふん、おまえが子どもたちを守るだろうと踏ふんで、私は戦闘に専せん念ねんした。もし彼らが危き険けんに晒さらされたならヒソカの責せき任にんだっ」

「あ、あの…っ！」背後で男の子が大きな声を出した。怯おびえるように瞳を丸くしてる。

「お兄ちゃんは、なにものなの……？」

　少年の視し線せんは、僕ぼくの背中に注がれていた。光の粒つぶが噴き出し、天使にやられた傷きずが治ち癒ゆされていくようすを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　……しまった。油断した。

　生せい存ぞん者しやがいる場合は、さっさと立ち去るのがセオリーなのに……不死身の身体からだを見られてしまうなんて、たるんでる証しよう拠こだ。

「僕は──……」

　誤ご魔ま化かすために、口を開く。

　しかし、出で任まかせを口にする前に──

「怖こわがらなくてもいい」

　不器用な手つきで、サクヤが少年の頭をクシャクシャと撫なでた。

「コイツは、悪そうな顔をしているが《正せい義ぎのひーろー》なんだ」

「ヒーロー……？　ホントにっ!?」

「うん。《おめがまん》っていう、正義の味方だ。正義の力で傷も治ってしまうんだ！」

「すごーいっ！」少年の背中にしがみついていた女の子も感かん嘆たんの声をあげる。

「お、おい、サクヤ！」

　小声でたしなめたけれど、サクヤは聞く耳を持たなかった。大げさに手を広げて、

「近ごろ、世界が平和でしょう？　それも、全部《おめがまん》のおかげなんだぞっ！」

　やれやれ……。なに勝手なコト言っちゃってんだよ。つーか、《オメガマン》はないだろ。今時のオコサマが、そんなベタなネーミングのヒーローをありがたがるワケが──

『すごいすご[image: ][image: ][image: ][image: ]いっ！』

「う……っ!?」

　幼い少年と少女は、キラッキラした瞳で僕を見つめていた。

「さあ、《おめがまん》！　天使と戦った勇ゆう敢かんな二人に言葉を掛けてあげて！」

　なんつー、ムチャ振りだ……。なに喋しやべってもスベるじゃないか……！

　断ことわりたかったけど……少年たちはソンケーと期待が混まじった輝かがやく視線で僕を見つめてる。裏うら切ぎるワケにもいかないよな……

　仕方なく僕は──ああ、くそっ、恥はずかしいなっ──子どもの頃ころに憧あこがれていた変身ヒーローの決めポーズをとった。

「ぼ……僕はオメガマンだっ！　この世界を平和にしてみせるゼ！」

「カッコイイ……！」

　少年は口を半開きにして感嘆の声を漏もらした。

　よかった。危あやうく凍とう死しせずに済すんだみたいだ。

　幸か不幸か、天使の襲しゆう来らいを知ったらしい大人たちが血相を変えて駆かけ寄よってきてる。三文芝しば居いはさっさと終わりにしよう。

「おっと、僕は、もう行かなくちゃいけない。オメガマンのことは、オトナにはナイショにしてくれよな！」

　真剣な顔して頷うなずいた少年の手を取って、女の子の手に重ねてやった。

「彼女のコト、守ってあげるんだよ。たとえ、この先、なにがあってもね」

　男の子はギュッと女の子の手を握にぎりしめる。

「うんっ、わかったよ。オメガマン！」

　子どもたちの声せい援えんを背中に受けながら、オメガマンと有ゆう能のうなパートナーは、公園から全速力で逃にげ出した──




「はぁっ……はぁっ……！」

　砂すな浜はままで逃げてきた僕たちの耳に、巨きよ大だいなプロペラが旋せん回かいする唸うなりが聞こえてきた。

　遥はるか水平線の彼方かなたを向いて、大きな発電用の風車が回ってるんだ。

　以前、神代市の浜辺には《オバケ灯とう台だい》と呼よばれる街のシンボルが建っていたけど、今はこの風車が新たなシンボルとなっている。

　心地ここちいい潮しお風かぜを火ほ照てった身体に浴びながら、僕たちは思わず顔を見合わせて──

『ぷっ…、ふふっ、あはははははははは！』

　どちらからともなく、笑い出した。

　なにがそんなに面おも白しろいのかわからなかったけれど、とにかく可笑おかしくて可笑しくて堪たまらなかった。腹はらを抱かかえて、涙なみだを浮うかべて、手を叩たたいて、ひたすら大だい爆ばく笑しようしてしまったんだ。

　サクヤは目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、

「ああ、面白かった。まさか、ヒソカがあんなポーズを取るとは」

「笑うなよっ！　子どもの夢ゆめを壊こわさないように必死だったんだ。つーか、きみこそ、オメガマンはないだろ？」

「素す晴ばらしいネーミングじゃないか」

　呼こ吸きゆうを整えながら、サクヤは一つ頷いた。

「ヒソカが《正義のひーろー》を目指してたなんて聞いて笑ってしまったけれど、撤てつ回かいする。案外、向いてる職しよく業ぎようだと思う」

「ははっ、やめてくれよ。僕は正反対の存そん在ざいなんだ。ガラじゃないって」

「そんなことはない。おまえは、イジワルで冷血なフリをしてるけど、本当は優やさしいヤツだ。誰だれも傷つけたくない。みんなを守りたい。そう願ってるって、私は知ってる」

　僕の方を向き直ったサクヤは照れくさそうにしながらも、キッパリと言った。

「ヒソカの、そーゆーところを、私は好きになったんだからなっ」

「……ありがとう。素す直なおに嬉うれしいよ」

「ところで、その……ヒソカはどうなの？」

　モジモジしながら尋たずねてくる。

「私のどこを好きになってくれたの？　自分で言うのもなんだけど、私は戦いのことしか知らないガサツな女の子だと思う。あまり好きになってもらえるようには……」

「んーまあ、確たしかに、言うとおりだね。初めて作ってくれたお弁当は死ぬかと思うぐらいマズかったし。初めてのデートじゃあ、延えん々えん一〇キロくらい歩かされたしね」

「う、うるさいっ！　バカにするなっ！」

「って、きみが言ったことを肯こう定ていしただけだろ！　逆ぎやくギレすんなよっ！」

「だ、だって……っ！」悔くやしそうに上目遣づかいで僕を睨にらんだ。

　海風に吹ふかれて乱みだれてしまったサクヤの髪かみを、そっと撫でて整えてあげながら、

「冗じよう談だんだってば。サクヤも女の子らしい部分、いっぱい持ってる。僕は、きみのそーゆーところに惹ひかれていったんだ」

「そ、そうなのか……。だったら、初めからそう言えばいいんだ。もう、バカっ！」

　サクヤは拳こぶしを振ふり上げた。

　殴なぐられる前にひょいと飛び退のいて、僕は白い砂浜を駆け出す。

「あははは、ごめんね！　謝あやまるよ！」

　サクヤから十分に距きよ離りを取って叫さけんだ。

「でも、これだけは言える！　世界中で誰にも負けないくらい、きみのことが好きだよ！　きっと、きみが僕を好きなこと以上にね！」

　すると、恋こい人びとは眉まゆを釣つり上げた。

「それは聞き捨ずてならない。ヒソカを好きな気持ちは、私の方が上だっ！　ゼッタイに誰にも負けないんだからっ！　撤回しろ！」

　ミニスカートの裾すそを翻ひるがえらせて、サクヤが追いかけてくる。

　笑いながら逃げる僕。顔を真っ赤にして追いかけてくるサクヤ。

　たぶん、端はたから見たら安っぽい青春ドラマにしか見えないだろうね。

　しかも、そんな恥ずかしすぎる行動は、やがては究きゆう極きよく進しん化かを遂とげてしまう。

「サクヤが好きだー！」

「うるさーい！　私だってヒソカが好きー！」

　僕たちは海に向かって叫んでしまったんだ。

　普ふ段だんの僕ならゼッタイにしない行動。

　でも、すごく気分がよかった。

　清すが々すがしさすら感じたんだ。

　穏おだやかな日差し。煌きらめく波。白い砂浜。回り続ける風車のプロペラ。遠くで鳴いてるカモメ。優しく風に舞まう薄うす紅べに色の花びら。

　仮かり初そめの平和に満たされたセカイに、

「大好きだー！」

　僕とサクヤの声が響ひびき渡わたった。

　僕とサクヤの恋が響き渡った。




　狂くるい咲ざく桜さくらの花みたいに、

　僕たちの恋は、美しく咲き誇ほこっていたんだ。
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『サクヤと過すごした最後の一週間は、本当に幸せだった。

　悔くいのない恋をすることができたって、胸むねを張はって言えると思う。




　僕たちの恋は綺き麗れいに咲いているけれど、間もなく散ってしまうだろう。

　だけど、サクヤ──きみには、新しい恋をして欲ほしいと思ってる。




　きみは言っていたよね。

　咲き続ける桜も、どこかにあるはずだって。

　一いつ緒しよには探さがしてあげられなかったけれど、次こそは見つけて欲しい。




　永えい遠えんに咲き誇る、美しい桜の花を、ね……』
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　夜。大だい銀ぎん河が荘そう。二人の住んでいるアパート。

　月明かりだけが差し込こむ、薄暗い僕の部屋。薄く開いた窓まどから、温かな春の風と、裏うら手てを流れる小川のせせらぎが忍しのび込んでくる。

　すっかり遊び疲つかれているにもかかわらず、僕たちは部屋に戻もどってもお喋しやべりを続けていた。

「明日は日曜日。もう一日、自由に遊べるな！　ヒソカはなにをしたい？」

「そうだなあ。遊びに出で掛かけるのもいいけど……一日中ゴロゴロしてたいかな」

「うん。それも悪くない」

「あれ？　ゼッタイに怒おこられると覚かく悟ごしてたんだけどな。『そんなナマケモノみたいなのはダメだ！』とか言ってさ」

「怠たい惰だなのは大だい嫌きらいだ。でも、ヒソカと一緒に《ぼーっとする》のは悪くないと気付いた。アレはなかなかいいものだ」

「ははっ、僕のナマケ癖ぐせが伝染うつっちゃったみたいだね」

「まったくだっ。責せき任にんとれっ」

　そんな毒にも薬にもならない──普段の食事みたいな会話。

　なにをそんなに話すことがあるんだろうって、自分でも不思議なくらいだけど、会話はなかなか途と切ぎれない。

　僕の布ふ団とんに二人で並ならんで、うつぶせに寝ね転ころがって。

　足をバタバタさせながら、笑い合って。

　くだらないことを、ひたすらに喋り続ける。

　ただそれだけのことが、楽しくて仕方がなかったんだ。

　お喋りがようやく途切れたのは、日付が変わった頃ころだった。

　ドンッ──横たわったまま体当たりするみたいに、サクヤは肩かたをぶつけてきたんだ。

「ヒソカ。許きよ可かする」

　それきり、黙だまり込んで僕を見つめる。

「……許可するって、なにが？」

　サクヤは、僕の方を見ながら、もう一度、肩をぶつけて、

「許可すると言ったら、許可するっ」

「だから、許可するってなんの話だよ？」

「もうっ、察しが悪いな。皆みなまで言わせないで」

　月明かりの下、ちょっぴり頰ほおを染そめたサクヤは瞳ひとみを閉とじた。

「ちゅーすることを許可してやる。んっ」

「素す直なおにちゅーしたいって言えばいいのに……」

「う、うるさいっ」

　苦笑しながら、サクヤに口付けをする。

　ついばむような優やさしいキスを二回。サクヤの方から、一回。

　その後で、もう少しだけ深い口付けをした。

　躊躇ためらいながらも僕の首に手を回して、サクヤは僕を受け入れてくれる。たどたどしい舌したづかいだったけれど、彼女なりに懸けん命めいに応こたえてくれた。

　そんな優しいキスの後で、僕たちは無言のままで見つめ合う。

　アパートの裏手を流れる小川のせせらぎが、少しだけ大きく聞こえた。

　そっとサクヤの手を握にぎる。彼女の柔やわらかな手のひらは熱くなってる。

　触ふれ合った肌はだを通して──とくん、とくん──早まっていく鼓こ動どうを感じた。

　潤うるんだ瞳で僕を見つめ、なぜか泣きそうな声でサクヤは口を開く。

「あ、あの……ヒソカさえイヤでなければ……。わ、私は……」

　僕は恋人の言葉を遮さえぎるように、長い髪かみを優しく撫なでてあげる。

「サクヤに、お願いがあるんだ」

「な、なに？」

「傷きずを見せて欲しい。きみの背せ中なかの傷を……」

　桜色したサクヤの唇くちびるが、怯おびえるようにわずかに震えた。

　彼女の肩けん胛こう骨こつの辺りに二ふた筋すじ、深い傷が走っている。その傷きず跡あとを見た男の子が発した『気持ち悪い』という心ない一ひと言ことによって、サクヤのココロはひどく傷つけられてしまった。誰にも傷を見せたくないって思うようになっていたんだ。

「すごく醜みにくいから……ヒソカをイヤな気分にさせてしまう……。あのときのように、部屋から出て行きたくなってしまうかもしれない……」

《恋をするために必要だから》

　そんなウソをついて、僕は、サクヤを抱だこうとしたことがあった。彼女なんて大切じゃないと思い込むために……

　サクヤは勇気を振ふり絞しぼって傷を見せてくれたのに、僕は卑ひ怯きようにも彼女の前から立ち去った。彼女が傷つくことをわかっていながら、ココロのカサブタを搔かきむしるようなマネをしてしまったんだ。

「頼たのむよ。見たいんだ」

　もう一度、サクヤの髪を撫でる。

　すると、意を決したように、彼女は身体からだを起こした。

「あまりジッと見ないで欲しい……」

　震える声でそう呟きながら、布団に座すわったままサクヤは後ろを向いた。小さく唇を嚙みながら、服のボタンを外していく。

　微かすかな衣きぬ擦ずれの音を立てて、サクヤの背中からシャツが滑すべり落ちた。

　青白い月の下、輝かがやくように白いサクヤの裸ら身しんが露あらわとなる。

　背中には二本の深い傷跡が残っている。

「手しゆ術じゆつの痕なんだ……。対天使兵器ルシフエリオンになるための装そう置ちを埋うめ込むための……」

　震える声で、サクヤは口を開く。

「き……気持ち悪いでしょう……？」

　彼女の問いには答えず、

　僕はただ──そっと傷跡に唇を寄よせた。

「んぅっ……。ひ……ヒソカ……？」

「気持ち悪くなんて、ないよ」

「本当に……？」

「この傷は、きっと、翼つばさを引き千切った痕なんだよ。きみは、自分の《翼》を失って、対天使兵器ルシフエリオンになったんだ」

　傷をなぞるように、幾いく度ども、幾度も、キスをする。

　そのたびにサクヤの華きや奢しやな背中が震えた。

「サクヤは自由に飛べるはずの《翼》と引き替かえに《力》を得た……。自分の《日にち常じよう》を犠ぎ牲せいにして、戦い続けたんだ」

「…………」

「この傷は、きみが対天使兵器ルシフエリオンとして頑がん張ばってきた証あかし。たくさんの人を助けてきた証拠だよ。決して、気持ち悪くなんてない」

　恋こい人びとの身体を後ろから抱きしめる。

　耳元で、僕ぼくの本心を囁ささやいた。

「すごく、綺き麗れいだ」

「うれしい……」

　サクヤの頰ほおを、一筋の涙なみだが伝っていく。

「ヒソカがキスをしてくれたから……もう平気だ。この傷を誰に見られても、私は恥はずかしくない……」

　小さく頷うなずいて、恋人を抱きしめる手に力を込めた。

　後ろから抱きしめたまま、唇を重ね合わせる。

　視し線せんを絡からめ合わせながら、ゆっくりと二人とも布団に横たわった。

　もはや、《許可》も、《言葉》も、《理由》も、《言い訳わけ》も、必要ない。

　サクヤのことが大切だからこそ、愛しているからこそ、抱きしめている。

　僕たちは恋をしているから。

　愛いとおしくて、愛おしくて、たまらないから。

　だから──




　僕たちは、お互たがいに求め合った。
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　微かな寝ね息いきを立てているサクヤの傍かたわらで、ロウソクの灯あかりを頼たよりに、僕は手紙の続きを綴つづっていた。

『僕の行き着く先が、天国なのか地じ獄ごくなのかわからない。僕は、いろんな人を傷つけてしまったから、地獄行きかもしれないな……。

　どんな場所に行っても、きみのことは忘わすれたりしないよ。きみが幸せになることを、ずっとずっと願い続けているから──……』

　そこまで書いたところで、筆を止めた。

「ダメだね、これじゃ……」

　便せんを破やぶり捨すてる。

　僕を殺すことになるサクヤに、早く立ち直ってもらいたいから手紙を書いてるのに、未練がましい内ない容ようになっちゃってるよ。

　サクヤのために、最後になにをしてやれるのか。死んでいく僕にもできることを、考えなきゃいけないな……

　深いため息を吐つきながら、僕の布ふ団とんで瞼まぶたを閉とじているサクヤの顔を、そっと窺うかがう。

　彼女の寝顔を見ているだけ。

　それだけで、愛いとおしさが込み上げてくる。

　未練がないなんて言ったら、ウソだ……

　死にたくない。

　死にたくない。

　死にたくない。

　サクヤとの恋が終わるなんてイヤなんだ。

　彼女と過すごす日々は、すごく幸せだった。

　幸せであればあるほど、終わりの瞬しゆん間かんが来るのが怖こわくなっていく。

《サクヤのために死ぬ》

　そうココロに決めたはずなのに、

「僕は、本当に死ねるのかな……」

　幸せが決意を蝕むしばんでいた。

　ふいに、サクヤが瞼を開いた。

　寝顔を見つめていた僕と目が合う。

「ごめんね。起こしちゃった？」

「…………」

「どうしたの？　ぼおっとして……？」

「……ううん。なんでもない。目を開いたら、ヒソカがいて……それが幸せだっただけ」

　消え入りそうな声で呟つぶやいたサクヤの頰ほおを──

　涙なみだの雫しずくが、伝った。
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　そんな風にして、最後の一週間が終わった。
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「ヒソカに、お願いがある」

　三月九日。世界滅亡カーテンコール、前夜。

　サクヤは僕に提てい案あんをしてきた。

「最後に試ためしてみたいんだ。

　私たちのセカイを救う最後の方法を……」





【卒業まで　残り１日】









　　　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ　Ⅵ──三月一〇日　イブ







　三月一〇日。午前一〇時。現げん在ざいは使われていないサナトリウム。

　白い壁かべ。純じゆん白ぱくのカーテン。清せい潔けつなシーツ──なにもかもが白に染そまった部屋。

　開け放たれた窓まどから──ふわり、と。

　春の匂においのする風に乗って、ひとひらの桜の花びらが舞まい込こんできた。

　部屋の中で妖よう精せいが踊おどるように、花か弁べんが鮮あざやかに舞う。

「きれい……」

　ゆっくりと瞼を開いたイブが最初に目にしたものは、舞い踊る桜の花びらだった。

　ベッドに横たわったまま、そっと手を伸のばしてみる。

　薄うす紅べに色の花弁は、イブの指先をすり抜ぬけて──どこかへ消えてしまった。

　上半身を起こして、室内を見み渡わたす。

　ベッドがあるだけで、他ほかにはなにもない部屋。白いリノリウム張ばりの床ゆかには、桜の花びらはおろか塵ちり一つ存そん在ざいしていない。あまりにも清せい浄じようだった。

　ここは、どこだろう？

　どのくらい眠ねむっていたのだろう？

　当然の疑ぎ問もんが、ようやく湧わき起こってくる。

　しかし、記き憶おくの糸をたぐっても、なにも想おもい出すことはできなかった。

　イブに辿たどることができた最後の記憶は──……







　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満開の桜の下で







　愛していた少年と約束を交かわして、天使との戦いに赴おもむいたシーン。

　……ううん、違ちがう。

《約束》なんて、綺き麗れいなものじゃない。

　密ひそかくんを殺すことができなくて。

　壊こわれていく世界を見過ごすこともできなくて。

　目の前の《苦く悩のう》から目を逸そらしただけの逃にげ口上に過ぎない。

　密くんに《生きて》欲ほしいという願いも込めていたのだけれど……

　同時に、密くんを殺す《覚かく悟ご》ができなかったことを白はく状じようしている言葉なのだ。

　その言葉を残して最愛の少年と別れた光景を最後に、イブの記憶はなくなっていた。

「あれから、どれほどの時が過ぎたのかしら……？」

　春風が吹ふき込んで、カーテンが緩ゆるやかにはためいている。目ま映ばゆさに目を凝こらしながら、開け放たれた窓を眺ながめる。

　窓の向こうには、抜けるような青空が広がっていた。

「密くんは、どんな風に《生きた》のかしら……？」

　ベッドからそっと足を降おろす。冷たいリノリウムの感かん触しよくを素す足あしに感じた。

　ゆっくりと窓辺へ近づいていく。

　純白の入院着と銀色の髪かみが、風に揺ゆれる。

　白い窓辺に手をついて、外の景色を眺めて、

「ああ……」

　思わず、声が漏もれた。

　桜の花が、咲さき誇ほこっていた。

　天使に回かい収しゆうされたのだろう。サナトリウムの周囲には一軒けんの建物も建っていない。そのため病室の窓からは多くの桜の木々を眺め渡すことができたのだ。

　あまりの美しさに、ため息を漏らしてしまった。

　ふと、脳のう裏りに歌がよぎった。

《Loves, so that want to kill.──殺したいほど、愛してる》

　小さな声で口ずさむ。




Suddenly.Sadness knocks on the door.悲しみは、いつだって突然やってくるのね




I missed you, and my world is over.あなたを失ってしまい、私の世界は終わってしまった




Why does the sun rise, and is the star blinking?それなのに、どうして明日はやってくるのかしら




I love you. Take me to the world where you are.私も連れていって欲しい、あなたのいる世界へ




I love you. Loves, so that wanted to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる







　歌い終えたのを見み届とどけたように──










　青空が裂さけた。










　ガラスにヒビが入ったように、天空を不気味な断だん裂れつが走り抜けていく。

　イブは、自らが目覚めた理由に気付いた。

「今日が、世界の終わりの日なのね……」

　満開の桜さくらを見つめながら、呟つぶやく。

「卒業の日は、もう過すぎたのかな……。行ってあげられなくて、ごめんね……」

　空に走った亀き裂れつの向こう側から、微かすかに天使の慟どう哭こくが響ひびいてきた。

「《運命》から、私だけ逃げ出してしまって……。本当に、ごめんね……」

　この世界が最終楽章を迎むかえたことを告げる天使の歌声を聞きながら、イブは呟く。










　ねえ、密くん……







　きみは、どんな選せん択たくをしたの？

















３月10日（水）

　Loves, so that want to kill.

　　──殺したいほど、愛してる















　死んでいく世界で、

　確たしかに、僕ぼくたちは《生きて》いた。




　　　　[image: ]




　三月一〇日。午前一〇時。桜さくらヶが丘おか高校。

「絶ぜつ好こうの卒業式日和だね……」

　学校の前庭は、昇しよう降こう口ぐちまで桜並なみ木きになっている。満開の桜の下に立ち、僕は晴れ渡わたる空を見上げていた。

　高い青空に薄うす紅べに色の桜の花びらが舞まい踊おどってる。校門の向こう側に広がる街も、桜色に染そまっていた。今日で全すべてが終わってしまうとは思えないくらいに綺き麗れいだ。

　天使の大だい軍ぐん団だんが現あらわれて地上にある全ての人工物を奪うばっていく現げん象しよう──《大だい回かい収しゆう》が発生するとアダムに教わったけれど、まだ天使は出現してない。

　でも、今日が《最後の日》であることは、バケモノどもの姿すがたを見ずとも僕にはわかる。

　激はげしい悪お寒かん、吐はき気、目眩めまい……この世の全てが別のものとすり替かわったかのような感覚──《違い和わ感》と呼よんでいる天使の出現する強い予よ兆ちようを断続的に感じていたんだ。

　まもなく《世界滅亡カーテンコール》は最終段だん階かいを迎むかえるだろう。世界が滅ほろびるか、否いなか。ついに瀬せ戸と際ぎわまでやってきたんだ。

　春風に乗って、体育館に集まった生徒たちの微かすかなざわめきが僕の耳にも届とどいてくる。そろそろ卒業式がはじまる時間だ。

　高たか天まが原はらセンパイ主しゆ導どうの下、生徒たちが手作りした卒業式。物ぶつ資しがゼンゼンなくて、開かい催さいは危あやぶまれていた。無事に開けて、本当によかったと思う。

　出られないのが、残念だな……

「待たせたな、ヒソカ」

　降ふりしきる花びらの雨に打たれながら、深緑色の筒つつを抱かかえたサクヤが立っていた。制せい服ふくの胸むな元もとには桜の造ぞう花かを挿さしている。

「無理を言って《そつぎょうしょーしょ》を先にもらってきたんだ。ヒソカの分もある」

「…………」

「ん？　どうしたんだ、黙だまり込こんで」

「……サクヤって、桜の花が似に合あうよね。すごく綺麗だ」

　艶つややかな黒くろ髪かみ。抜ぬけるように白い肌はだ。桜おう花かと同じ色をした唇くちびる。薄紅色の霞かすみの中に立つサクヤの姿は、あまりにも可か憐れんだった。

「………………バカ」

　ちょっぴり頰ほおを染めつつ、抱えていた卒業証しよう書しよの入った筒を差し出してくる。

「ありがとう」お礼を言いながら受け取った時、体育館からアナウンスが聞こえた。

《ただいまより、第四五回　私立沙さ庭にわ学園・桜ヶ丘高等学校の卒業式を開催します》

「はじまったみたいだね」

　生き残った教きよう師しを代表して、担たん任にんの斑鳩いかるがちゃんが卒業生に言葉を贈おくっている。涙なみだもろい人だから、早くも号ごう泣きゆうしてるみたいだ。

　眩まぶしいものでも見るように目を細めて、サクヤは体育館の方を眺ながめてる。

「そうだ。もう少しだけ時間がありそうだから、二人だけの卒業式をしようよ」

「二人だけの卒業式？」

「卒業証書、読んであげるよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、サクヤは頷うなずいた。

　筒を受け取って、フタを引き抜く。ポンッという小気味よい音が響ひびいた。

「卒業証書授じゆ与よ」

　高天原センパイ直筆による手作りの卒業証書を筒から引き抜いて、

「それじゃ、読むよ──有あり栖す川がわ咲さく夜やさん」

「はいっ」

　姿し勢せいを正し、いい返事をするサクヤ。

　だけど、お互たがいに気き恥はずかしくなって、顔を見合わせて笑ってしまう。

「もう、真ま面じ目めにやれっ」

「サクヤだって笑ってるじゃないか」

　笑顔でじゃれ合いながら、僕はセンパイの達筆の文面を読み上げた。




『有栖川咲夜。

　右の者は、私立沙庭学園・桜ヶ丘高等学校の全課か程ていを修しゆう了りようしたことを証明する。

　勉学のみならず、世界滅亡カーテンコールなどという最悪の災さい厄やくに見舞われながらも、最高の友人らと手を取り合い、遊び、語らい、笑い、助け合ったことを証明する。

　運命の相手と出で逢あい、傷きずつきながらも懸けん命めいに恋こいをし、愛し抜いたことを証明する。

　誰だれがなんと言おうと、右の者は高校生活を全力で駆かけ抜け、目ま映ばゆいくらいに輝かがやく青春を過すごしていたことを、ここに証明する!!

　シドと末永く幸せにな！

　桜ヶ丘高等学校　生徒会長　高天原Ａはじめ』




　読み終える頃ころには、サクヤは神しん妙みような面おも持もちになっていた。

「卒業おめでとう、サクヤ」

　緊きん張ちようしてるのかな。それとも感動してるのかな。サクヤは微かに手を震ふるわせながら、卒業証書を受け取る。

「……ちゃんと学校を卒業するのは、生まれて初めてだ」

　達筆の文字をジッと見つめて、

「オメガが高校に通っていたから潜せん入にゆうしただけなのに……。初めは、なんて無む駄だなことをしてるんだろうと思ったのにな……」

　卒業証書を大事そうに抱だきしめた。

「今は、すごく愛いとおしい」

　なにかを想おもい返しているように瞳ひとみを閉とじて、

「桜ヶ丘高校に通えてよかった。クラスメイトはいっぱい死んでしまったけれど……生き残ったみんなと、今日を迎えられて幸せだ」

　ゆっくりと目を開いたサクヤは、はにかむように微笑んで僕を見上げた。

「これもヒソカのおかげだな」

「ううん。確たしかに学校に来ることになったのは僕のせいかもしれない。でも、素す敵てきな日々を送れたのは、きみが頑がん張ばったからだよ」

「違ちがうっ！　ヒソカがいたからこそ私は……って、ケンカしても仕方がないな。二人の協力で素晴らしい学校生活が送れたってことにしよう。ヒソカの《しょーしょ》も読んであげる」

　恋人の言葉に素す直なおに頷いて、卒業証書を読んでもらった。

　どうやらセンパイは一人一人に違う言葉を贈ったみたいだ。僕のには『有栖川を泣かすなよ！　ヘタレもほどほどにな！』なんて書き添そえられてた。ったく、最後まで余よ計けいなお世話が好きだね、高天原Ａって人は。

　一足先に二人だけの卒業式が終わった。卒業証書の筒は桜さくらの根本に並ならべておいておく。

「あの……ヒソカ、お願いがあるんだ」

　と、恋人は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「珊さん瑚ごさんに聞いた。卒業式の後で、好きな人の《第二ボタン》をもらう風習があるんでしょう？」

　頰ほおを染そめながら、僕の胸むな元もとを指さす。

「私もヒソカのボタンが欲ほしい……ん…だけど……。どれが第二ボタンなの？　たくさんあってよくわからない」

　ウチの学校の男子の制服には、左右二列に五個こずつ、計一〇個のボタンがついている。

「だったら、これをもらってよ」

　僕は迷まよわず、左側の上から二つ目のボタンを引き千切った。

「好きな人に渡わたすボタンが《第二》なのは、心しん臓ぞうに近いからなんだ。ハートに近いから、より想いが籠こもってるんだってさ」

「だったら、そのボタンは、ヒソカの分身みたいなものだな」

　ボタンには傷がついていた。サクヤに幾いく度ども心臓を一突つきにされたことがある。そのときに付いたんだろう。そんな傷きず跡あとすら懐なつかしく感じつつ、サクヤにボタンを渡した。

「ありがとう。一生大切にする」

「……おおげさだよ。いらなくなったら、捨すてちゃってもいいからね」

「ふん、冗じよう談だんじゃない。ずっとず[image: ][image: ][image: ][image: ]っと持ってる。ゼッタイに手放したりするもんかっ」

　口調とは裏うら腹はらに、サクヤは真しん剣けんな顔をしていた。祈いのりを捧ささげるみたいに、ぎゅっと両手でボタンを握にぎりしめる。

　ふいに──言葉が途と切ぎれた。

　どちらからともなく、見つめ合う。

　サラサラ、サラサラ──

　桜の舞まい散る音だけが、耳に届とどいてくる。

　視し線せんを絡からめ合う僕たちを包みこむように、春風が吹ふき抜ぬけた。

　花びらが鮮あざやかに舞って、なにもかもを薄うす紅べに色に染めあげる。

　サクヤの綺き麗れいな黒くろ髪かみが風になびいた。

　そっと手を伸のばして、乱みだれた髪を手ぐしですいてあげる。

　恋人は嬉しそうな、

　それでいて切なげな顔で、

　僕の手のひらに頰を寄よせた。

　柔やわらかな頰を指先で撫なでて──

「好きだよ、サクヤ」

　優やさしく口付けをする。

　触ふれ合った唇くちびるは、微かすかに震えていた。

「私も……ヒソカが、好き……」

　潤うるんだ瞳でサクヤは呟つぶやき、名残なごり惜おしそうに身体からだを離はなした。第二ボタンを大切そうにポケットにしまう。

　代わりに、首にペンダントのように掛かけている鍵かぎを制せい服ふくの胸元から引き出した。

「好きだから、ワガママを許ゆるして欲しい」

「ワガママだなんて、思ってないよ」

　一昨日の夜。サクヤは、こんな風に言い出した。『セカイを救う最後の方法を試ためしてみたい』って──

　僕を殺す以外にも、世界滅亡カーテンコールを止める方法があるのか？　と思ったけれど、違った。

　サクヤは、こう続けたんだ。

『世界を救うには、ヒソカを殺すしかない。

　でも、私はヒソカを殺したくない。

　ずっとずっと、一いつ緒しよにいたいんだ。

　だから、天使と戦わせて欲しい。

《大だい回かい収しゆう》がはじまったら……世界中が大だい打だ撃げきを受けるだろう。きっと神かみ代しろ市しを守ることすらもできないと思う。

　でも、学校さえ無事なら、それでいい。

　ヒソカと共に過すごした、小さいけれど、大切な学校セカイを守るためだけに。

　少しでもおまえと一緒にいるためだけに。

　私は、戦いたい。《運命》に抗あらがいたいんだ。

　頼たのむ。私のワガママを聞いて欲しい──』

《大回収》では、地上にある全すべての人工物が奪うばわれていくと言われてる。出しゆつ現げんする天使は、想そう像ぞうを絶ぜつする数となるだろう。完全に倒たおしきることなんて、できっこない。

　だけど、桜ヶ丘高校だけなら守り切れるかもしれないって、サクヤは考えたんだ。

　学校さえ無事ならば、僕とサクヤとクラスのみんなだけは生き残ることができる。

《大回収》後の地球に残された、小さな小さな僕たちだけのセカイで生きていける。

　そんな絶無にも近い可か能のう性せいにかけて、彼女は戦おうとしている。

　だから僕も、最後の望みを託たくすことにした。

　死を覚かく悟ごしていたはずなのに……

　オメガである僕が恋こい人びとにしてやれることは、死んであげることだけなのに……

「むしろ、自分勝手なのは僕の方だ。最後の選せん択たくをきみに委ゆだねてしまうんだからさ」

　サクヤに天使と戦ってもらっても、僕たちの学校セカイを守れそうになかったら──

　そのときこそは、《最後の契けい約やく》に従したがって、僕を殺してもらうって、決めたんだ。

　体育館から、珊瑚が答辞をする声が響ひびいてくる。半べそ状じよう態たいで『みんな、サイコーだよ！　ありがとうー！』なんて叫さけんでた。

　なにがあっても彼らだけは無事なように、高天原センパイには事前に『卒業式の間、生徒たちを体育館から出さないで欲ほしい』って頼たのんである。

　センパイは理由を尋たずねて来なかった。

　僕の顔を一いち瞥べつするや『いっちょ前に漢おとこの顔しやがって……』と呟いて、僕を抱だきしめてくれた。もう二度と逢あえないことが、センパイにはわかったのかもしれないね。

　沸わき起こる生徒の歓かん声せいを遠く聞きながら、

「僕は、なにもできないけれど……サクヤを信じて見ているからね」

　恋人は静かに頷うなずき、首くび筋すじにある鍵かぎ穴あなに鍵を差し込こんだ。彼女の全身が光に包まれる。

　一秒後には、サクヤは戦せん闘とう服ふく姿すがたとなっていた。桜の花びらの絨じゆう毯たんの上に、蝶ちようのようにスカートが広がる。両手を繫つないでいる金色の鎖くさりが涼すずやかな音を立てた。

　恋人ではなく対天使兵器ルシフエリオンの顔になって、僕を真まっ直すぐに見つめる。

「この学校だけは、必ず守り抜く」

　太もものホルスターから、大たい剣けんの柄つかを引き抜いた。禍まが々まがしい造ぞう作さくの黒こく刃じんが出現する。

　大剣を逆さか手てに構かまえなおし、切っ先を金色の鎖に押おし当てて、

「もしも、私が《暴走クラツシユ》して《力》に飲み込まれそうになったら……ヒソカが私を連れ戻もどして欲しい」

「わかってる。だから、どんなことがあっても、僕の腕うでに戻っておいで」

　サクヤの黒こく瞳どうを真っ直ぐに見つめ返した。

　頷き合ったのとほぼ同時──




　──ドクン。




　心しん臓ぞうが摑つかまれたみたいに、痛んだ。

　今まで感じた中で一番強い《違い和わ感》が、僕の身体を駆かけ抜ぬける。

　ついに、世界が終わる瞬しゆん間かんが訪おとずれたんだ。

「──サクヤ、来るよ」

　僕の言葉が合図であったように、

　綺き麗れいに澄すみ渡わたっていた青空が、裂さけた。

　ガラスにヒビが入るように、天球全体に亀き裂れつが走ったんだ。

　裂け目は徐じよ々じよに広がっていく。

　向こう側には、濃のう密みつな闇やみが渦うず巻まいていた。

　やがて、裂け目が空全体に広がって──




　声が。




　あまりにも悲しい慟どう哭こくが。

　あまりにも慈じ愛あいに満ちた咆ほう哮こうが。




　闇の向こうから。

　まるで、滅ほろびゆく人類に鎮魂歌レクイエムを捧ささげているみたいに。

　地上にいる全ての人の上に、降ふり注いだ。




　オオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォ──……!!




　殷いん々いんと響き渡る慟哭が最さい高こう潮ちようとなった頃ころ、

　幾いく条じようもの雷らい光こうが空を駆け抜けて──




　空間の裂け目から、天使が現あらわれた。




　天使──白い大理石でできたような身体からだを持つ怪かい物ぶつ。美しくはためく白い衣ころもを纏まとい、手に手に錆さび付いた刃やいばを携たずさえている。美しい女じよ性せいにも見える顔は悲しげで、双そう眸ぼうから血けつ涙るいを流し続けていた。

　初めのうち、天使の姿は空に浮うかぶ小さな白い点に過ぎなかった。

　しかし、見る間にひび割われた青空が白はく亜あに染そまっていく。無数の天使が闇の向こうから這はいだして来たんだ。

　怪物の群むれが太陽すらも覆おおい隠かくし、夜になったみたいに辺りが暗くなってしまった。

　神代市だけじゃない。恐おそらく、全世界的に同じような現げん象しようが起こっているだろう。

　滅めつ亡ぼうを悟さとったのか、狂くるい咲ざく桜さくらが嵐あらしのように舞まい散りはじめる。

「こんなにたくさんの天使を見たのは、はじめてだな……」

　空を覆い尽つくす天使の群れを一瞥したサクヤは、桜吹雪ふぶきに打たれながら微笑ほほえんだ。

　こんなときに笑うなんてオカシイって思う人もいるかもしれない。だけど、なぜ彼女が微笑んだのか僕ぼくには理り解かいできる。

　僕も同じ気分だったから。

　あまりにも過か酷こくな現実に直面し、苦しみ、悲しみ、涙なみだを流し、絶ぜつ望ぼうする──そんな段階レベルを乗り越こえた先にあるのは、不思議な静せい謐ひつなんだ。《悲ひ壮そうな決意》ってヤツは、ココロを穏おだやかにするみたいだね。

　サクヤは澄み切った笑顔を僕に向けて、

「それじゃ、ちょっとセカイを救ってくる」

　コンビニにでも寄よっていくみたいな気軽な彼女の口調がなんだかおかしくて、僕も笑ってしまった。

　もちろん、お得意の作り笑いとは別物だ。たぶん、一八年の人生で一番綺き麗れいに笑えた。

「サクヤ、気を付けてね」

　まるで巨きよ大だいな雲が落ちてくるみたいに、数え切れないほどの天使が降こう下かをはじめた。

　天使の咆ほう哮こうが耳に痛いたいほどに響ひびき渡る。

　大きく息を吸すって、吐はいて、

　対天使兵器ルシフエリオンは大剣を振ふり上げた。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　両手を縛いましめていた金色の鎖くさりを断たち切る！

　刹せつ那な、黒い光が迸ほとばしった。

　半瞬後、漆しつ黒こくの闇が消え去り──サクヤは《悪あく魔ま》のような姿すがたに変身していた。

　漆黒の羽根が抜け落ちては再さい生せいしていく翼。鋭するどく伸のびた爪つめ。肋ろつ骨こつのように腹ふく部ぶを覆う装そう甲こう。破やぶけたスカート。壊こわれた錠じよう前まえ。千切れた鎖。顔の一部と一体化している巨大な角。

　寒くもないのに、彼女の吐と息いきは白く煙けむっていた。牙きばの光る唇くちびるから白い息を漏もらしながら、炎ほのおのように燃もえる赤せき瞳どうで天使の群れを睨にらむ。

　アアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　力強い咆哮をあげて、サクヤは黒翼をはためかせた。桜の花びらを吹ふき散らしつつ、空へと駆け上がる。

　卒業式の続く体育館から──




　──仰あおげば尊とうとし　わが師しの恩おん




　クラスメイトたちの合唱する《仰げば尊し》が流れてきた。

　ゆったりとした曲をＢＧＭにして、たった一体の黒い悪魔が、叢むら雲くもの如ごとき白い天使の群れへと突つっ込んでいく──

　僕は、桜の雨に打たれながら空を見上げて、

《奇き蹟せき》が起きてくれることを祈いのった。

　現れた天使は絶望的な数だ。

　抗あらがっても無む駄だだってわかりきっていた。

　ほんのわずかな希望すら残されていない。

　でも、それでも、

《奇蹟》を願わずにはいられなかった。

　僕は、サクヤを愛していたから。

　サクヤと一いつ緒しよにいたいから。

　だから──空を、見上げ続けた。

　天使の群れの中でサクヤが、奇き妙みように折れ曲がった大たい剣けんを振るう。

　衝しよう撃げき波はが空を駆かけ抜ぬけ、一撃で数十体の天使が消し飛ぶ。

《変身》しても、サクヤだった頃の意い志しが残っているのだろうか。学校を守ろうとするように、校こう舎しやに近寄る天使の群れを、大剣でなぎ払はらい続ける。




　──教えの庭にも　はやいくとせ




　学校は彼女のおかげで無む傷きずを保たもっていた。

　しかし、数え切れないほどの天使が、市街地へと降下していく。

　ただでさえボロボロだった神代市が、破は壊かいの嵐に飲み込まれてしまう。

　家が吹き飛び、ビルが粉々になり、橋が落とされ、工場が炎に包まれる。

　ここからは見えないけれど、たくさんの住民も殺されていることだろう。

　ほどなく、天空からスポットライトみたいな光が降り注いだ。

　天使たちが破壊の限かぎりを尽くした地上を照らす。破壊された建物や、殺された人々が空へと舞まい上がっていった。

　あたかも光の柱が立ち並ならぶみたいに。

　見み渡わたす限り、遥はるか彼方かなた向こうまで、幾いく条じようもの光の帯が連なっていく。

　神代市だけじゃない。この世の全すべてが回かい収しゆうされつつあるんだ。

　アアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァ──……!!

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……!!

　天使と悪魔の声が、頭上で交こう錯さくする。

　サクヤは死にもの狂ぐるいで戦い続けていた。

　天使が繰くり出す錆さび付いた刃やいばを見えない力ではじき返し、大剣を振るう。

　そのたびに天使の群れが光の粒つぶになって吹き飛ぶ。煌きらめく光が渦うずを巻まき、スコールみたいに舞い散った。

　だけど、命を削けずるほどに大剣を振るい続け天使を倒たおしても、それを上回る数の天使が迫せまってくる。悪魔と化したサクヤとて無事ではいられない。

　赤錆の浮いたカッターの刃はが腕うでを掠かすめ、錆びた釘くぎが胸むな元もとの装甲を抉えぐり、撃うち出されたボルトが黒い翼を貫つらぬき、鉄てつ骨こつがうなりをあげて背せ中なかにぶつかる。

　幾百の天使を屠ほふるのと引き替かえにするみたいに、恋こいする少女が傷ついていく。




　──おもえばいと疾とし　このとし月




　仲間たちの唄うたう《仰げば尊し》を背中で聞きながら、僕はひたすらに、壊こわれていく街と必死に抗う恋人の姿をココロに焼き付ける。

　そうしてるうちに──なぜだろうね。

　戦うサクヤの姿に、いろいろな《想おもい出》が重なっていった──……




「ようやく見つけた。おまえが、オメガ？」

　桜さくら吹雪ふぶきの下で出で逢あった時の冷れい酷こくな眼まな差ざし。




　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……!!

　天使の放つ熱線がサクヤの腕を直撃した。

　左腕が一いつ瞬しゆんで消し炭ずみになって吹き飛ぶ。

　しかし、血ち飛沫しぶきを撒まき散らせながら、即そく座ざに失われたサクヤの腕が再生された。

　悪魔は咆ほう哮こうを轟とどろかせ、上位の天使を一撃で屠っていく。




「椎し堂どう密ひそかっ！　おまえが……好きだっ！」

　顔を真っ赤にして僕を指さした姿。




　サクヤが大剣を振ふるうたび、凄すさまじい衝撃波が空を駆ける。

　天使の大たい群ぐんが絶ぜつ叫きようと共に消し飛んだ。

　スパンコールみたいに煌めく天使の放つ光の粒。薄うす紅べに色の花びら。黒い羽根。

　そして、サクヤの傷口から噴ふき出す鮮あざやかな赤い雫しずくが、青空に舞い散った。




「この街は、私が守ってあげる」

　いつの間にか、掛かけ替えのないパートナーになっていた対天使兵器ルシフエリオン。




　襲おそい来る天使は、刻こく一いつ刻こくと増ふえていく。

　あまりにも、あまりにも、圧あつ倒とう的な数で、地上へと降こう下かしていった。

　辛かろうじて学校は無事だ。でも、街は天使によって蹂じゆう躙りんされてしまう。

　黒い翼つばさで空を縦じゆう横おうに駆け、サクヤは命懸がけで天使を屠り続けたけれど──

　アアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァ──……!!

　波に浸しん食しよくされて岸がん壁ぺきが削けずられるように、サクヤの身体が傷つけられていく。




「学校は、とても楽しい。学園祭をするのは、とっても楽しいことだな！」

　宝ほう石せきみたいにキラキラと輝かがやく《日にち常じよう》。




　いくつもの錆び付いた刃が、サクヤの身体に突つき刺ささる。黒い翼にも無数の鉄てつ塊かいが突き立っていた。

　巨きよ大だいな銛もりで腹ふく部ぶを貫かれたサクヤが、絶叫にも似にた咆哮をあげる。

　それでも大たい剣けんを振り上げ続けた。




　苦く悶もんに歪ゆがむサクヤの顔と、幸せそうなサクヤの表ひよう情じようが二重写しになる。

　プリンを頰ほお張ばるとろけそうな顔。「おまえはイジワルなヤツだっ！」なんて憎にくまれ口。不器用な優やさしさ。ぎこちない微笑ほほえみ。照れながら囁ささやく愛の言葉。繫つないだ手の温ぬくもり。甘あまいような香かおり。触ふれ合った唇くちびるの柔やわらかさ。




　アアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァ──……

　恋人の身体は傷きずついてボロボロだ。黒い装そう甲こうが血に染そまり、濡ぬれたように光ってる。

　悪あく魔まみたいな姿すがたに変身してなかったら、とっくに死んでしまってるだろう。

　満まん身しん創そう痍いとなり、血ち塗まみれになっても、サクヤは大剣を振るうのをやめなかった。

　世界を救うためじゃない。

　クラスのみんなを助けるためでもない。

　ただ、僕と一いつ緒しよにいるためだけに。

　必死に、必死に、サクヤは抗あらがい続ける。

　しかし──

　空を覆おおい尽つくすほどの天使の群むれが、サクヤを飲み込こんでいった。

　ゆっくりと、

　ゆっくりと、

　僕たちの最後の抵てい抗こうを、無に帰していく。




　傷つくサクヤの姿とシンクロするみたいに、

　優しい光の中で紡つむいだ幸せな《日常》が、

　ココロをいっぱいに満たして、溢あふれて──

「ありがとう、サクヤ」

　知らず、視し界かいが歪んだ。

　温かな雫が、頰を伝っていく。




　──今こそわかれめ　いざさらば




　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……!!

　一ひと際きわ大きな天使の慟どう哭こくが空気を揺ゆらした。

　無数の錆さび付いた刃やいばがサクヤを襲う。血飛沫が空を舞まう花びらと一緒に吹ふき散った。

　アアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァ──……!!

　サクヤは気き丈じように吼ほえて大剣を振るおうとしたけれど……もう、腕うでが動かなかった。

　続けて放たれた攻こう撃げきにより、黒い翼が切り裂さかれ、対天使兵器ルシフエリオンは糸が切れたように力無く墜つい落らくしてしまう。

　涙なみだを拭ふいて、僕は駆かけ出した。

　サクヤを腕の中に受け止めてあげる。

　傷だらけの恋こい人びとを強く抱だきしめて、

「もう十分だよ。戻もどっておいで、サクヤ」

　ぐったりとしたサクヤの身体からだから、黒い羽根が大量に噴ふき出す。

　視界を覆い尽くすほどの羽根が溶とけるように消えた時、恋人の姿は元に戻っていた。制せい服ふく姿の可か憐れんな少女が横たわってる。

　か細い声で、サクヤは呟つぶやいた。

「私は、負けたの……？　私たちは、《運命》に負けてしまったの……？」

「……いいや。負けてなんかいないさ」

　恋人の髪かみを優しく撫なでた。

「僕たちは最悪の《運命》に翻ほん弄ろうされた」

《運命》は、ドアを叩たたいたりしない。

　なんの前触ぶれもなく、ひたすら理り不ふ尽じんに、過か酷こくな現げん実じつを突きつけてくる。

「だけど、僕たちは懸けん命めいに《生きた》から」

　絶たえ間ない悲しみや苦しみに苛さいなまれながらも、僕たちは《運命》に抗った。

　最後まで《運命》に抵抗して、煌きらめく《日常》を駆け抜ぬけてやった。

　儚はかなくて脆もろいものだったけれど、小さな《幸せ》を抱きしめることができた。

「僕たちは精せい一いつ杯ぱい恋をしたって、胸むねを張って言えるから」

「……ヒソカ」

「だから、決して、負けてなんかいない」

　サクヤをそっと立たせてあげた。

「少なくとも、僕に悔くいはない。いい人生だったって、僕は、笑える」

　体育館から響ひびいていた《仰あおげば尊とうとし》が終わっていた。卒業式は終わりに近づいてる。

　サクヤと真まっ直すぐに向かい合った。

「次は僕の番だね」

　今もなお、街中に破は壊かいの嵐あらしが吹き荒あれている。ありとあらゆる人工物が、光の帯の中へと上じよう昇しようしていた。

　桜ヶ丘高校も例外じゃない。天使の群れが校こう舎しやの上空を埋うめ尽くしはじめている。このままじゃ学校が回かい収しゆうされてしまう。

　愛する少女に、お願いをした。







「僕を、殺してくれ」







　サクヤは大剣を手にした。

　しかし、震ふるえるように首を横に振ふる。

「そんなこと……できない」

　愛いとおしげに僕を見つめる瞳ひとみが潤うるんでいった。

「殺せない……。おまえのいない未来なんて、想そう像ぞうができない……！　ヒソカがいなくなってしまったら、私の《セカイ》は滅ほろんでしまうんだ……!!」

「サクヤ……」

「ヒソカが好きなんだ！　一瞬だって離はなれたくないくらい愛してるのに……殺せるわけない！」

　頰ほおをなぞるように温かな雫しずくが伝っていき、薄うす紅べに色の絨じゆう毯たんに切ない跡あとを残した。

　僕だって、同じ気持ちだよ。

　きみと片時も離れたくない。

　できることなら、死にたくない。

　ずっとずっと、一いつ緒しよにいたい。

　でも、サクヤのために、笑顔を浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。きみはきっと《生きて》いける。平和になった世界で、普ふ通つうの女の子として《生きて》いけるよ」

「やだ……。いやだ……！　こんなに好きなのに、どうして殺さなきゃいけないんだ！」

　涙を流しながら、恋人は叫んだ。

「そんなツライことをするくらいなら……ヒソカになんて出で逢あわなければよかった！」

「僕は、サクヤに出逢えてよかったと思っているよ」

「ヒソカを好きにならなければよかった！」

「僕は、サクヤを好きになってよかったと思っているよ」

「私が対天使兵器ルシフエリオンでなければよかった！」

「僕は、きみが対天使兵器ルシフエリオンでよかったと思っているよ」

「ヒソカが……オメガでなければよかった！」

「僕は──オメガなんてものに選ばれてしまった《運命》すら、よかったと思ってるよ」

「…………」

「大好きな女の子を、僕だけが救うことができるんだからね」

　サクヤは懸命に戦ってくれた。

「小さな頃ころから僕は《正せい義ぎのヒーロー》になりたかった」

　次は僕の番なんだ。

「ようやく、夢ゆめが叶かなうよ」

　サクヤのために、できることをしよう。

「手て遅おくれになる前に、僕を殺してくれ」

　オメガになった瞬しゆん間かんから今まで、死に場所について、ずっと考えていた。

　理想の《死》とは、どういうもんなのか？

　最さい期ごの瞬間は、どんなふうでありたいか？

　結局、答えは出なかったけれど……

　ようやく、正せい解かいに辿たどり着くことができたように思う。

　見上げれば、白い天使たちが舞まう青空。

　太陽がぼんやりと霞かすんで、満月みたいに淡あわく輝かがやいている。

　校庭に植えられた満開の桜さくらからは、花びらが降ふり注いでくる。

　鮮あざやかな桜の雨に打たれながら、愛する少女と見つめ合っているんだ。

　その光景は、すごく幻げん想そう的で……

　奇くしくも、サクヤとの出逢いをリフレインしたかのような状じよう況きようで……

　うん。間ま違ちがいない。これが、正解だ。

　僕は、今、ここで、死ぬんだ。

　青空を埋うめ尽くすほどの天使の大たい群ぐんが、緩ゆるやかに学校めがけて降こう下かしてくる。

　まもなくクラスメイトも全員殺されてしまう──意を決したように、サクヤは制せい服ふくの袖そででゴシゴシと涙なみだを拭ぬぐった。

「わかった……」

　凜りんとした恋こい人びとの声が響ひびく。

「約束だから、おまえを殺そうと思う」

　サラサラ、サラサラ──

　淡雪みたいに舞い散る花びら。

「お願いするよ。きみのために。僕のために」

　降り注ぐ薄紅色の花か弁べんをひとひら、手の上に受け止めて、

「この世界を、救ってくれ」

　サクヤは小さく頷うなずくと、大たい剣けんを構かまえた。

　陽光を跳はね返し刃やいばがきらめく。

「椎堂密。おまえが、好きだ」

　彼女の想おもいを受け止めるみたいに、僕は腕うでを横に広げた。

「サクヤ。きみが、好きだよ」

　永えい遠えんとも思える、一瞬の空白の後で、

　ザッ────！

　サクヤが動いた。










　ふわり、と。




　桜の花びらが、吹ふき散って──










　サクヤは僕に抱だきついてきた。

　大剣を手にしたまま、僕の身体からだに手を回して、ぎゅっと抱きしめてくる。

　幸せそうに胸むねに頰ほおを埋うずめて、

　僕の背せ中なかに回した手を──

　大剣を、動かした。

　────っ!!

　焼け付くような痛いたみを背中に感じた。

　抱きついたまま大剣を振るって、サクヤは僕の背中に大剣を突つき立てたんだ。

　切っ先が肺はいを貫つらぬいて止まる。金きん属ぞくの硬こう質しつな感かん触しよくを体内に感じた。

　思わず、うめき声を上げそうになる。

　しかし、奥おく歯ばを嚙かんで懸けん命めいに堪こらえた。

　唇くちびるの端はしから伝ってきた血を手で拭って、笑えみを浮うかべてみせる。

　自分勝手で、いつもサクヤを傷きずつけてた最低な僕だけど、最後くらいはカッコつけたかったからさ……

　背中に回した右手に大剣を握にぎったまま、サクヤは愛いとおしげに僕の胸に頰ずりした。

「ヒソカは、温かいな……」

　愛おしげに、恋人は僕を見上げて、

「ずっと、ずっと、一いつ緒しよだ……」

　腕の中、幸せそうな声で呟つぶやいた。

　抱きついたままの状じよう態たいで、サクヤはさらに剣に力を込こめる。

　切っ先が僕の胸から飛び出して──！







　──ドンッ！







　刹せつ那な、最後の力を振り絞しぼって、僕はサクヤを思い切り突き飛ばした。

　真っ赤な血に染そまった刃が、僕の胸から顔を出している。だけど、そこには愛する少女の血けつ液えきはついていない。

「ど、どうして……!?」

　愕がく然ぜんとした表ひよう情じようで、僕を見つめてくる。

「きみの考えなんて……お見通しだよ。一緒に死ぬつもりだったんだろ」

　僕と一緒に自分の身体までも貫いて、サクヤは心中するつもりだったんだ。

　そんなこと、させるわけにはいかないよ。

　熱い血ち潮しおが喉のどに込み上げてくる。口角から血を流しながら──僕は嗤わらった。

　狂くるったような高笑いが響ひびき渡わたる。

「ふ…ふは…ふははははははははははははははっ……！　バカだね、サクヤ！　僕の本ほん性しようがまるでわかっちゃいない！　僕はね……ウソツキで、鬼き畜ちくで、最悪で最低なヤツなんだ！　きみを騙だまして利用することしか考えてないんだよ！」

　意い識しきが朦もう朧ろうとする。視し界かいが白っぽく濁にごる。

　傷口からは血液が流れ続けてる。

　制せい服ふくが真っ赤に染まっていた。

　耳の奥で、どくどくと激はげしい鼓こ動どうが響く。

　立っていられなくて、思わず膝ひざを突いた。

「ははっ、あははははっ、ようやく死ねるよ……。オメガになった瞬しゆん間かんから、死にたくて死にたくて堪たまらなかったんだ……！」

　胸から刃を飛び出させたまま、哄こう笑しようする。

「僕は……ただ死ぬためだけに……きみを利用したんだ……。サクヤに言った、愛の言葉も……キスも……全部偽いつわり……噓うそっぱちさ」

　急に寒気を感じた。激しい目眩めまいを覚える。

　でも、ダメだ……。まだ、ダメだ……！

　今、死ぬわけにはいかない……!!

「僕はね、サクヤ……！」

　血を吐はきながら、言い放った。

「きみのことなんて、好きじゃないんだ！」

　視界が霞かすんで、サクヤがどんな顔してるのか、よく見えない。

　でも、きっと、ショックを受けてるだろうね……

　ふいに、痛みが和やわらいできた。鳴り響いていた鼓動の音も遠くなっていく。

　ああ、僕は、本当に、死ぬんだ。

　あと、少し……

　最後まで伝えて、死ななくちゃ……

　両膝をついた状態で、倒たおれそうな身体を懸けん命めいに支ささえて、唇を動かす。

「だからね、サクヤ、僕のことなんて──」







　──忘れてくれ







　最後まで、言うことはできなかった。







　サクヤが、キスをしてきたから。







「ヒソカの方こそ、バカだな。私のことが、ちっともわかってない」

　サクヤはそっと、唇を放した。

　霞む視界の中で見た恋こい人びとの顔は──やんわりと微笑ほほえんでいた。

「私はもう、ヒソカのウソになんて騙されたりしない。おまえの想おもいは、ちゃんと理り解かいしてるんだから」

　間近で見る彼女の眼まな差ざしは、愛に満ちてる。

　剣けんに貫つらぬかれたまま、僕は肩かたを竦すくめる。

「あーあ……椎堂密、一世一代の大おお芝しば居いだったんだけどね……」

「それと、もう一つ。ヒソカはわかっていないことがある」

　近づいてきたサクヤは、優やさしく僕の唇くちびるを伝う血を指先で拭ぬぐって、

「……ヒソカが思っている以上に、私は律りち儀ぎで頑がん固こなんだ……」

　ゆっくりと僕に抱だきついてきた。

「サクヤ……!!」

　僕の胸むな元もとから飛び出していた切っ先が、彼女の胸にも突つき刺ささってしまう。

　そのまま少しずつ力を込めて、僕の方にしなだれ掛かかってくる。

　抱き合うようにして、僕たちが桜さくら色いろの絨じゆう毯たんの上に倒れ込んだ時──

　大剣が恋人の身体からだを貫き通していた。

　柔やわらかな笑顔を浮かべるサクヤの唇から、赤い雫しずくが一ひと筋すじ、零こぼれる。

「私は、やると決めたら、必ず成し遂とげなければ我が慢まんができないタチなんだから……」

「……わかった。覚えておくよ」

　抱き合ったまま横たわる僕たちの上に、

　サラサラ、サラサラ──

　花びらが、舞まい散り続ける。

　もう二度と、離はなれたりしないように。

　指を絡からめて、手を繫つないで。

　僕たちは、ぎゅっと抱きしめ合う。

　薄うすれていく意識を懸けん命めいに繫ぎ止めながら、少しだけお喋しやべりをした。

　まるで、次のお休みの予定を決めるような、何気ない感じで、ね……

「……ヒソカは、生まれ変わりを信じる？」

「今まで信じてなかったけど……たった今から信じることにするよ。生まれ変わって、もう一度……きみと恋をする」

「本当に？　ウソついたら怒おこるから……」

「僕のウソは見み抜ぬけるんだろ……？　僕がウソを言ってるように見えるかい？」

「今のおまえは……本当のことを言ってる」

「僕は本気だよ……。なにに生まれ変わっても……必ずきみを探さがし出す……」

「約束してね……？」

「……ねえ、サクヤ。生まれ変わったら……きみは、なにをしてみたい？」

「なにが……いいかなあ……。そうだ……ヒソカの《およめさん》になりたい……」

「それは……いいね……」

「……ん。そして……二人で、おじいさんとおばあさんに……なるまで……幸せに……暮らすんだ……」

「なんつーか……おばあさんのサクヤなんて……想そう像ぞうつかないよ……」

「ふふっ……ヒソカは……きっと……イジワルじいさんだ……な……」

「ははっ……ひどいなあ……」

　笑い合う僕たちを覆おおい隠かくすように、

　桜の花びらが降ふり積もっていく。

　サクヤの手から、ゆっくりと力が抜けていくのを感じながら。

　僕は、願った。

　世界はいつだって、理り不ふ尽じんだけれど。

　あとほんの、少しだけ。

　優しくあってくれたらいいと。

　僕は、真剣に願って────…………










　やがて、世界は光に包まれた。










　殺すために恋をして×死ぬために愛し合う

　これは、世界を救うための《恋物語》





【卒業まで　残り０日】









　　　Ａｆｔｅｒ　Ｄｏｏｍｓ─ｄａｙ──アダム







　しばらくの間、声を発することすらできなくて……

　サナトリウムの窓まど辺べから外の景け色しきを眺ながめているイブ──ようやく目を覚さましてくれた《原初の女性》の後ろ姿を、アダムは黙だまったまま見つめ続けた。

　窓の向こうでは、美しい桜さくら吹雪ふぶきと、鮮あざやかに煌きらめく光の粒つぶが舞まい散ちっている。

　その光の粒は、天使が死んだ時に現れるものだ。

　天空から降こう臨りんしていた天使の群れは、光の粒となって砕くだけ散っていた。

「これが、密ひそかくんの選せん択たく……」

　消え入りそうな声で呟つぶやいたイブの言葉に答えるように、アダムは口を開く。

「《世界滅亡カーテンコール》が、終わったんだ……」

　ゆっくりと、イブは振ふり返った。

　壊こわれ果はてた世界の片かた隅すみで、《原初の人類》と《原初の女性》が見つめ合う。

「私たちのシナリオが……私たちの《神の計画アポカリプス》が完成したのね……」

「神の望のぞんだ世界滅めつ亡ぼうという《物語》は破は綻たんした。これから先の未来は、きみが望んだ《物語》になるんだよ。退たい屈くつだけど、優やさしい《物語》に……」

「……ありがとう、アダム」

「ボクは、なにもしていないよ。この世界を救すくったのはオメガだ……」

　イブは微笑ほほえんだ。嬉うれしそうにも、切せつなげにも見える笑みだった。

　曖あい昧まいな微び笑しようを見つめたまま、恋をするはずだった女性に近づいていく。

「《オメガの物語》は、もう終わった。世界が救われた後の出来事は、《神》やボクたちにとっては《無意味》なものだ。今、ここで、《オメガの物語》を終わりにしても構かまわないと思う。だけど……、きみが望むなら見に行ってもいいよ……」

　そっと、イブに向けて手を伸のばした。

「《オメガ》ではなく、《椎し堂どう密の物語》を──」

　小さく頷うなずいて、イブはアダムの手を摑つかんだ。

　刹せつ那な──世界が光に覆おおわれていった。

　身体からだを包つつみ込む目ま映ばゆさに、アダムは見み覚おぼえがあった。

『わたしと一いつ緒しよに世界を救って』

　二人が新たな《物語》を紡つむぐと決めた瞬しゆん間かん、世界を包んだ光と同じ輝かがやきだった──










Through all eternity, your voice refrains in my heart.この胸の中で、いつまでもあなたは生き続けているわ







If I killed you in my dream tonight, can I reach the end of pains?あなたの想い出を殺せば、私は幸せになれるかしら…







I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと







I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる







　　　エンドロール──あるいは全すべての始まり







「手、繫つないでみよっか？」

　萌ほう月づき来らい夏かが、僕ぼくの目の前に立っていた。

　耳の先まで真っ赤に染そまった、幼おさななじみ。差し出された手のひら。

　真新しい中学校のセーラー服。翻ひるがえったスカートの裾すそ。軽かろやかに踊おどる短い三つ編あみ。

　彼女を包むキラキラした朝日。吹ふき抜ぬけた春の風──

　なにが起こったのか理り解かいできなくて、妙みように子どもっぽく見える幼なじみを前に、呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまった。

　なんで、回かい収しゆうされたはずの来夏が、ここにいるんだ……？

　つーか、僕はサクヤに殺されて……

「イヤ、かな？」

　差し出した手を微かすかに震ふるわせて、恥はずかしそうに幼なじみは問いを重ねる。

「本当に、来夏、なのか？」

「ほえ？　なに言ってんの、ひーちゃ、」

　言い終わる前に、僕は来夏に抱だきついていた。

「来夏……！」

　守りたくても守れなかった元恋こい人びとを抱きしめる。

　華きや奢しやな身体からだが壊こわれてしまいそうなくらいに、思いっきり。

「わあ!?　ちょ、ちょちょちょっ、ひーちゃんっ！　私は手を繫ごうって言っただけだよぉ！　う、うれしいけど……そーゆーのはまだ早いっていうかー!?」

　来夏の身体は温かかった。僕の腕うでの中で、冷たくなってしまったはずなのに、目の前にいる来夏は、すごく温かい。

　抱きしめられ顔を真っ赤にしてわたわた暴あばれる幼なじみの瞳ひとみを見つめ、問いかける。

「本当に、生きてるんだね……」

「ちゃんと生きてるってばー！　おたふく風邪かぜぐらいで大げさだよぉ！」

　そのとき、背はい後ごからのんびりした声が聞こえた。

「来夏ちゃーん。忘わすれ物してるわよー」

　この優やさしい声には、聞き覚えがある。

　これは……幼なじみのお母さんの声だ。

　……え？　来夏の母親だって？

　来夏ん家のオバさんは、世界滅亡カーテンコールがはじまった直後に、天使に殺されて死んでしまったはずじゃないか。

　首を巡めぐらせて、声がした方を振ふり返る。

　満面の笑えみを浮うかべた来夏の母親が、ハンカチを片かた手てにこちらに走ってきていた。

　そうだ。このシーンにも見覚えがある。

　直後に、来夏のお母さんは、天使に斬きられて殺されてしまうんだ。

「オバさん！　逃にげて！」

　発ほつ作さ的に声が出た。フラッシュバックするみたいに、来夏の母親が袈け裟さ懸がけに切り裂さかれるシーンが思い浮かぶ。

　もしかして、また、同じ苦しみを味わうのか？

　罪ざい悪あく感に苛さいなまれ続ける地じ獄ごくを……




　しかし──

　惨さん劇げきが、繰くり返されることはなかった。




「あらあら～。抱きしめ合っちゃうなんて、密ひそかくんダイタ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン♡」

　ハンカチを握にぎりしめて、来夏の母さんが嬉うれしそうに飛び上がる。高たか天まが原はらセンパイ並なみに巨きよ大だいな胸むねが、ホルスタイン柄がらのエプロンと一いつ緒しよに大きく弾はずんだ。

「二人の仲は、そこまで進んでたのね～♡」

「こここここ、コレは違ちがうんだってばあ！」

　恥ずかしさがＭＡＸに達したのだろう。極きよく限げんまで顔を真っ赤にした来夏が、僕を突つき飛ばした。

　よろめいてアスファルトの上に尻しり餅もちをついてしまう。

「……痛いたっ」

　地面についた手を、すりむいてしまった。

　じんわりと血が滲にじむ。

「あ……ごめんね、ひーちゃんっ！　大だい丈じよう夫ぶっ!?」

「もー、来夏ちゃんったら乱らん暴ぼうなんだからっ。ほら、密くん診みせてごらんなさい？」

　萌月母娘おやこの声が遠く聞こえた。

　傷が……手のひらの傷が癒えていなかったんだ。

　来夏と相思相愛になったからか？

　いや、違う。

　今も僕の胸にはサクヤへの想おもいが宿っている。消せるはずのない想いが……

　だったら、一体……？

　ふと、自分の着ている服に目がいった。僕は真新しい学ランを身につけていた。僕が通っていた中学校の制服だ。

「おはよー」「おいすー。今日は早いじゃーん」そんな何気ない会話を交かわしながら、中学のクラスメイトたちが登校していく。

「やあやあ、おはようございま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]す。密[image: ][image: ]、今日も勉学に励はげむんだぞぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ヨレヨレの白衣を着た眼鏡めがねの男だん性せいが、寝ね癖ぐせのついた長ちよう髪はつを搔かきながら、自転車で通り過すぎていく。二日酔よいでもしてるみたいに自転車はフラフラしてた。

　あれは、ウチの父さんだ。世界滅亡カーテンコールが始まって数年経たった頃ころ、ジエータイの研究所で絢あやさんを庇かばって死んだはずの父親……

　ああ、そういうことかよ……

　混こん乱らんした頭が、ようやく目の前の現げん実じつに追いついた。

　オメガが死ねば《世界滅亡カーテンコール》が終しゆう了りようする──そのルールに従したがって、確たしかに、天使の襲しゆう来らいが終わりを告げた。

　僕たちの世界は救われたんだ。

《世界滅亡》が発生する直前まで、時間が戻ることによって。

　だけど……。だけど……!!

「ひーちゃん、どこか打ったの？　病院に行った方がいい？」

　来夏が青ざめた表ひよう情じようで問いかけてくる。オバさんも心配げに僕の顔を覗のぞき込こんでいた。

「……いや、なんともない。平気だよ」

　酩めい酊てい感にも似た目眩めまいを感じつつも、僕は立ち上がる。

「平気だけど……ごめん。今日は、学校休む。先生に伝えといて」

「休むって、えええっ!?」

「ちょっと密くん。本当に大丈夫なの？」

「身体からだは問題ないです。少し気分的な問題で」

「まさか、サボるつもり!?　ダメだよ、そんなの！」

　心配げに眉まゆ根ねを寄よせながらも、来夏は怒ど鳴なりつけてくる。彼女の言葉を封ふうじるように、僕は踵きびすを返した。動どう揺ようしたままの状じよう態たいで彼女たちと話していたくなかったんだ。

「ひーちゃん!?」「密くん！」

　その場から逃にげるように駆かけ出そうとして──

　ふと、立ち止まった。

　来夏に言っておきたい言葉があったから。

　肩かた越ごしに振り返って、来夏を見つめる。

「……来夏。今度こそ、約束する。きみになにかあったら、僕が必ず守るよ」

　信号が変わるみたいに、青ざめていた来夏の顔がボワっと赤くなった。
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　走って。走って。走って。足が痛いたくなるくらいに走り続けて。

　辿たどり着いたのは、丘おかの上に建っている教会だった。〝あの人〟が、住すみ処かとしていた想い出の場所だ。

「やっぱり、ここもか……」

　天使に回かい収しゆうされて跡あと形かたも無くなっていたはずなのに、完全に壊こわされる前の状態に戻もどっていた。庭木も綺き麗れいに手入れされている。

　庭の向こう側、丘の上から見下ろす街の景色も、全すべてが元通りになっていた。街のシンボルだったオバケ灯とう台だいも健在だ。

　タマシイが抜ぬけてしまったような気分で、教会のドアを開く。

　礼れい拝はい堂どうには誰だれもいなかった。高い窓まどとステンドグラスから差し込む光だけが内部を照らしていて薄うす暗ぐらい。空気は澄すんだように冷たく、汗あせばんだ肌はだにひんやりと感じた。

　板張ばりの礼拝堂を進んで、一番前の長椅い子すに腰こし掛かける。

「もう……なにもないんだな……」

　磔はりつけにされたキリスト像ぞうと空を舞まう天使の姿すがたを描えがいたステンドグラスが、力無く呻うめいた僕を見下ろしていた。

　かつては教会の至いたる場所に〝あの人〟との想い出が残っていた──そのはずだった。

　だけど、今は、そんなもの存そん在ざいしないんだ。

〝あの人〟との記憶も、壊れていく世界でクラスメイトたちと懸命に生き抜いた過去も、来夏と一いつ緒しよに過ごした平へい穏おんな日々も。

　そして──サクヤと育はぐくんだ恋こいも。

　全ては、存在すら無かったことになっているんだ。

　傷きずついた手のひらを広げてみる。傷口からはうっすらと血が滲にじんでいた。

　僕はもう、オメガじゃなくなってる。

　オメガが死ぬことで、世界は救われたんだ。

　だけど、この救われ方は残ざん酷こくすぎるだろ……!!

　どうせ、無かったことになるなら、僕の記き憶おくも奪うばってくれればよかったんだ。

　どうして、楽しかった日々を残しておくんだよ。

　どうして、胸むねの痛いたみを感じるんだよ。

　どうして、恋心が残っているんだよ。

「これじゃ悪い夢ゆめを見ていたのと変わらないじゃないか……！」

　来夏が「手を繫つなごう」って言った──刹せつ那な。

　ほんのわずかな一瞬に、僕は数年分の白はく昼ちゆう夢むを見た。

　状じよう況きよう的てきには、それと同じだ。

《この世界は一度滅ほろびに瀕ひんしていた》なんて、誰かに話せば、高校三年生の──いや、今は中学一年生か──たわいもない妄もう想そう扱あつかいされるだろう。病院にでも入れられかねない。

　苦しみも、悲しみも……

　涙なみだも、痛みも……

　笑い合った想い出も、幸せな日にち常じようも……

　そして──

「サクヤ……」

　ココロに強い痛みを感じて、思わず学ランの胸むな元もとを摑つかむ。

「この恋も、全部なかったことにしなきゃいけないのかよ……！」

　あんなに僕たちを苦しめたのに、まだ苦しめ足りないのか？

　理り不ふ尽じんな《運命》で、僕を翻ほん弄ろうするってのかよ……

「くそっ……！」

　血が出るくらいに、唇くちびるを嚙かみしめた。

　どのくらいの時間、そこにうずくまっていたんだろう。

　高い窓に太陽が掛かった頃ころ、香こうばしい匂においが僕の鼻先をくすぐった。

　コトン──長椅子に微かすかな振しん動どうを感じる。

　顔を上げると、教会の神父さんが立っていた。ひょろっと細長い、仙せん人にんのような身体つきのお爺じいさんだ。

　僕の傍かたわらに置かれたコーヒーの入ったマグカップを視し線せんで指し示しめして、

「コーヒーは好きかい？」

　茶道で使う茶ちや碗わんみたいに大きなカップで、神父さんは音を立ててコーヒーをすする。

「特とく製せいのブレンドなんだ。美味おいしいから試ためしてみるといいよ。おかわりもある」

　それだけ告つげると奥おくへ去っていこうとする。

　慌あわてて立ち上がり、頭を下げた。

「勝手に入って、すいません。すぐに出て行きますから」

　神父さんは背せ中なか越ごしにヒラヒラと手を振ふった。

「構かまわないよ。好きなだけ悩なやんでいきなさい。きみぐらいの年ねん齢れいは、悩むことが仕事みたいなものだからね」

　礼拝堂には、僕と熱々のコーヒーだけが残される。

　気が抜けたように、再ふたたび長椅子に腰を下ろした。コーヒーなんて飲みたい気分じゃなかったけど、なんとなくマグカップを手に取ってみる。

　カップにも見覚えがあった。〝あの人〟が僕に初めてコーヒーを淹いれてくれた時、このマグカップで出してくれたんだ。

　陶とう器き越しにコーヒーの温かさを感じながら、一口飲んでみた。

「おいし……」

〝あの人〟と二人で飲んだのと同じくらいに、神父さんが淹れてくれたコーヒーは美味しく感じた。同じ豆を使っているから、当たり前かもしれないけれど……

　コーヒーを飲んでいるうちに、昔のこと──いや、今や僕の頭の中にだけ残されているシーンが想おもい出されてくる。

　オメガになってしまい、おかしな方向にヒネくれていた僕を癒いやすために、〝あの人〟は学校に通うように言った。それだけじゃない。来夏と仲直りし、クラスメイトたちと遊ぶように命じたり、一緒に街を守ろうなんて提てい案あんしたり。僕の神しん経けいを逆さか撫なでするようなことばかりやらせたんだ。

　こんなことをする意味なんて、わからない。

　そう反発した僕に、〝あの人〟はコーヒーを淹れて、こう告げた──





　──美味しいでしょう？

　　　つまりね、そういうことだと思うわ。

　　　コーヒーが美味しかったり、

　　　ステンドグラスが美しかったり、

　　　幼おさななじみが可愛かわいかったり、

　　　街を守ることができて嬉うれしかったり……

　　　つまり、そういうこと。

　　　それが、答え。きみのしていることの、意味。






　今なら、〝あの人〟の言葉の意味がわかる。

　彼女はいつだって、僕に『きみは、《生きて》いるの？』って問いかけてきた。

　当たり前の《日常》の大切さを、僕に教え続けていたんだ。

　熱いコーヒーを一息に飲み干ほした。

「……なにやってんだよ、僕は」

　タンッと音を立てて、長椅い子すにマグカップを置く。

　笑っちゃうね。動どう揺ようしてたからとはいえ、ついつい打ちひしがれちゃったよ。

　立ち上がり、頰ほおを平手で叩たたく。小気味よい音が礼れい拝はい堂どうに響ひびいた。

　世界滅亡カーテンコールが終わりを告げ、全すべてはなかったことになってる。

　残されたのは、僕の記き憶おくだけ。

　世界が滅ほろびに瀕ひんしていたと知っているのは、僕だけだ。

　夢ゆめでも見たんじゃないかって、笑われてしまう状じよう況きようだろう。

　だから、なんだってんだよ？

　こんなもの、過酷な《運命》なんかじゃない。

　むしろ、幸運じゃないか。

　僕は──忘わすれなかったんだ。

　サクヤへの恋こい心ごころを失わなかったんだ！

　だったら、僕にはまだ、できることがある！　まだ、抗える！　まだ、戦える！

　絶ぜつ望ぼうするのは、懸命に抗った後でいい。

　いや、どんなに絶望的な状況でも、笑って笑って《生きて》やるさ!!

「ありがとうございます！」

　教会の奥に声を掛かけて、礼拝堂の床ゆかを蹴けった。

　駆かけていく僕の背中を、ステンドグラスに描えがかれた《舞まい降おりる天使たち》が、静かに見守っていた──
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　フォンフォンフォンフォンフォンフォンフォンフォン──[image: !!!]

　夜の埠ふ頭とうに鳴り響くバイクのエンジン音が、いくつも重なり合って鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。メロディホーンが《ゴッドファーザー──愛のテーマ》を下品に奏かなでる。

　港こう湾わん地区にある倉庫街。ところどころに設せつ置ちされたライトがオレンジ色の光を投げかける中、レッドデータアニマル絶滅危惧種に指定されそうな昔ながらの暴ぼう走そう族ぞく──今は珍ちん走そう団だんっていうのかな？──が、改かい造ぞうされた単車にまたがってエンジンを吹ふかしていた。ざっと三〇名はいるだろうか。特とつ攻こう服ふくに身を包み、誰もが鉄パイプや木刀で武ぶ装そうしている。

　彼らと対たい峙じしているのは、たった一人のセーラー服の少女。中学二年生とは思えないほどに発育した胸むねを反り返らせて、怯おびえたようすもなく暴走族たちを睨にらみ付ける。

「誰だよ、てめぇ」

　リーダーなのだろうか？　一ひと際きわ頭の悪そうなバイクに乗った男が誰すい何かする。

「私は、沙さ庭にわ第二中学校生徒会長！　高天原Ａはじめである！」

　高天原センパイは、リーダーの男を指さして、

「恋れん愛あいをしたことないのか、貴き様さま！」

　ヘラヘラした笑えみを浮うかべた暴走族たちを怒ど鳴なりつけた。

「《抱だいてしまえば、こちらのもの》なんて、そんなワケがないだろう!?　女をなめるんじゃない！」

　センパイの後ろでは、高校の制せい服ふくを着た女の子が怯えたようにブルブル震ふるえている。

　状況は、こうだ。

　暴走族のリーダー格かくの男が、とある女子高生に恋をした。しかし、ソイツは当然ながらフラれてしまう。それを逆さか恨うらみし、女の子を拉ら致ちして、ムリヤリにモノにしてしまおうなんて不ふ届とどきな計画を立てたんだ。

　で、それを聞きつけた恋愛原げん理り主しゆ義ぎ者しや、高天原Ａは、企たくらみを阻そ止しするために暴走族相手にケンカを売ったという次し第だい。

　……ちなみに、僕はなにをしているかというと、倉庫の陰かげに隠かくれてようすを眺ながめていたりする。絶好のタイミングを見計らわなくちゃいけないからね。

　汚きたならしい音を立てながらガムを嚙かんでいるリーダーの男は、舌したなめずりせんばかりの表ひよう情じようで高天原センパイを──主に盛もり上がった胸むな元もとを重点的に眺めた。

「別に、こっちは一人が二人になろうが構かまわないんだけどな」

　仲間の男たちが下げ卑びた笑い声を立てる。

「下げ衆すが……！」

　センパイの声が震えていた。もちろん、怖こわがってるんじゃない。本気で怒おこってるんだ。

　後ろで怯えていた少女に、背せ中なか越ごしに声を掛ける。

「帰っていいぞ。後は私がカタをつける」

　這ほう々ほうの体ていで女の子は駆け出した。ライトのない場所は真っ暗だから、光の下から走り出ると、すぐに少女の姿すがたは見えなくなってしまう。

「逃にがすな！」

　そう叫さけんだリーダーの男に、センパイは鋭するどい声を飛ばした。

「後を追いたくば、この私を倒たおしてからにしろ！」

　再ふたたび、笑い声が起こる。《特攻隊長》なんて書かれた特攻服を着た男が、鉄パイプで自分の肩を叩たたきながらセンパイに近づいた。

「ちょっと痛いたい目みないとわかんねえの……ぐばッ！」

　男の身体からだが吹ふっ飛び、コンクリートの地面に顔から突つっ込こむ。

　暴走族たちはなにが起こったのか理解できないようだったけど、僕にはわかった。

　高天原センパイが、凄すさまじい早さで裏うら拳けんを入れたんだ。

　センパイは高天原流拳けん術じゆつとかいう、謎なぞの暗殺拳法の使い手だ。ハッキリ言って、めちゃくちゃ強い。発情期のマウンテンゴリラの大たい群ぐんと戦っても勝てると豪ごう語ごしていたほどだ。

　うーん、手て加か減げんナシでいきなりブン殴なぐるなんて、心底怒ってるみたいだね。

　ブルース・リーみたいな感じで、手のひらを上に向けてセンパイは手て招まねきをする。

「来い。腐くさった性しよう根ねをたたき直して、愛の尊とうとさを教えてやる」

「くそっ、やっちまえ！」

　悪代官じみたリーダーのセリフを合図に、男たちはバイクから降おりた。鉄パイプやバットを振ふり上げて、センパイに襲おそいかかる。

　振り下ろされた凶きよう器きをかわし、センパイは鋭い回し蹴りを放った。

　ゾクの男が顎あごを打ち抜ぬかれ昏こん倒とうする。

　風を切って迫せまる鉄パイプを一いつ寸すんで見切り、続けざまに肘ひじうちを敵てきの胸むねに入れた。

「ガボラァっ」なんて気持ち悪い声を出して、やられた男がうずくまる。

　打ち下ろされた木刀を、足を振り上げて靴くつ底ぞこで受け止めた。そのままとんぼを切って、サマーソルトキックをカマす。

「なにやってんだ、おまえら！　手加減してんじゃねえ！　足の一本も折っちまえよ！　大人しくなんだろ！」

　バイクに乗ったままだったリーダーの男が、イライラしたように怒鳴る。

　しかし、既すでに暴走族たちは手加減なんてしてない。本気で襲い掛かってる。

　センパイは軽々と彼らを退しりぞけ、戦せん闘とう不ふ能のうに陥おとしいれていった。

「……しょうがねえな」

　ガムを吐はき捨すてて、リーダーはバイクのスロットルを思い切り回した。

　背中を向けているセンパイへと、バイクを走らせる。

　単車をぶつけて大人しくさせようってハラなのだろう。

　ハッとして振り返った高天原センパイに、鉄パイプが振り下ろされる。

　咄とつ嗟さに腕うででガード。しかし、一いつ瞬しゆんだけ挙動が遅おくれた。

　その間に、バイクが迫ってくる。

　今だ──!!

　ずっと、隠れてタイミングを計っていた僕も、バイクのスロットルを全開にした。

　暖だん気きを続けていたバイクがスキール音をあげて、急発進する。

　ウィリーしてしまったバイクを制せい御ぎよして、センパイに突っ込んでいくバイクに向けて、真まっ直すぐに走らせる。

　ぶつかり合う刹せつ那な──テールをスライドさせた。

　そのまま僕は、バイクから飛び降りる。

　激はげしい火花が散り、バイクが滑すべる。リーダーのバイクの横っ面つらに僕が乗っていた単車の後輪が突っ込んだ。

「くそっ、なにしやがる！」

　バイクは横からの衝しよう撃げきにあまりにも弱い。リーダーの男は呆あつ気けなくぶっ飛んだ。

　僕はといえば、綺き麗れいに着地することができず、勢いきおい余あまってコンクリートの上で転がってしまった。

　ケガはなかったけど、かなり痛いたい。

《横よこ浜はま》で学んだ荒あらっぽいオートバイの乗り方は、ちゃんと身体が覚えてた。

　でも、今後は、こういう無む謀ぼうな運転は控ひかえた方がいいね。もう不死身じゃないんだからさ……。ヘルメットも被かぶるようにしよう。うん。

「おまえは？」

　訝いぶかしげな顔で、センパイは僕を睨にらむ。

　転がっていた鉄パイプを拾いつつ、立ち上がって、

「通りすがりの正せい義ぎのヒーローです。助すけ太刀だちしますよ」

　返事の代わりに、「ふん」と鼻を鳴らしてセンパイは僕に背を向けた。少なくとも、敵とは認にん識しきされなかったみたいだ。

「許ゆるさねえ！　二人ともボコボコにしろ！」

　額ひたいから血を流しながら、リーダーの男が怒ど鳴なる。

　戦闘が再さい開かいされた。

　だけど、僕のすることは、ほとんどなかった。そもそも僕って戦闘能力には乏とぼしい。センパイの背中を守りながら、邪じや魔ましないようにするだけだ。

　三〇秒後には、勝負はついた。

　殴なぐりかかってきたリーダーの男の拳こぶしを摑つかみ、センパイは思い切り握にぎりしめた。

「い、痛ぇ！　放しやがれ！」

「さきほどの少女に近づいたら、こんなものじゃ済すまさないぞ」

　思い切り拳を振りかぶって──凄まじい勢いでリーダーの男をブン殴る。

　鼻の骨ほねが折れる音をＢＧＭに、リーダーは空中遊泳をするハメに陥おちいった。

　残ったヤツらは武ぶ器きを捨てて逃にげ出していく。

　夜の埠ふ頭とうで立っているのは、僕ぼくと高天原センパイだけになった。

「やれやれ……大怪け我がしなくてよかった……」

　安あん堵どの息を漏もらしながら鉄パイプを捨てた僕に、センパイが問いかけてくる。

「……で？　正義のヒーロー。おまえの名前は？」

「椎し堂どう密といいます」

「椎堂か……おまえの目的はなんだ？」

「もちろん、正義のヒーローの目的は、正義の実じつ現げんですよ。通りがかったら、ケンカしてるのが見えたんで」

「ふん、ウソをつくな。こんな夜よ更ふけに、埠頭を通りがかるヤツがいるもんか。それに、戦闘が始まる前から、隠かくれてずっと見ていただろう？」

　さすがは、高天原センパイ。気付いてたのか。別に気付かれててもいいんだけどね。

「《暴ぼう走そう族ぞくのヘッドが、少女を襲うかもしれない》。そんな情じよう報ほうを匿とく名めいで私に垂たれ込んで来たのも、おまえだな？」

「ええ。そうです」

　素す直なおに認みとめてやる。ますます怪あやしむような顔をしてるセンパイに、握あく手しゆを求めるように手を差し出す。

「高天原Ａセンパイ。あなたの活動を手伝わせてください。僕は別の中学の人間ですが、《恋れん愛あい成じよう就じゆ委い員いん会かい》の活動は他校の生徒でも手伝えるでしょう？」

「無む論ろんだ。私は青春を謳おう歌かしようとするもの全すべての味方だからな。しかし……」

　恋愛原理主義者は握手には応おうじてくれなかった。巨きよ大だいな胸むねの下で腕うでを組んで、僕を睨ねめ付けてくる。

「私の思想に共鳴したから賛さん同どうした、というわけではなさそうだな。わざわざ私を助けて恩おんを売るようなマネをして……なにを企たくらんでる？　コトと次し第だいによってはタダではおかないぞ……？」

「そんな怖こわい顔しないでください」差し出した手で頭を搔かきながら、

「僕は慎しん重ちようを期するタイプなんです。あなたは《借りは必ず返す人》だ。だから、ムリヤリ恩を売らせてもらいました」

「…………」

「《恋愛成就委員会》の活動を手伝わせてもらいます。あなたの手足になって働きますよ。だから、見返りにセンパイの力を貸かしてください。あなたの手助けが必要なんです」

　センパイに頭を下げると、僕の顎あごを摑つかんで無理に上を向かされる。

　ココロの奥おく底そこを覗のぞき込もうとするように、センパイは僕の目を真っ直ぐに見つめた。

「なんのために、私の力を欲ほつする」

　キッパリと言い切ってみせる。










「愛のために」










　死ぬほどカッコイイ顔で、恋愛原理主義者はニヤリと笑った。

「椎堂密。恋愛成就委員会は、新たなる同どう志しを歓かん迎げいしよう！」
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　うう[image: ][image: ][image: ][image: ]ん、これは実に……

　中学二年の夏休み。長野県にある、とある全ぜん寮りよう制せいの女子校。パソコン部の部室。

　吐と息いきが白くなりそうなくらいにクーラーがガンガンに効きいた室内。山のように積まれたＰＣの陰かげに潜ひそみつつ、僕は目の前に広がるシーンに感かん嘆たんの息を吐ついてしまった。ついついココロの中でアレな感想を漏もらしてしまう。

　これは実に……えろいね。

　どこぞの名めい探たん偵ていみたいに、身体からだは中学生だけど精せい神しん年ねん齢れい的には高校生である僕は、同級生たちのようにリビドーの塊かたまりってワケじゃない。どちらかというと、枯かれてる方かもしれないね。そんな僕でも、眼がん前ぜんで繰くり広げられている光景にドキドキしてしまった。

「もうガマンできません。もらってもいいですよね？」

　薄うす暗ぐらい部屋に、制せい服ふく姿すがたの可愛かわいらしい女の子の甘あまえたような声が微かすかに響ひびく。

　弓道部か剣けん道どう部か、はたまたなぎなた部なのか。袴はかま姿のボーイッシュなショートカットの少女が、女の子の髪かみを撫なでながら微笑ほほえむ。

「ダメ。部活の後だから、汗あせくさい。寮に戻もどってシャワー浴びたらね」

「神楽かぐらはくさくなんてないですよ」

　袴の上に座すわるようにヒザの上ににじりよって、女の子はクンクンと鼻を鳴らす。

「すごくいい香かおりがします」

　神楽と呼ばれた少女の匂においを自分につけようとするみたいに、グリグリと首の辺りにすり寄よる。その姿は、まるで猫ねこみたいに見えた。

　神楽は鋭するどい目をさらに細めて、微笑んだ。

「にゃみは、本当にガマンができないね。いいよ、吸すっても」

「うふふ。神楽の血が美味おいしすぎるのがイケナイんです……」

　甘えたような声で呟つぶやきながら道着を脱ぬがしはじめた少女の瞳ひとみは、左側が猫の目のように虹こう彩さいが縦たてにすぼまっていた。

　そう。神楽って少女にしなだれかかっているのは、僕のかつての《協力者》だった縁えん遠どう丹に闇やみ──にゃみちゃんだ。この《嗜し血けつ症しよう》なんて病気に罹かかってる少女は、中学の頃ころは全寮制の女子校に通ってた。だから、こうしてコッソリ会いに来たんだ。昔のように、彼女の力を借りるためにね。

　どうして隠れてるのかって？

　にゃみちゃんが籠こもってるパソコン部の部室に忍しのび込んだら、ちょうど吸きゆう血けつシーンに突とつ入にゆうするところだったんだ。で、思わず、隠れちゃったってワケ。なんせ僕は今、とんでもない格好をしてるからさ。

「気になってたんだけど……どうして、いつも、そんな場所から吸うの？　手首を切る方が楽でいいのに」

　神楽の道着をはだけさせたにゃみちゃんは、彼女の肘ひじの内側にカッターナイフの刃はを当てようとしていた。

　ちなみに、神楽は上半身にサラシを巻まいただけの状じよう態たいだ。モニターの淡あわい光に照らされて、ほっそりとした身体のラインが露あらわになっている。かなり色っぽい感じだ。普ふ通つう、女の子が部活で袴姿になる時は、下にＴシャツを着ると思うんだけどな。女子校だから、その辺もルーズになってんだろうか？

　にゃみちゃんは、ちょっぴり申し訳わけなさそうな顔をして、

「手首を切ると傷きず跡あとが見えやすいですから。肘なら見えることもないです」

「別に、傷なんて見えてもいい。私にはリスカの趣しゆ味みがあるんだ」

「でも、神楽の肌はだ、すごく綺き麗れいですよ……？」

　うっとりとしたように、にゃみちゃんは神楽の白い肌を撫なでる。

「くすぐったい」

　ショートカットの髪かみを震ふるわせて、神楽は顔をしかめる。

「うふふ」

　彼女の反はん応のうに嬉うれしそうに笑って、にゃみちゃんは神楽の首くび筋すじにキスをして、優やさしく舌したを這はわせる。

「ん……っ。なにするの……」

「本当は頸けい動どう脈から血を吸いたいです」

「……死んじゃうよ」

「神楽が死んじゃったら、私も死んじゃいます」

「バカ。……んっ。ヘンなとこ、触さわるな」

　うむ──シミジミと頷うなずく。

　やっぱり、実に、えろいね。

　僕は百合ゆり属ぞく性せいはないけど、ソッチ方面の人だったら一ひと溜たまりもないだろう。

　それにしても、ますます声を掛かけるタイミングを逸いつしちゃったな。にゃみちゃんのお食事が終わるまで、隠れてなきゃイケナイのか……？　僕はのぞき見趣味なんてないんだけど……

　悶もん々もんとする僕をよそに、しばらく神楽に甘えていたにゃみちゃんは、カッターの刃をチキチキっと出した。

「それでは、頂いただきます」

　傷を付けようとしたとき──

「そこに誰かいるの!?」

　神楽がコチラを睨にらみ付けてきた。

　どうやら、見つかっちゃったみたいだね……

　小さく肩かたを竦すくめながら、素す直なおに立ち上がった。にゃみちゃんたちの方へ歩み寄よる。

　警けい戒かいするみたいに、僕の協力者だった少女の猫目がキュッと窄すぼまる。

「へ……ヘンタイ!?」

「……頼たのむから、ヘンタイ呼よばわりはやめてくれないか。申し開きのできそうにない格かつ好こうしてるけども」

　自分の服を見下ろす。男子禁きん制せいの全寮制女子校に潜せん入にゆうするため、この学校の制服を高天原センパイに頼たのんで調達してもらったんだ。つまり、僕は今、女じよ装そうしてるってワケ。

　にゃみちゃんを庇かばうように腕を広げながら、神楽は鋭するどい声を飛ばしてくる。

「あなたが誰だろうと構かまわない。なにをしているのかも聞かない。だから、今すぐにここから立ち去れ。……このコに危き害がいを加えるつもりなら容よう赦しやしない」

「そんなに睨まないでよ、小お此この木ぎ神楽さん」

　長ちよう髪はつのヅラを取りながら、笑え顔がおを浮うかべて、二人にゆっくりと近づいていく。

　名前を呼ばれたことに驚おどろいたんだろう。神楽の視し線せんが一いつ層そう険けわしくなった。

「僕は敵てきじゃない。にゃみちゃんたちのピンチを救いに来たんだ」

「わたしたちのピンチを……？」

「バカっ。耳を貸かすな」

「神楽さん。主に、きみの方が危機に陥おちいってしまうんだ。このままじゃきみは死んでしまうよ。だから、僕の話を聞いて欲ほしい」

　相変わらずボーイッシュな少女は今にも嚙かみ付いてきそうな顔をしていたけれど、にゃみちゃんは興きよう味みを惹ひかれたような表情を浮かべる。親友が危機に陥ると言われれば、そりゃあ気になるだろうからね。

　もったいぶるように、咳せき払ばらいをした後で、僕は口を開いた。

「ねえ、小此木神楽さん。きみは、最近、貧ひん血けつ気味じゃないか？」

「……え？」

「立っているだけで、目眩めまいを感じたりすることがある。違ちがうかい？」

「…………」

　返事こそしなかったけれど、険しかった神楽の頰ほおが微かすかに震ふるえた。図星ビンゴだったようだね。

「本当ですか!?」

　心配そうににゃみちゃんは、神楽の顔を覗のぞき込こんだ。

「本当だとも。にゃみちゃんが、このまま血を吸すい続けていたら危あぶない。神楽さんは、貧血が元で、死んでしまうことになるんだ。駅のホームで倒たおれて、電車に轢ひかれてね……」

「で、出で任まかせを言うな！」

「出任せだと思ってくれても構わない。だけど、血を吸わせるのは、ほどほどにするんだ。きみには、リストカットの趣味なんてないんだろう？　にゃみちゃんのために、そんなウソをついている」

「ち、違う。そんなことはない」

　即そく座ざに僕の言葉を否ひ定ていしたけれど、神楽の声は悔くやしげに震えていた。声こわ音ねだけで、真実がにゃみちゃんにもわかってしまったみたいだね。

「……リスカなんて、してなかったんですね？　わたしのために、そんなウソを……」

　嬉うれしさと悲しさが入り交じったような表情で、にゃみちゃんは親友の腕に抱だきついた。

　しかし、神楽は忌いま々いましげに僕を睨みつけてくる。

「あんた、何者だ。なんの目的があって、そんなことを言いに来た」

「言ったろう。僕は、きみたちを救いに来たんだよ」

　さらに二人に向かって近づきながら、僕は自分の人差し指を口元に近づけた。指先を嚙かんで、小さな傷きずをつける。口中に、鉄っぽい味が広がった。

　血の滴したたる指先を、にゃみちゃんの方に向ける。

「…………はぅ」

　鮮あざやかな血の色を見て吸きゆう血けつ娘むすめは物欲しそうな吐と息いきを漏もらした。コクリと細い喉のどが鳴る。

「神楽さん一人が血を分けていたら危き険けんだよ。だから、僕の血も、にゃみちゃんに吸わせてあげよう」

「あんたの助けなんて必要な……にゃみ!?」

　神楽の言葉を無視して、にゃみちゃんは僕の手にすがりついていた。たい焼きを頰張る子どもみたいに僕の手を両手で摑つかんで、指先に吸い付いてくる。

「だ、ダメだ。そんなヤツの血を吸うな」

　必死に制せい止ししようとしたけれど、にゃみちゃんは唇くちびるを放そうとしなかった。僕の指に舌したを這はわせながら、ウットリとした調子で答える。

「でも、この人の血は美味おいしいですよ……？」

　ちゅぱちゅぱと音を立てながら、僕の人差し指を唇でしごいて、

「……んぅっ、はむっ。血の美味しい人は、悪い人じゃないと思います」

「あたしの血が一番美味しいって言ったくせにっ……」

　嫉しつ妬とでもしてるみたいな口調で吐はき捨すてて、神楽はにゃみちゃんを睨にらむ。

「ケンカしないでよ。二人は親友同士なんだろ？」

　とびきりの笑顔を浮うかべつつ、続ける。

「にゃみちゃん。きみは、血を分けてもらうために……なんつーか……男とアレなコトをしてたこともあったろう？」

「…………」

　バツの悪そうな顔をしたにゃみちゃんの髪かみを優やさしく撫なでてあげる。

「これからは、ゼッタイに、そんなことしちゃダメだよ。僕ぼくは少し離はなれたところに住んでる。でも、にゃみちゃんが望むなら、いつでも駆かけつけて血を吸わせてあげるからさ」

「本当に……？」

「ああ。神楽さんのためにも、その方がいいだろうからね。……でも、代わりに、お願いがあるんだ」

　名残なごり惜おしそうにしゃぶり続けていた人差し指を、にゃみちゃんの唇から引き抜ぬいた。

「僕と《契けい約やく》をしないか」

　猫ねこ目めを真まっ直すぐに見み据すえて、お願いする。

「きみの力を貸して欲しい。僕には、にゃみちゃんが必要なんだ」

　僕の言葉を聞いたにゃみちゃんは、ぽーっと頰を染そめた。

　人差し指の傷から少しずつ血が滲にじんで、赤い雫しずくが膨ふくらんでいく。

　血に濡ぬれた指先を、猫のように細くなったにゃみちゃんの瞳ひとみの前で揺ゆらしながら、もう一度問いかけた。

「……どうかな？」

　返答の代わりに──まるで、神しん聖せいな儀ぎ式しきを行うみたいな真しん剣けんな顔で、にゃみちゃんは僕の指先に可愛かわいらしい舌を這わせた。
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　そんな風にして。

　もう一度《目的》を達成するための協力者を集めていった。

　いなくなってしまった〝あの人〟に逢あいたいと願っていた頃ころとは違って、卑ひ怯きようなマネはできるだけしないと決めたから、遠回りをすることになったりもしたけれど……

　少しずつ、確かく実じつに、《目的》に向かって、前進し続けたんだ。

　その間、懐なつかしい面々や悪友たちにも、再ふたたび巡めぐり逢ったりした。







　例えば──猿さ渡わたり三さん聖せいや雪ゆき村むら珊さん瑚ご、栗木坂有香いいんちよ。

　隣となり町まちの中学校に通っていた彼らを見かけたのは、二年の冬ぐらいだったかな。

「待て、サワっち！　今日という今日は許ゆるさないよ！」

「さっきから謝あやまってるだろっ！」

　放課後。猿渡の実家である極ごく楽らく寺じの近所。住じゆう宅たく街がい。

　怒ど鳴なり声と一いつ緒しよに真っ白な息を吐き出しながら、袴はかま姿すがたの珊瑚がハリセンを振ふり回して、学ランを着た猿渡を追い回していた。

「スカートめくりなんて、小学生みたいなコトすんじゃないよ！」

「いいんちょが毛糸のぱんつはいてるって言ってたから、ちょっと見せてもらっただけだろうがっ！　毛糸のぱんつなんて、ブルマみたいなモン……痛いたっ！　痛いって！」

「ブルマと毛糸のぱんつは別物だよ！　今日という今日は許さないからね！　コラー、逃にげるなー！」

　体育会系けいの二人がもの凄すごい速度で走っていく後ろを、モコモコに着ぶくれしたいいんちょが真っ赤な顔して追いかける。

「あ、あのっ、二人とも早いですー！　っていうか、《毛糸のぱんつ》を連れん呼こしないでくださーい！　恥はずかしいですよー！……ふゎあっ!?」

　いいんちょは頭はいいけれど、運動神しん経けいの鈍にぶさも天下一品だ。なにもない場所で、足がもつれて転んでしまった。スカートがまくりあがり、真っ赤な毛糸のぱんつが丸見えになってしまう。

『大だい丈じよう夫ぶっ!?』追走劇げきを繰くり広げていた二人が声を揃そろえて、いいんちょの元へ駆かけ寄よる。

「立てっか？」と声を掛かけながら、猿渡は転んでしまったいいんちょに手を貸して立たせてあげる。

「ったく、栗くり木き坂ざかは、ドジなんだからよー」

「サワっち！　あんたがイケナイんでしょ!?　スカートめくったりするから！」

「いちいち叩たたくなっつーの！　いいんちょはともかく、おまえに叩かれる筋すじ合あいはねーっつーの！」

「なんでよ!?　サワっちの毒どく牙がからみんなを守るために、あたしは女子を代表して……」

「ははん、オレは珊瑚なんか女として見てねえし！　興きよう味みなさすぎ！　女としての魅み力りよくが皆かい無むすぎ！」

「ぬゎんだってー……!?」

「珊瑚のコトなんか好きになる男いないって。悔くやしかったら、もっとバイーンとしたボディーになってから文もん句く言うんだな！」

「もう許さない！　そこへ直れ！　今日こそボコボコにしてやる！」

「もー！　ケンカはやめてくださーい！」

　そんなようすを眺ながめて、僕は思わず苦く笑しようしてしまった。あまりにも僕の脳のう裏りだけに残っている《高校生の頃の猿渡たち》と同じでさ。中学生の頃から、彼らは、あんな感じだったんだね。

　つーか、猿渡。《女として興味ない》なんて言ってるクセに、きみは珊瑚と《できちゃった結けつ婚こん》までしちゃうんだ。……僕の知る未来ではね。

　言いたいことは、たくさんあった。

　しかし、声は掛けなかった。

　新しくはじまった僕たちの未来が、どうなるかわからない。

　だけど、猿渡たちとは、きっと同じクラスになる。再ふたたび、楽しい日々が送れる。

　そんな予感がしたからさ。







　例えば──印いん南なみさつき。

　廃はい墟きよと化した横浜に巣くう《住人レベリオン》たちのチーム──《赤》の首領ボスだった少女とも、再さい会かいを果たすことができた。といっても、当然、向こうは僕のことなんて知らないだろうけどね。

　横浜時代の彼女は、古めかしいスーツに、髑どく髏ろのついた仕込み杖ステツキ。片眼鏡モノクル。胸むねにはサラシを巻まき、赤い髪かみはオールバックにして綺き麗れいに撫なでつけていた。いわゆる、男だん装そうの麗人ってヤツだったんだ。

　だけど、その格かつ好こうは、お兄さんの敵かたき討うちに専せん念ねんするため──無法地帯だった横浜の街で生きていくために始めたもの。

　新しくはじまった世界では、お兄さんが健けん在ざいだから、彼女はちゃんと女の子の格好をしてる。まあ、当然だよね。さつきちゃんが女を捨すてるようになった出来事──お兄さんの仇かたきを追って横浜に入って、そこで乱らん暴ぼうされたなんて事実はなかったことになってるんだからさ。

　いや、しかし、それにしても……

「ああー、そうそう。初めて出逢ったときも、こんな格好してたっけね……」

　都内。とある有名高校の武ぶ道どう場。剣けん道どうの全国大会会場。

　武道場の裏うらに呼よび出したさつきちゃんの格好を眺ながめて、シミジミと呟つぶやいた。

　横浜時代のさつきちゃんはレトロ趣しゆ味みの持ち主で、古めかしい軍服やなんかをコレクションしていたんだけど……

「なんやなんや!?　いちいち呼び出しくさってからに、私の格好にイチャモンつけるつもりやったんか!?」

　燃もえるように赤い長ちよう髪はつを揺ゆらして、関西弁べんでまくし立てながら、さつきちゃんは三さん白ぱく眼がんで僕を睨にらみ付けてくる。

　試合の時間が近いのだろうか。遠くの方で竹刀しないの素す振ぶりなんかをしていた高校生が、怒ど鳴なり声に驚おどろいてコチラを向いて──さつきちゃんの格好を見て、さらに驚きの表ひよう情じようを浮うかべた。

　さつきちゃんが身につけているのは、古めかしい矢や絣がすりの女おんな袴ばかまだったんだ。大学の卒業式以外では見かけないシロモノ。やっぱりレトロ趣味全開だね。古い家の出身らしいから、家訓で決まってるなんて可か能のう性せいもあるけれど。

「もうじきお兄やんの試合が始まるから、気合い入れなアカンのに……！　私にケンカ売るつもりやったら、高ぅ買ぅたるで！」

　手にしていた朱しゆ塗ぬりの木刀を僕の首くび筋すじに突つきつけてくる。

「まさか。その格好、似に合あってる。すごく可愛かわいいと思うよ」

「さ、さよか。ほんなら、まあ、ええねんけど……」

　急に可愛いなんて褒ほめられて面食らったんだろうか。赤い髪と同じくらい真っ赤に頰ほおを染そめつつ、さつきちゃんは木刀を引いた。

「私は、印南さつき。あんたは？」

「椎堂密だよ。よろしく」

「ふうん、ヒソカくんか……」

「呼びづらければ、《ひぃやん》とかでいいよ」

　その方が慣なれてるし──という言葉は、混こん乱らんするだけだから飲み込こんだ。

「ひぃやん、やな。……んで？　こない人気の少ないトコに呼び出して、どないな用があったん？」

　小首を傾かしげたさつきちゃんは、「あっ」と声をあげた。赤く染まっていた顔をさらに赤くして、小声でゴニョゴニョなにか呟く。

「ま、まさか。こここ……告白タイムに突とつ入にゆうしよう思ぅてんのっ？　うわ、どないしようっ？　そんなん初めてやっ！　お兄やんには敵かなわんけど、嫌きらいなタイプやないし……」

「ん？　なんだって？」

「べべべ、別にっ、なんも言うてへんよ！　それで用よう件けんはなんなん？」

「突然で悪いんだけど……きみと友達になりたいんだ」

「……へ？　友達？　ああ、せやな。初対面でいきなり恋こい人びとになろうなん、セッカチすぎやもんな。正しいアプローチや」

　さつきちゃんは、一人で納なつ得とくしたみたいに幾いく度ども頷うなずいた。

　っていうか、さっきから、なにをブツブツ呟いてるんだろうな？　なんか勘かん違ちがいしてるんじゃなかろうか？

　横浜時代に彼女には借りがある。おかしな方向にグレまくっていた中学生の頃ころには、ひどいこともしたしね。そんな借りを、少しでも返したいだけなんだけど。

　訝いぶかしみつつも、僕は続ける。

「きみのお兄さん、剣道が強いだろ。実はファンなんだ」

「ほうほう、お兄やんの強さがわかっとるんか。ますます感心やなっ」

「さつきちゃん、実家は兵ひよう庫ごだろ？　お兄さんが剣道の試合とかで関東に来ることがあったら、教えて欲ほしいんだ」

　さつきちゃんのお兄さんは剣道の大会のために上京して来たとき、不良たちに絡からまれていた女の子を救う。しかし、その中に黒くろ崎さきとかいう名前のタチの悪いサド野や郎ろうが混まじっていた。黒崎は、お兄さんを蛇へびのように執しゆう念ねん深く付け狙ねらい──最後には、お兄さんを殺してしまうんだ。たっぷりといたぶった上で、見るも無む惨ざんな遺い体たいを晒さらし者にするなんてことまでしやがった。

　僕が今生きているのは《世界滅亡カーテンコール》が発生しなかった場合の世界だ。

　だから、お兄さんが同じように殺されてしまう未来は訪おとずれないかもしれない。だけど、用心するに越こしたことはないと考えたってワケだ。

　僕の言葉をどう受け取ったのかわからないけれど、さつきちゃんはポンと手を叩たたいた。

「ははあ、なるほど。それを口実にー言うわけやね。ふむ。なんや《遠えん恋れん》ぽくて、それはそれでええなあ……。や、別に、まだ付き合ぅとるわけやないでっ!?　私はそない安い女やないし！」

「…………？？？　まあ、いいや。そんなわけだから、友達になってよ」

「ええよ。ほな、友達からはじめてみようや。未来はどうなるかわからんけど……」

　頰を染めたまま、さつきちゃんは笑え顔がおを浮うかべた。

　横浜時代には見られなかった、女の子らしい可か憐れんな笑み。

「ごっつぅステキな未来になりそうな気ぃするわ」

「そうだね。いい未来のために、友達になろう」

　微び妙みように会話が嚙かみ合わないような気がしつつも、僕は手を差し出した。

「えへへ、こっ恥ぱずかしなあ」

　袴で幾度も手のひらをこすった後で、さつきちゃんは握あく手しゆに応おうじてくれた。ブンブン音がしそうなくらいに手を上下に振る。

　連れん絡らく先を交こう換かんし終えた頃、武道館の方から大だい歓かん声せいが聞こえた。

「あ、あかん！　そろそろ兄やんの試合が始まってまう！　ひぃやんも見てくやろ？」

「ごめん。今日はもう行かなくちゃいけないんだ。また来るよ」

「なんや、つれないなあ。ま、しゃーないか」

　残念そうにしつつも、さつきちゃんは踵きびすを返した。

「ほな、ゼッタイ連絡するな！　ひぃやんもメール送ってぇな！」

　袴の裾すそを蹴け立たてて武道館の方へと走っていこうとする。

　その背せ中なかに、僕は小さく手を振って、

「それじゃあね、さっちゃん」

　びゅん──！　音が出そうな勢いきおいで戻もどってきたさつきちゃんは、僕の首元に赤い木刀を突きつける。

「ひぃやん。あんたとは友達になったる。だけど、さっちゃんて呼ぶのは許ゆるさへんで！」

　真ま面じ目めな顔して、さつきちゃんはお決まりのセリフを発した。

「さっちゃんって呼んでいいんは……お兄やんだけなんやからなっ！」







　例えば──片かた桐ぎり凪なぎ紗さ＆相あい沢ざわ尊たける。

　高校三年に上がる前に天使に殺されてしまった二人も、もちろん健けん在ざいだった。凪紗は車くるま椅い子すにすら乗っておらず──

「ほら、尊！　さっさとあたしのカバン持ちなさい！　ホント、ノロマなんだから！」

「なんでオレが持たなきゃいけないんだよ！　自分で持てよ！」

「あたしは、水泳の練習して疲つかれてんの！　持ってあげるのが男ってもんでしょ？」

「オレだって、サッカーの練習してヘトヘトなんだよ！　しかも、いちいち凪紗の着き替がえが終わるまで待たされたしよー！　やってらんねー！」

「なによ！　あんたはあたしのゲボクなんだから、それぐらい当然でしょ!?　ほら、さっさとあたしのカバン持ちなさい！　なにグズグズしてんの？」

「はいはい、わかりましたよ！　ったく、オレがいつおまえのゲボクになったっつーんだよ……。可愛かわいくねーなー」

「へー、ゲボクのクセに、そんなナマイキ言っていいと思ってるんだ？　そういうコト言うと、ご褒ほう美びあげないわよ？」

「……ご褒美？　なんだよ、それ」

「たまには飼い犬にもエサをあげなきゃ死んじゃうでしょ？　だから……その……日曜のサッカーの試合、お弁べん当とう作ってってあげるわ。感かん謝しやしなさいよね！」

「え？　マジで!?　どういう風の吹ふき回しだよ？」

「なにビックリしてんのよ？　嬉うれしくないわけ？」

「嬉しいけど……なんで、試合だって知ってるんだ？　オレ、言ったっけ？」

「え、いや、それは……いいじゃない、そんなこと！　ほら、帰るわよ！　ホントにノロマなんだからっ！」

　中学生の凪紗と尊は、相変わらずケンカばっかりしているようだったけど……僕は笑いを堪こらえるのに必死だった。

　二人は相思相愛のクセに、素す直なおになれないだけなんだって、わかっていたからさ。早く自分の気持ちに素直になって、ラブラブになれるように祈いのっておいてあげるとしよう。

　ちなみに。

　彼らとも同じクラスになるような気がしたから、声を掛かけたりはしなかった。

　だけど、僕は、一いち縷るの望みを託たくして、凪紗と尊の想おもい出の場所には行ってみた。

　幼おさない頃の二人の秘ひ密みつ基き地ち──草を搔かき分けるようにして獣けもの道みちを昇のぼった先、丘おかの上に立っている桜さくらの老木だ。

　葉桜となった大たい樹じゆが、街を見守るように立っている。

　奇き蹟せきが起こってくれることを信じて。

　きらきらと輝かがやく木こ漏もれ日のシャワーが降ふり注ぐ桜の下に立った。

　ゆっくりと老木の幹みきを見上げる。




《ナギサ》

《タケル》




　幹に刻きざまれていたのは、この二つの名前だけだった。

　サクヤと一いつ緒しよに彫ほった僕たちの名前は、残っていない。

　恋こい人びとと二人でお花見をした、あの日は、初めから存そん在ざいしていなかったみたいに。

「……負けるもんかよ」

　唇くちびるを嚙かみながら、僕はひたすらに桜の樹を睨にらみ続けた。
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　そして──やり直されたこの世界で、僕は天使にも出で逢あった。




　中学三年の夏休み。午後五時。来夏ん家の玄げん関かん前。

　うるさく鳴き続けるセミたちの指し揮き者しやに就しゆう任にんしたみたいな感じで、日焼けしてうっすらと肌はだが赤くなった幼なじみが元気よく手を振ふった。

「今日はありがとね、ひーちゃん！」

　僕は思わず目を細める。まだまだ陽光は強かったから、彼女の着てる白いスカートがハレーションを起こしたように目ま映ばゆかった。

　ひまわりみたいな笑みを浮かべつつ、来夏はちょっぴり声を落として、

「微かすかちゃんにも楽しかったよって伝えといてね。あ、それと、きっと微ちゃんも大きくなるよってフォローしといてよ」

　僕の背中で妹は安らかな寝ね息いきを立てていた。一緒に海に遊びにいった微は、遊び疲れて寝てしまった。だから、負ぶって来てあげたんだ。

　来夏の声が聞こえたのか、はたまた偶ぐう然ぜんか。

「むにゃむにゃ……どうせ、微はぺったんこだもん。お兄ちゃんのバカー」

　そんな寝言を呟つぶやいた。

　このところ来夏は身体の一部分が急きゆう激げきに成長してる。Ｔシャツの胸むな元もとが今にもはち切れそうなぐらいだ。当然、水着になるともっと目立っちゃって、目のやり場に困こまってしまった。来夏とは同どう棲せいまでしたことがあるのにさ。

　一方の微はツルペタ街かい道どうまっしぐらだから「どうせどうせ微なんて～」って感じでスネちゃったんだ。

　微を壊した過か去こもなくなっている。だから、ヘンな疑ぎ問もん形喋しやべりにもなってないし、小こ悪あく魔まモードも発動することはない。素直で天てん真しん爛らん漫まんな妹だ。手が掛かるのは変わらないけどね。

　さらに声を落として、来夏は「えへへ」と笑う。

「微ちゃんがスネちゃうと困るからさっ。明日は二人だけでプールに行こうよっ」

「海で散々遊んだのに、まだ足りないのか？　っていうか、高校受験の準じゆん備びするとか言ってなかった？」

「えーと……あはははー、それは明後日からってことにしようよっ。それじゃ、また明日ね、ひーちゃん！」

　誤ご魔ま化かすみたいに会話を打ち切ると、来夏は勢いきおいよく家へと駆かけ込こんでいく。ほどなく、家の中から「ただいまー！　お母さん、今日のゴハンなにー？　オナカぺっこぺこだよー！　って、ああー、冬ふゆ人と！　あんた、私のアイス食べちゃったでしょー!?」なあんて賑にぎやかな声が聞こえてきた。騒さわがしいけれど、すごく楽しそうだ。

　苦く笑しようしながら眠ねむっている微を背せ負おい直した。

　隣となりにある自じ宅たくへと帰ろうと歩き出す。




　そのとき──

　一陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。




　僕の前まえ髪がみがふわりと揺ゆれる。

　気が付けば、通りの人ひと影かげが絶たえていた。セミの鳴き声も消えている。

　まるで隔かく絶ぜつされた別世界に迷まよい込んでしまったかのような、奇き妙みような気分に陥おちいった。

　直後、アスファルトの上に陽かげ炎ろうが立つみたいに空間が揺らいで──

　人影が二つ現あらわれた。

　一人は高校生ぐらいの少年。もう一人は、二〇歳はたちくらいの女じよ性せい。

　少年は赤い法衣に身を包んでおり、女性の方はゆったりとした白い衣を纏まとっていた。

　旧きゆう人類が滅ほろびた後の世界で、新たな人類になるという使命を帯びた天使。

　アダムと〝あの人イブ〟だ。

「目を、覚ましたんだね」

　僕の愛していた女性は、懐なつかしさと切なさが入り交じったような表ひよう情じようで頷うなずいた。

「久ひさしぶり、密くん」

「僕の方は、あなたが眠っている間に逢あいにいったんだけどね」

「ふふ、そーゆーナマイキなところも、私の知ってる密くんのままだわ」

〝あの人〟は僕に近づいてきて、優やさしげな笑え顔がおを浮うかべた。

　高校生活の全すべてと引き替かえにしてでも、再ふたたび目にしたいと願い続けていた笑みだ。

　でも、どうしてだろう？　眠っている彼女と会っているからかな。それとも今の僕には揺るぎない《目的》があるからかな。

　僕のココロは、〝あの人〟の笑顔を前にしても、ひどく落ち着いていられた。

「密くん。約束を破やぶって、ごめんね」

「僕の方こそ、ごめん。あなたを待っていられなくて……」

「ううん。いいの。私はむしろ、嬉うれしいわ。この世界が救われたのは、あなたが懸けん命めいに《生きて》くれた証あかしだから」

　静かに首を巡めぐらせて、彼女は平和な世界を眺ながめ渡わたす。

「《世界滅亡カーテンコール》が終わった後の世界が、こんな風になるなんて思わなかったけれど……」

「僕にとっても意外だったよ。てっきり壊こわれたままの世界が続くのかと思ってた……」

「これはきっと、ご褒ほう美びなのよ。密くんは懸命に頑がん張ばったから。だから、もう一度、神さまは《日にち常じよう》をくれたんだわ」

「……そのかわりに、神は僕から恋こい人びとを奪うばっていったけどね」

　と、アダムが冷たい声を投げかけてきた。

「オメガ……いえ、今の世界では《椎堂密》ですね。あなたは、実に往おう生じよう際ぎわが悪い。随ずい分ぶんと、あなたには手こずらせられましたから」

「きみには言われたくないよ。きみだって、諦あきらめの悪さは天下一品だろう？　いろいろな悪巧だくみを続けて……ついには、目もく論ろ見み通りイブを目覚めさせちゃったんだからさ」

　僕の言葉にアダムは少し照れたように、そっぽを向いた。彼が照れるなんて、珍めずらしいものが見れた気がする。

　横を向きながら、アダムは問うてきた。

「諦めの悪いもの同士ですから、わかります。あなたは、どうせ、諦めるつもりはないのでしょう？」

「ああ。なにがあっても、取り戻もどしてみせるさ」

〝あの人〟は満足そうに頷いた。

「頑張ってね。私たちは力になれないけれど、応おう援えんしているわ」

　そして──

　そっと、僕の額ひたいに唇くちびるを寄よせる。

　柔やわらかな感かん触しよくと、甘あまいような〝あの人〟の匂においを感じて、懐なつかしさが胸むねを締しめ付けてきた。古いアルバムをめくった時に感じるような、温かくて、ちょっぴり切ない気持ちがココロを満たしたんだ。

「それじゃ、私たちは行くわね」

「行くって、どこへ？」

「わからない。でも、少なくとも、ここではないどこかへ……」

〝あの人〟の言葉を継つぐように、アダムが続ける。

「この世界は、ボクたちがいるべき場所ではありませんからね」

　悲しげに微笑ほほえんだ後で、

「さようなら、密くん」

〝あの人〟は踵きびすを返した。

「さよなら、……イブ」

　僕が愛していた女性は、アダムの元へと歩いていく。

　新世界で人類の始し祖そとなるはずだった二人が、手を繫つなぎあったとき──

　時間が巻き戻ったかのように、二人の姿すがたは幼おさなくなっていた。

　今の僕よりも年下に見えるほどの年ねん齢れいになったアダムとイブ。

　恋する運命を持っていた天使は、手を繫ぎあったまま進んでいく。

　平和になった街を散歩するみたいに。

　目ま映ばゆい日差しに揺らぐアスファルトの上を、ゆっくりと歩いていく。

　ふいに、アダムとイブの身体からだが光に包まれた。

　輝かがやく光の粒つぶを放ちながら、二人の姿が霞かすんでいく。

　その光は、天使が死ぬときに放つものと同じだった。

　そして、

　光の粒が風に解とけて、




　アダムとイブは──消えた。




　どのくらい、その場に立ちつくしていたんだろう。

　気が付けば、セミの声がうるさいくらいに鳴いていた。

　近所の子どもたちが歓かん声せいをあげながら、競い合うように自転車を走らせていく。家々から、テレビの音や団だんらんの声が聞こえてくる。

「お兄ちゃん。どしたの？」

　いつの間に起きちゃったのかな。背せ中なか越ごしに、妹が声を掛けてきた。

「……泣いてるよ？　なにか悲しいことがあったの？　辛つらいことがあったの？」

「なんでもないよ。光が少し、眩まぶしかっただけだ」

　手のひらで頰ほおを拭ぬぐうと、肩かた越しに妹に笑いかける。僕の笑い顔を見て、妹は安心したように吐と息いきを漏もらした。

「それじゃ、家に入ろう。もう歩けるだろ？」

「降おりたくないよー。このままおんぶしてって欲ほしいな～。だっこでもいいけど♡」

「ったく、甘えん坊ぼうすぎだよ」

　微を負ぶったまま自じ宅たくへと入る。

「ただいま」と声を合わせた僕たちを、母親の作ってくれている夕食の匂いが優やさしく包んでくれた。
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　ヒントは、既すでに手にしていた。




　イギリスにいること。

　桜さくらが一本だけ植しよく樹じゆされた公園のゴミ箱に捨てられていたこと。

　桜の舞まい散る春の日に、神父さんに拾われたこと。

《サクラ》と名付けられ、教会で育てられたこと。




　わずかな手がかりを元に、高天原センパイやにゃみちゃんの助けを借りて、僕は《目的》を達成するために奔ほん走そうし続けた。




　そして、月日は流れて。

　僕は、高校生となった。




　教会で《決意》した瞬しゆん間かんから、実に三年近い歳さい月げつが流れていた──
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　四月五日。桜さくらヶが丘おか高校では、入学式が行われていた。

　校長先生が新入生に向けて、挨あい拶さつをしている。

「ご入学おめでとうございます。晴れてみなさんは桜ヶ丘高校の生徒となりました。入学を祝福するように空は晴れ渡わたり、桜は満開となっております」

　大きく開け放たれた体育館の扉とびらの向こう側には、薄うす紅べに色の景色が広がっている。満開となっている校庭の桜を眺ながめることができるんだ。

　サクヤと一いつ緒しよに迎むかえた《最後の日》と同じように、抜ぬけるような青空に桜の花びらが舞っている。

　校長の言葉に耳を傾かたむけつつ、体育館に並ならんだパイプ椅い子すに腰こし掛かけている僕は新入生たちの顔を見渡した。

　猿渡や珊瑚は同じクラスになっていた。

「うお、あの娘こ可愛かわいい！」

「サワっち！　入学式ぐらい大人しくしてなさいよ！」

　二人は早くも小声で夫婦めおと漫まん才ざいをはじめてる。同じＣ組に割わり振ふられてるいいんちょが、「静かにしてくださいっ」と注意した。

　前の方に座すわっている来夏もＣ組だ。時々僕の方を振り返っては、嬉うれしそうに笑え顔がおを向けてくる。中学生の頃もずっと同じクラスだったのに、また机つくえを並ならべることになるなんてね。この幼おさななじみとは、切っても切れない因いん縁ねんみたいなものがあるのかな。

　一年早く入学して桜ヶ丘高校の生徒会長となった高天原センパイの姿すがたは体育館にはなかった。どこに行ってるんだろう？　一いち応おう、挨拶ぐらいはしておきたかったんだけど。

「ひぃやん、ひぃやんっ」

　突とつ然ぜん、後ろから声を掛けられて、ビックリしてしまった。

　赤い髪かみを一つに束ね、朱しゆ塗ぬりの木刀を手にした少女──印南さつきが、そこにいたんだ。

　腰を屈かがめて隠かくれるようにしながら、声を落として話しかけてくる。

「ひぃやん、むっちゃ会いたかったでー！」

「って、さつきちゃん!?　なんできみがいるんだよ!?」

「この制せい服ふく見てわからんの？」

　さつきちゃんは、桜ヶ丘高校の制服を着てる。……って、ことは、まさか!?

「これからは同じ学校やでっ！　ひぃやんは兄やんの命の恩おん人じんやから、恩返しせんとイカンし……やっぱ……なんちゅーか、《遠えん恋れん》はツライしな！　あははははは、よろしゅう頼たのむわー！」

　ちょっぴり頰ほおを染そめつつ、さつきちゃんは僕の肩かたをバシバシ叩たたく。

　と、窘たしなめるような声が、すぐ近くから聞こえてきた。

「ひぃセンパイに慣なれ慣れしくしないでくださいっ！」

　左目が猫ねこのようになっている可愛い後こう輩はい──にゃみちゃんが、僕の背はい後ごでさつきちゃんを睨にらみ付けている。

「うわ、なんや、この妖よう怪かい猫娘むすめは！」

「妖怪じゃありませんっ！　私は、ひぃセンパイの一番の協力者です。センパイに触さわらないでくださいっ！」

「っていうか、にゃみちゃん！　きみはどうしてココにいるんだよ？」

「この制服を見ておわかりになりませんか？」

　にゃみちゃんは、桜ヶ丘高校の制服を着てる。……って、ことは、まさか!?

「これからは同じ学校ですよ♡」

「いやいやいや、きみは学年が一つ下だろ!?　まだ中学三年のはずじゃ……」

「うふふ。戸こ籍せきなんて、所しよ詮せんデータに過すぎないのです」

「改かい竄ざんしたのかよ！」

「ひぃセンパイがイケナイんですよ？　私はもう、ひぃセンパイの血が無ければ生きていけないカラダになってしまったんです。甘あまい言葉で近づいて、トリコにしちゃうなんて。センパイはイジワルです。鬼き畜ちくです。最悪です。だから、責せき任にんとってくださいね？」

　僕の背せ中なかに頰ずりするみたいに、──すりすりすり。そっとほっぺを寄せてくるにゃみちゃん。柔やわらかなショートカットの髪が僕の首くび筋すじをくすぐった。

　ゴッ──にゃみちゃんの頭に、木刀でツッコミが入る。

「痛いたっ!?　なにするんですかっ！」

「くぉら、妖怪猫娘！　私のひぃやんに気安くベタベタしたらあかんで！」

「《私の》ですって？　なにバカなこと言ってるんですかっ！　ひぃセンパイは、私のですーっ！」

　僕の後ろで、わけのわからないケンカを始めてしまう二人。

　ああ、僕の高校生活はどうなっちゃうんだろうな……

　ため息を吐つきつつ、ステージの方へ向き直る。

　ざわつく生徒たちに眉まゆを顰ひそめつつ、校長先生が挨拶を続けようとした──そのとき。

　校庭の方で、ヘリコプターのローターが放つ爆ばく音おんが轟とどろいた。

　激はげしい突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、桜さくらの花びらが体育館に舞い込んでくる。

　地上近くでホバリングをしたヘリのハッチが勢いきおいよく開き、ウチの学校の制服を着た女生徒が飛び降おりた。

　そのままの勢いで、体育館へと駆かけ込こんでくる。

　こんなド派は手でな登場をする人物には、心当たりが一人しかいない。

　モデル並なみの美び貌ぼう。巨きよ大だいすぎる胸むね。似に合あわない泣きボクロ。トレードマークの腕わん章しよう。

　桜ヶ丘高校の前・生徒会長にして、神かみ代しろ市し一帯に隠いん然ぜんたる支し配はい力を持つ旧きゆう家かの長女。

　校長先生を突つき飛ばし、演えん台だいのマイクをひっ摑つかんで大音声で挨拶をする。

「私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａである！　諸しよ君くん！　愛し合っているか──!?」

　恋愛原げん理り主しゆ義ぎ者しや、高天原Ａの登場にドギモを抜ぬかれつつも、ヤケクソ気味に「うぇーい！」と返事をする新入生たち。

　ナイスなリアクションに満足げに頷うなずきつつ、高天原センパイは頭を下げた。

「入学式の途と中ちゆうで乱らん入にゆうして申し訳わけなかった。しかし、それにはのっぴきならない理由がある。諸君らに、新たな仲間を紹しよう介かいすべく奔ほん走そうしていたのだ。その生徒の編へん入にゆうに手間取ったために遅おくれてしまった。許ゆるしてもらいたい！」

　芝しば居いがかった動作で拳こぶしを振ふり上げて、センパイは続ける。

「では、入学初日に転校してくるという離はなれ業わざをやってのけた諸君の仲間を紹介しよう！　さあ、入ってこい！」

　生徒会長の言葉を合図とするように、ヘリコプターから女の子が飛び出してきた。

　舞い込んでくる桜吹雪ふぶきと一いつ緒しよに、新入生たちのどよめきで満たされた体育館へと駆け込んでくる。

　艶つややかな黒くろ髪かみ。眼鏡めがねの下の冷たい瞳ひとみ。

　あどけなさの残る、可愛かわいらしくも凜り々りしい顔。

　桜ヶ丘高校の制服に身を包んだ新入生の少女がステージへと駆け上がった。

　女の子は壇だん上じようから、新入生を見み渡わたす。

　そして、僕の姿を見つけると──少女は、もの凄すごい勢いきおいでなにかを投げつけてきた。

　顔にぶつかる寸すん前ぜんのところで、なんとかキャッチする。

「ははっ……あははっ……」

　それを見て、思わず僕は笑ってしまった。




《運命》はいつだって、理り不ふ尽じんで、悲ひ惨さんで、残ざん酷こくだ。

　僕たちの大切な《日にち常じよう》を、いとも簡かん単たんに破は壊かいしてしまう。

　希望は絶ぜつ望ぼうへと変わり、悲しみや苦しみにセカイが塗ぬりつぶされる。

　ようやく《日常》の大切さに気付いた頃には、全すべてが手遅れになっていて、

　過か酷こくすぎる日々に絶たえられず、いつしかココロが死んでしまう。

《奇き蹟せき》は起こらないんだってことに気付いて、抗あらがうことすらやめてしまうんだ。




　だけど、だけど、だけど──

　諦あきらめずに、《生きて》さえいれば。

　懸けん命めいに、自分の《日常》を抱だきしめ続けていれば。




「《奇蹟》は起こるのかもしれないね……」




　少女が投げつけて来たもの。

　それは──ボタンだった。

　ちょっぴり傷きずついた、制せい服ふくのボタン。

　その傷きず跡あとに、見覚えがあった。




「私の名前は──有あり栖す川がわ咲さく夜や」




　これは、卒業の日にサクヤにあげた、僕の制服の第二ボタンだ。

　明らかな、矛む盾じゆん。あまりに恣し意い的なパラドクス。

　あるいは、この世界を眺ながめている《神》が、僕たちの諦めの悪さに根負けしただけかもしれないけれど。

　嬉うれしくて、嬉しくて、嬉しくて。

　新しい世界でも、サクヤがずっと持っていてくれた第二ボタンを、強く握にぎりしめる。




　僕たちは、《運命》に勝ったんだ!!




　嬉しさのあまり滲にじんでいく視し覚かくの中で、サクヤは僕を睨にらみ付けてくる。

　彼女の瞳ひとみも潤うるんでいるように見えた。

「椎堂密っ！」

　僕を指さし、大きな声で宣せん戦せん布ふ告こくする。










「おまえが……好きだっ！」










《有栖川咲夜・転校の挨あい拶さつ》が、学校中を揺ゆるがした。

　大だい歓かん声せいをあげる新入生たちと、

　なぜだか頰ほおをヒクヒクさせている来夏やにゃみちゃんたちを横目に、

　僕は、答えた──










「僕も、サクヤが好きだよ」










　　　　[image: ]




　こんな風にして、僕たちのラブストーリーは再ふたたび動き出した。

　きみが好きだから恋こいをして×きみが大切だから愛し合う

　これは、僕たちのための、恋物語。





【僕とサクヤの未来　[image: ∞]】









　　　あとがき







　お久しぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉しいです。




　本作は、記念すべき風見周の通算一〇冊目の文庫となりました。

　そして、第一巻にあたる《殺×愛０─きるらぶ　ＺＥＲＯ─》からはじまった本シリーズは、今回の《殺×愛７─きるらぶ　ＳＥＶＥＮ─》を持ちまして最終巻となります。

　殺×愛という物語のラストは、いかがだったでしょうか？（書店さんで、あとがきを読んでらっしゃる方は、そのままレジへＧＯですよ！　ＧＯＧＯ！）

　ドラゴンマガジンには、最終話である《Loves, so that want to kill.──殺したいほど、愛してる》までが掲けい載さいされました。《エンドロール》と題された部分は、文庫化する際に書かき下おろしたものです。

　この追つい加かエピソードの内容については賛さん否ぴがあるかと思いますが、気に入ってくださることを祈いのっております！




　ところで。

　私にとっては、今回が初めての完結だったりします。みなさんに最後まで殺×愛という物語をお届とどけすることができて、本当によかったです（ホロリ）。

　連れん載さいをしていた二年半の間、いろいろなコトがありました。多くは書きませんが、大ピンチに見み舞まわれたことも一度や二度ではありません。何度、枕まくらを濡ぬらしたことかっ！（ヨダレじゃないですよ？）

　ラストまで駆かけ抜ぬけることができたのは、読者のみなさんの応おう援えんがあったからこそだと本気で思っております。

　それだけに留とどまらず、ラジオに出演させて頂いただくなんて希け有うな経験もできましたし、ドラマＣＤ化やコミカライズなどなど他のメディアに展てん開かいすることもできました。

　ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！

　感かん謝しやしてもしきれません！　もうホント、読者の方かた々がた一人一人に抱ほう擁ようをして回りたいぐらいです！　らぶー！




　しかしながら。

　殺×愛の本編は終了となりますが、殺×愛ワールドはまだまだ終わりません！

　ドラゴンエイジpureにて、殺×愛のコミック連載が開始されておりますっ！

　イラストレーターのＧ・むにょさんご自身がマンガを描かいてくださってます。風見も原作者としてお手て伝つだいさせて頂いてますです。そちらの方では密ひそか＆サクヤの初うい々ういしい恋愛が続いてますので、ぜひぜひチェックして萌もえ転ころがっちゃえばいいと思います。

　そして、あとがきで幾いく度どか書いていますが、外伝の過去編を執しつ筆ぴつしたい野や望ぼうは捨すててはおりません。

　担当Ｙさんに企画書は出しました。許きよ可かさえ取れれば、今すぐにでも執筆したいくらいの勢いであります。Ｙさん、よろしくお願いします！（ローリング土ど下げ座ざをしつつ）




　そんなこんなで、紙幅が尽きました。最後に謝しや辞じを。

　眼鏡めがね男子担当Ｙさん、手の掛かかる作品＆作家ですみません。これからもよろしくお願いします！　面おも白しろい新作を作りましょう！　外伝もぜひ書かせてください！（しつこい）

　眼鏡っ娘こ担当Ｋさん、あなたがいなければ殺×愛は生まれませんでした。私が作家としてやっていけてるのもＫさんのおかげです。本当にありがとうございます。らぶー！

　Ｇ・むにょさん、最後まで美び麗れいなイラストをありがとうございましたっ！　これからもマンガや、別の企き画かくでいろいろ悪わる巧だくみしていきましょうっ！

　この本の出版に携たずさわった全ての方々！　ありがとうございます！

　そして、最後まで殺×愛シリーズを支ささえてくださった、あなた！　ありがとうございます！　これからも風見周を応おう援えんして頂けると嬉うれしいですっ！




　次は、新作でお目めに掛かかれたらいいなあと思っております。

　次回作は、肩かた肘ひじ張はらない感じのお気き楽らくなラブコメがいいなあなんて画かく策さく中です。ぜひぜひ期き待たいしていてくださいね。

　今後とも、よろしくお願いしまっす！
















初出




月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年一～七月号

※本書は連載原稿を加筆修正したものです。
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